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序

埋蔵文化財の保存と活用は，歴史と伝統に基づく特色ある地方文化の形成に大き

な役割を果たすものであります。

県教育委員会は，各種の開発事業に際し，その都度協議・調整を行い，多くの埋

蔵文化財の保存に務めてまいりました。

九州横断自動車道(大村~嬉野間)の建設についても，計画段措から種々協議を重

ね，可能な限り埋蔵文化財の現状保存に務めていただきましたが，最終的にルート

上に所在する18遺跡については記録保存を図ることとし，県教育委員会は日本道路

公閏の要請を受け昭和60年から昭和62年までの 3年間緊急発掘調査を実施いたしま

した。

この調査報告書はその成果を取りまとめたもので，通巻第VI分冊として，野田古

墳他6遺跡を収録いたしました。残りの11遺跡についても年次計画に基づき逐次刊

行の予定であります。本書を埋蔵文化財の保護，活用並びに学術研究の資料として

役立てていただければ幸いです。

平成元年 3月31日

長崎県教育委員会教育長

伊 藤 昭 六
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例 日

1.本書は，九州横断自動車道建設工事に伴う埋蔵文化財緊急発掘謂査報告書の第

VI分冊である。

調査は長崎県教育庁文化課が日本道路公団福岡建設局の依頼を受け，昭和60年

度から62年度まで実施した。

今次報告する遺跡と編集責任者は下記のとおりである。

① 野田古墳 大村市 昭和61年調査

② 東光寺遺跡 " 昭和60年調査

③ 野中墓地・野中遺跡 東彼杵町 昭和61・62年調査

④ 宮 田A遺跡 " 昭和61年調査

⑤名切A遺跡 " " 

宮崎

町田

町田

高野

町田

⑥名切D遺跡 " " 伴

⑦ 松 山A遺跡 " 昭和61・62年調査 安楽

2.本書は，各遺跡ごとに分担執筆し，執筆者名は各項文末に記した。

3.本書の総括編集は高野が担当した。

4. 出土遺物は，現在全て長崎県文化課が保管の任にあたっている。
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I 発掘調査の端緒と経過

。。Iki

ぷ3

九州横断自動車道ルート図
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2 高城遺跡
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6 - Fig. 1 調査地点位置図(・ 今回報告分)



I 発掘調査の端緒と経過

全国的な高速道路建設の要請の中で，昭和41年長崎市と大分市を結ぶ総延長250kmの九州高速

横断自動車道路が計画された。

これを受けて，本県では先ず長崎市と大村市を結ぶ17.6kmが着工されることとなり，当該区

域内に含まれる文化財の保護についての折衝が行なわれることとなった。

その結果，保存不可能な29遺跡については事前に発掘調査を実施することになり，昭和50年

-56年にかけて緊急調査が実施された。その成果については既に報告したとおりで、ぁ言。

一方，大村市から以北の延長部分については，一時中断の状態であったが，昭和53年第 2期

工事として大村市と佐賀県嬉野町の間21.6kmについての建設計画が採択された。

経過については以下のとおりである。

昭和田年 7月 道路公団九州地方建設局長より長崎県知事宛，環境アセスに対する意見要請。

同 年 7月 道路公団あて回答(文化財保護に対する配慮要請)。

昭和54年 8月 県道路建設課長より文佑課長あて関連公共事業調査依頼。

同 年 8月 予定路線内一部について分布調査(遺跡18箇所回答)。一次調査

開 年11月 残り予定路線について分布調査(遺跡38箇所回答)。二次調査

昭和57年 1月 道路公園より文化庁長官へ事前協議。

同 年 2月 県教育長より道路公団あて発掘調査を指示。

昭和田年 4月 道路公団より県教育長あて決定路線内の文化財調査依頼。

同 年 4月分布調査。三次調査

同 年 6月 道路公団あて最終回答。

以上の経過を踏まえ，最終的に路線内に含まれることとなった18遺跡について，発掘調査を

実施することとなった。各遺跡の調査概要は表のとおりである。 (Tab. 1， 2) (高野)

註 1

長崎県教育委員会 1981 「九州横断自動車道建設に伴う埋蔵文化財緊急発掘調査

報告書 1 J 長崎県文化財調査報告書第54集

長崎県教育委員会 1982 「九州、|横断自動車道建設に伴う埋蔵文化財緊急発掘調査

報告書 IIJ 長崎県文化財調査報告書第56集

長崎県教育委員会 1983 「九州横断自動車道建設に伴う埋蔵文化財緊急、発掘調査

報告書 IIIJ 長崎県文化財調査報告書第64集

長崎県教育委員会 1984 「九州横断自動車道建設に伴う埋蔵文化財緊急発掘調査

報告書 IVJ 長崎県文化財調査報告書第69集

長崎県教育委員会 1985 r九州横断自動車道建設に伴う埋蔵文化財緊急発掘調査

報告書VJ 長崎県文化財調査報告書第72集
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Tab.l九川横断自動車道関係埋蔵文化財発』属調査総括 覧表

所在 地 調夜期間 遺跡の概要

分布面積 ①61.3.3-3.27 寺1)シタン大名大村純:g(1586没)の終罵の地。泉水のみ現

3，040m' ②61.4.7-5.31 存する。中世とi!i:iltの様々 な柱穴群が検出されたが、純，'/;，と
l 坂口館跡 大村市荒瀬mr ③62.2.9-3.28 の直接的資料となるかは今後検討を要する。

調査面積 ④62.4.6-6.2 
3，040m' ⑤62.8.18-9.30 

分布面積
(葛城)穣両50mの丘陵上の位置し野間A遺跡と対持する。鞍

(蔦W()6!.4.21. -11.7 部には比較的良好な遺物包含層が残存しており、かなり広範
2 葛城野田A 大村市鬼僑町

23，000m' (野田A) 回に分布している。幼児の埋葬護棺5基は県下でも貴重な例
遺跡 調交面積 ①61.11.12-62.3.20 である。

5，200m' 
②62.4.6-6.5 (野回A)江戸時代の墓を11基検出した。その中に!普侶内幕と

推定される墓がある。

分布而積 標高40mの丘陵上に位置する。遺物包含層l立開墾時の削平で
550m' 消失したものと考えらる。

3 野間B遺跡 大村市野田町 61.9.29-10.6 
調査面積

212m' 

分布面積 開墾によりかなりの損壊を受けていた。封土はなく石案が天

2，340m' 井石を欠いた状態でl基露出していた。 7世紀の群集墳中の
4 野田古墳 大村市野田町 61.6.16-9.19 1基と考えられ、台地上の浅い谷の商慨に 2基追加確認した。

調査面積 玄室(遺体を安置する部屋)は、床に板石を敷きつめていた。
2 ，390m' 副葬品の出土は少をい。

分布面積 丘陵平坦部および南而するなだらかな傾斜地に遺物の散布が

5 野聞の久保 大村市立福寺町 5，270m' ①61.10.7-62.3.20 多く見られる。縄文時代から弥生時代にかけて営まれた遺跡

遺跡 弥勅寺町 調査面積 ②62.4.6-6.2 である。

4，100m' 

分布函積 丘陵斜面上に位置し浅い谷を挟んでA.B地区に区別される。
3，450m' A地区の状況は良くなかったが、B地区l土良好を遺物包含層が

8 上八龍遺跡 大村市弥革i)j寺田I 62.1.13-3.26 残存しており、多くの遺物が出土した。また、柱穴群の検出
言耳査面積 により生活社も確認した。

1 ，380m' 

分布面積 標高約125mの丘陵上に位置する。遺跡は開墾時のt員壌を受け

7 東光寺遺跡、 大村市11-]原1丁目
2，500m' 

調査面積

ていたが、台地の辺持部には縄文時代早期と晩期の比較的良
60.10.28-12.7 好な遺物の包含状況が見られた。

750m' 

分布面積 ゆるやかに傾斜する標高約140mの丘陵先端部に位置する。i量
450肘 物包含層的大半は開墾等により消滅していた。遺跡的中心l:l

8 長石遺跡 大村市松原3T目
調査而積

60.11.25-12.6 調査区の東閣と推察される。

212m' 

分布面積 標高約117mの丘陵上に形成された縄文時代を主体とした遺

9 皐郷遺跡
東彼杵郡東彼杵町里 12，730m' 0060.12.5-61.3.27 跡。遺物としては、!日石器時代からi!i:i止までと編広い時代に

郷 ②61.4.7-5.31 わたって出土Lている。遺跡は広範囲に形成きれているが、
調査面積 かなり損壊を受けていた。

6，065m' 

分布面積 標高約65mの緩やかな尾根上に{立置する。良好な縄文時代のi宣

10 大久保遺跡
東彼打郡東彼杵町平 2，730m' 物包含層が確認されたが、自日平副石耳元り等後世の人為的撹乱

u:(問郷
60.9.2-10.31 によりかなりの損壊を受けていた。

調査荷積
624m' 

分布閥横 標高約55mの丘陵上に詞られている。墓碑には、元禄年間的紀

東彼杵郡東彼杵町瀬 190m' 年銘が刻まれているが、単なる拝み墓で、遺体埋葬墓地は別
11 野中墓地

戸郷
61.12.13 地と考えられる。

調査面積
190m' 

分布市積 野中墓地と悶ヒ立地にある。墓地改葬中に縄文時代の遺物が

12 野中遺跡
東彼杵郡東彼杵町i頼 5.000m' ①62.3.2-3.18 発見され、遺跡の存在が確認された。

戸郷 ②62.4.6-4.21 縄文時代の包含層はごく一部内狭い範問に堆積していたが、
調査面積 遺跡の主体は中~近世て'あり建物跡が検出されたロ

2，520m' 
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遺物・遺構等 時代 調査担当 整理科当| 報 告 年

-縄文式土器 -縄文時代 語j島・宮崎・立平 加I]!語・宮崎
-石器(石鉄・石匙・剥片) -弥生時代 福田・本国・浦田 村川

1991 
-翰入陶磁器・近世陶磁器 。中世 長鳴・村川
[建物祉・箱式石椋] -近世

遺物総点数 4，460点

-ナイ 7形百器・縄文式土器 。縄文時代 藤田・立平，)11畑 藤田・立平
-石器(石銭掻器 '~J片) 目弥生時代

1990 [柱穴・土媛・主主持・墓穴] iQ)i!I世

遺物総A主数 33，700点

-縄文式土器 。縄文時代 1'i1寄福田 宮崎
白石器(石鉄・石核 '~J片) 目i!I世

1990 
-陶磁器

遺物総点数 85点

-縄文式土器・石器 -縄文時代 宮崎福田・本田 宮崎・福田
須恵苦手・陶磁器片 。古漬時代 本国

本書
[円墳・横穴式石室]

遺物総点数 930点、

-縄文式土器・弥生式土器 。縄文時代 高野・久原・川道 前野
-石器類・陶磁器片 -弥生時代

1990 
[不定形土壌・柱穴群・斐棺l ， i!Ii吐

遺物総点数 110，000点

-縄文式土器・弥生式土M 。縄文時代 久原・伴 1宇
-石器類 -弥生時代

1991 
[柱穴群I

遺物総点数 12，000点

-縄文式土器 。縄文時代 安楽・町凶 安楽・前回
-行器(石鉄・剥片) ';!I世

本書';!I世陶磁器

造物総点数 9，OOOlf 

-石器類(石核・剥片) 。縄文時代 宮崎・草野 宮崎
-須恵苦手Jl' -古噴時代

1990 
ー陶磁器片 -近世
-土鐙

遺物総点数 294，点

-ナイ 7形石器・縄文式土器
-旧石器時代

高野・久!且・ Illi童 角野・小野
-石器類(石鉄・掻器・削器) 稲田・)11)圏・小野
-陶磁器片

。縄文時代 1991 

{住居社・土媛墓集石i宣構]
-近世

遺物総ウ;数 35，000点

-ナイフ形石器 -旧石器時代 藤岡・久原・ I11測 藤田
-行捻 。縄文時代

1991 
-縄文式土器
-石器類(石銭・剥片等)

遺物総点数 15，300点

-古銭(寛永通宝) iQ)i!Iill: 出)11・宮崎 宮崎
-土瓶

本書

遺物総点数 4点

-縄文式土器 -縄文時代 副島・町四・村I11 町困・村)11
-石器類(磨製石斧・ τM片等) -弥生時代 小野 小野

本書
-陶磁器片 。中世
[柱穴群・土境] 。近世

遺物総点数 1，500点

[ J内はi貴俵 。主体となる時代
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Tab.2 九州横断自動車道関係埋蔵文化財発指調査総括一覧表

NQ 遺跡名 所 在 地 面積(財) 調査期間 遺跡の概要

分布面積

E際の4高記某壮録のg(a屋がそh滋aのmbo野内る泌が3岸存詔鶏段K企仁丘のlL主た人結トし骨末k位考が置峻盟えす刺2ら撃るのれさ。遭るれ大.構たれのまま郷他た士付)に記1を6に1検そ8j「れ出杷寸頃は崎L憾dた城墓aの~I13 小南城跡
東彼杵郡東彼杵町瀬 2，470m' 

戸郷
61.11.25-62.3.27 

調査面積
4，800m' 

分布商積
酬の醐刷帥附川棚脚削指副活請すhtll 

東彼杵郡東彼杵町千 1，960m' 後・晩期から弥生時代中期にかけて形成され集落祉・生
14 宮田A遺跡

綿宿郷
61.6.16-9.26 が付近に存在すると考えられる。

調査面積 特に、扇平打製石斧のtH土量が多< (400本)、ー農耕と関連す
1守720m' る!生産背景が注目される。

分布面積 標高約65-80mの緩やかlこ傾斜する丘綾上に位置する。縄文時

東彼杵郡東彼杵町干 4，170肘 代中期から晩期の遺物の出土があったが、遺跡的主体は中世
15 外国遺跡

綿宿郷
61.3.3-6.11 -j![iltに至る時期E考えられる。

調査荷積 ノj、撲を集めた集石土壌や訴状の，石敷7章構・石垣等の遺構の検
3，225m' IIIがあるが、いつillも性格不明。

分布面積 標高約60-70mの丘陵斜而上lニ位置する。遺跡の主体部は町営

16 名ザIJD!童跡
東彼杵郡東彼杵町干 4，790m' グランドの下にあり、調査区域li辺持部と考えられる。遺物

綿宿郷
6l.8.25-10.9 包含層l立流失していた。

調査面積
1，100m' 

分布面積 標高約60mの丘陵上に位置しており、遺物の散布はわずかに見

東彼杵郡東彼杵町役 640m' られるが、遺物包含層が流失してしまっており、地山までの
17 名切A遺跡

杵宿郷
61.4.21-5.10 深度が浅く状況は良くなかった。

調査面積
335m' 

分布面積 闘い駈に位四谷部に爾した鈴蘭M 成tl
東彼杵郡東彼杵町役 8，110rrず ①61. 7.7-62.3.20 

れている。かなり広範囲に分布しており多くの遺物が出土
18 松1M遺跡

杵1首郷 ②62.4.6-6.19 
ている。

調査面積 特に、石銭のIII土量の多きには注目きれ、石持60点の出土は
5，125m' 県下最多例である。

合 計 !分布面積出 390m' 調査面積川耐
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遺物・遺構等 時代 調査担当 整理担当! 報告年

縄文式土器・石器類 縄文時代 町田・福田・村川 町I図・村川
-陶磁器類(中世・ ili:l!t) -弥生時代 本田・伴・小野 1半・小野

1991 
[空土壕器溜2}条・石短・土横・集石・遺構 。中世

C近世

遺物総点数 50，000点

-縄文式土器・弥生式土器 縄文時代 局野・久原・川道 品野田川i道

-石器類 。弥生持代 宮崎
本書

[集石土境・不明土壌]

遺物総点数 28，900戸、

-縄文式土器・石器類 -縄文時代 安楽・藤田・町田 安楽・藤田
-翰入陶磁器類 。中世 浦田・長喝 町田

1990 
[柱穴群・集石土壌・石敷遺構・石垣] ili:世

遺物総，官、数 12，000点

-縄文式土器 。縄文時代 町田・ 1半 町田・伴
-石器類(石鉄.oFiJ片等) .ili:世

本書
-陶磁器片

遺物総，点数 8，000点

-縄文式土器 。縄文時代 町田.，甫回 町図

-石器類(剥片)
本書

遺物総，点数 500.点

-ナイ 7形石器・縄文式土器 .[日石器時代 安楽・浦回・長鴎 安楽
-石器類(石銭・剥片・石斧) 。縄文i時代

本書
-石鱗片 .f旬路器類 -近世
u長石遺構・土壌]

遺物総点数 65.000点

遺物総点数 386，673点 [ 1内は遺構 。主体となる時代

11 



本年度報告遺跡の発掘調査ならびに整理作業担当者は下記の通りである。

高野晋可 長崎県教育庁文化課主任文化財保護主事

安楽勉 " " 
副島和明 " " 
宮崎貴夫 " " 
町田利幸 " 文化財保護主事

久原巻二 " 指導主事 (現長崎県立島原高等学校教諭)

川道寛 " " (現長崎県立西陵高等学校教諭)

福田一志 " 文化財研究員 (現長崎県立長崎工業高等学校教諭)

浦田和彦 " " (現長崎県立壱11皮高等学校教諭)

本田秀樹 " " (現長崎県立富江高等学校教諭)

長嶋徹 " " (現長崎県立長崎南高等学校教諭)

村川i逸朗 H 文化財調査員 (現長崎県教育庁文化課文化財保護主事)

伴耕一朗 H " 
小野ゆかり " " 
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II 遺跡の地理的環境

1.地理的環境

本報に関わる地域は，大村市北部から東彼杵郡東彼杵町にかけての長崎県本土部の中東部に

当る。東は佐賀県，西は大村湾に面し，南は諌早市，北は佐賀県・東彼杵郡川棚町がある。

大村市は大村湾の南東岸に位置し，面積126.45km'，人口72，039(昭和63年12月末)は，県内

8市中それぞれの 6位・ 4位である。昭和17年県内 5番目の市として市制を施行した。東に多

良山系の山波があり，東高西{誌の地勢を呈している。多良山系からは深い谷を穿って郡川が西

流し，大村扇状地をつくって市の主な生活舞台を提供している。

994 (正暦 5)年藤原直澄が入って大村氏の藩祖となり，郡川河口近くに本拠を構えたが，大

村純忠により三城，その子喜前によって玖島城が築かれた。純忠は，キリシタン大名として知

られ，長崎開港や天正遣欧少年使節を派遣したりしている。玖島域社の東部地区には，藩校五

教館御成門や武家屋敷が残り，江戸

時代の面影を伝えている。明治30年

に放虎原に陸軍歩兵連隊が置かれ，

大正12年には海軍航空隊も開設され

て大村は寧都の様相を呈した。現在

も自衛隊基地として受け継がれてい

る。大村湾に浮ぶ箕島には，世界初

の海上空港として長崎空港が設けら

れた。九州横断自動車道の建設など

高速交通体系が次第に整うにつれ地

域浮揚の要素が増大し，臨空港型の

工業立地や農業の集約化など県央の

中核地域として地域の変容が起りつ

つある。従って人口も昭和40年以来

増加傾向がつづいている。産業別就

業人口をみると，第一次産業12.4%，

第二次産業20.8%，第三次産業66.7

%となっており，県平均 (17.3，23.

3，59.3) と比べ第一次産業が少なし

大

村

湾

Fig.2 周辺概念、図
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第三次産業が多い。市の行政・経済や文化面での機関のほとんどは大村平野南部の市街地に集

中し，近世以来の中心機能を継承している。

東彼杵町は，大村湾の北東岸にあり，北西一南東方向の海岸線を一長辺とする略平行四辺形

の町域をもっ。面積74.21kni'2，人口10，387(昭和63年12月末)。全体に山がちで，南東部の遠目

山 (849m) を最高所とし，北及ひ、西へ高度を逓減して多良山系の山地・溶岩台地がつづき，彼

杵川iをはさんで北には虚空蔵山塊が占めている。海岸に沿って大音琴・彼杵・千綿や里のまと

まった集落がほぼ等距離で並び，国道・ JR大村線がこれらを結んでいる。その他彼杵川の河

谷や丘陵状の山麓傾斜面にも古い集落がみられる。産業別就業人口は，第一次産業31.5%，第

二次産業26.9%、第三次産業41.5%で，県平均に比べ第一次産業が多く，第三次産業が少ない。

大村市と好対称をなす。第一次産業は，農業・林業がきかんで，中でも県内の51.6%もの茶園

面積をもっ県内ーのお茶どころとして知られる。彼杵が町の中心地で江戸時代の長崎街道の宿

駅として発達した。今も国道34号， 205号が分岐し，九州横断道のインターチェンジが建設され

ており，交通要衡として今も昔も変らない。

大村市・東彼杵町両地域は，多良山系や虚空蔵山などの山々が広い面積を占め，大村扇状地

や彼杵)11河口部などに平野がみられるだけである。これらの基盤をなすのは，第三紀の堆積岩

(杵島層群)で，彼杵川!の谷底などに一部みられる。この上に安山岩や玄武岩質の火山性岩石

が何層も噴出して，複雑な地形区をつくっている。

多良山系は，経ケ岳 (1076m) を最高峰とする火山で，有明海と大村湾との聞に噴出し，諌

阜地峡で狭ーまりながら島原半島や長崎・西彼杵半島を肥前半島胴部と繋いでいる。基底部には

玄武岩や変朽安山岩があり，その上に安山岩質の火山岩が噴出して，五家原岳(1058m)，多良

岳 (983m)，経ケ岳 (1075m)，遠日山 (849m)や郡岳 (826m)などの洛岩円頂丘群が形成さ

れている。これらの諸峰が郡川上流の黒木谷をとり囲むようにみられるところから，黒木の盆

地状地形を火口とする考えもある。大村市と東彼杵町との境界付近には，美麗な武留路山 (341

m)や飯盛山 (335m)，鉢巻山 (335m)があり，寄生火山としての性格をもっ。

多良山系北部は玄武岩が広く，溶岩台地となる。大野原台地と呼ばれる高位の玄武岩台地と

中位の赤木台地とに分類される。大野原台地は，遠目出や郡岳の北麓に県境にそって広がり，

琴平山や大野原を中心とした標高400mほどのゆるやかに起伏する台地で，一部は自衛隊の演習

場として利用されている。北から彼杵川・塩田)11支流の岩屋川内)11，西から千綿川が深い谷を

刻み，台地に上る所に大きな選移点がみられる。赤木台地は，彼杵川と子綿)11とにはさまれた

標高200m内外の台地である。両台地とも周辺に急斜面が発達し，地形区の境界に溜池がみら

れ，茶園の土地利用が広いなどの共通点がみられる。

多良山系の南部は有明海へゆるやかに裾をひく山麓面が発達して，放射状の多くの谷がみら

れる。この山麓地形は，多良火山初期に噴出した火山泥流(火山砕屑岩)によるもので，西端
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は大村扇状地にも接しており Fig.3にもみえる。鈴田川i以南は第三紀層の丘陵に日昔などの玄武

岩がのこって乎頂牲の山地となっている。

虚空蔵山地は，東彼杵町の北部を占める山地で輝石安山岩・集塊岩状安山岩や安山岩質凝灰

角喋岩などの安山岩質溶岩からなる。主峰の虚空蔵山 (608.5m)ほか不動山・高見岳などの峰

がいくつかに分かれ， Fig.4のとおり侵食谷が樹

枝状に深く入り込み，開析が進んでいることを

示している。山容は壮年期性を呈し，山頂はビ

ュート状に尖っている。

山地や台地の周辺にはゆるやかな起伏の山麓

地形がみられる。大村市街地の東方，江ノ串川

から彼杵JIIにかけての海岸沿いによく発達して

いる。本報に関わる九州、i横断道はこの緩斜面を

ぬって走るため，山麓端に立地する遺跡が大半

を占める。

以上の山地地形を切って流れる諸河川は，東 I N 

高西低の地勢を反映して西へ流れて大村湾へ注

ぐものばかりである。郡川・彼杵川や千綿川な

どを代表的河川としてあげることができる。

郡川は当地域最大の河川で，延長14.6km，流域

面積54.7km'を測る。多良岳の西麓に源をもち，

多良火山に深いV字谷をつくる。黒木盆地の出

口には萱瀬夕、ムが多目的ダムとして建設され，

長崎市へも送水されている。中流で南川内川，

下流で佐奈川内JIIなどの比較的大きな支流を集

めて河道を広げ，大村湾へ注ぐ。目下の集落付

近からは，両岸に細長く河岸段丘が発達し，坂

日以下は大村扇状地となる。大村平野の大部分

を占める大村扇状地は，扇頂の坂口から約135'の

角で半径4kmにわたって西へ聞いており，坂口

(t票高45m)から約1/100のゆるい傾斜をもっ。

扇端は海に没しているといわれる。最終氷期の

海面低下期に形成されと考えられ，主に多良火

山から供給された砂際層は150mをこすという。

郡川iはかつては扇状地の主軸にそって西へ直流

、
。 4km 阿宇田

n5.:~火山円際岩(火1I 1泥流)

口T中積層・埋立地 由玄武者

図 扇 状1山積物(砂磯)図安山欄

園段カ;堆積層 自杵烏層群(i!lt$i章砂岩層)

Fig.3 周辺の地質図
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しており，旧河道を示す小凹凸が扇頂から放射状にみられる。完新世の海面上昇にともない基

準面が変動して旧扇状地は侵食を受けることとなり，郡川の河道は北転して一段低い新しい扇

状地をつくって今日に至っている。一段高い!日

扇状地は焔の土地利用が多く，新扇状地は主に

水田に利用されている。また海進にともなって

海岸近くの扇面は，一部侵食を受け，i皮食台を

つくっている。現在の河道の下流部には，自然

堤防の微高地があり， JIi端・竹松遺跡などの縄
註4

文・弥生時代遺跡がみられ，地形発達史をうか

がうことができる。河口部には沖田三角州、陀呼

ばれる扇状地状三角州がみられ，条皇制地割が

認められている。大村扇状地南部の大上戸川河

口部にも小三角州が形成され，同様に条里遺構

がみられる。両地域周辺には古墳も多く，水田

可耕地をもっ大村扇状地の両扇側から開発が進

んだことが知られる。属央部は地下水位が深く

開発が遅れたが、江戸時代になって千葉ト枕に

よる放虎原開拓が有名である。

彼杵JIIは延長6.8km，流域面積25.4km'，東彼杵

町北半部を流域とする。大野原台地北部の中山

を水源とし，北西流する支流を合わせて西へ向

きを変え，次第に広い河谷となる。虚空蔵山南

麓を侵食する川内川を合流して西南へ向きを転

じ，大村湾へ注ぐ。中流域には 3~4 段の河岸

段丘が断片的にみられ，低位面の残りがよい。 間叩k

N 

扇状地性の山麓堆積面も谷底平野に接して一部 I Dlllh_‘ 

みられる。下流部はやや広い低平地となる。標 I '<惜 llll~

高20m以下には流路の変動を示す!日河道があり， I '0-

5mの等高線は河道部で下流に凸となり，荒れ 。 4km 

田人工改変地

昌三角州、海岸平野

口谷底平野

図 扇 状 地

圏段丘
四 111麓

田淵台地

図山地

川の性格をもっ扇状地性，あるいは天井川の性

格をもっ平野であることを示している。この平

野が東彼杵町最大の平地で，東彼杵町の中心部

をのせている。下流部両岸には，彼杵川古墳群，

上杉古墳群やひきご塚などの古墳があり，縄文
Fig.4 周辺の地形分類図
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~古墳時代の住居祉・墳墓群を検出した白井川遺跡，中世の輸入胸磁器などを多量に出土した

岡遺跡などがあり，開発の古さを物語っている。

千綿川は延長2.8km，流域面積27.5Iilll'，東彼杵町の中央部を流域とする。遠目山北麓に源を発

し，玄武岩台地を侵食して西へ流れ，標高400m以下の中流に滝や淵の連続する漢谷美をつくっ

ている。幕末の儒者広瀬淡窓はここを訪れ， 48の淵にそれぞれ命名し，龍の勢になぞ、らえて龍

頭泉と総称したという。東彼杵町を代表する観光地となり，夏には流しそうめんや鯉料理とと

もに涼を求める人々でにぎあフ。江ノ串川にも大樽滝・小捧滝があり，佐奈川内川の裏見ノ滝，

大上戸川!の山田ノ滝などいずれも下位の火山砕屑岩と上位の安山岩や玄武岩との侵食の差から

生じたものである。千綿川の下流部にも細長い谷底平野があり，河道が左岸山麓に寄るため，

右岸に段丘が認められ，宮田遺跡が占地している。河口部に二子綿宿の集落がある。

これらの河川が流れ込む大村湾は，西彼杵半島に抱かれた閉鎖的海湾で，佐世保湾との間に

針尾島があり，狭い針尾瀬戸・早岐瀬戸で通じるのみである。南北26km，東西llkm，面積320

knt，周閤280km。中央部でも20mと比較的浅い。西彼杵半島側には多くの島や支湾があり，リア

ス式の出入りの多い海岸娘をなしている。東海岸にあたる大村・東彼杵側は，大村扇状地や彼

杵川i三角州などの堆積作用も活発で、，単調な海岸線をしている。ナマコ・イワシ・エビなどの

沿岸漁業や真珠・ハマチ・タイ・マダイなどの養殖業でも知られる。湾内には24水系35河川が

流入しており，生活排水の増加や自然海岸の減少などによって地先水域の汚染が進行し問題と

なっている。

この地域にナイフ形石器が盛行したi臼石器時代の後期ごろは，寒冷で、著しく海面が低下して

いたという。そのころは大村湾はひとつの盆地をなし今湾内に注ぐ諸河川はひとつになって

流れ出ていた。完新世になるころ湾内に海水が進入してきたと考えられる。(久原)

註 1.長崎県 (1987) i第34版長崎県統計年鑑」その他の統計も本書による。

2. " (1973) i土地分類基本調査大村J

" (1975) i " 早岐」

3.田中正央(1977)i大村扇状地の地形JW日本大学農獣医学部一般教養研究紀要No.13J

4.長崎県教育委員会 (1987) i長崎県遺跡地図Jr長崎県文化財調査報告書第87集j

5. 東彼杵町教育委員会 (1988) i岡遺跡Jr東彼杵町文化財調査報告書第 2集』

参考文献 大村史談会 (1977) i大村史談上・中・下巻」

角川書庖 (1987) i角JII日本地名大辞典 42長崎県」
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野田 古 墳

東光寺遺跡



田大村地区の調査

周辺の歴史的環境 (Fig.7 ) 

大村市は，県央部に位置し，面積126.45kmを有する，県下で4番目の人口を持つ田園都市で

ある。現在市内には212箇所の遺跡が知られているが，これは面積比からすると0.587knrに 1箆

所であり，県下平均の1.236knrに1箇所の割合からすると 2倍強の平均値を示す。

九州横断自動車道は，多良山系から派生した各丘陵中央部付近の緩傾斜を横切る形で突き抜

けることになる。標高にして50m~90m ラインである。一方，大村市に置ける遺跡の等高線別

の遺跡頻度を見ると， Tab.3に見る如く各時代別に差は見られるが， 50m以下に集中する傾向

があり，この点横断道のルートは遺跡密集地帯は避けていることになる。

ここでは，今回調査した地域の周辺遺跡についてのみ概要を説明しておきだい。

先土器時代の遺物は， 20か所程で採集されている。等高線別に特に集中ラインは認められな

いが， 250mを越す高地に多い事実が指摘される。これらの中には，多様な細石核を出土したこ
註 l

とで著名な 4・野岳遺跡も含まれる。 (Fig.5 ) 

Tab. 3大村市等高線別遺跡頻度

時代| 先土器時代 縄文時代 弥生時代 古墳時代 i奈良・平安時代 中世

数量 112 3 4 5 6 7 8 9 1011 2 3 4 5 6 7 8 9 1011 2 3 4 5 6 7 8 9 1011 2 3 4 5 6 7 8 9 1011 2 3 4 5 6 7 8 9 1011 2 3 4 5 6 7 8 9 101 

標高(m)'

o -
10 
20 
30 
40 
50 
60 
70 
80 
90 
100 
110 
120 
130 
140 
150 
160 
170 
180 
190 
200 
210 
220 
230 
240 
250 
260 
270 
280 
290 

20 59 8 38 5 15 
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縄文時代の遺跡が最も多く周知されているが，その内容につ

いては，殆ど不明であったが，最近の調査によって，少しづっ

分かつてきた。等高線別で、は100m以下の地域に圧倒的に分布す

るが， 250mを越す地域にも散見される。時期が分かる例では，
註 2

晩期の資料が増えてきており， 86の黒丸遺跡では，晩期後半の

窪棺墓地に加えて扇平打製石斧が多量に出土するなど，集落の

存在も推定されている。当遺跡は，郡川下流域の大村扇状地の

先端部分に位置し，標高は 3~4mである。縄文時代の資料の

他，弥生時代，古墳時代，中世の資料も多しまた条理制の地

名も残るなど，古代大村の中心的な遺跡である。 (Fig.6 ) 

弥生時代の遺跡は 8遺跡が知られている。その殆どが標高20

m以下の郡川流域の扇状地にある。何れも1978

年の黒丸遺跡の調査以来注自されてきたもので，

特に92の富の原遺跡では， 300，000m'にも及ぶ面

積が遺跡として推定されており，この範囲には

聾棺，石棺を主体とする墓地が2箇所と住居祉

を含む集落が確認されている。弥生中期から後

期前半の資料が大半であるが，遺物のなかには，

窒棺内から鉄文が3本出土するなど，その遺跡

範囲の広大さを考え合わせると，県央部に於け

る一大弥生遺跡の拠点の様相をもつものと言え

よう。 (Fig.8 ) 

古墳は38基が残存しているが，戦前戦後を通

じ相当数が破壊された模様である。

著名な古墳としては，昭和39年小田富士雄氏

等によって調査され， 5世紀の石棺系横口式石

室であることが確認された63・黄金山古墳があ

る。この他，残存する例では，付近で最大級の

94・鬼の穴古墳などが知られているが，旧状を

留めている古墳は無い。 古墳では無いが，古
註 6

墳時代に属する遺跡としては， 59・稗田遺跡と

12 .大堂遺跡が好例である。稗田遺跡は1987年

の農業改善事業に伴う緊急調査によって，弥生

時代の資料と共に，古式土師器，及ぴその時期

22-
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Fig目5 野岳遺跡出土細石核

Fig.6 黒丸遺跡、出土褒柁



Fig.7 周辺遺跡分布図(大村市) 23~24 
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の住居祉が発見されている。

1976年当該地区の園場整備に伴大堂遺跡は，

5世紀の土師器と 7世紀う緊急調査によって，

代の須恵器が出土している。

国場整備に関わる低湿地の調査が増え最近，

これまで空白であった時代の歴る{頃向にあり，

史資料が増えつつある。

郡君1)川周辺には中世の寺院跡が多い。所謂，

E
m
ム

γ

註 6文献に

(高野)

七山十坊と称されるものであるが，

詳しい。

「野芥遺跡の細石核と西南日鈴木忠司註 1

古代文化本における細石刃文化」

1971 23-8 

「黒丸遺跡」大村市・黒丸遺跡調査会

1980 

2 

富の原i宣跡出土鋭、文Fig.8 大「富の原」長崎県大村市教育委員会3 

1987 第12集村市文化財調査報告書

「長崎県大村市・黄金山古墳調査報告J 九州、|考古学39・40小田富士雄4 

長崎県文化財調査報告書1
J
 

I
 

l
 

l
 

「長崎県埋蔵文化財調査集報長崎県教育委員会

1980 第50集

5 

1988 「稗田遺跡」長崎県大村市・稗田遺跡調査会6 

長崎県文化財調査報告書IIJ 「長崎県埋蔵文化財調査集報

-25-

長崎県教育委員会

1979 第45集
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Tab， 4大村市遺跡地名表①

番号 遺跡名 遺跡所在地 JL 地 出土遺物 時代 文献
i卸伊勢堂堤遺跡 大村市東野岳町久津M20.921 台地標両 280m-3日Om 両;生，黒曜石刻}i，サヌカイト剥片 縄文

2 後平原遺跡 1/ /1 "f量平原1025.1026 1/ 1/ 290m-/1 先土器・縄文

3 御伊勢堂遺跡 1/ /1 !!t却伊勢立849 1/ 1/ 270m-290m 黒曜石刻月 H 1/ 

4 野岳遺跡 1/ 1/ 1097-2県立野岳公国内 1/ 1/ 260m-280m 担百札相百昔日片.ti7型E邑告白式t吾 1/ 1/ 12 
5 鏡山遺跡 /1 1/ 鏡山 1/ 1/ 270m-1/ て"イブクレロイコ久r→i，ト可ヌFカイクイロトコヲYアレ，イmトu'llーサTiズコカアイ先土器

6 聖f岳平遺跡; 1/ 野岳町野長平 1/ 1/ 260m-270m 百札スクレfパー?封九マi7 ロプレ{ト\石民~ 先土器・縄文

7 丸尾遺跡 1/ 丸尾1640-1. 1640-2 /1 1/ 250m ナi7'Uu器，liff.ス?レ(パ .fin.fi色白 1/ 

8 野中遺跡 1/ 武忽路町野中 丘陵 1/ 80m-90m 黒H~石剥片 縄文

9 夕、i;Jt石棺群C地点 1/ 怯原一丁目石見317 台地 1/ 10m 古墳

10 久津石棺群DJ也点 1/ /1 一丁目小111 1/ 1/ Om-l0m 1/ 

11 久i主石棺群B地点 1/ 1/ /1小)11251 1/ 1/ 10m-20m 1/ 13 
12 久津石棺群AJ也点 1/ 1/ 1/ 久津216 1/ 1/ 10m H 13 
13 鹿の島古墳群l号墳 1/ 1/ 1/ 松原鹿の島 島 1/ Om-IOm 11 

14 施の島古墳群2号墳 1/ 1/ 1/ 1/ 1/ 1/ 1/ 1/ 1/ 

15 鹿の島古墳群3号墳 1/ 1/ 1/ 1/ 1/ 1/ 1/ 1/ 1/ 

16 鹿の島古墳群4号1責 11 /1 1/ 1/ 1/ 1/ " /1 1/ 

17 鹿の島古墳群5号墳 /1 1/ 1/ 1/ 1/ 1/ 1/ 1/ 11 

18 鹿町島古境群6号墳 1/ 1/ 1/ 1/ 1/ /1 1/ 1/ 11 

19 箆の島古墳群7号墳 1/ H 1/ /1 1/ 1/ 1/ 1/ 11 

20 成の島占境群8号墳 1/ 1/ 1/ 1/ 1/ H 1/ 1/ H 

21 震の烏古墳群9号墳 1/ 1/ 1/ /1 1/ 1/ 1/ 1/ 1/ 

22 鹿の島古墳群10号j責 1/ 1/ 1/ 1/ 1/ 1/ /1 H 1/ 

23 鹿の島吉墳群11号墳 1/ 1/ 1/ 1/ 1/ 1/ 1/ 1/ 1/ 

24 久保田遺跡 1/ 1/ 1/ 久保問710 Eij也 1/ 40m-50m 黒曜石1日j片 縄文

25 長石遺跡 1/ 1/ 丁目長行 丘陵 /1 140m /1 11 

26 地炉石遺跡 1/ 1/ /1 j也炉石 合j自/1 145m-150m " 11 

27 西の谷遺跡 1/ 1/ 1/ 西の谷 丘陵 1/ 40m IJ 11 

28 尾ノ上遺跡 IJ IJ 一丁目尾ノ上 IJ 1/ 30m H 1/ 

29 今山・中野遺跡 /1 H 二丁目今111'中野 台地 1/ 60m-70m n 1/ 

30 延命寺跡 1/ 1/ 三「目今山 1/ 1/ 70m-80m 五輪塔 奈良~中世 8.14 
31 南遺跡 1/ 1/ 了日南 1/ IJ 90m-lωm 黒躍有利片 縄文

32 大忠平遺跡 1/ 草場町大忠平667.673 IJ 1/ 20m-30m 11 

33 東光寺跡 1/ 松原丁目東光寺 IJ 1/ 70m 中世i

34 東光寺遺跡 IJ IJ 1/ IJ 1/ 116m-120m 黒曜石刻g 縄文 23 
35 中谷遺跡 /1 野岳町中谷 1/ 1/ 158m-160m H 1/ 

36 下松尾遺跡 1/ 草場町ド松尾362 丘陵 IJ 50m-60m /1 1/ 

37 上松尾遺跡 1/ 草場町上怯尾153.154 合j也 IJ 80m-90m H 1/ 

38 八龍古墳 1/ 自;靭寺町上八龍 丘陵 IJ 90m 古墳 2 

39 上八龍日遺跡 1/ 1/ IJ 1/ 100m-110m 黒曜石刻片 縄文

40 釈迦の蜂遺跡 IJ H 釈迦の峰 " 1/ 110m-120m 中ili
41 中間半遺跡 IJ /1 中国平 IJ 1/ 120m-130m 黒曜石$J)¥ 縄文

42 八ツ久保遺跡 1/ 立福寺田I八ツ久保 1/ 1/ 100m-110m H 11 

43 金石原遺跡 1/ 弥勤寺町金石原 1/ 1/ IJ IJ 1/ 

44 赤木遺跡 1/ 立福寺町赤木 1/ 1/ 90m~100m N 1/ 

45 赤木五輪塔 1/ 1/ 松山i帯 1/ IJ 70m-80m 中世

46 立福寺松山間 1/ IJ 1/ 台地 IJ 70m 古墳

47 弘、初J守跡 IJ 弥劫寺町清水 IJ IJ 30m-40m 中世 8 
48 弥革力三寺線刻l石仏群 1/ 1/ 赤坊国 " 1/ 1/ H 首から上町頭部のみ3依座!象6体 1/ 

49 i栗山遺跡 1/ 矢上町深山111-114 丘陵 1/ 60m-70m 黒曜石刻片 縄文

50 註iの上;行棺 1/ 1/ 山円上 台j也 1/ 30m-40m 古墳

51 強力遺跡 1/ 1/ 強力 平野 IJ 10m-20m 11 

52 石走古噴群I号墳 1/ IJ 百走 台地 IJ 10m 滑石製経筒片，青磁片 11 ・中世

53 石走古墳群2号墳 IJ 1/ 1/ 低台地 IJ 1/ 11 

54 好武城跡 1/ 寿古町好武 台地 1/ 10m 黒曜石刻11，土器片 縄文・中世 1.7.15 
55 今富城跡 1/ 皆同町古城 1/ 1/ 20m H 中i!l: I 

56 中牟田遺跡 1/ 1/ 中牟回 平野 1/ 10m-20m H 縄文

57 冷泉遺跡 1/ 今富町冷泉 台地 11 " 1/ IJ 土問器 古墳

58 皆10J郷古城:fi結 1/ 皆同町古域 平野 IJ 10m 11 

59 稗凹遺跡 IJ 弥朝J寺町稗悶 台j也 1/ 10m-20m 黒曜石剥片.tool. 縄文・弥・古 21 

60 憩場石棺遺跡 1/ 1/ 野中(22) IJ 1/ 20m-30m IJ (淀Ili~l;).弥生控期前半円土器 古墳 16 
61 帯取遺跡 1/ 今富町帯取 平野 1/ 30m-40m H 縄文

62 鳥越遺跡 1/ 1/ 鳥越 台地 1/ 50m-60m /1 1/ 

63 賃金111古墳 1/ IJ 帝取 1/ IJ 40m 鉄万.m見万子，土師器，須恵器 古墳 17 
64 j也堂古墳 IJ n 地堂614 1/ IJ 30m-40m 1/ 

65 大jl市今富のキリン'1/墓陣 1/ 1/ 1/ IJ 1/ 11 11 中生 18 
66 中国遺跡 1/ 1/ 中田 平野 1/ 20m-30m 黒H~fi.M片 弥生・古墳

67 野田B遺跡 11 野凶町山田822 イ.822 ロ，823 台地標局40m-50m~ ナイ 7~~石埜一一一 先土器
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Tab，5大村市遺跡地名表②

68 野田古墳 大村市野岡町大村田4332 丘陵標高80m 須恵器(杯蓋1.JT-身 3) 古墳 2，23 

69 大村田遺跡 11 11 大村山 台地 11 70m-100m 黒E~行制片 縄文

70 平原B遺跡 11 11 平原 丘陵 11 100m 11 11 

71 中角野遺跡 11 11 中両野1180-3 11 11 100m-110m 11 11 

72 四方白遺跡 11 " 四方自1226 11 11 150m-160m litt.ポ1;，卜，ナ 17型@，里!~liH片 先土器

73 赤似罰堤遺跡 11 11 石坂1435 " 11 120m n 先土~~・縄文

74 宮代遺跡 11 宮代町米山 11 11 170m-190m ナ f フ型百詰，百j~，スクレ{パー，具!~G剥R 11 11 

75 米ノw遺跡 11 11 11 11 11 140m-150m 黒E~ 行コ 7 ・ ~J片 縄文

76 大似凶堤遺跡 11 荒瀬田I大似田 11 11 80m-90m 里!~lifJ片， iitt土器片，マí7ロプレイド 先土*"'縄文

77 1[1[1]遺跡 11 11 出回476-513 11 11 65m-70m ナイフ型石吾、異l'石多j片，古墳時IU器片1住" .i出I責・中世

78 岩名遺跡 11 今富町岩名 平野 11 20m-30m 弥生土器片，黒曜石初日 弥生

79 野田遺跡 11 鬼情町野凶340 台地 11 50m-60m 石怯 t石IJ..スクレイパー?黒IHi利片 先土器

80 蔦城古噴 11 11 葛城 11 11 40m-50m 古墳 2 

81 葛城堤遺跡 11 11 11 11 11 11 ポイント，黒躍行剥片 先土器

82 水頭遺跡 " 11 水頭346 丘陵 11 60m-70m 石核，黒曜石刻片，石j生 縄文

83 山下遺跡 11 11 11 11 40m-50m 石i!*，II，弥生土器片 先土君主~弥生

84 山下中世墓群 11 荒瀬町 台j也 11 40m-45m 中世土器片，人骨，近世間暗号，弔I~ 百 51l 糧心中合ii註

85 荒瀬遺跡 11 " 扇状地 11 50m 系躍石和1))¥ 1/ 

86 黒丸遺跡 H 黒丸町-i中田郷316-246 11 11 Om-10m 縄文土器'5器。韮低弥生土器・面器，13 是主~古境。中世 l近世 5 

87 竹松遺跡 11 竹松町 11 11 10m-20m 石包丁 1/ 

88 竹松小学校遺跡 11 宮小路1丁目竹松小学校内 11 11 10m-20m 1T製石斧、磨製百斧 1/ 

89 平野遺跡 11 11 11 11 20m-30m 土師器，黒曜石判g.古墳 古墳

90 立小路遺跡 " 11 立小路 11 11 11 11 百j生、 11 縄文

91 蔦木遺跡 11 富の原2丁目:誇水 11 11 Om-l0m 弥生・古墳

92 富の原'吊盤遺跡 11 11 常盤、広野 11 11 11 H ~棺、土器、百岸、鉄主 2 本 弥生 6 

93 小路口遺跡 11 小路口本町ド小路口 11 11 3001-4001 縄文

94 鬼の穴古墳 11 11 11 492 11 11 30m 須恵器片 古境 2 

95 上小路口古漬 11 小路口町坂口 H 11 40m-50m 1/ 2 

96 今津遺跡 11 今津町草木原 11 11 10m 黒E~知片 縄文・弥生

97 原口・山下遺跡 11 原口町山下 11 11 15m H 1/ 

98 坂口・ 1人j高野遺跡 11 坂口町内品野 11 11 40m-10m H 

99 坂口銘~;): 11 荒瀬郷大門 " 11 5001 中jll: 1、7

100 チサイノ木遺跡、 11 池田2丁目チサイノ木 " 11 30m-40m 干i鉄、黒EM行~J片 縄文

101 坂口・横道遺跡 11 坂口mJJ!Zu'横道 11 11 11 11 黒曜石刻); 1/ 

102 タブノ木原遺跡 11 池田新町タブノ木原 11 11 20m-30m H 1/ 

103 柴田遺跡 11 三城町柴田 台地 百目、ob1'J片、現恵器、土問器、五輪nr n 占墳，中世

104 乾馬場遺跡 11 古町2丁目畏馬場 平野標高10m-20m 層il石年土吾片 1/ 

105 狸/尾遺跡 11 雄ケ原町I字狸ノ尾 谷間 11 210m-220m 有1百刀器 先土捺 3 

106 雄ケ原遺跡 11 11 雄ケ原951-1，2 丘陵靖 11 170m-200m 横型百匙、尖頭号、組長持片、押型文 縄文
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I 立地と経緯

1.地理的位置

本遺跡は，大村市北部の野田町に所在する。多良山系から西に向かつて伸び、た標高70-80m

の丘陵先端斜面部に立地する。眼下には，佐奈川内川iが形成した沖積平地と大村扇状地が見渡

せ，大村湾とさらにその向こうには西彼杵半島の山々を望むことができる。

佐奈川内川下流域の沖積地をはさんで，西側の標高40-50mの丘陵上には黄金山古墳，地堂

古墳が存在し，約1km北西方面には石室構造が類似した八龍古墳， 1. 7km北西には前方後円墳の

石走1号墳，円墳の向 2号墳， 1.2km南西には横穴式石室の葛城古墳などが散在しており，これ

ら多良山系丘援部の古墳群は個々の位置づけがなされてはいないが，大づかみに一つのグルー

プとしてとらえることも可能で、あろう。

また，古墳を含めて標高100mほどまでの丘陵地には，縄文時代の遺物包含地である大村匝遺

跡が存在しており，今回調査において谷部地区を中心に出土した先土器時代から縄文時代の遺

物は，大村田遺跡の流れをくむものと考えてよいだろう。

当地周辺は， ミカン畑として利用されているが，昭和37年頃に重機を入れて造成したもので

ある。この際に，古墳が発見され石室が残されていたものが今回1号墳としたもので，従来から

野田古墳と呼ばれていたものである。この他にも，古墳に使用されていたような石材が出たと

ころもあったといわれており，本来は古墳群を形成していた可能性があった。

2.謂査経緯

今回調査以前に，昭和50年 8月の「長崎県埋蔵文化財発掘技術者講習会」において研修教材

として横穴式石室の実測を行ったが，その成果は昭和55年に『長崎県埋蔵文化財調査集報IIIJ
(註 1)

のなかにまとめられた。このなかには，昭和37年開墾時出土した須恵器4点 (Fig.6 )が図示さ

れ，藤田和翰氏は，この 1号墳について両袖式の横穴式石室で， ドーム状の天井を構築してい

たことなどを報告されている。

今回調査は，古墳群の検出を王眼として，昭和61年 6月168-9月19日にわたって調査を行

い， 2，390m'を発掘した。その結果，従来知られていた1号墳の他lこ， 2基の古墳(2号・ 3号墳)

が新たに発見され，古墳群をなしていたことが判明した (Fig.1 )。また，谷部地区を中心とし

て先土器時代から縄文時代の遺物包含層が確認されたことも成果の一つであろう。(宮 崎)

註 1 ~藤田和裕 'II ひきご塚古墳:鬼の穴古墳・聖子田古墳Jr長崎県埋蔵文化財調査集報IIIJ 長崎

県文化財調査報告書第50集長崎県教育委員会 1980
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野田古墳

II 古墳の調査

1.調査概要

現地は南西に聞いた小さな谷をはさんで北側と南側に丘陵斜面が広がっている。当初から古

墳の石室が露出していた 1号墳が，谷間頂部付近の北側丘陵に位量しており，調査の主眼が古

墳群の検出であるため，両側の丘陵部をできるだけ広〈剥ぎ取るように調査区を設定し発掘を

実施した。 F~J の 4 ~10区については，確認のためパックフォーによる剥ぎ取りを行った。

その結果， E 7区に 2号墳が， D 4区に 3号墳が確認され， C 3区の 1号墳とともに，谷へ

向かつて関口した横穴式石室の古墳が北側丘陵斜面に 3基検出することができた。

3基とも墳丘はなく，石室上部はほとんど消滅している。ミカン畑造成の際壊されたものと

思われ， 3号墳は玄室部分しか存在していない。 1号墳と 3号墳は約18m， 3号墳と 2号墳は

約25m， 1号墳と 2号墳は約43mの距離に位置している。

以下，各古墳の内容についてみていきたい。 (宮崎)

J H G F E 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

8 

9 

o Wm  

Fig.2 野田古墳調査区域図 (1/1，000)
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F 

Fig.3 周辺地形図 (1/400)
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2. 1号墳

①遺構 (Fig.4・5) 

1号墳は所謂「野田古墳」として従来から知られていた古墳である。昭和50年に県教委の手

で石室の実測等が行なわれており，今回の調査では石室の床面検出と掘り方の確認を主眼に行

った。

当墳はこの古墳群の中でも最奥部，標高79m程の斜面に立地する。墳丘は残存せず，石室も

天井部を欠失し，下部構造の腰石と玄室奥壁土に石積みを一段残すのみである。周囲に当墳の

転石がみられないことなどから判断して，かなり以前から露出していたものと考える。他の古

墳はミカン畑造成時に埋没していたことを考え合わせると，石室規模の大きい当墳だけが残さ

れていたのであろう。

内部主体は両袖式の横穴式石室で，主軸はN-18'-W南南東に関口する。石室全長は3.61

m， うち玄室長は東側壁部で2.02m，西側壁部で1.94mを測る。幅は奥壁部で1.12m，玄門部

は2.02mで，全体としては不整方形のプランを呈する。

腰石には玄室・羨道部とも，それぞれ一枚岩を用いるのが大方だが，玄室東側壁では2枚の石

が使われている。東西両側壁の長さを調整するために補填されたものか。前述のとおり，玄室

奥壁ではこの上に2枚の石が内へせり出すような感じで積み重ねられ，持ち送り状の天井部をな

していた可能性がある。

玄室床面は大小の敷石と思われるものが残っていたが，かなり荒らされており，原位置を保

つものはほとんどない。不明鉄製品が玄室南西部で出土している。

玄門部で、は東側袖石が石室内へ大きく倒れ込み，入り口の幅が狭くなっている。玄門幅0.6m

玄門高は 1m程か。羨道部は現存長1.3m前後，幅約1.5mで，玄室l慎よりやや狭くなっている。

床面は撹乱が著しい。 10-20cm大の石が散在し，かなり掘り返されたのがわかる。敷石かどう

Tab.l 野田古墳石室計測表 (単位:m) 

石墳 石室 主軸 石室
玄 Pう 玄 室 羨 道

番号 形態 方位 全長

現存高 現存i幅 現存長 現存!幅 現存長 現存幅

1号墳
横穴式

N-18'-W 3.61 
左1.01 

0.6 
左1.94 奥1.72 左1.37 奥1.54 

石室 右0.96 右2.02 前2.02 右1.30 前1.48

2号墳
横穴式 N-7'-E 4.04 

左0.80
0.4 

左1.44 奥1.68 左2.24 奥1.44 
石室 右0.68 右1.63 前1.84 右1.92 前1.04 

3号墳
横穴式 N-26'-E 左1.62 奥1.61 
石室

2.04 0.62 
右1.27 前1.67
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日

日'

Fig.4 1号墳石室実視IJ図① (1/40)
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かは不明。

石室の掘り方は腰石際まで及び，玄室腰石での裏込めはほとんどみられない。羨道の方は腰

石中位付近で，小振りの砕石による裏込めがみられた。(本 田)

②遺物

土器 (Fig.6・7) 

Fig.6は，昭和37年開墾時出土のもので，藤田氏報告の実測図を借用させてもらった。いずれ

も須恵器で， 1は杯蓋， 2は杯身， 3・4は小形杯身である。詳細は報告を参照されたい。

Fig.7は今回調査で出土したもので， 9点とも須恵器である。

1は内面かえりをもっ杯蓋片である。上部を欠失するがつまみをもつものと考えられる。外

面灰色，内面は灰褐色を呈する。周辺出土。 2・3は有高台杯である。 2は口縁部片で，外面

灰白色，内面灰色を呈する。周辺出土。 3はふんばりをもっ高台部片である。内底面は指ナテー

を施す。にぶい赤褐色を呈する。羨道部出土。 4は小形杯の高台底部片である。上面は接合部

から剥落している。茶色っぽい灰色を呈し，細かい白色砂を含みザングりとした胎土である。

5は高杯杯部片である。平坦な外底面はろくろ右廻りのへラケズリ，内底面は静止ナデを施

している。外底面にはへラ記号状のキズがはいるが，へラ記号かは不明。

6 -9は平瓶と思われる。 6・7は口縁部， 8は体部， 9は底部破片である。 6は薄手づく

りでやや甘い。にぶい赤褐色~褐灰色を呈する。 7は口縁上部がやや内湾ぎみにおさめられる。

復元口径は11.8crnを測り， 6より大きい。外面上部に 2条の浅い沈線を施している。外面は褐

灰色，内面は灰色を呈する。 6. 7は周辺出土。 8・

9は色調・胎土の特徴から同一個体と考えられ，灰褐

色~にぶい樫色を呈する。 9は閤辺出土。 8はD2区

2層出土。

不明鉄器 (Fig.8・9) 

Fig.8は，玄室から出土した鉄器である。接形をな

し先端が少々欠落している。厚さは 2II1I11ほどしかな

しやや湾曲している。長さ6.9crn，幅4.9cmを測る。

短甲の一部分の可能性をもつが明確で、ない。

Fig.9は，玄室の敷石に使用された石に鉄器が付着し

たものである。付着面が敷石上面であったのであろう。

長さ 4cm，幅 2crnほどの薄い鉄片であるが，形状がいま

一つはっきりしない。 (宮崎)
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Fig.7 1号墳出土土器② (1/3)
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Fig.8 1号墳出土鉄器(1/2)
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Fig.9 鉄器付着敷石 (1/3)
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3. 2号墳

①遺構 (Fig.ll・12)

2号墳は当古墳群の中でも最も南に位置し標高は73mを測る。調交前はミカン畑で，石室

の露頭も全くみられていなかった。調査の結果，上部を削平された腰石と石積みの一部を残し

た状態の古墳が確認されるに至った。

当墳の内部主体は単室両袖式の横穴式石室で，主軸はN-7' -E，南西部に関口する。前庭部

を大きく削平されているが，石室会長は推定でも 4m程になる。

玄室は約1.6m四方の方形プランを呈し，両側壁は 1枚，奥壁と東側壁は 2枚の腰石を用いて

構築する。東側壁の場合， !匪石 1枚では長さが足らず， もっ 1枚石を継ぎ足して調整を図って

いる。玄室の懐石上には積石が 1段分残り，北西隅のそれは天井部へ向かつて三角持ち送りを

なすよう置かれている。積石はいずれもうまくレベル調撃がなされており，天井部は全体で一

気に持ち送られていったのであろう。

床面は多少の凹凸はあるものの， 10-20cm大の際が一面に敷かれている。敷石は玄門付近で

薄<.四隅にいくほど厚い。数度の出入りがあったのかもしれない。

玄門部では厚さ20cm内外の石材を立て袖石としている。袖石は羨道側に置かれた石によって

支えられ，頑丈に構築されている。西側と東側の袖石には25cm程の比高差があり，東側袖石上

に何等かのレベル調整を施さなければならなかったろう。玄門l幅O.4mを測る。

羨道部は東西それぞれ2枚の腰石が据えられ，西側壁には一部積石が残る。上部削平のため石

積みは乱れているが，積石は大きめの石の小口を内面に向け，隙間を板状石で充填している。

腰石の裏込めが良好に残っているのは東側部分である。腰石中へ上位にかけて喋がみられた。

周囲には同じような石が池山に貼り付くような感じで残存している。隙間を埋めたり，石を支え

たりといった役目よりも，地盤や積石の補強・安定を図るといったものであろう。床面での敷石は

見られない。土器が細片で散在しているのは，早くから撹乱を受けていたせいかもしれない。

前庭部には大振りの塊石が集中している個所がある。

積石の一部が崩れ落ちたものか，閉塞に用いられたもの

が判別し難い。羨道床面がかなり掘り返されているのを

考えると，以前からここも破壊を受けていたのであろう。

②遺物

土器 (Fig.10)

(本田)

羨道部から出土した小形高杯である。脚部を欠失する

が，裾端部がはね上がるところに特徴をもっ。口縁はや

やいびつで復元口径8.4cm。灰白色を呈する。(宮崎)

45 
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Fig.10 2号墳出土土法 (1/3)
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Fig.ll 2号墳石室実islJ図①(l!40) 
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4. 3号墳 (Fig.13・14)

①遺構

野凶古墳

3号墳は 1. 2号墳の中間に位置し，標高78m付近の斜面に立地する。当填も 2号墳同様，

ミカン畑の造成によって天井部と羨道部を削平され，地下に埋没していた。発見当初は玄室奥

壁が石室内へ完全に倒れ込み，破壊の様子を物語る。調査の結果， I日状をとどめていたのは玄

室両側壁の腰石以下であることが判明した。

内部主体は掘り方から考えて，両袖式の横穴式石室であろう。主軸を N-26'-Eにとり，

南西に関口する。玄室は約1.6m四方で，ほぽ方形プランを呈する。規模は 2号墳よりもやや

大きい。腰石には奥壁・両側壁共に大きな一枚岩を用いている。ただ東側壁は西側壁よりも若

干短く，他の古墳同様に，もう 1枚腰石を据えて調整を行っていたのかもしれない。

石室の掘りかたは，他の古墳と比べ奥壁部分で広い。腰石スレスレに掘り方が残る他とは，

様相を異にしている。腰石の裏込めは下位~中位程から行われ，基部には石をつめてさらに固

定する。袖石， )醍石の周囲には，掘り方に沿って支えとなる石が置かれていた。

床面には敷石が残り，上回にはやや大きめの，下面には 5-10cm大の礁を敷く。床面中央部

では幾分敷石が薄くなっている。副葬品と思われる土師器，須恵器は，東袖石の抜き跡内で出

土した。本来は玄室南東隅に置かれていたものが，袖石等の倒壊時に流れ込んだのであろう。

玄門部の袖石は完全に抜かれていたが，枢石は残存していた。これから推定すると，玄門幅

は0.6mくらいか。 1号墳と同程度であろう。(本 田)

②遺物 (Fig.15・16)

土器 (Fig.15)

1 -4が須恵;器， 5は土師器である。

1はほぼ完形の杯蓋である。内面かえりを有するが，天井部にはつまみは無い。天井部には

沈線上のへラ記号がはいる。天井部内面には不定方向の静止ナデを施している。最大部径12.2

cm，器高2.7cmを測る。灰色を呈し， 1-4酬の砂粒を多く含んでいる。玄室南鶴一括出土土器

のP1である。 2は杯蓋小片である。 0.5mm-4胴大の砂粒を含み，焼成軟質で，粗雑なっくり

である。外出は灰黄褐色，内面はにぷい赤褐色を呈する。周辺出土。

3・4は，杯身である。 3は完形の杯身。外面は著しく風化を受け摩耗している。体外面に

1カ所沈線状のへラ記号がはいる。内底面には不定方向の静止ナデが施される。灰色の色調を

呈するが，外面はらせん状に灰白色の鏑がはいる。 0.5-4 mm大の砂粒を含み，焼成はやや甘

く，あまり丁寧なっくりではない。口径12.3cm，器高3.9cmを測る。一括出土土器のP2であ

る。 4は，口縁から体部にかけての破片で，復元口径は12cmをiRIJる。体下半は風化を受け摩滅

している。淡灰色を呈し， 0.5-3 mmの砂粒を含み，焼成は軟質である。 P3である。

5は， 1/3ほどを欠失する土師器皿である。復元口径20.1cm，器高4.3cm を ì~IJ る。外面は風化

が著しいが，低部付近には部分的に丹塗りが残っている。内面は平滑ナデ仕上げされる。にぶ
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1 mm大の赤色砂を含むが飴土はわりと精良で、ある。本来は，外面丹塗りの血で

あったと思われる。一括出土土器の P4である。

須恵器

土師器
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石器 (Fig.16)

不整形状の砥石である。長さ24.6cm，幅15cm，厚さ3.6cm，重き 1700gを泌る。砥石面は，表-

裏面とー側面に認められる。側面に細い溝状の凹み，裏面にl幅2.5cmほどの議状の凹みがみられ

る。 わりときめ細かい砂岩で，上砥として用いられたものであろう。向って左側の玄門の抜け

跡付近から立った状況で出土した。玄門の袖石を国定するための石として転用されたものと考

えられる。 (宮崎)

こへ 2

乙4三三
てードγ4

石二戸元 1 に--_~ 
。 10cm 

Fig.15 3号墳出土土器 (1/3)

。 20cm 

Fig.16 3号境出土F耳石(1/4)
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5. その他の遺物

ここでは，直接 1~ 3号墳に関係しないもので，丘陵部で出土した遺物をとりあげる。

土器 (Fig.17)

1は，須恵器賜小片と考えられる資料である。外面には波

状文を施すo 灰白色を呈する。表採資料である。

2は，竜泉窯系の青磁椀の底部破片である。高台部から高

台内部は無軸で，他は灰オリーブ色の手tllがかかる。無文椀で

あり，森田勉・横田賢次郎氏分類の椀 1-1類であろう。 1

号墳の周辺から出土。中世輸入陶磁器は，他に12点出土して

おり，青磁7点，青白磁 2点，青花3点がある。青磁は，口

縁に電文帯をもっ椀，細線蓮弁文椀，体部で屈曲する皿など

がある。青白磁は 2点が同一個体と思われ，瓶の体部片であ
(註，1

ろう。青花は，小野正敏氏分類の椀D群，皿C群，盃と考えら

れるものがみられる。(宮崎)

石器 (Fig.18・19)

谷部以外の丘陵部より，縄文時代の鋸歯縁をもっ石鍛・異形石器・石斧等， I日石器時代の所

野田古墳

一ぇ
。 5cm 

主主才;
。 10cm 

Fig.17 その他の遺物① (1/2・1/3)

産と思われる剥片とナイフ形石器などが出土している。

Fig.18の 1のナイフ形石器は漆黒色黒曜石を使用し，プランティング加工後，表裏に平坦剥離

を加え，基部を薄く仕上げている。この平坦剥離は，一度プランテイング加工を施した後であ

り，かなり執助な加工であるため再生加工であるとも考えられる。当遺跡出土のナイフ形石器

の中においては大形のものである。 4は所謂異形石器と呼ばれるもので，つまみ状の突起に対

ム
O
A
 

〈二ユ

4 

Fig.18 その他の遺物② (2/3)
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ζ二〉
く二コ

ヒ三二二コ
。 10cm ζコ

Fig.19 その他の遺物③ (1/3)

して左右対称の脚状のものを作りだしている。異形石器と通常呼唱されているが，各遺跡で単

一的に出土するのみで，その機能等については不明である。

Fig.19の 1-4は，扇平打製石斧・円盤状石製品・磨製石斧である。 3の円盤状石製品は，側

辺部に 4ケ所の線状痕がはいっており，上面に媒の付着が認められる。 4の磨製石斧は，遺跡

東側での表採で，当遺跡唯一の磨製石斧であるため，扇王子打製石斧の一群とは時期を異にする

ものと思われる。側面には緊縛による痕跡がみられる。 (福田)

註 1 森田勉・横田賢次郎「大宰府-出土の輸入中国陶磁器についてJ W九州歴史資料館研究論集 4~

九州歴史資料館 1978 

2 小野豆敏115-16世紀の染付碗，盟の分類と年代Jf貿易陶磁研究No.2 ~日本貿易陶磁研究会 1982 
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III 谷部の調査

1.調査概要

現地は，幅17~20mの狭い谷が南西に開口し，両側が丘陵傾斜面になっている。谷上端部の北

側斜面に l号墳が存在しており，未確認の古墳群が傾斜面ーに展開していることが推測された。

1号墳は谷に向かつて羨道がのびているところから，谷部調査の当初の主目的は墓道の確認の

ために調査壌を設定したことに始まる。丘陵部発掘の排土場確保の意味からも最初になされた

作業であった。

まず， D区付近に 4x10mの調査媛(I区)， C'D区に 4X12mの調査壌(II区)を設定し

た。 I区は良好な状況は見られなかったが， II区において縄文土器，石器などが多数出土し，

縄文時代の遺物包含層の存在が明確になったため，谷上部にIII区とIV区を設定した。

III区は173m'を発掘し，縄文時代の包含層の下部に先土器時代の遺物包含層がとらえられた。

IV区は136m'を掘り下げ，さらに 5X10mの調査壌を設けて，遺物包含層を掘り下げた。

。 50m 

Fig.20 谷部調査区図 (1/1，000)
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Fig.21 谷部地区土層図 (1/80)
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その結果，墓道遺構の確認はできなかったが，谷部地区を中心として先土器時代から縄文時

代の遺物包含層が確認された。谷部地区の調査面積は397m'で、ある。

2. 土層 (Fig.21)

I区は，表土上面から40cmほどで安山岩礁を多量に含む基盤が検出され， 20cmほど黄茶色土

層が堆積していたが，陶磁器が混在するなど遺物包含層ではなかった。主な遺物として，表土

層から黒耀石製の剥片鍛がみられたにすぎない。

II区では， 1-5層の土層土佐積がみられた。中央付近が凹み，旧谷地形をあらわしている。

1層は茶褐色の耕作土で軟弱な土層である。 2層は暗褐色土であまりしまりのない焔土の土層

である。 3a. 3 b層は縄文時代の包含層である。 3a層は黒褐色粘質土で，安山岩の風化膿(立

粒大)を多量に含んでいる。 3b層は黄褐色粘質土で，粘性が強い。 4層は先土器時代の包含

層で極めて粘性が強い。 5層は暗黄褐色の安山岩風化土層で，硬くしまり，基盤直上に堆積す

る層で無遺物層である。

III区は， 1-4層の土層堆積していった状況がとらえられ， B'C関縦断土層では， 7.5%ほ

どの傾斜をもっている。 1層は茶褐色の耕作土層である。 2層は褐色土でしまりのない土層で

ある。 3層は縄文時代の遺物包含層。暗茶色粘質土層で，安山岩の風化小l擦を含んで、いる。 4

層は先土器時代の遺物包含層で，薄〈堆積しており，粘性が強い。

IV区は， III区と同様に 1-3層の堆積がみられたが， 3層は20cmほどしかなく，安山岩の風

化層があらわれ， 4層は残っていなかった。 3層は遺物包含層であるが，縄文土器は細片ばか

りで，時期が明確に判るものはなかった。(宮 崎)

3.遺物

① I 区

石器 (Fig.22)

I区では大形醸の流れ込みが多く，定形的な石器は剥片嫉1点のみである。剥片銑は後期に

特徴的な石器であるが，所謂縦長制片などの出土はみら

れなかった。(福田 )

② II 区

土器 (Fig.23)

II区からは139点の土器が出土しており，そのうち縄文

土器108点，弥生土器・土師器4点，中・近世陶磁器27点

に分けられる。 3層から出土した縄文土器は17点あるが，

細片が多く図示できたのは 1点である。

1は，晩期浅鉢の口縁部小片である。全体に風化を受

~~ρ 
。 5cm 

Fig.22 1区出土石器 (2/3)



け器表が剥落しもろくなっている。口唇外方には沈線が

1条めぐる。澄色を呈し， 1 ~ 2 mrn大の白色砂を多く含

み，若干赤色砂を含む。(宮崎)

石器 (Fig.24)

石器は98点出土している。そのうち 4点を園示した。

1は幅広の剥片の稜上までプランテイング面が存在する

ナイフ形石器である。 3は灰白色黒曜石を使用した石鍛

である 。 ( 福 田)

③III IR 

土器 (Fig.25)

野田古墳

一 ri
。 5cm 

Fig.23 II区出土土器 (1/2)

III区では， 687点の土器が出土した。そのうち，縄文土器は522点，弥生土器・土師器は21点，

須恵器は 5点，中・近世蹄磁器は139点出土している。このうち，遺物包含層である 3層から出

土した縄文土器は348点である。しかし，細片が多く圏示できたのは11点にすぎない。

1は， 3 cmほどの小片であり風化を受けているが， 4条の沈線が観察できる。糧色を呈し，

胎土に結品片岩を多く含んで、いる。焼成は甘い。前期曽畑式と思われる。

2 ~ 4は，中期阿高式系の土器群である。 2・3は口縁部片， 4は胴部片である。 2は，山

形突起を有するもので，上端には 2条の刻目と斜めに細い沈線がはいる。外面には太形凹丈が

縦と横に施きれている。外面は明赤褐色，内面は暗赤褐色を呈し， 1 ~ 3 mrn大の滑石を多量に

含む。 3は平坦な口縁部にジグザグに刻目を施すもので，外面には太形凹文が施されている。

明赤褐色を呈し， O.5~ 4mm大の滑石を多く含んでいる。 4は，横位に 3条の太形回文を施すも

ので，裏面は風化を受け剥落している。明赤褐色を呈し， 1 ~ 3mm大の滑石を多く含んでいる。

5 ~ 9は，晩期に属するものと考えられる。 5~ 7は深鉢破片である。 5は，口縁から急速

にすぽまる形状で，タト面は横位に条痕が施される粗製の深鉢である。明赤褐色~澄色を呈し，

器表は風化のため亀甲状のヒビがはいっている。 Bは頚部付近の破片で，器表は風化を受け調

Fig.24 II区出土石器 (2/3)
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Fig.25 III区出土土器 (1/2)

60-

ト」口 10

し」ι



野田古墳

整は明瞭ではない。にぶい赤褐色を呈し，白色砂，角閃石を含んでいる。 7は，深鉢胴体部片

であるが傾きは明瞭でない。器表は風化を受け剥落し薄くなっているようである。明褐色を呈

し， 1 ~ 2mm大の石英砂を多く含んでいる。 8・9は，精製浅鉢破片である。 8は口縁部片で，

口唇付近は内方に屈曲している。平滑なナデ仕上げされているが，器表は亀甲状のヒビがはい

る。撞色を呈し， 1 ~ 2mm大の白色砂をわりと含む。 9は，屈曲する体部片である。表裏とも

平滑ナデ仕上げされるが，亀甲状の細かいヒビがはいっている。にぶい褐色を呈し， 1 ~ 2mm 

大の白色砂をわりと含んで、いる。

10 . 11は，深鉢底部である。 10は，全体に風化を受けており，内面は剥落している。また，

下底面には鯨の脊骨圧痕とも思える凹みがつかがえるが，風化のため明瞭で、はない。外面は桂

色，内面はにぶい赤褐色を呈する。 1~ 3 mm大の結品片岩，白色砂をわりと含む。 11は，全体

が風化を受け磨耗しているが，ナデ仕上げであろっ。積色を呈し， 1 ~ 2 mm大の白色・赤色砂，

1 mm大の結晶片岩を含んでいる。 10・11ともに阿高式系の深鉢であろう。(宮 崎)

石器 (Fig.26~29)

III区では傾斜面ではあるが，他の地区に比べ包含層がいくらか残っており，遺物量も一番多

く出土している。このことについては， I区・ II区の平坦面に遺物が少ないということからも，

III区より東側に本来も生活の場があり，それらが傾斜面にそって流れ出て，谷部最深部である

III区に堆積したものと考えられる。 III区出土の石器は，石鍛.t蚤器・石核・模形石器・打製石

斧・ナイフ形石器・細石刃等が出土している。

石鉱については， Fig.26に図化したように， 9・12の鍬形鍛， 13・14・15の局部磨製鉄等，縄

文早前期に比定される石銑の他は特徴的なものは見られないが，他の石鍛は比較的薄身で鍛密

な調整を施したものが多い。石核 (Fig.26-1B・17)のうち1Bは，晩期に特徴的な多面体で，平

坦打面という特徴を持ったものである。また他の地豆からも出土しているが， Fig.26-19のよう

な模形石器も出土している。

III区下部には僅かな!日石器時代の遺物包含層が認められ，包含層よりナイフ形石器・細石刃

等の出土が認められた。 Fig.27-20・24は共に灰青色の黒耀石を使用し，かなり風化が進んで、い

る。 24のナイフ形石器については，部厚い際面付着の半円形の剥片を素材としてもので， 23の

ような縦長剥片を素材にしたものとは，かなりの相違を見せる。これらナイフ形石器に伴う剥

片として， Fig.27一18があげられよう。表面が求心的な旧制離面に覆われ，全体的に薄身である

点， 日ノ岳遺跡・西輪久道遺跡等，台形石器の出土する遺跡において見られる剥片として捉え

られよう。

III区出土の石器の中で，特に目立つものとして打製石斧，所謂扇平打製石斧が13点出土して

いる点が挙げられる。石材としては玄武岩・安山岩等を使用し，節理面を利用し潤辺加工を施

しているため，形態においてはぽ短1m.型を呈するものを主体といる。

Fig.28-1 ~ 8は所謂扇平打製石斧であるが，器休中央部あるいは下部に擦痕が認められるも

-61 
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勝。懇切附
~\ 18 くコ 19 ム

仁三ご〉
25 ~ 26 

。
Fig.27 IIII2<:出土石器② (2/3)

の 1・2・3・4と，器体中央部より折損しているもの 2・4・5・6などがある。 7・8の

資料は聴を素材としたのか，全体的に厚みがあり，刃部が丸みをもち幅広になるもので，他の

ものと機能を異にする可能性がある。

Fig.29-1は大形の打製石斧で，器体の 3分の 1ほどで折れているものが接合したものである

が，右側下部に擦痕が認められる。扇平なものとは機能的に相違したであろうことが予想され

る資料である。 3は結晶片岩を使用したもので，十字形石器の可能性も考えられる。 4は硬砂

岩製の磨石で、，大半は欠損し 3分の lほどの破片である。側面には殻打痕が認められる。

(福田)
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Fig.28 III区出土石器③ (113)
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Fig.29 m!2<:出土石器@(1/3) 
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④ IV 区

土器

IV区では315点の土器が出土した。縄文土器77点，土師器9点，須恵器4点，中・近世陶磁器

225点に区分できる。そのうち， 3層の遺物包含層から出土した縄文土器は16点であるが，全て

細片で図示できなかった。なお， 1号墳との関連で，同一個体と考えられる須恵器 1点はFig.7

に図示した。(宮崎)

石器 (Fig.30・31)

IV区出土の石器は，旧石器時代の遺物が他区に比べて多く出土しているが，明確な包含層は

確認できず， 3層から縄文時代の遺物と混在して出土している。

Fig.30の 1の台形石器はパチ状に整形されているものの，プランテイング加工のみで整形さ

れ，平坦剥離を一切使用していない点で技術的に所謂台形様、石器とは相違する。類似例として

は，諌早市の柿崎遺跡にあるが，時期的なものについては明らかではない。 2の石器について

は，細石核と思われるが，背面の調整の有り方，打面が線上になっている点など疑問点も多い。

遺跡全体から見れば，細石刃の数は多いので，細石器文化の存在が否定できないため，この資

料を細石核として捉えた。ナイフ形石器は 3・4の2点の出土がある， 2点ともに先端部を欠

損しており，全体の形状は確認できないが， 2点共に，薄手の剥片を使用しており，細かなプ

ランテイングを施した中型のナイフである。この他に10の剥片などが旧石器時代の遺物として

挙げられよう。

縄文時代については，灰白色の黒曜石を多用することが当遺跡でうかがえる。

Fig.31は扇平打製石斧で、ある。正面左側面に節理面を残し，節理面以外を局辺加工して仕上げ

ている。風化が著しく使用痕は確認しにくいが，刃部面は丸く磨滅している。(福 田)

註 1 福田一志他「柿崎遺跡J W九州横断自動車道建設に伴う埋蔵文化財緊急発掘調査報告書 1J長崎

県文化財調査報告書第54集長崎県教育委員会 1981
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Tab.2 打製石斧・球漆等計iHrJ表

揺図番号 長さ (cm) 中高 (cm) 厚さ (cm) 重量(g) 特 徴

Fig-29-1 20.6 10.7 3.4 978 
大形のn製石斧で、*~(本すほどで欠損したものの接合資料である。全体的

に風化が著しいがmiJj立に使用痕が認められる。

2 16.2 11.5 4.0 1，130 
厚みのある素材の一端に刃部を設けた大形の康器である。全体的に風化が

著しいが、他的打製石斧と同様なiiri理商を肉用した素材を使用している。

3 8.0 5.9 1.9 95 
卜字形石器の未製品と忠われる。

結晶片岩を使用

4 8.3 7.4 6.2 530 高t打疫を周囲に残す、たたき石の政片である。

Fig-28-1 9.4 5.0 1.3 60 
比較的小形のもので、洋裂状を呈す、 3と同様なところに使用痕が認めら

i.Lる。

2 6.8 5.9 1.5 83 3 ・4と同隊なタイプで長惰円形を呈す。刃部直上に使用痕を認める。

3 10.1 5.9 1.3 85 
aLlこでーの表面Iを入念に周辺加工を行ない、裏面l土節埋をほぼ残す。

中央部に使用伎が認められる。

4 8.5 5.6 1.6 80 
素材の節理が厚かったせいか、入念な加工を施している。又、節理ITIjに使

用痕が認められる。

5 7.5 7.4 1.4 90 
横広の刃部をもつもので、大きさに比べ器体が薄いことを特徴とする。

加工は思j互のみにとどまリ、ii'ri理I面を多〈残す。

6 8.1 8.2 1.5 120 5と同様なタイプで、 5と同様な部分で欠指している。

7 8.7 5.3 1.6 88 8の正i斧とl司様に部厚〈、刃長siJ')しくなる

8 10.5 5.7 2.9 235 
他の打製石斧に比べ郎!享〈、刃部を丸(11'り出している。

基自1¥を欠J員

Fig-31-1 10.9 9.0 2.0 225 5 ・ 6 と同様なタイプで、調t，~自体は慨〈作り出している。

-68-



野111古墳

IV 総 括

1.縄文時代における遺跡の様相について

石器については，縄文時代のものを主体とするが，出土土器が前期~晩期にわたり，その中

でも中期と晩期の土器を中心とするところから，石器についても中期と晩期の様相を濃く残す

ものが多いと考えられる。

しかし，縄文時代の石器研究の遅れから，出土した剥片石器を分類すること自体危険性を伴

うものと思われる。また，事実，当遺跡出士.の石鉱においては，積極的にその形態及び技術か

ら型式差を求めることはできない状態にある。もちろん石鉄という機能的に完成された石器が

大幅に変化したとは考えられないし単一文化層からの出土でないため，当遺跡の石鍛につい

ては，中期及び、晩期に属する可能性が高いものとして捉えておくに留どめたい。ただ，局部磨

製銑・鍬形銑などの出土から，当遺跡が早期から利用されていた可能性は否定できない。

このような中において，晩期の石器として現在捉えられている扇子打製石斧の多数の出土は

当遺跡が晩期を主体とすると考えられる一つの要因となっており，また遺跡の立地における特

異性から扇平打製石斧による作業の在り方を考える上でも注目される。というのも，当遺跡は

丘陵聞の小さな谷部斜面に位置し，涌水点をひかえ水はけが悪いなど，そこをベースとしたと

は考えにくい点があり，そこでの扇平打製石斧の作業自体を想起させる環境にある。

まずこれらのことを考える前に，同じく大村市に存在する黒丸遺跡とを比較しながら検討し

ていくことにする。黒丸遺跡は晩期のほぼ単純遺跡で，カメ桔墓や多数の扇平打製石斧を出土

している大規模な遺跡である。立地的には，大村扇状池の標高 2-7mの平地lこ営まれており，

付近に集落が存在したことは疑いないだろう。

これに対し，当遺跡は先述したごとく，丘陵斜面上の標高70mに位置し，出土遺物も黒丸遺跡

に比べ少量で、あり，遺跡自体も小規模な営みであったに違いない。黒丸遺跡をベースキャンプ

とするならば，当遺跡はキャンプサイト的な機能をもっていたことが考えられる。もちろん黒

丸遺跡と直接的に関係をもっていたというわけではなく，この遺跡の周辺にベースとなる遺跡

があり，そこからなんらかの作業のために，当地を選んだと考えられないだろうか。当遺跡と

同様に小規模な晩期遺跡は，今回調査された横断道路線の中にいくつか散見することができる。

これら小規模な遺跡は，いずれも山あいの狭少な地に立地しやや大規模なものは，低地の平

抗面に立地しているようである。

扇王子打製石斧について見れば，その使用法は同様であったであろうが，その立地の差から対

象物に変化があったものと考えられよう。黒丸遺跡の報告の中でも遺跡のまとめとして，「打製

石斧の多量出土や石庖丁形石器等，遺跡の立地を考え合わせれば，そこには狩猟採集の生活か

ら新たな経済基盤への移行姿勢がうかがえる」としているように，晩期の遺跡が石器組成上か
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野田古墳

らも，次の文化への準備段階を示している反面，当遺跡のようなキャンプサイトを経営し，依

然，経済上の基盤が狩猟採集に依存して行かなければならなかった晩期像が小規模な遺跡中に

求 め ることができょう。(福 田)

2. 古墳出土の土器について (Fig.32)

今回調査によって， 1号-3号墳の石室および周囲から出土した古墳時代の土器は71，点であ

る。そのうち形状がある程度分かり図化できたのは15点にすぎない。昭和田年報告分の 3点を

加えても，決して恵まれた資料とはいえないが，ここでは各古墳ごとの出土品について，その

特徴などを整理し，編年的な見通しを立てたい。

① 1号墳出土土器 (5-11)

3基の古墳出土品のなかでは形状の判る個体が多い。器種別にみると，杯葦，有高台杯，高

杯，平瓶がある。

杯蓋 5は，身受けかえりを有するもので，やや扇平で中央部を突起させる宝珠状の錐である。

有高台杯は，口径13.5cmのもの(6 )と小形品(7・8)がある。 6は，丸みをもっ体部にふ

んばりをもっ高台が付く。?と 8は，直線的に開く体部に高台が付く。高杯 9は，脚部を欠失

するが低脚の高不と考えられる。平瓶は直線的に開く口縁部片である。

杯蓋 5とセットになる有高台杯 6および高杯 9は，福縄県太宰府市長浦窯跡出土品に類似例

がみられる。小形の有高台杯は，福岡県筑紫郡那珂川町観音山古墳群24号墳，朝倉郡三輪町{山
(誼4)

道古墳群 7号墳などにみられるが，両者とも 5・6と同様な形態の王手蓋，有高台杯と共伴して

いる。

5・6のような杯蓋，有高台杯は，小田富士雄氏編年のVla期といわれていたもので，長j甫窯

跡出土品は，報告者の高橋章氏によって 7世紀中葉あるいはそれよりやや下る時期に位置つけ

られている。

② 2号墳出土土器(1 ) 

羨道部から小形高杯が出土品したにすぎない。脚中位を欠失している。

類似例は，小田氏編年のIV期のものが，福岡市堤ヶ浦古墳群 5号墳，筑紫郡那珂川町観音ILJ
(註7)

古墳群27号墳から出土し， IV-V期のものが，福岡市下和白塚原古墳群 2号墳， Vla期のもの

が，福岡県出川市伊田狐塚横穴群B-l号墳から出土している。

これらのなかでは，杯部の形態が下和白塚原古噴群のものに近いと思われるが，裾端部をは

ね上げる特徴は異なっている。裾端部をはね上げるものはIIIb期のものによく見られる特徴で

あるので，古い形態を残すものであろうか。ただ， III b期の資料は杯部下半に平行沈線を有し

ており， 1の高杯は，小田氏編年のIV期-V期に包括されるものと考えておきたい。

③ 3号墳出土土器 (2-4・12)

器種別に，須恵器杯蓋と杯身，土師器皿がある。
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2の杯蓋は，身受けかえりをもつが，天井部に鐙は無い。 1号墳の杯葦 5に比べると，仁l径

12.2cmと小さい。また天井部は平坦で，体部との境界は明瞭で、ある。 3の杯身は，底部とイ本部

の境界付近が丸みをもち，体部が直線的にのびるものである。口径は12.3cmを測り，杯蓋 2よ

りやや大きいが， 2と同形態の蓋がセットになると考えられる。 2は丸底の土師器血で，外面

には丹塗りを施している。

これらに類似する資料として福岡県春臼市門田遺跡、 2号住居跡一括出土土器をあげることが

できる。宝珠状銀の杯蓋と有高台;尽のセットは無く，杯蓋・杯身・土師器皿のいずれも 3号墳

出土品と酷似している資料である。報告では，小田氏編年のV期に比定され， 7世紀前半の年

代に位置づけられている。

しかし， V期の杯蓋・杯身については，福岡県田川郡大任町狐塚古墳群では，杯蓋は a類と

b類に区別され，大形の方である a類でも最大部径llcm，それとセットになる杯身は口径10.5

cmで、ある。したがって， V期の杯蓋・杯身は，門田 2号住居跡一括品のものに比較し，小形で

あり，門田遺跡資料はV期よりも後出することが考えられる。

④ まとめ

以上， 1 ~ 3号墳出土器群の特徴と様相について見てきた。それをまとめると， 1号墳出土

品は長浦窯跡出土品に対比され， 7世紀中葉あるいはそれよりやや下る時期に比定きれる。 2

号墳出土品はIV~V期に包括される資料。 3 号墳出土品は門田 2 号住居跡出土品に対比され，

V期よりも後出する資料ーということになる。 3号墳出土品は 1号墳出土品より古相の様相をも

つことが推察されるところから， 2号墳出土品(7世紀前半)→ 3号墳出土品(7世紀中頃)

→ 1号墳出土品(7世紀中葉よりやや下る時期)という編年的位置づけができょう。

また，各古墳の出土品をみると，出土土器での型式差がほとんどないことがあげられる。し

たがって，当古墳群は，長期にわたる追葬は行われず，比較的短期間のうちに，小規模で、家族

墓的な古墳が次々と築造されてい た こ と が 考 え ら れ る 。 ( 宮 崎)

3. 古墳の様相について

当古墳群を概括してみると，おおよそ次のようなことがいえる。

ひとつは，石室のプランがほぼ方形をなすということである。その際，玄室の規模を規定す

る基準とされるのは，奥壁と西側壁である。この両壁の腰石の長さで玄室の広きが決定され，

東側壁が貧弱な印象を受けるのはそのせいであろう。どの古壌も石室西側部分の構築が優先さ

れているのは，斜面という立地条件の下，石室の強度を考慮、に入れてのことかもしれない。 2

号墳だけは奥壁部の腰石が2枚で，他に比べ巨石を用いずに構築されている。また，作りも非

常に丁寧で、，全体に小じんまりとまとまっている。 1・3号墳の大ざっぱな構築とは少々趣を

異にするが，これは時期差としてとらえておきたい。出土遺物から判断して， 2号墳が当古墳

群の中では古〈比定され，時期が新しくなるに従って粗雑化の傾向をたどるものと思われる。
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石室の構造上でいうと，天井部が持ち送り状をなすのもひとつの特徴であろう。 3号墳では

推定だが， 1・2号墳は積石の遺存状況から持ち送り状の天井部であったことがうかがえる。

完存する古墳が数少ない大村市内にあっては，貴重な資料のーっといえるだろう。

弥生時代以来，古墳時代前半まで，石棺墓主体の墓告Ijが根強い大村地区は，横穴式古墳への

移行後は不明な部分が多いのが現状である。なかでも，後期~終末期古墳の実態は，遺跡や調

査等資料不足から，これまであまり究明されていなかった。今回の調査の結果，当古墳群の北

西丘陵上に立地する八龍古墳も同様の石室構造を持つなど，共通項を確認するに至り， もっと

幅広い視野で古墳群を把握しなければならないことを痛感した。今後，資料の増加を待って郡

川周辺域の古墳群の探求，ひいては古墳文化の解明に検討を加えていくことにしたいと思って

いる。 (本田)

4. おわりに

今回の調査によって，従来知られていた古墳に加えて新たに 2基の古墳が検出された。 3基

の古墳は， 7世紀前葉から後葉にかけて継起的に築造された小規模な単室の横穴式石室壌であ

る。 3基とも，谷の北側丘陵縁辺に立地し，谷に向かつて関口しており，構造・構築法に多く

の共通点が認められるところから，被葬者は親縁的な関係にあったことが推測され，一つの単

位としての小規模な群集墳ととらえることができる。本県本土部においては，大規模な群集壌

を形成することがなく，大古墳群を生み出しえない経済的基盤の弱きをうかがえるが，野田古

墳においても同様の状況をみることができる。

また，各古墳ごとの出土品は，型式差・時期差をもたず一括性の強いことが指摘できる。し

たがって，築造の順位についても出土土器の変遺と同様に考えてよいと思われる。すなわち，

2号墳→ 3号墳→ 1号墳の順に丘陵傾斜雨下方から築造されていったことが考えられる。下か

ら築造された理由のーっとして， 2号墳直下に安山岩の転擦が集中している場所があり，そこ

から古墳の石材に適したものを選んで調達したことが考えられないだろうか。そうすると，古

墳は石材+供給地から次第に遠方へ築造されていったことになる。

谷部においては，旧石器時代~縄文時代の遺物包含層が確認された。大村田遺跡の範囲に包

括されることも考えられるが，遺物の組成，立地の上からみると，谷頭のj勇水点に営まれたキ

ャンプサイトであったことが考えられる。

最後になったが，多くの方々の助力によって事般もなく無事に発掘が終了し，ここに野田古

墳の報告書をまとめることができた。末筆ながら記して感謝の意を表します。 (宮崎)
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東光寺遺跡

I 調査

1.地理的位置 (Fig.l)

遺跡は、大村市松原 1丁目に所在する。県道大村嬉野線が分断し大村湾を一望する標高

120~ 126mの傾斜丘陵に地位置する。周辺には室町時代七山として栄えた廃寺が点在するがすぐ

下方には東光寺遺跡が大村市指定史跡として残されている。(安楽)

Fig.1 遺跡の位置図(1/2，000) 



東光寺遺跡

2.調査の概要 (Fig.2)

昭和60年10月 28 日 ~12月 7 日の聞に、遺跡の対象面積2 ， 500m'の内750m' を調査実施した。調

査区は畑、水田、 ミカン畑などが耕作されており地表面はすべて平土旦化され、自然地形は残さ

れていない。工事路線大村市四ノ郷地区の中心杭 (STA45十95.084)を起点として 5X5m区

画のグリッドを設定、南北をl.2.3…、東西をA.B.C・..の記号を付した。

発掘は標高126mの畑から行ったが陣所に切り盛りが見られ良好な包含状態を認められなかっ

た。遺物が包蔵された地点は台地の縁辺部に限られ、縄文時代早期、中期、晩期の土器や石器

が得られた。また、 H・I.].K_.Lの標高120mのミカン畑でも土器や石器の出土があった。

(町田)

3. 土層 (Fig.3、PL.2，3)

調査概要でふれたように、台地縁辺にわずかに縄文時代の遺物を包蔵する地区が認められた

程度で、撹乱が遺跡全体に及んでいた。

G-2、L-12区が土層の堆積状況をあらわしており、これらを記述するにとどめる。

1層:表土層

2層:撹乱層(赤色、紫色の安山岩風化際混入)

3層:茶褐色粘質土層(縄文時代の包含層)

4層:赤褐色粘度質層(風化膿を含む)

5層:際の岩盤

以上が遺跡の土層状況であった。 田町

II 出土遺物

1.遺物

遺物出土総点数は、 8，796点その内、剥片類及び石器を含めて7，481，点、土器、陶磁器類が1，

315点の出土があった。

時期的には、縄文時代の遺物が多くを占めている。また中・近世の陶磁器等の遺物は小片が

出土するに 留まり本報告では中・ 近世の遺物は省略する。(町田)

2. 土器 (Figム PL.5)

土器の出土は遺物包含層が極めて悪いこともあり、小破片まで含めて総数200点余りに留まっ

ている。わずかな出土のなかでも、時期的には、早期、中期、晩期の 3時期に区別できる。

早期の土器(1~ 3) 

1は無文土器の腕部、やや下部がすぽまる形状を呈している。外面は赤褐色、内面は黄土色

焼成は甘く、全体的に脆い。 2は底部に近い部分で、尖底状を呈すると思われ、厚みを増して

いる。外面は茶褐色、内面は黒色、胎土には白い砂粒や粗い粒子を含み焼成甘く脆い。 3は2
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東光寺遺跡

G-2 (北壁)

125.60m 

G-2 (東壁)
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L-12 (北壁)
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4 

L -12 (東壁)

120.00円、

Fig.3 土層図 (1/40)
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東光寺遺跡

と同様尖底に近い部分と考えられ、焼成、胎土も類似している。この 3点の土器は無丈土器で

あるが、胎士、焼成、風化の状況から考えると、押型文土器に伴うものであろう。

中期の土器 (4- 6) 

4は無文で器壁薄.く胎土には滑石を若干含み、よくしまっている。内外ともに暗褐色を呈し

焼成は良好。この土器は器壁の薄いことなどを考えると、前期の土器という感じをもっ。 5は

口縁部である。やや外に開きかげんで、胎土には粗日の滑石を多く含み、胎土はよくしまって

いる。内外面とも茶褐色を呈する。 6は滑石を多く含むが、色調は内外とも黄土色、やや焼成

甘い。底部に近く、接合部ではずれている。滑石を含む土器は小破片も含めて数点出土してい

るが、文様を有するものはない。阿高式系統の土器であろう。

晩期の土器(7 -21) 

7は浅鉢口縁部で風化しており器壁がザラザラしているが、黒色磨研の土器である。頭部か

ら口縁部は低〈立ち上がり端部は尖り気味に丸くおさめられている。 8. 9は口縁部、ともに

端部は丸くおさめられ、外国には条痕を有している。 8は器壁やや厚〈暗茶褐色を呈している

が、 9 t土黄褐色、胎土には雲母片を含み、焼成良好。 13-18は、胴部片である。胎土、焼成と

も10-12の土器と同様で、ある。 18だけが、浅い沈線が一条認められる。 19-21は底部、 19は立

ち上がり部が欠け、特徴が見られないが、わずかに上げ底気味である。外面は赤褐色を呈し、

非常にJJ危い。 20は小破片で特徴がないが、立ち上がりがくびれず、真直ぐおりている。 21は立

ち上がり部がくぴれ、胴部にかけてふくらむのが推察される。内面には条痕様のものが数条施

されている。底はやや上げ底気味で胎土、焼成とも良好。

東光寺遺跡では晩期の土器が数の上では多くを占める。晩期の位遣については、特徴的な破

片が少ないので判断しかねるが、 7の浅い鉢を見る限りにおいては後葉の時期におかれると考

え られる。(安楽)

3. 石器 (Fig.5~9、 PL.6~8)

報告にあげた石器は55点ある。器種別では、石鉄、スクレイパー、石斧、石核、タタキ石、

砥石等がそれぞれ出土している。

石銑(1 -26) 

1-6の石鍛は表裏ともに、細部調整されているものである。 7-12は局部磨製石銭。 13~15

は先端部が鈍角で、剥離も荒い。 16は出土石織の中で、もっとも小型のものである。 23は剥片

利用の石鎖。 18-22と24-26の遺物は欠損品である。

スクレイパー (27-38)

27は両面ともに細部に渡る加工調整行う。 28は正面の加工ほどこすが、裏面には上部と下部

lこ一部整形を加えるのみである。 29縁辺に細部調整をおこない、刃部刃こぼれ痕を残す。 30は

正面左側自然面を残し、他は正裏ともに調整加工おこなう。 31は正面右側に、こまかなリタッ

チを認める。下部欠損する。 32はラウンドスクレイパーにあたるもので、中央に向かつて、正
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Fig.4 縄文土器実mlJ区1(2/3) 
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裏ともに剥離整形をほどこす。 33灰緑色をした黒曜石を素材にした断面カマボコ状をなす。 34

下部自然面残す。細部調整を正面右側縁及び上部に行う。裏面上部に剥離をほどこすが、主要

剥離面残す。 35正面右側縁にツマミ状の突起を作出し、左側縁にも同様なものがあったと，思わ

れるが、 38乳白色をした黒曜石を素材にし、上部にツマミを持つ。正裏側縁より調整する。

尖頭器状石器 (39・40)

39は正面上部小さな調整をほどこし、下部は一部自然面を残す。 40正裏ともに大きな剥離痕

を残し、裏面左右側縁に整形を加える。

大型のスクレイパー (41・42)

41は撞器である。正面右側縁に二次調整行う。 42ラウンドスクレイパーの大型で、周辺より

加工ほどこし、裏面主要剥離面おおきく残す。また、かなりの厚みを持つ。

磨製石斧 (43)

刃部を鋭〈磨きだしている。刃の部分残し欠損する。

石核 (44~50 ・ 52)

44上部のみ剥離おこない、他は自然面残す。 45残核を利用してスクレイパーに転用したと考

えられる。 46上部剥離の後、裏面の自然商不要のため廃棄されたものであろう。 47多方面より

剥離された残核である。 48裏面と側縁上部より加撃剥離されるが、正面自然面におく。 49上面

自然面残しそのまま上部より下部に向かつて加撃する。上頭、裏面白然面残す。 4面の剥離痕

を持ち黒色を呈する玄武岩質の素材である。

プレード (51)

ハリ質安山岩の素材を使用する。

スリ石・磨石・砥石 (53~55)

53ス1)石、正面中央部が使用され滑らかになる。 54磨石、安山岩製。 55砥石、 5面を使用し、

中央に使用による凹みがある。(町田)

III 系念括

遺跡は近年土地基盤の改良が行われており、主に遺構、遺物等を包蔵する層が削平されていた。

ただ、台地縁辺に縄文時代の遺物包含層が若干残っていたものの、遺構等を検出するまでに

は至らなかった。 遺物では、縄文早期から晩期にかけての土器片、石器が出土した。(町田)
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IV 東彼杵地区の調査

野中墓地・野中遺跡

宮田A遺跡

名切A遺跡

名切D遺跡

松山A遺跡



IV東彼杵地区の調査

周辺の歴史的環境 (Fig.1 ) 

東彼杵町は，東側に多良山系，北に虚空蔵山塊に接する。これらの山系から伸びる丘陵は，

西に位置する大村湾に急傾斜をもって没する。町内には彼杵川，千綿川iを除いて谷を開析する

程の川も無く，従ってこの両河川流域を除くと扇状地は発達せず平地は殆ど見られない。

現在，町内には67の遺跡が周知されている。時期的に複合している分まで合計すると95遺跡

となるが，その内訳は，先土器時代24，縄文時代43，弥生時代 2，古墳時代13，古代，中世10

箇所となる。 (Tab.1， 2) 

先土器時代の遺物は，各所から万遍なく出土するが， 62の百貫遺跡や39・足形遺跡， 42・蕪

堤遺跡等を中心とする遺跡群は有望で、ある。これらの遺跡は，標高350mを越すなだらかな高地

性の台地上に，点々としかも広範囲に分布する。ナイフ形石器，剥片尖頭器，台形様石器，細

石核等の石器が採集されており，地点によっては良好な包含層が認められるという。

縄文時代の遺跡は43箇所と最も多いが，大半の遺跡の内容は不明のままであった。しかし

今回の九州横断自動車道建設に伴う事前の調査では，幾つかの興味ある遺跡が新たに発掘され
註 l

た。まず， 19・松山A遺跡では，先土器時代の資料に加えて，縄文時代の石器が8万点以上出

土している。明瞭な土器が無いのが惜しまれるが，集石遺構や数千点を越す石鎖の出土は異彩

である。当遺跡は，彼杵川下流域の扇状地を見下ろす標高60m程の丘陵上に位置している。至

近距離には沢もあり，狩猟地としても適地であったのだろう。

縄文晩期の資料も新たに発見された。 30・宮田A遺跡， 64.野中遺跡では晩期後半から末に

至る土器がある程度まとまって出土した。特に宮田A遺跡では土器類に加え，扇平打製石斧が

300本以上も一度に出土している。この種の石器は，耕作に関係がある掘削道具として捉えられ

ており，当該地に置ける稲作農耕の受容を考える上で重要な資料になるものと考えられる。

弥生時代の遺跡も従来まで確認されていなかった。まだ僅か 2箇所にしか過ぎないが，上述

宮田A遺跡では，中期から後期の土器類が，そして67.白井川遺跡てす土圃場整備に先立つ調査

で，中期から後期にいたる住居土Il:と墓地が確認された。台地上中心の調査から最近は低湿地を

広範囲に調査する事例も多くなり，更に好資料の発見が期待される。

古墳は現在 8基が残存している。その全てが，彼杵川流域の扇状地に群在して分布している

が，後世の開国によりかなり破壊されており，旧状をとどめたものは殆ど無い。これらの中に

あって， 18.彼杵の古墳(通称ひきご塚古墳)は比較的良好な形で、残っている。全長約52m，

後円部径29.5m，前方部の幅 7m，高さは後円部で6.2m，前方部で2.6mあり，手鏡のような

形をしている。本来は前方部がもっと大きかったものと思われるが，水田耕作によって少しつ

づ削り取られたのであろう。明治年間に 2度にわたり主体部が聞けられ，鉄万，鉄，玉類が出

土したらしいが，詳細は不明である。



最近の圃場整備に伴う水田部の調査は，これまで文献だけに頼らさ、るをえなかった時代の空

白を、遺物で検証し得る資料を提供している。
註 6

66・岡遺跡では，数千点に上る中世土器が出土した。中でも白磁碗を中心とする輸入掬磁器

は， 11世紀後半から12世紀前半のものが一番多く，以降14世紀まで希薄ながらも引き続き使用

されている事がわかっている。また，青温石製の五輪塔や宝僅印塔の発見は，不明で、あった中

世寺院の位量や彼杵地方の中世の様相をしるうえで重要なポイントとなる。(高野)

註 1 本書掲載

2 " 

3 " 

4 1989年報告書刊行予定

5 長崎県教育委員会 「長崎県埋蔵文佑財調査集報 IIIj 長崎県文化財調査報告書 第

50集 1980

6 長崎県東彼杵町教育委員会 「岡遺跡」東彼杵町文化財調査報告書 第 2集 1988 

表文献

1 新人物往来社 「日本城郭体系 17j 1980 

2 長崎県教育委員会 「長崎県埋蔵文化財調査集報 IIIj 長崎県文化財調査報告書 第

50集 1987

3 長崎県教育委員会 「長崎県遺跡地図」 長崎県文化財調査報告書 第87集 1987 

4 w大村家記』・『深江記』

5 長崎県東彼杵郡東彼杵町教育委員会 「岡遺跡」 東彼杵町文化財調査報告書 第 2集

1988 

6 1989年報告書刊行予定

7 本書
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Fig.1 周辺遺跡分布図(東彼杵町) 139-140 



Tab.l 東彼杵町等高線)jlj遺跡頻度

:::ヌ 先土器時代 縄文時代 弥生時代 古墳時代 奈良・平安時代 中世

123456789 123456789 123456789 123456789 123456789 1234567891 

111111111 111111111 111111111 111111111 111 illilJ 111111111 

。一一
ーー トー ~ ロァ 一10一一一

20 ー ー ー
30 F ー ト開 目

岨一一
50' 

60一一一ー 一 一
70 由 一
80一一一一 一
90 一
100 

110 一 一
120一一一
130 ー ー
140一一←

150 

160一一一
170 

180一一一 ー
190一一一
200 

210一一一
220 

230 

240一一一
250 

260一一一

270一一一

280一一一

ー ー290一一一
300 

310 

320一一一

330一一一同 同

340一一一
350 

360一一一ー ー
370 ー 一
380 一 一
390一一一 山

400 

410 ー
420一一一

430一一一同 1-

440 

450 

460一一
470 

480一一一

490一一一
500 

510 ー
520 

530一一一

540一一一
550 

560一一一 ー
570一一一

1 11 1 1 1 1 1 1 111111111 111111111 111111111 111111111 111111111 
24 43 2 13 3 10 
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Tab.2 東彼杵町遺跡地名表

番号 遺跡名 遺 跡所在地 立 H出 出土漬物 時代 文献

1 島問五輪塔群 東彼杵町蔵本部品回 ~Hf i主 1日~ 5 tll 五輪搭 中t時

2 松岳域 1/ 一根部 111 標高200m 1/ 1 

3 川井川内遺跡、 1/ 法音寺郷字川井111内 iîJ血 f票~60rn ，'，I，¥Dit_行，M片、青磁 縄文、中世

4 'u:主要因B遺跡 1/ 菅主王国郷菅無回 1/ 11 90m 1/ 1/ 

5 管無回A遺跡 1/ 1/ 1/ 1/ 11 11 1/ 1/ 

6 高吉遺跡 1/ 坂本部 丘陵 11 150m ;1，1，¥Dif行片 先土器目縄文

7 重(かさね)の域 1/ 1/ 山標品250m 中世 1 

8 干山J也1宣町、 1/ 管無田郷平山 池・平地 1事両150m 縄丈

9 牛肉頭(うしのと) 1/ 赤木牛肉頭 丘陵標高150m !!A ß~石片、行}手、行f匪 1/ 

10 赤木遺跡 1/ 一恨郷亦4、 1/ 11 100m -120m 1/ 1/ 

11 彼杵111古I員群第，1号墳 1/ 11 ']上杉 、1"1' 1/ 15 m 古墳

12 彼杵111古墳群第3号境 1/ 1/ 1/ 1/ I! 1/ 1/ 

13 彼杵111古噴群第2号墳 1/ 1/ 1/ 1/ 11 11 H 

14 1世杵111古墳群第 I号頃 1/ 1/ 1/ 1/ 11 I! 1/ 

15 上杉古墳群 1号 1/ 1/ 1/ 1/ 1/ 

16 上杉古墳群2号 1/ 1/ 1/ 1/ 標高 5m 1/ 

17 ワレ権現塚古墳 1/ 宿郷8金谷 " " 10m 
1/ 

18 彼杵の古墳 1/ 1/古金屋i首上 1/ 鉄 )}(2)、f土i民(多量) 1/ 2 

19 松I1IA遺跡 1/ 彼杵宿郷松山 丘陵僚両50m-73m 先士器・縄文 7 

20 松山B遺跡 1/ 1/ 1/ 1/ 11 8001-90m 1/ 1/ 

21 名切E遺跡 1/ 1/ 名切 H 11 90m -100m 黒Bil行片 縄文

22 名切C遺跡 1/ 1/ 1/ 1/ 11 80m-90m 先 Uif.縄文

23 名VJA遺跡 1/ 1/ 1/ 1/ 11 50m 1/ H 7 

24 名切日遺跡、 1/ 1/ 1/ 白地知治版社;斤 俸高30m-40m 百枚、 lij~. スクレイハ 、思曜石知叫 1/ 1/ 3 

25 名切D遺跡 1/ 1/ 1/ Ii.i也標高70m-30m 主主 ß~石片 " 1/ 

26 外国遺跡 1/ 干綿1昔話平 托陵 11 11 1/ 縄文

27 平(タイフ)A遺跡 1/ 1/ 県立k-f農学院 1/ 11 110m 先土器・縄文

28 平B遺跡 1/ 1/ 付 1/ 11 130m -140m 1/ 1/ 

29 赤木池遺跡 1/ 1/ 木赤木池 1/ 11 180m ，I~，\ sjf行片、縄文晩期、弥生、古墳 縄文

30 宮凶A遺跡 1/ 1/ ;守田 平野 11 10m 1/ H 7 

31 F寺岡B遺跡 1/ ~ 1/ 1/ 11 11 1/ 

32 小南城 1/ 宿郷 丘陵 11 30m 中世 1 

33 ;~~p古墳 1/ 瀬戸郷瀬戸 合J也 I! 30m 古J責

34 東住杵町内キ1)ンタン墓碑 1/ 11 1413 丘陵 11 50m i斤世

35 小峰域 1/ 1/ 111 11 60m-70m 中世 1 

36 ，).;開平造跡 1/ 中i奇郷広Il号平 丘陵 11 250m 縄文

37 1井本場遺跡 1/ 1/ 一井本場 1/ 11 300m 1/ 

38 太ノ原遺跡 1/ 太ノ諦郷太ノ!京 台地 11 330m '，'.¥sU fi，~jJ片 先土器・縄文

39 h'-形遺跡 1/ i主目郷足形 1/ 11 43001 星日産石片、石煤 1/ 1/ 

40 かのまる;也I宣~i} 1/ 中千台部かのまる池 ir:陵 11360m 1/ 1/ 

41 幸十遺跡 1/ 1/ 幸卜山 fT地 11410m ~M曜石片 縄文

42 蕪堤遺跡 1/ 焦郷蕪堤 丘陵 11 370m 里曜石担p~ 先土器・縄文

43 禁郷遺跡 1/ 1/ 台地 11 380m ，'，l.¥RMh 1/ H 

44 古谷遺跡 1/ 1/古谷 1/ 11 390m 縄文

45 中池遺跡 1/ 中f去婦中池 1/ 11 380m 先土器目縄文

46 四、ソ池遺跡 1/ 蕪郷大久保、中lt笥阿ソ池 1/ 11 370m 縄文

47 二三井本場池遺跡 1/ 中昔郷ニ井本時 丘陵 11 350m 先土器・縄文

48 八幡遺跡 1/ 駄地郷~U也 1/ 11 150m-160m ，1，'.¥曜石片 1/ 
" 

49 聖子回遺跡 1/ I! I! H 1/ 

50 大久保遺跡 I! I! I! 標品60m ，!，l，¥日E行円 1/ H 

51 串島古墳 I! 里郷阜の砧 t甲 11 15m t咋Jii

52 串局遺跡 I! I! 1/ 台j血/， 20m 現曜行片 先土器・縄文中世 1 

53 里郷積石塚 I! I! 平 '1'聖1" 11 10m 干安

54 里遺跡 I! I! 台地 /1 110m .'!，\B~行片 光土器・縄文

55 干綿t貧困古墳群 I! I! 才貰凹 丘陵 11 50m 81立

56 鋒ノ久保 I! ーツ石郷鋒ノ久保 I! 11 90m ，L，I，¥躍百片 縄文

57 4'見両野 I! 1/ 平見両野 1/ 11 150m 里sM石剥J¥ 先 i。若手 縄文

58 U ソ行台地遺跡 1/ 
" 白地 台地 11 150m 1/ 縄文

59 太田代池遺跡 1/ 1/ 太囚代池 丘陵 11 200m 1/ 先1:器・縄文

60 綿打池遺跡 1/ 1/ 綿打池 1/ 11 280m 7 イクロコア 1/ 1/ 

61 久保遺跡 1/ ;宝呂郷字下j:主目久保 山麓 11 560m 黒ß~ 行片 縄文

62 、百貫遺跡 1/ 1/ 大野原 台地 11 510m 先土器

63 武留路山城 1/ 武留路郷 山I員 11 300m -341 m 中世 4 

64 野中遺跡 1/ 瀬戸締瀬戸 丘陵 " 50m -70m 1吉製石斧、.'!.¥sUfi片 縄文 7 

65 島田遺跡 1/ 蔵本郷字詰田 1/ 11 5m-l0m 育園口砲、 i頁恵器、弥生式 u:; 弥生~中世

66 同遺跡 1/ 1/ 字同 I! 11 11 1/ 弥生式土器、沼恵器、土釘器、青 白陸、他 中jlt 5 

67 白井111遺跡 1/ 1/ 字白井川 平野.i註両地 1景品5m-IOrn 縄文式i器、同干Ii製百岸、 fil'l、石t葉、他 縄文~中世 6 
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野中墓地 ・野中遺跡

野中墓地・野中遺跡
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野中墓地 ・野中遺跡
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野中墓地・野中遺跡
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調査

地理的位置1 

多良岳山系から大村湾に向かっ遺跡は，東彼杵町瀬戸郷宇久保谷に所在する。位置的には，

海岸に隣接する千綿駅より徒て延び、る標高50~57mの舌状台地端部にある。遺跡に至るには，

階段状の水田を右手に見ながら北西の台地を登りつめる。周囲には水田が耕作され，歩10分，

「元和 7年J銘の県また，農道を挟んで西側には，遺跡東iQU10mほどの範囲に野中墓地がある。

田町指定文化財のキ 1)シタン墓碑がある。

ミ;;;;J9今戸;..蕗
〆" i S 曾 Ei

V
'" :日 I

7f1;7!!!!!!!!!T!!!!1!!!!!! 

( 1 /2，000) 野中墓地・野中遺跡調査区位置図
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2.調査の概要

調査は， 3国にわけで行なっている。当初，野中墓地(近世)が横断道路の路線内にあり，

この立会調査を実施した。そのおり，縄文時代の遺物が出土した。この報告を受けて，第一次

調査を実施した。その結果，縄文時代から近世までの重要な遺構，遺物が包蔵されていること

が判明した。そのため，昭和61年度の事業で遺跡全体の調査を終えることができず，昭和62年

度事業として，第二次調査を実施した。以下順次調査の概要にはいる。(町田)

野中墓地

墓地は，以前に大半の改葬がなされていたが，「元禄六年J と「貞亨元年」銘の墓碑が建って

おり，この 2基の石塔の移築改葬作業に伴って，昭和61年12月13日に立会調査を実施した。

墓碑を解体したところ，台座の直下には赤褐色の粘費土層が現われ，墓穴等の施設は認めら

れなかった。墓穴が無いので，この土層を掘り続けたが，落ち込みは検出されず，整層状況の

土層堆積がみられた。 1mほど掘り下げ，磨製石斧 1点 (Fig.53) と黒曜石砕片が，出土した。

このことによって，近辺一帯に縄文時代の遺跡の存在が予察されることとなった。(宮崎)

第一次調査

調査の発端の野中墓地の立会調査中に縄文時代の遺物(石斧)が出土したため，路線内の第

一次調査を行なうことになり，昭和62年 3月2B-昭和62年 3月18Bまで実施した。

野中墓地 (190凶)周辺は千綿パーキングエリアとして，広範囲(約7.5ha)にまたがっての

開発計画であったが，地形的要因から判断して，約5，000m'の範囲を対象に試掘壌(2mX2m)

を26箇所設定し，調査を実施した。(遺構面確認のため，試掘墳の 2mX5mを4箇所と 2mX

8mを1箇所程拡張を行なった)

調査の結果は，試掘墳TP-1， TP-10， TP-5に縄文時代晩期および、中世の遺物， TP 

11に中世の柱穴群， TP-12・13に近世の遺構と遺物が検出きれ，縄文時代から中世・近世に至

る複合遺跡であることが明らかになった。

更に，遺跡の拡がりは，約2，500m'程の分布範囲を示すことが確認された。

また，第一次調査時にTP-1，TP-5付近を拡張して調査を実施し， TP-1以西について

は，機械力にて表土剥ぎを行い，昭和62年度に継続調査を実施することになった。

A-D-1-4区 (TP-5拡張区)・J， K-1-3区 (TP-1付近)の調査拡張区の調査

は東西南北に各 5m方自艮のグリットを組み，南から北へ 1-16と東から西へA-Z.A-Bと

呼称して使用した。

この調査区は縄文~中世に至る遺物の出土に伴い拡張したもので， 520m'について調査を実施

し 終了した 。( 副島 )

第二次調査

昭和61年度実施した調査の結果から，遺跡の拡がりが予察される範囲を機械力によって表土
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野中墓地・野中遺跡

剥ぎを行なった。調査期聞は昭和62年 4月6日~昭和62年 4月21Bに実施し，遺跡対象面積5，

OOOm'の内2，520m'を実施した。調査区の設定は 5mX5mの方眼を組み，南北の基準線を磁北

に合せた。その南から北へ延長した線を 1， 2， 3…とし，基準線に直交する東西線を東から

西へA，B， C"'e記 号・ 番号を付した。(町田)

3 .土層

一部縄文時代の文化層が依存していたものの，その堆積状況は中世期の撹乱後，近年になり

更に土地の削平が行なわれていた。そのため，縄文時代から近世までの整層状態を確認できな

かった。しかし部分的には，各時代の繁栄された遺構，遺物等の層が残っていた。

各地区ごとに記録した土層図によって説明したい。

まず，昭和61年度調査で残されていた C.D-1区南壁の図取りから始めた。この地区は，

3層からおもに遺物が出土する。縄文時代の遺物と中世の遺物が混在状態で出土している。

l(.L.M-3区は第一次調査で表土剥ぎが，済んでおり第二次調査では柱穴検出をおもに

行なった。この地区は、 3c層がわずかに残っていた。検出したpit内の覆土には，灰黒褐色と

黒褐色の色調がみとめられ，前者には縄文時代の遺物が，他は中ifrの遺物が出土している。

次に， M-5・6区では，若干ではあるが縄文時代の遺物を包蔵する層があった。また，叫

5では遺構 1より組織痕土器と石器がまとまって出土している。

M'N.O・P.Q.R-8区もl(.L.M-3区間様に表土剥ぎが終了しており，中世の

柱穴検出作業をおもに行なった。土層では， 3 c層の記録を行なった。

N-8区は農道横に，中世の焼土(遺構 2)を検出したため，北壁を図化した。堆積状況はC・

D-1区と同様で‘ある。

x. y. Z .A'・B'-12区は，近世の遺物を主体lこ，建物跡，墓壌等を検出した。土層は，

中世の文化層がなくなり， 2 a・2b層の近世の文化層が残っていた。(町田)

土層の色調及び文化層の主体

1 層:表土

2 層・水田床土

2a層:暗灰褐色・…....・ H ・...…・……….....・ H ・.......・ H ・....…….........….....・ H ・..近世

2b層:暗褐色土(サラッとして締まりがない).....・ H ・-…… H ・H ・....…・・…・・・…・近世

3a層:灰黒褐色土(黒斑がはいる) ・・……・・・………....・ H ・...・ H ・...・ H ・...…・…・・中世

3b層:黄灰黒褐色粘質主・…....・ H ・-…・……・・・・……....・ H ・....…...・ H ・.......・ H ・-中世

3 c'層.黒褐色粘質主(黒斑はいる) ・・…… H ・H ・..........・ H ・.....・ H ・...........・ H ・..中世

3c層:黒灰褐色粘質土(若干黒斑はいる) ……・…………...・ H ・..……...・ H ・....中世

4 層:淡黄灰色粘質土・・…………・…......・ H ・-…....・ H ・.......…....・ H ・....…-…・・・縄文時代晩期

5 層:淡黄赤褐色粘質土(地山) ・………...・ H ・......・ H ・.......・ H ・.....・ H ・.....・ H ・-無遺物層
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野中墓地・野中遺跡

II 遺構

野中墓地では，遺構を確認できなかったが，いちおう墓碑について触れることにする。

また，第一次調査については，遺構検出を中断して，第二次調査にはいった。そのため遺構

内容は， 重複をさけ第二次調査に含んで記載する。(町田)

1.野中墓地

墓碑は， 2基ともに角石塔形であり，長方形状

の主体の上に，屋根形の宝珠がのる。石材は安山

岩と思われる。現地に出向いた時にはすでに墓碑

の解体が始まっており，そのため建立状態の測量

はできなかったが，部品の略図をとったので，参

考のため掲載しておく。銘は，長方形の角碑正面

部分にだけあり，戒名から男'性と女性のものと考

えられる。(宮崎)

2. 第二次調査

縄文時代から近世までの遺構を検出した。縄文

時代では土墳を中世では墓竣，柱穴群，焼土など

を検出し，近世では墓壌，建物跡等が確認された。

1号遺構(土壌)

M-5区で縄文時代の土器，石器が土壌内より

出土している。プランは主軸N-96'-Eを示し，

楕円形を呈する。内部 3箇所に，中世の柱穴が穿

たれ，下部撹乱を受けている。そのため土器片が散乱していた。その他に石鍛，黒曜石剥片等

も出土している。(町田)
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Fig.4 野中墓地石塔図 (1/20)

2号遺構(焼土塊)

N-8匿，北東隅において検出した。黒色土のなかに明黄灰色の焼土が堆積していた。また，

北側の方には，暗貰灰色の土も堆積している。中には，浅いのや深いピットが16個程あった。

焼土塊の中からの遺物の出土は無かった。南北長が4m50cm，ピットの深さが深いもので遺構

検出面より 123cmある。

3号遺構(土壌墓)

Q-8区南端で検出した。長軸はほぼ南北をさすが，東へ20'ふれている。王子面形は隅丸長方

形を程する。深さは，遺構検出国から70cmあり深い。中から土師器の杯が3点出土した (Fig.26・

2 ~ 4)。人骨は検出できなかっが，土師器の杯の出土状況等を勘案して土壌墓とした。長軸長

168cm，短軸長114cm，出土遺物より中世，室町期の土壌墓と思われる。
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野中墓地・野中遺跡
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Fig.6 1号遺構(土焼) (1/20)・(検出状況)
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4号遺構(建物跡)

Q'R-9・10区で検出した。 2間x4間の建物であったと思われる。南側のピットの数が

足らないのは，現地の作業員の人の話しでは 2枚あった水田を 1枚にする為に削平したという

ことで，それでピットが削られたものと推定される。長軸は東西を示すが，北側に30"ふれる。

5号遺構(土墳墓)
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Fig.7 中世・時代の建物跡及びpit群・土壌墓
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野中墓地・野中遺跡

2号遺構(焼土塊)検出状況
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野中墓地・野中遺跡

3号遺構(土壌墓)

3号遺構(遺構内出土遺物)
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野中墓地・野中遺跡

T-10区で検出した。長iliIh長， 167cm，短軸長， 97cm，深さは遺構検出面から42cmを計る。土

墳墓の中からは，北東の隅から石を 1個検出したのみで，出土遺物等は無い。長軸は南北を示

すが，東側に26。ふれる。

6号遺構 (土墳墓)

5号遺構と肩を並べる様に作ってあった。長軸は南北を示すが，東側に17。ふれる。土墳墓の

中には， 9個の石があったが，皆，平べったい石で床面にふせた状況であった。この上に木棺

をのせたものであろうか。

7号遺構 (建物跡)

7， 8号遺構は建物跡である。大きさは両方とも 2間x4間である。 第 7号遺構は， U'V-

10・11・12に位置する。長軸は南北を示し，東側へ300

ふれる。 V-11区の P2からすり鉢と，磁

器の鉢が出土している (Fig.28)。また， V-10区， P 1からは唐津の溝縁皿 (Fig.27)が出土

しているところから，江戸時代前期の遺構であろう。

8号遺構 (建物跡)

V'W' Xの10・11・12区に位置する。長軸は 7号遺構の建物跡と同じく，ほぼ南北を示す

が，東へ300

ふれる。V-11区， P 4から寛永通宝が5枚出土した。タイプとしては古寛永の古

い型式のものである。ところで，この， 7， 8号遺構の建物跡は，別個に説明したが， Fi g. 

10の遺構配置図をみてもわかるように，長軸のふれが30。と同じであり。また，東西ラインの柱

が意識的に合せて作られている。恐らしこの 7， 8号遺構は，連結して作られていたのでは

ないだろうか九出土遺物の時期からすると， 7号遺構の方の， V-10区， P 1出土の唐津の

溝縁皿が古いようにも思われるが，また， 8号遺構の北側に排水路が検出されたことから，炊

事場を想定してみた。

9号遺構 (建物跡)

X . Y-12・13区において検出した。建物としては， 3mX4mの比較的小規模なものと思

われる。排水路が検出されたので，洗場的なものではなかろうか?因みに， 5号-9号遺構は

南北位置から東へ300

前後ふれるほぽ同じ向きを示している。

10号遺構 (柱穴群)

Z -13・14区に位置する。時期，性格等は不明である。

11号遺構 (不明土機)

A'.B'-13' 14区において検出した。南北長， 5 m，東西長，3m程の略方形の土壊で‘ある。

土境内から炭化物とともに，聾の破片を多数検出した。

12号遺構 (不明土媛)

A'・B'-12区において検出した。土墳の南端は，土層観察用の畦の中に入ってしまうので，

推定値であるが長軸長 5m，短iliill長 3m程の，平面形がUI各方形の土墳である。窪み状の土壊で，

深さは，き ほど深くない。(村J11 ) 
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野中墓地 ・野中遺跡
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Fig.14 V-10区・ pit2 (1/20) 
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野中墓地・野中遺跡

51.2m 

Fig.15 8号遺構(建物跡) (1/80) 
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回出土遺物

1.野中墓地

移転後，掘り下げた穴の縁が壊れ，土瓶1点が現われたのを，野中遺跡の第一次調査中に発

見され，施主の方が， もち帰り把られている。扇平な形の陶製の土瓶で，腕最大径が， 20cmほ

どの大きさである。弦は有機質であったのか残っていない。内部に骨は込っていなかったとの

ことであるので，民俗学的にいう後産を墓地に埋めるという風習との関連が推測できょう。

(宮崎)

2. 第一次調査

出土遺物は第 3層黒灰褐色土層に縄文晩期，中世の陶磁器片が混在して出土し，第 4層淡黄

灰色粘質土層に縄文晩期の遺物が若干出土した。遺物の出土状況より，第 4層は縄文晩期の文

化層で，中世の遺構群の構築の際に破壊されたものと考えられる。また，次年度調査予定範囲

の表土剥ぎに伴い，調査区内に中世の遺構群が検出されており，更に拡がることが予察された。

(副島)

① 土器

第一次調査では土器は 6点出土している。試掘穴TP-ll，TP-16， TP-20の2層よりそれ

ぞれ 1点ずつ， TP-19の2層より 3点の出土である。小片ながら観察した所では，夜臼式の中

でも比較的新しい時期の，刻み目凸帯文土器がほとんどである。おそらく縄文時代娩期から弥

生時代初期にかけてのものであろう。

歴史時代の遺物

歴史時代の土器 (Fig.16)

1は， TP-4から出土した土師小血である。焼成良好で、，赤っぽい茶色をしている。胎土に

は，赤色粒子・白色粒子がみられる。口縁部はヨコナデ仕上げになっており，体部下半で屈曲

を持つ。底部は，上げ底気味である。口径6.9cm，器高1.8cm，底部1.9cmを測り，拓本は不鮮明

であるが，回転糸切りである。 2は，土師質杯である。暗赤色~暗澄色を呈しており， 1.0-2. 

Ornrn位の赤色・黒色・白色粒子が混入している。焼成良好で、，外側部分には，ススらしきものも

見られる。回転糸切りで，底径は8.6cmを測る。この他，中世の土器は，主なものですり鉢片 1

点を含む土師質土器片が5点，東播磨系のこね鉢の玉縁日縁部分を含む須恵質土器片が3点，

瓦器質椀片 1点，瓦質土器片 2点が出土している。

輸入陶磁器

3は，明の染付。碁笥底のI混である。貫入も多く入っている。内側底の部分には文字が記さ

れており，文字は， F福』か『寿』のいずれかであると思われる。底径は， 4.2cmを測る。 4も

明の染付の小椀である。端反りの口縁部を持ち，全体的に非常に薄い。青っぽい灰白色をして
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おり，口径は， 10.0cmを測る。また外側に文字が書かれているが，はっきりしない。『壁』の字

のみは，読み取れる。『壁』は『ヘキ』と読み， f壁玉』とは『平なドーナ、ソ形の玉』を意味す

る。前の字は『金』か。 PL.l0の10は，あまりに小片のため図面には載せなかったが，高麗青磁

である。梅瓶の胎部の破片で，白と黒の象蔽である。貫入あり。その他，輸入陶磁器と思われ

るものは，あまりに小片であるが，次にあげる35点を数える。明染付の椀が4点，皿が2点，

また，白磁の椀8点。そのうち 1点は，玉縁の口縁を持つ。白磁の皿片が2点。青磁では，同

安窯系の椀1点，龍泉窯系の椀13点，杯 1点である。陶器では，黒軸のもの 1点，緑粕のもの

1点，無軸のもの 2点がある。

近世の遺物(白磁・石鍋・円盤状陶磁製品・釘・銭等)

5は白磁皿である。軸がうすくかかっている。外側表面は希uがはじけて，ブツプツしている

部分もある。見込蛇ノ目ハキ、である。内側蛇ノ目部分には，重ね焼きの跡がついている。また

高台には砂粒が付着している。 17世紀後半~18世紀前半のものであると考えられる。日経は，
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Fig.16 第一次調査出土、陶磁器・石鍋(1/3)円盤状陶磁製品・釘(1/2)・銭(1/1)
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13.4cm，器高3.9cm，底部5.0cmを測る。 6は，石鍋片である。滑石を石材として用いている。

表面には付着物があり，削りの観察が難しいが，手斧の痕跡が僅かながら認められる。底は浅

く比較的時代の新しいものであろう。 7は，円盤状陶磁製品で，第一次調査での出土は 1点で

ある。蛇ノ目ハギの緑柚陶器の茶碗を利用して作られたもので，遊戯具として使用されたと思

われる。メンコか。高台部分が残っており，底径3.5cmを測る。重さは32.5g。使用陶器から，

近世のものと思われる。 8は鉄釘である。断面はほぼ四角形。錆による腐食が進行しているが

原形は理解できる。 TP-12から出土した。第二次調査区域T-10区には近世の木棺墓らしき土

墳があり，またTP-12の周辺には，柱穴も多く出土しており，それらの建築物に使用された可

能性も考えられる。 9は， TP-9より出土の寛永通宝である。他に近世陶磁器片も第一次調査

で出土している。

②石器 (Fig.17~21)

器種別にみると，スクレイパー，加工痕ある石器，使用痕ある剥片，つまみ形石器，石槍，

石斧，敵石，石核，剥片，石銑などが出土している。ほとんどが撹乱されている表土からの出

土である。

・スクレイパー(1 ~ 6) 

大型のスクレイパーで、ある 1は，安山岩質の石材を使用している。荒い感じであるが，よく

調整されている。裏面は主要剥離面となっており，背面・打函は， ともに自然面である。断面

は鋭角の刃部を持つ二等辺三角形状になる。また形態的にはノッチド・スクレイパー(3 )，ラ

ウンド・スクレイパー(5 )といったものも出土している。

・加工痕ある石器(7 ~ 8) 

7は黒曜石製で，左側辺には二次加工が見られる。また表面の一部に自然面が残っており，

石器の上部には丁寧な調整が施されている。 8は，上部が破損している。整形は表裏とも，よ

く調整されている。

・使用痕ある剥片 (9~12)

Bは，下部が破損しているが，左側辺に使用痕が認められ，刃部は薄い。 10・11は，側辺か

ら下辺にかけて使用痕が残っている。 12は，縦長剥片を使用。長辺の背面のみに使用痕が形成

されている。刃部の反対の側辺には，自然面が残る 0

・つまみ形石器 (13)

石材は安山岩を使用しており，全体的にパティナで覆われている。親指大の刃器状ff<U片を両

面から調整している。扶り部分から切断されているが，折れ面から見て後世のものである。刃

器状剥片部分の断面は，レンズ状になっている。

・石槍 (14) 

基部の他は，折れて残っていない。両側辺から大きな剥離調整が行なわれている。断面は菱

形で厚みもある。石材は灰色の黒曜石。
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Fig.17 第一次調査出土石器 (2/3)
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野中墓地・野中遺跡

-石斧 (15-16)

安山岩製のものが， 2点出土している。 15は，上下端部を欠損している。小型で、薄<，残存

部分を見る限りでは，短冊形と推定できる。左側縁は両面から，右側縁は表からのみの調整と

なっている。断面をみても，側縁は，鈍角と鋭角の両方を有する。 16は，下端部を破損してい

る。先端部は，だんだん細くなっており，断固はレンズ状をなしている。風化が著しく稜線，

剥離ともにはっきりしない。

・融石 ( 17) 

安山岩製 1点が出土している。上下端，また裏面の一部には，敵打した際の剥離がみられ，

割れも生じている。大きさは掌にすっぽりと納まる程度のものである。

・石核 (18-19)

18は，透明度のある灰色の黒曜石製である。平坦な自然面を利用し，そこを打面として剥片

をとっている。また，打面を平坦にするために調整したと思われる小さな剥離もみられる。薄

〈扇平な石核である。 19は，事前に剥離した平坦面を打面として，剥片をとっている。 18・19

ともに，裏はほぼ自然面が占めている。

・剥片 (20-21)

20・21は石材，大きさは異なるが， ともに調整打面からの剥片。調整自体は丁寧で、ある。

石蝶 (22-62) 

第一次調査では63点の出土をみた。そのっち，実測にたえる41点を図面の載せた。また扶り

の程度により簡単に 3つに分類した。まず，三角形の底辺がふくれたもの (22-32)，挟りはほ

とんど無く三角形に近いもの (33-45)，三角形がくぼんでいて扶りのあるもの (46-61)であ

る。 (22-32)では石材，大きさ，形など様々であるが，基本形として，三角形の底辺がふくれ

るのは共通している。ただし，他の 2種類に比べると， 26~32のように大型で、厚いものが多い

ように思われる。 (33-45)において，ほほ三角形を呈するこのタイプは，図面に載っていない

ものを含めて， 20点出土している。 34を除いては，大きさも平均しており薄型が多い。 (46-61)

では扶りの深さ，石銑の大きさに差はある。しかし，いずれも扶りを入れ脚部を持つ点で共通

している。 53は，この中でも大きいもので，正三角形に近い。 55-58は，その点からみると二

等辺三角形をしている。日-61は，同じ形でも，かなり小形である。これらのほとんどは，表

裏にまんべんなく調整を施しており，非常に丁寧なっくりである。 22-61までは，打製石鍛で

あるが，この調査でも 62の1点のみ，局部磨製石鉄が出土した。なお，脚部を損失し分類でき

なかったものは， 62を含めて10点を数える。(小野)
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Fig.l9 第一次調査出土石器 (2/3)
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Tab. 1 第一次調査出土石器計測表 ※(  >は実数

挿似]
出土区 器 種 石 キオ

重さ 長き 幅 淳さ
備 来J一

番号 (g) (cm) (cm) (cm) 

1 TP-10 スクレイパー 安山岩 96.0 6.0 9.9 l.9 1'T面は自然凶

2 12 11 灰色 ob 14.0 3.6 3.6 l.3 

3 19 11 安山岩 9.0 4.3 2.4 0.8 ノッチド・スクレイパー

4 10 " 11 6.3 3.6 2.3 0.8 

5 10 11 黒色 ob 30.0 5.5 4.2 l.1 フウンド・スクレイノマー

6 10 11 安山岩 24.0 5.7 3.7 1.1 

7 4 加工痕ある石器 黒色 ob 3.8 3.5 l.5 。目7 一部に一次加工有り

8 23 11 安山岩 6.2 3.6 l.9 0.9 

9 11 使用痕ある剥片 灰白色ob (5.5> (3.0> <2.6> 0.9 

10 25 11 黒色 ob 4.0 2.5 2.0 0.6 

11 24 11 11 2.0 2.2 2.0 0.4 

12 25 11 灰青色ob 16.0 6.2 2.4 1.0 

13 不明 つまみ形石苦手 安山岩 く4.0> <2.6> 1.3 0.7 パテナ有り

14 5 石槍 灰青色ob <3.0> <1.6> くl.5> <1.0> 

15 不明 石斧 安山岩 <23.0> <4.6> 3.8 1.1 

16 12 11 11 (34.5> <4.2> <4.7> 1.5 パァナ有り

17 12 鼓石 11 200.0 6.3 6.1 4.0 

18 5 石核 灰白色ob 23.0 4.2 3.9 1.2 

19 12 11 安山岩 28.5 3.2 4.3 2.5 

20 10 斜片 11 12.5 4.2 2.8 l.0 

21 11 11 灰白色ob 3.0 3.1 1.5 0.4 

Tab. 2 第一次調査出土石器計測表(石鍛) ※<  >は実数

挿図番号 出土区 キオ 破 損 部 位
重さ 大きき (cm) 扶り (mm)

備 考石
(g) 長さ 幅 厚き 深度 中高

22 TP-5 灰青色ob 完形 1.9 2.6 l.2 0.5 

23 13 11 11 l.2 2.1 2.0 0.3 

形角24 18 黒 色 ob 11 0.9 2.1 1.4 0.3 

25 13 11 11 1.2 2.0 l.5 0.5 
σ〉

26 1 灰白色ob 11 4.1 2.9 2.1 0.6 
底辺

カ=
27 5 黒色 ob " 2.9 2.5 2.0 0.7 ふ

28 25 灰青色ob 11 5.5 3.4 2.4 1.3 
く
tl 

29 20 黒 色 ob 11 4.4 2.8 2.1 0.7 た
も

30 12 11 脚部破損 <1.9> (2.4> (2.9> 0.5 (1) 

31 15 11 先端部破損 (l.9> <l. 7> 2.3 0.4 

32 10 灰青色ob 完形 4.0 2.7 2.5 0.7 
(苦)

16 灰白色ob 先端部破援 <4.4> <2.6> 2.4 0.8 

33 20 11 片脚破損 <2.3> 2.4 l.9 0.5 0.1 0.2 

34 5 灰青色ob 11 く4.0> 3.0 (2.2> 0.6 0.1 <1.0> 

35 22 黒色 ob 先端部破損 <0.8> <1.3> 1.4 0.3 0.1 0.4 

36 1 11 脚苦~T~損 <l.4> 2.2 く1.5> 0.5 0.1 <0.9> 

37 19 灰青色ob 完形 1.3 2.0 2.0 0.2 0.2 l.4 

38 16 11 先端部破損 <0.6> <l. 2> くl.5> 0.2 0.1 1.2 
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※<  >は実数

破 損 部 位
重き 大きさ (cm) 扶り (mm)

偽コ持図番号 出土区 石 キt
(g) 長き 申高 厚き 深度 中高

39 TP-25 黒色 ob 完形 2.6 2.3 2.0 0.6 0.1 0.5 

40 5 " " 0.9 1.7 2.0 0.4 0.1 0.5 

41 10 灰青色ob 先端部・片脚破損 <0.9> く1目5> <1.9> 0.3 0.1 1.1 

42 23 " 先端部破損 <1. 3> <1. 6> 2.0 0.3 

43 20 " " <2.0> く1.9> 2.0 。目5

44 10 黒色 ob " <1. 2> く1.5> 2.0 0.3 

45 10 " 先端部・片腕F破損 <2.0> <2.0> く1.7> 0.4 0.1 

12 灰青色ob 完形 0.7 2.1 2.0 0.5 0.1 1.6 
形

5 黒色。b 先端部破損 <0.8> く1.3> く1.8> 0.3 

20 灰白色ob 先端部・片脚破損 <0.8> <1.2> <1.4> 0.4 

5 黒色 ob 先端部破損 <0.6> く1.1> 1.6 0.3 

13 " 完形 0.4 1.3 1.2 0.3 0.1 0.8 

18 灰青色ob " 1.4 2.1 1.8 0.4 
(器)1

5 黒色 ob 片脚破損 <0目7> 1.4 <1.8> 0.3 0.1 1.1 

46 17 " 先端部・片抑破摂 <0.8> <1. 7> <1. 6> 0.3 0.2 

47 5 安 11J 岩 片胸破損 <0.7> 1.8 <1.8> 0.3 0.2 1.1 

48 12 灰青色ob 先端部・片脚破損 <0.8> <2.0> <1.4> 0.2 0.3 

49 5 黒色 ob 両脚破損 <1. 6> 2.4 <1.8> 0.4 0.4 

50 11 灰青色ob 片脚破損 く0.8> 2.1 <1. 5> 0.3 0.2 

51 20 黒 色 。b 先端部破損 <1.0> く1.6> 1.9 0.3 0.3 1.1 

52 4 " 片脚破損 く1目1> 2.5 く1.3> 0.3 0.4 
角

背5
53 16 灰白色ob H <2.0> 2.7 <2.2> 0.5 0.6 σ〉
54 11 黒色 ob 先端部・片脚破損 <1. 5> <2.0> 1.7 0.4 0.6 底

55 23 灰白色ob " <0.7> <2.1> <1.3> 0.3 0.6 ;ll 

56 10 黒色 ob 片脚破損 <0.4> 2.3 <1.3> 0.2 0.7 frミ

57 I " 先端部.iifij脚破損 <1.1> <1. 8> <1. 3> 0.5 -"'... 

58 25 " 雨脚破損 <1.4> く2.3> <1. 6> 0.5 
」予

59 10 " 先端部破損 <0.6> <1.5> 1.5 0.4 0.4 1.3 
ん

60 4 " 先端部・片側破損 <0.3> く1.6> 
fこP

<0.9> 0.2 0.3 
も

61 5 灰青色ob 完形 0.4 1.5 1.2 0.3 0.3 0.6 σ〉
13 黒色 ob 先端部・片絢破撰 <0.3> <1.4> 1.2 0.3 0.4 

2 " 片脚破損 く0.6> 2.0 く0.9> 0.4 0.4 

5 " 胸部のみ 0.3 1.2 

2 " " 0.3 1.1 (;;) 
20 " " 0.5 1.0 

22 灰青色ob 先端部・両脚破損 <2目2> 0.6 

1 " 両側l破損 <0.6> く1.7> <1.3> 0.3 

4 灰白色ob 先端部・両脚破損 0.2 
T岐
損

20 黒色 ob " 0.4 
よ

10 " " 0.4 

11 灰白色。b <0.9> く1.2> <1. 5> 0.5 
分

" 類不
19 黒色 ob " 0.5 

百I
25 灰白色ob " <0.6> く1目2> <1.3> 0.4 (;;) 
10 黒色 ob 両脚I成績 <1.3> <0.9> 0.3 

62 5 灰白色ob 雨脚破損 <0.2> く1.3> <0.6> 0.2 月部署型
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3. 第二次調査

① 土器

縄文・弥生時代の土器 (Fig.22~ 24) 

野中墓地・野斗z遺跡

1は外面黒色を呈し，突帯貼付の後へラキザミを付す。 胎土に石英，黒雲母，黒曜石チップ

混入。風化によるザラツキが顕著。 2i炎寅褐色を呈し，石英，白色の石灰質粒混入。不揃いの

刻目突帯を貼付，以下ナデ整形する。 3篭白状圧痕のある土器で，肩部から底部への移行部で、

ある。焼成甘い。鉢形土器 4淡黄褐色を呈し，石灰質粒，黒雲母が混入。内面指による押え痕

が残る。突帯貼付け，焼成良好。 5i美鉢形の土器。研磨が省かれ，ナデ整形で終る。口縁から

肩部への移行が短い。 )J台土には精製した粘土使用。 6淡黄赤褐色をし，石英，黒雲母，混入。

口縁部やや外反し突帯部で湾曲する。ナデ整形。 n台土粗く大粒の石英混入，焼成あまく，暗

赤褐色を呈する。 8淡黄灰色をなし胎土粗い。刻目突帯風化し，丸くなる。 7・8は，弥生初

頭が想定される。 9は底部に植物の葉脈が付く。胎土に長石混入，暗赤褐色し，焼成やや良。

10)J台土に粗い長石混入。内面指の押えによる整形行なう。やや反りぎみに底部から立ちあがる。

11ナテ、整形で底部からの立ち上がり膨らみ加減である。 12精製した胎土で，黒雲母，石灰費粒

混入。焼成やや良。 13i炎黄褐色ナデによる整形。胎土黒色を呈し，鍛密な粘土使用。壷の底部。

141炎赤褐色の色調で黒雲母，石灰質粒混入。 15底部厚みを持ち，赤褐色を呈する。黒雲母，石

灰質粒混じり，焼成甘い。 16外面赤褐色し，内面茶褐色である。外面指による押え痕残る。飴

土には長石，黒雲母入る。 17上底の底部である。底部から1阿部への移行の部位に一条の突帯を

付す。 18赤褐色の色調に長石，石灰質粒を混入，外面底部から嗣部への移行部社にツメによる

押え痕あり。上底ぎみである。 19底部から胴部への移行に刻み目突帯貼付，残る。淡黄褐色を

呈し，黒雲母，石英を混入。 20~23 は， 1号遺構(土壌)から出土した遺物である。 20突帯を

指状のもので押さえて刻目を付ける。口縁部から胴部に移行する部位でやや湾曲しだす。焼成

良，胎土に石英，石灰質混入。 21篭目状圧痕のある土器。茶褐色を呈し，胎土に黒雲母，石灰

質粒混入。 23と，同一固体と考えられるが接合しない。 22外面，淡赤褐色呈し，内面煤の付着

によるものか，黒く変色する。石英，黒雲母，石灰質粒混じる底部である。 23篭目状庄痕のあ

る平底の底部である。部分的に文様が潰れているのは，焼成前に，なにか物のうえに置かれて

いたと思われる。色調は，内外面茶褐色を呈し，黒雲同.，石英，石灰質粒混入。底部中心が恭

壁薄く，立ち上がり部の断面厚くなる。(町田)

中・近世の遺物 (Fig.26~28)

中・近世の遺物では，まず，中世のものでは，中国の明染付，韓国の高麗青磁，土師質・瓦

質土器，石鍋片等がある。近世では，近世陶磁器の他，銅銭，鉄製品等がある。

中国・韓国製の輸入陶磁器としては，中国青磁が小片を含めて72点，同白磁53点，同染付磁

器15点，高麗青磁4点，高麗茶碗 1点等がある。そのうち 8点を図示している。 (21，22， 26， 
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野中墓地・野中遺跡

33はS-B-7 -14区近世の遺構の部分で，あとの半分はM-R-4-11区の中世の遺構部分

で出土している。)

土師質・瓦質土器では， 2 -14までの12点が中世の遺構部分で出土している。遺跡全体にお

ける土師質・瓦質土器そして，石鍋片の分布も大部分が中世の遺構部分で出土している

(F i g. 29)。

次に近世陶磁器では， (F i g. 30)でもわかる様に近世の遺構部分の出土が大部分を占める。

その中でもB'-13区と Y-11区の出土量が群を抜いて多いが，両区とも聾の破片が大多数を占

めるので，こわれた斐をこの 2ケ所に廃棄したものだろう。尚， B'-13区というのは， 11号遺

構の中の炭化物の中から出土したものである。

また，図示した近世陶磁器8点のうち， 27， 32， 35， 36が 7号遺構(建物跡)のピット中か

ら出土している。そして， 28が 8号遺構(建物跡)のピットの中から出土している。 35，36の

鉢とすり鉢は， 7号遺構(建物跡)のピットの中から一括して出土している。また， 30の窒は，

11号遺構から出土したものである。また， 37-39の寛永通宝は， V-11区の 8号遺構(建物跡)

の北東隅のピットにあたるピット 4から出土している。地鎮祭をして柱を立てる時に埋納した

ものであろうか。

小結

まず， (F i g. 27) の中国製の輸入陶磁器からみていくと， 23の龍泉窯系の鏑蓮弁をもっ青

Fig.25 V-ll区、 pit2、すり鉢・ 鉢出土状況
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野中墓地・野中遺跡

Tab. 3 第二次務査 出土遺物一覧表①

(土師質、瓦質土器) ( )は復原催、単位は師、 E

挿図
器種

口径 務局
ヰ寺 {数 胎土 焼成

出土地区

番号 底径 遺繕・層位

土防器 杯の部分からとれている。縦半分の色調は黒灰色である。 砂粒を
良 p-9 III 

l 高杯 何百 残り半分{主主竜赤褐色。 合む

11 150 30 
糸切り底。色調は、 j炎賞褐色。全体に磨滅している。

混入物は
やや良 第3号遺構

2 中不 ほとんど無

11 139 39 11 

色調が若干、淡い " H 11 
3 11 67 

11 143 38 " H 
色調が赤味がかっている。

11 11 
4 11 70 

11 (84) 20 磨滅している為、底部はよくわからない。
11 0-7 

色調は黄褐色。
11 

5 血 (62) 

11 (80) 15 底部lま糸切り底。色調は淡賞授色
H Q-6、III11 

6 H (73) 

" (90) 19 底部は糸切り底。色調は赤褐色、所請、レンガ色である。
11 p-9、III

胎土は混入物をほとんど含まない。
11 

7 11 69 

H 底部は糸切り底。内底面に同心問状の圧痕がついている。
H p-9、IV

色調l土淡赤澄色
11 

8 11 (82) 

11 (86) 12 底部は糸切り底。内底面に河心円状の圧痕がついている。
11 R-7 

色調は淡赤桜色。
!f 

9 11 (72) 

11 底部は糸切り底。内底爾に同心円状の圧痕がついている。
H 0-7、nI

色調はj炎赤燈色。
11 

10 " (92) 

瓦質 色識は暗灰色。休部の口縁近くにxxxxxの文様を刻印
11 良 R-5、III

11 火会 する。火舎と思われる。

瓦質 色調は灰色。
11 やや不良 表採

12 ねり鉢

色調は灰白色。日縁上端部に施文具による圧痕が回って
11 良 Q-7、III11 

13 いる。

色調は灰白色。口縁端部の方が分厚い。内面に調整の為 微小砂
良 p-4、III11 

の条線がついている。 粒を含む。14 
開閉・E・E・-幽ム幽幽

(骨石製品)

挿図
器稜

長き 中高
重量 特 {数

出土地区

番号 1学き 遺構・層位

骨石 66 30 
45.1 

石鍋片の転用品である。取手を作り出してあり、その取手に統とおしの
P-6、nl

15 集宕実1関口口 25 為の小穴があいている。色調は灰白緑色。

29 25 
24.8 

円筒形に作り上げた後、中を穿ち、また、外債lから穴をあけている。色
表採11 

言問から穴をあけている。色調は緑灰色で硬い。16 25 

41 32 残存部から類推して、りんごの形に近く、丸味をもって作り上げて、上
11 22.4 

部に突起部を作り出している。自灰緑色
p-5、III

17 22 
一一一

(中国輸入陶磁器)

挿図
器種

口径 若非 同
特 {殻 生地事IJ調

出土地区

番号 員台信3高台両 遺構・}音位

明染付 (100) 22 内底見込内に草花文を搭〈、霊堂勢は伸ひ酬やかですっきり 精白
11号遺構

18 皿 59 3 している。 長み付部に砂粒の付着がある。高台裏に銘有 白青色

明染付 内底見込内に 2条の円図をま苗き、その内側に柘棺の絵を H 

19 鉢 描〈。高台裏に F大明成f七年製』の銘あり。
11 

96 8 11 

明染付 内底見込i勾に『三風』字をかいている。 11 
p-5、III

20 47 7 11 
L 一一
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Tab. 4 第二次調査出土遺物一覧表②

(中国、韓国他翰入陶磁器) ( )は復原健単位はmm g 

挿図
器種

口 径 器局

番号 高台高 荷台前

21 
青磁

碗

11 
22 

香炉

23 
11 

碗

24 
白磁

碗

11 
25 

H 

26 
高麗青磁

碗

33 
白石韮

碗 (56) 8 

34 
白磁

碗 (76) 9 

(jli世陶磁器)

挿図
器干重

μ 径 音寺 局

番号 局台径 千~t口乙、官1ロ全~

27 Jll1 
(132) 34 

(43) 5 

28 
(144) 37 

46 B 

29 
(178) 42 

11 
(72) 5 

30 王室
(203) 

31 小血
(63) 19 

(33) 5 

32 争下
60 39 

28 6.5 

35 鉢
72 10 

36 すり鉢
331 129 

102 

(銅銭)

挿図
器 種 直径

番号

37 銅銭 24.4 

38 11 24.8 

39 11 24.4 

直径

73 

特 {敬 生地事lJi調
出土地区

遺構・層位

細線蓮弁文碗 灰黄色、粗 Y-ll・III
緑灰色

ロ縁下の外部に雷文を施す。私調l土j炎緑黄色の明るい良 灰色、密 W-ll・II
い色にあがっている。 j炎緑黄色

蓮弁文I施。 灰色、密
Q-5・III

淡緑色

玉縁日縁。 灰色、密 p-6・III
灰色

内面に翁手のひっかき文がある。 灰色、
P-7・III

やや密灰色

鉄分の付着がある。 灰色、 Y-.III 
密暗緑色

見込内底面の中央部分が『没頭心』のようにふくらむ。 灰黄色、 W-ll P 1 
見込内と外面に分様を描いている。 やや粗灰色 (8号遺構)

高台の削りがシャープて'ある。見込内は蛇の目状に粕薬 灰色
Q-8・III

カ<，y，uいである。 灰緑色

喜語 積 特 1数 生地 出土地区

f由調 i立梼・層依

砂積
3 f個の砂目積の跡が残ている。唐津のJ新設JJ11。内底の段があ 灰黄色 \1 -10 ・ P構~)I

11 

砂積

内直後

20 

19.5 

19.5 

る。 宇L灰青色 ( 7号遺

4個の砂日積の跡あり、 l勾底にssい段あり。 黄灰色 W-12P構~)I
i炎黄緑色 ( 8号遺

淡いサーモンピンクの班点あり、対州焼か、釜11Iの和館窯で焼かれ 賞灰色
W-13・P2

たものか? 11 

唐津系飯綱姿。内商にささえ兵の跡と外而にiJnき具の跡がつ 赤援色 B'-13 
いている。 黒褐色 (11号遺構)

朝顔状に口縁部が関〈。摺押しして花びらを烈どっている。 精白
表採

高台裏に指で押きえた指紋が残っていた。 白青色

180。隔てた前後両面の外面に、同じ文様である車花文を描 灰白色 ¥1-10・P4
手L白青色 ( 7号遺構j

5個の砂目積の劫:あり。 n縁部にいくにしたがい一度屈曲し j炎黄灰色 ¥1-10・P1
てすぽまりそして口縁部が関〈。府i章系。 淡黄色 ( 7号遺構)

11条程を i単位とする条痕を51いてすり鉢としている。口縁部に鉄秘をか 灰紅色 Y-10・p構~)I
ける。底部li糸切り底。 33、34は一括出土。 黒褐色 ( 7号漬

内面窓筏 重量 出土地区、遺構 f蔚 才fj

5.8 1.1 Y-1l-P4 (8号遺構) 半欠品。古寛水。

5.8 1.7 11 一部欠、腐蝕している、古寛永

5.8 8.9 11 

断面最大径 出土地区、遺構

9 Y-11・P2 (8号遺構)

31zが(つついている 3 一部罵る蝕もlして内同い一るe規格古寛品
止。宥位向均カ弘前抄な差はあ

f詣 考

計測!直は錆音1¥分をのぞいた推定

の波線部位ではかったもの。



A Z 

Y × w 

野中墓地・野中遺跡

凡例

。-9個

10-24{国

14 {{;~;r 25-49個

:::::::: 50 -7 4{罰

圃 75-

Fig.29 第二次調査土師質・瓦質土音寺・グリッド別出:1--点数

Fig.30 第二次調査近世陶磁器・グリッド初出土点数
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凡例

。-9個

10-49個

:;:: 50-99f筒

:・ 100-149f回
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野中墓地・野中遺跡

Tab. 5 第 2次調査中・近世遺物層位一覧表 出土地区 層依 歪翠 こ質t たb器. 石鍋片 近世陶磁器 計

出1地区 層位 圭喜 j官電二三二車E月i臣F 石鍋片 j![世陶磁器 計
P-7 1II 14 4 12 30 
P-8 1II 19 6 2 27 

A-2 II 4 9 2 3 18 
B-l II 1 32 6 7 46 
C-l II 5 16 2 9 32 
C-3 III 1 1 2 
D-2 II 16 16 
K-4 II 14 14 
K-5 II 4 21 25 
K-6 III 1 1 
L-l II 1 1 
L-2 12 12 

P-9 III 11 3 14 
P-9 lV 1 1 
Q-1 III 1 I 
Q-3 III 1 1 
Q-5 III 2 12 3 17 
Q-6 III 8 1 9 
Q-7 III 2 51 26 79 
Q-8 III 12 2 3 17 
Q-9 III 4 3 7 
R -5 1II 1 18 1 1 21 

L-3 III 2 2 
L-4 II 16 16 
L-4 III 13 3 16 
L-5 III 6 6 
L-6 II 16 16 
L-6 III 7 7 
M-4 III 6 1 7 
M-5 III 1 23 1 17 42 

R-6 1II 2 15 2 5 24 
R-7 1II 2 87 28 18 135 
R-8 1II 2 39 5 4 50 
T-10 II 8 8 
V-9 II 18 18 
W-ll II 83 83 
九{¥T-12 II 5 5 
X-ll II 3 10 13 

N-3 1II 4 I 5 X-12 II 3 17 20 
N-4 1II 7 7 14 Y-11 II 92 92 
N-5 1II 1 7 8 Y-11 III 2 62 64 
N-7 III 11 1 5 17 
N-8 III 34 1 35 
0-1 II 1 1 
0-1 III 2 2 
0-2 II 4 4 

Y-12 II 5 25 30 
Y-14 II 3 3 
Z-13 II 2 。 22 24 
Z-14 11 4 4 
A'-12 II 3 1 131 135 

0-3 III 3 10 13 A'-12 III 1 1 
0-4 III 1 1 A'-14 II 4 4 
0-5 III 4 4 B'ー12 II 40 40 
0-6 III 5 1 6 12 B'-12 1II 5 5 
0-7 III 35 2 37 
0-8 1II 2 51 3 11 67 
P-1 II 1 1 
P-4 1 1 

B'-13 11号遺構内 198 198 
計 32 709 108 957 1，806 

野中遺跡民土、表探壬 6 37 20 652 715 

P-5 1II 24 11 35 総計 38 746 128 LJill!! ~ 
P 6 III 57 6 8 71 
P-7 II 19 19 

磁椀は，横田賢二郎・森悶勉氏編年の 1-5b類にあたり 13世紀中頃から後期にかけてのもの

だろう。また， 21の細線蓮弁丈碗は，亀井明徳氏編年のB-2類にあたり 16世紀前半~中盤の

ものであろう。 24・25の白磁碗は， 11世紀後半-12世紀前半のものだろう。尚，土師器の編年

については，県内でのまとめができていないので保留しておきたい。

近世陶磁器では， 2の皿が唐津の溝縁血で，佐世保市三川内町の霞の本窯か，その周辺の窯

で焼かれたものだろう。久村貞男氏の編年によると，慶長から最後は寛永年間にまで焼かれて

いる。そして，寛永通宝が，「古寛永」であり， 8号遺構(建物跡)の北東隅のピットから出土

した事は，この建物の建築時期を示していると推定されるが，他の近世陶磁器をみても，血に

蛇の目剥ぎを施したものが 1点もないことや， くらわんか主持宛や草花文の碗等も無いことから

江戸時代中期までは下がらず，江戸時代前期の寛永年間頃を，一応の推定時期としておきたい。

尚，陶磁器の鑑定を美術博物館の下川達弥氏，立平進氏にお願いした。(村)11) 

註1.横田賢二郎・森田勉大府出土の輸入陶磁器について 九州歴史資料館・研究論集 4 1978 

註2.亀井明徳「日本出土の明代青磁碗の変遷J r鏡山猛先生古稀記念古文化論攻J 1980 

註3.久村貞男『蔑の本窯跡範囲確認調査報告書』佐世保市埋蔵文化財調査報告書，佐世保市教育委

員会 1982 

②石器

旧石器から縄文時代の各器種，石器が出土している。しかし，遺物の包含層が中世の遺構群

に撹乱され，わずかにM-5・6区で縄文時代の文化層が残っている程度であった。器種別で

は，旧石器時代のナイフ形石器，加工痕ある石器がある。縄文時代では，石鍛，石斧，スクレ

イパー，磨石，砥石，石核等が出土している。

-200-



野中墓地・聖子中遺跡

旧石器時代の石器 (Fig.31)

1-6をこれに，あてた。 1は，小型のナイフ形石器で，正面右側面に微細なリタッチ行な

う。パテナすすみ，黒曜石は光沢なくす。 2加工痕ある石器で，正面左側縁に調整痕残る。 3

も， 2と同様で、ある。 4は，刃部に厚みがある。 5正面上部に刃部作出，自然面残し，裏面主

要剥離残す。 6表裏ともに側縁部に調整痕残す。

②縄文時代の石器 (Fi g. 31 -64) 

器種別では，スクレイパー，石鍛，石錐，尖頭器:伏石器，磨製，付製石斧，磨石，砥石等が

ある。

大型スクレイパ一類(7 -13)何れも，サヌカイト質の石材を利用し，周辺部に組い剥離を

加える。尖頭器状石器 (14-26・28)大型のものと小型のものに分けられる。形態として正三

角形に近く，鈍角な先頭部を持ち，下部に剥離を施すのが，特色である。

スクレイパ一類 (27・29-127)形態別では，長方形，円形，二等辺三角形等の形で捕らえら

れる。 27-36は長方形を皇した石器でほほ、全周に剥離が及ぶ。 37-53は，長方形でもやや小振

りで，整形が正裏ともに，よく調整されている。 54-63は円形をした石器でいずれも，側縁部

より中央部に向かつて加撃を加える。 64-74は台形状の形態で，下部がやや広くなる。調整は

側縁下部より行なう。 75-110は主要剥離面を残す石器がおおしわりと調撃がー側縁から加撃

で、終っている。 111-119一部に突起状の鈍角な刃部を作出する石器である。断面に厚みがある

ことも特色である。 120-127欠損品である。いずれも加工痕を残す。

石錐 (128-134)下部，先端部作出のため，微細な調整を行なって，扶りをつける。

石鍛 (135-287)総数153点圏化し，形態別に 5類に分類した。

I類 (135-155)二等辺三角形状を呈し，基部にわずかな湾曲を作り出す。

II類 (156-187)脚を有し，細部にわたり加工調整をおこなうものである。一部欠損するも

のも，全容が予想、できる遺物はこれに含めた。 184は，正裏面ともに，局部を磨く。

III類 (188-217)脚が無く，剥離の粗いものをこれにあてた。 193-195は，鋭角な先端の作

りだし行なうが，下部がやや突き出ている。

IV類 (218-225)作出の剥離が粗く，大型の石銑である。

IVa類 (226-232)IV類を小型化した石銑。

IVb類 (233-245)IV類同様作出の剥離粗いが，先端部が鋭角である。 237は縄文晩期の駒形

嫉の範中に入る。

V類 (246-248)剥片を利用した石銑である。以上が石鍛類である。なお，この他に脚を欠

損したもの，脚のみ残すものが (249-287)38点出土している。

磨製石斧(288-292)288は蛇紋岩製で全体に風化が激しく，刃部作りだしも不明である。 289

頁岩質の石材使用し，刃部の一部残す。 290これも欠損品で，刃部付近である。 291野中墓地出

土の石斧。正裏面刃部を磨きだし，基部コウダ痕残す。 292両側面磨きだし，正裏面を部分的に
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〈こ〉
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〈二三

。 3 -e-~ 
C二二〉 4 

ζご〉 5 

く〉 6 

f X  7 。 5cm 

Fig.31 第二次調査出土石器① (2/3)
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ζ〉
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。 5cm 

Fig.32 第二次調査出土石器② (2/3)
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11 

仁三コ
12 

13 

。 5cm 

Fig.33 第二次調査出土石器③ (2/3)
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Fig.34 第二次調査出土石器④ (2/3)
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Fig.35 第二次調査出:I:.i-I器⑥ (2/3)
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Fig.36 第二次調査出土石器⑥ (2/3)
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Fig.37 第二次調査出土石器⑦ (2/3)
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。 5cm 

Fig.38 第二次親交出土石器⑧ (2/3)
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Fig.39 第二次調査出土石器⑨ (2/3)
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Fig目41 第二次調査出土石器@(2/3) 
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Fig.42 第二次調査出土石器⑫ (2/3)
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Fig.43 第二次調査出土石器⑪ (2/3)
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131 <二>

Fig.44 第二次調査出土石器⑪ (2/3)
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Fig.45 第二次調査出土i.i器⑬ (2/3)
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Fig.48 第二次調査出土石器⑬ (2/3)
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Fig.49 第二次調査出土石器⑮ (2/3)
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Fig.51 第二次調査出土石器⑫ (2/3)
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野中墓地・野中遺跡
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Fig.54 第二次調査出土石器⑫ (2/3)
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Fig.55 第二次調査出土石器⑫ (2/3)

磨きだす。

麿石・砥石 (293-297)293と294は磨石で，中央が使用により平坦な面を持つ。 295と297は

砂岩使用， 296は粘板岩質の石材を使用した砥石である。

遺構1出土石器 (298-325)土壌内より 29点の石器，剥片の出土があった。 299. 300は石鍛

でともに脚を有するが， 300は脚欠損している。 301・302・304・306は加工痕のある石器。ま

た，使用痕ある石器が， 305. 307 . 313等がある。その他は剥片類であった。

扇平打製石斧 (326-346)縄文晩期に伴う石斧で縦長の肩平石材を側縁部から階段状に剥離

を加えたものである。完形品は326，329があり，他は刃部及び基部を欠く。

石核 (347-359)347・348は船底状に両側縁部から剥離する。 349・352・357は打面調整を行

なわずに上部から加撃する。 350・35卜 353-355は，平坦面作りだしの後，剥離する。 356は自

然面削平の後，上部より加撃するもの。 358・359多方面より剥離したものである。以上が各地

区より出土した遺物で ある。(町田)
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Fig.56 第二次調査出土石器⑫ (2/3)
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Fig.57 第二次調査出土石器⑫ (2/3)
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Fig.58 第二次調査出土石器⑮ (2/3)
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Fig，60 第二次調査出土石器⑩ (113)
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Fig目61 第二次調奈出土石器⑨ (1/3)
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Fig.63 第二次訴主主出土石器⑮ (2/3)
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Fig.64 第二次調査出土石器⑩ (2/3)
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野中墓地・野中遺跡

Tab. 6 第二次調査 出土石器計測i表

遺物 出土地区 最長 最幅 最厚 重量 備 考 遺物 出土地区 最長 最中高 最厚 重量 備 考

番号 (cm) (cm) (cm) (g) 番号 (cm) (cm) (cm) (g) 

1 L-4 -11 3.25 l.0 0.4 0.9 ナイフ形石器 29 A-2← 11 5.1 3.9 l.5 24.55 スクレイパー(長方形)

2 D→ )-III 6.75 3.6 l.0 23.5 加工痕ある石器 30 Q-HII 5.77 4.3 2.03 36.9 H 11 

3 P-6-III 4.2 2.45 0.8 9.3 11 31 K-3-III 3.72 4.8 l.18 2l.3 11 11 

4 T P-)O-III 2.2 3.4 0.9 3.05 H 32 M-5-III 4.02 2.88 l.2 16.1 11 11 

5 
L-5 

2.65 
6 -11 

3.6 l.25 7.7 H 33 Q-6-1II 3.55 2.3 l.05 7.9 11 11 

6 R-HII 3.8 2.75 0.95 4.5 H 34 K-3-1II 3.15 2.3 0.8 5.4 H 11 

7 K 5.42 6.0 2.09 7.7 大型スクレイパー 35 
P→ l→ P. 

2.8 3.6 l.0 7.95 H 11 
6-1 

8 Q-HII 6.97 6.55 2.21 96.9 H 36 Q -7 -UI 2.5 3.0 0.7 6.07 11 11 

9 N-3-III 7.0 4.3 2.0 78.3 H 37 R-7寸H 2.0 2.8 0.5 2.6 H 11 

10 P-6 -III 3.45 7.31 l.42 28.87 H 38 K-3-1II l.7 2.8 0.7 2.8 H 11 

11 P-8-III 5.48 8.5 2.1 97.9 H 39 C-1-11 2.05 3.35 0.9 4.82 H 11 

12 Q-HII 6.4 3.52 2.07 30.85 11 40 M-4-UI 2.35 2.4 0.5 2.25 H 11 

13 P-6 -III 5.1 6.87 3.49 132.0 11 41 M-4-1II 2.0 3.0 0.6 3.17 H 11 

14 O-HII 8.25 7.88 2.7 47.1 尖頭器状石器 42 M-5-1II 2.9 l.8 0.45 2.4 H 11 

15 0-6-III 4.05 3.45 0.95 10.74 尖頭器状石器 43 M-5-1II 2.7 l.9 0.5 11.55 H 11 

16 R-7 -III 3.45 2.6 0.9 6.22 11 44 R-7-UI 2.75 l.81 0.5 l.7 11 11 

17 B-HI 3.5 2.75 0.75 6.0 H 45 D-1-UI l.8 2.7 。.7 2.83 H 11 

18 B→ )-H 4.15 2.9 l.2 13.9 11 46 C-1-I1 l. 95 2.1 0.5 l.77 11 11 

19 D-2-11 3.75 3.0 l.4 11.7 11 47 0-7 -1II l.7 l.95 0.45 l.18 11 11 

20 表土 2.15 2.4 。7 4.3 H 48 B-1-H 2.75 2.3 0.85 4.3 11 11 

21 0-3-III 2.65 2.1 0.7 3.4 11 49 L-4-1II 2.2 2.1 0.45 l.85 11 11 

22 C-1-I1 2.1 2.1 0.7 2.4 H 50 B-1-11 2.5 2.3 0.6 2.6 11 11 

23 C-1-H 2.7 2.4 0.7 3.7 11 51 C-3-III l.8 2.1 0.6 1.87 11 11 

24 K-3-H 2.05 l.9 0.5 2.32 11 52 
KL 

1.8 1.2 0.45 1.05 11 11 
5・411

25 P-2-11 l.55 l.8 0.45 l.07 11 53 日 l.0 l.6 0.3 0.45 H 11 

26 B-1-H l.5 l.7 。7 l.0 11 54 D-2-11 2.55 2.25 0.8 4.6 11 (円形)

27 R-9乱 5.4 4.0 l.2 24.85 スクレイパー(長方形) 55 R-HII 2.0 l.9 0.6 2.3 11 " 
28 P-6-III 3.0 l.7 0.6 2.03 尖jiJi若手状石器 56 B-1-11 2.7 2.3 0.85 4.23 11 11 
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野中墓地・野中遺跡

Tab. 7 第二次調査 出土石lIif計測表

i宣物 出土地区 最長 最中両 最厚 重量 fJ荷 考 j遺物 出土地区 最長 最幅 最厚 重景 (荷 考
番号 (cm) (cm) (cm) (g) f昏号 (cm) (cm) (cm) (g) 

57 0-8 -I11 2.94 3.0 l. 29 10.42 スクレイパー(円形) 85 N-4-]H 2.0 l.8 0.6 l. 27 スクレイパ (剥片利用)

58 R-9 2.75 2.55 0.8 3.53 1/ 1/ 86 R-7-]H 3.85 2.3 0.65 4.05 H " 
59 L-6-I11 2.0 1.9 0.65 2.47 1/ " 87 M-3-H l.85 2.0 0.5 l.53 1/ 1/ 

60 
R2 

2.2 2.15 
06-5 

0.6 2.4 1/ 1/ 88 Q-7-]H 3.55 2.0 0.6 4.13 1/ 1/ 

61 N-7 -I11 2.8 2.25 0.75 4.6 1/ H 89 R-9 2.15 3.35 l.2 5.02 H 1/ 

62 0-8-lI[ 2.4 2.75 l.0 5.38 H H 90 M-4-]H 3.15 2.05 0.9 5.5 1/ 1/ 

63 R-7-]1I 2.7 2.45 0.8 5.62 1/ 1/ 91 0-6-1II 2.9 2.0 0.7 3.02 1/ 1/ 

64 N-)-Ill 2.55 l.9 l.85 3.93 1/ (台形状) 92 p-5-lI[ 3.7 1. 95 0.8 4.78 1/ 1/ 

65 A-2-H 3.05 2.2 0.9 5.3 H 1/ 93 Q-7 -lI[ 2.9 2.25 0.65 3.59 1/ 1/ 

66 0-8-1II 3.75 3.0 0.9 10.4 H H 94 Q-7 -I11 2.8 l.85 0.5 2.47 " 1/ 

67 Q-7-]H 2.8 2.25 。.8 3.52 1/ " 95 A-2-H 2.65 1.5 0.45 1.57 1/ 1/ 

68 Q-4K 2.2 2.15 0.65 2.4 1/ 1/ 96 0-7-Ill 2.2 l.7 0.5 l.9 1/ 1/ 

69 B-)-II 2.7 l.85 0.7 3.15 1/ 1/ 97 
L-5・

2.6 l. 75 
6-11 

0.65 2.05 1/ 1/ 

70 N-7-]H 2.8 2.05 0.8 3.47 H 1/ 98 B )-H 3.85 2.3 0.6 9.9 1/ 1/ 

71 Q-8-1II 2.55 2.1 0.6 2.9 1/ 1/ 99 Q-9-K 3.3 2.1 1.05 6.92 1/ " 

72 D-2 -11 2.85 l. 79 0.92 3.8 1/ 1/ 100 
TP 

2.1 l.35 
10-11 

0.6 1.4 1/ 1/ 

73 D-2-11 2.6 l.3 0.6 l.95 1/ 1/ 101 0-3-1II 2.0 2.5 0.5 1.5 1/ 1/ 

74 0-6-1II 2.0 l.6 0.75 2.15 1/ 1/ 102 L-4-11 3.45 3.55 0.5 6.92 1/ 1/ 

75 P-8 -1II 4.0 l.85 0.7 4.72 1/ (剥片利用) 103 M-3-1II 2.95 2.7 0.8 6.45 1/ 1/ 

76 B-)-II 4.0 2.6 0.6 5.09 1/ 1/ 104 R-1-H 2.2 4.45 0.8 13.9 1/ " 

77 B-)-H 3.1 l.6 0.57 2.77 1/ 1/ 105 宜 8-Ill 2.7 2.4 0.5 2.92 1/ 1/ 

78 5-)-11 6.0 2.2 0.9 9.9 1/ 1/ 106 M-5-1II 2.1 2.1 0.7 3.5 H 1/ 

79 R-9乱 3.5 l.9 1.1 6.37 1/ 1/ 107 P-6-I11 9.83 7.5 2.25 40.52 1/ " 
80 R-6-Ill 2.4 l.55 。5 l.7 1/ 1/ 108 R-8-lI[ 2.15 4.9 0.85 9.53 1/ 1/ 

81 T-9 4.35 2.15 0.95 5.3 1/ 1/ 109 C-1-H 2.1 3.5 0.8 4.8 H " 
82 N -8-lI[ 3.5 2.4 0.6 3.57 " 1/ 110 R-8← III 3.1 4.82 。7 8.15 1/ 1/ 

83 A-2-H 3.25 l.65 0.8 3.7 1/ 1/ 111 P→ 6-11 2.2 2.4 0.8 3.6 1/ (突起刃部)

84 K-5-I11 2.4 1.65 0.5 l.47 1/ 1/ 112 0-6-1II 3.35 2.9 l.0 7.95 1/ 1/ 
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野中墓地・野中遺跡

Tab. 8 第二次調査 出土石器言hfllJ表

遺物 出土地区 最長 最編 最厚 重量 1蕗 考 遺物 l_B土地区 最長 最幅 最厚 重量 {碕 考
番号 (cm) (cm) (cm) (g) 番号 (cm) (cm) (cm) (g) 

113 R-7 -1Il 3.45 3.1 l.1 8.6 スクレイパー(突起刃部) 141 R-7 -1lI 2.0 1.4 0.45 0.9 石銭(I類)

114 M-4-11I 2.5 2.75 0.78 4.65 " " 142 A-2 -II 2.0 1.5 0.35 0.7 " " 
115 

KL-5， 
2.9 3.6 l.05 1l.23 " " L→ II 143 0-3-III 1.65 1. 35 0.4 0.6 " " 

116 K-5-11I 2.7 2.4 0.6 3.5 " " 144 表土 2.5 l.55 0.4 0.7 " " 
117 K← 3-H 2.05 3.3 0.9 4.35 " " 145 C-H 2.5 1.65 0.5 1.2 " " 
118 Q-9-K 2.3 l.6 0.6 l.43 " " 146 R-9 2.1 1.9 0.35 1.2 " " 
119 Q-7 -1lI 3.3 2.4 0.6 5.5 " " 147 B-1-j 2.4 1.9 0.45 1.6 " " 
120 A-2 -H 3.35 l.8 l.1 7.0 " " (欠損品) 148 M-5-1Il 1.7 1.55 0.3 0.6 " " 
121 B-1-H 2.65 2.5 l.5 6.06 " " 149 A-2-H 1.7 1.7 0.3 。ー75" " 
122 0-6-11I l.13 l.55 0.4 0.47 " " 150 R-7 -1Il 1.2 0.6 0.3 0.5 " " 
123 C-l-II l.1 l.97 0.35 0.6 " " 151 Q-7 -1Il 2.75 2.05 0.5 1.6 " H 

124 P-9乱 4.15 2.5 l.0 9.2 " " 152 p-5-III 1.3 1.7 0.4 0.65 " " 
125 B-I-H 3.0 l.3 0.9 2.55 " " 153 L-4-III 1.6 1.6 0.35 0.8 " " 
126 M-2-H 2.0 l.55 0.55 l.05 " " 154 N-4-11I 1.35 1. 75 0.33 0.6 " " 
127 R-9 2.05 l.5 0.5 l.1 " " 155 M区表土 1.35 1. 75 0.4 0.6 " " 
128 B-l-II 2.48 l.85 0.58 l.87 石錐 156 0-8-3 2.11 1.5 0.48 0.75 " (II類)

129 D-6 -1Il 2.85 2.85 0.7 3.9 " 157 N-4-III 2.0 1.2 0.35 0.43 " " 
130 0-8-III 3.0 3.9 l.4 11.851 " 158 P-6-1Il 1.7 1.5 0.5 。7" " 
131 C← l-II 3.5 2.35 2.7 4.7 " 159 K-3-11I 2.0 1.5 。.35 0.5 " " 
132 L-4-1I 2.7 l.9 0.7 3.15 " 160 N-4-III 2.05 1.6 0.6 1.1 " " 
133 R-6 -III 2.9 l.5 0.55 l.851 " 161 表土 2.05 1.45 0.35 0.55 " " 
134 D-2-1I 3.25 2.1 0.8 5.0 " 162 B→ l-II 1.9 1.55 0.4 0.73 " " 
135 立 8-1lI 2.2 l.6 0.45 0.9 有鉄(1類) 163 B-1-1I 1.5 1.4 0.4 0.5 " " 
136 表土 2.4 l.7 0.45 l.1 " H 164 M-5-I1I 3.0 2.4 。.55 1.7 " " 
137 N-4-1Il l.95 4.65 0.4 0.851 " " 165 0-6-III 2.6 2.0 0.5 1.2 " " 
138 A-2-1I l.45 1.7 0.3 0.651 " H 166 L-4-1I 2.45 1. 95 0.5 1.12 " " 
139 0-6-III 2.0 1.8 0.4 1.01 " " 167 0-8-III 2.1 2.12 0.45 1.1 " " 
140 R-5-H 2.15 1.5 0.3 。.651" " 168 P-7-III 2.29 1.8 0.5 1.25 " " …」
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聖子中墓地・野中遺跡

Tab. 9 第二次調査 出土石i器?恭主百百計ii摂測11山則11町lリ表

i宣物 出土地区 最長 最!隔 最厚 重量 備 考 遺物 tlJ土地区 最長 最中品 最厚 重量 イ桔 /一トF

番号 (cm) (cm) (cm) (g) 番号 (cm) (cm) (cm) (g) 

169 Q-5-111 3.0 1.9 0.5 1.4 石鉄 (II類) 197 0-3-I1I 2.7 2.15 。.5 2.2 石鍛 (III類)

170 O-HII 2.6 1.53 0.45 1.01 11 11 198 B-)-H 2.4 2.15 0.5 41.19111 11 

171 0-6-111 2.7 1.3 0.45 1.21 11 11 199 P-9-I1I 2.6 2.3 0.7 3.851 I! I! 

172 ](-7←III 2.38 1.3 0.52 1.131 11 1/ 200 
](. L-

2.55 2.0 0.65 2.41 I! 11 
5-11 

173 0-3-IIl 2.6 0.45 0.4 。.85111 1/ 201 ](-3-H 2.75 2.7 0.8 4.71 11 I! 

174 表土 2.09 1.55 0.4 0.55 " 11 202 L-4-I1I 1.7 2.0 0.65 1.7 I! I! 

175 0-7寸H 1.2 1.5 0.4 0.41 11 11 203 Q-6 -lll 2.15 2.0 0.3 1.11 I! I! 

176 0-3-IIl 1.95 1.7 。.5 0.831 11 H 204 R-5寸H 2.05 2.1 0.55 1.7 I! " 

177 P→5 -lll 3.95 2.05 0.6 2.75 1/ " 205 。→3-1II 2.05 1.9 0.45 1.2 I! 11 

178 Q-7 -IIl 3.6 2.1 0.5 2.051 11 1/ 206 
L-5・6-

2.25 2.0 
II 

0.5 1.41 I! I! 

179 。→9-IIl 2.8 2.05 0.4 1.25 H 11 207 K -)-Il 1.9 1.85 0.6 1.4 I! I! 

180 ](-3-I1I 1.54 1.8 0.47 0.81 11 11 208 R-7 -lll 1.5 2.1 0.5 1.3¥ 11 I! 

181 
L-5目 6

2.08 
II 

1.7 0.45 0.751 11 11 209 P-6 -IIl 1.95 1.4 0.5 1.15 I! I! 

182 B-1-II 2.9 1.3 0.5 1.25 1/ 11 210 Y-ll-lll 1.9 1.9 0.4 1.05 11 11 

183 D-2-II 2.55 1.5 0.44 0.82 " H 211 C-)-II 1.35 2.0 0.4 0.75 I! (III類)

184 0-7-I1I 2.7 1.3 0.3 。.72 11 11 212 M-5-111 1.2 1.85 0.5 1.8 11 11 

185 
L-5・4

1.9 1.8 
II 

0.45 0.95 11 11 213 P-2-11 2.3 1.85 0.7 2.6 I! I! 

186 L-4-II 1.8 1.35 0.3 0.6 11 11 214 N-5-1lI 2.2 1.8 0.45 1.15 I! I! 

187 P← 8-I1I 2.6 1.7 0.6 1. 75 I! I! 215 0-7-1II 2.75 2.35 0.7 2.95 I! I! 

188 p-5-IIl 3.3 2.25 0.6 3.75 11 (III類) 216 R-7 -IIl 2.65 1.95 0.6 1.8 11 H 

189 P-L-II 2.75 1.85 0.5 2.55 I! I! 217 R-8 -1lI 2.5 2.1 0.6 2.23 I! I! 

190 R-6-I1I 3.3 2.3 0.75 5.9 I! I! 218 N-4寸H 2.85 2.3 0.5 2.8 I! (lV類)

191 B-l-Il 3.0 2.4 0.7 4.6 I! 11 219 Q-8-1II 2.5 2.45 。.5 2.0 I! 11 

192 R-7 -I1I 3.35 2.3 1.0 6.4 I! I! 220 。→7-1lI 2.1 1.8 0.55 1.3 I! I! 

193 表土 2.5 1.85 0.5 1.6 11 I! 221 D-8-IIl 1.4 2.2 0.35 0.95 I! 11 

194 ]( -3-IIl 2.7 2.2 0.7 2.8 H I! 222 M-5-1lI 2.4 2.0 0.5 1.5 I! I! 

195 R-8-I1I 2.9 2.2 0.6 2.4 I! I! 223 B-)-II 2.0 2.45 0.5 1.9 I! 11 

196 L-4-II 3.15 2.35 0.7 4.0 I! 11 224 表土 2.45 1.9 0.4 l.25 I! I! 
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Tab. 10 第二次調査 出土石器計測表

遺物 出土地区 最長 最編 最厚 重量 {結 考 遺物 出土地区 最長 最編 最厚 重量 f荷 考

番号 (cm) (cm) (cm) (g) 番号 (cm) (cm) (cm) (g) 

225 N-4-1II 2.4 2.3 0.4 1.5 石鍛(IV類) 253 L-4-II 1.3 1.5 0.4 0.55 石鍛(欠損)

226 P-6寸H 1.7 1.9 0.3 0.7 " (IVa類) 254 M-4 -1II 1.2 1.45 0.35 0.5 " " 
227 C-l-II 1.3 1.95 0.4 0.8 H " 255 R-6-1II 2.5 1.95 0.4 1.55 " " 
228 K-3-1II 1.8 2.2 0.4 1.1 " " 256 Q-7 -1II 1.6 1.45 0.35 0.75 " " 
229 R-5寸H 2.3 1.9 0.4 0.8 " " 257 表土 2.2 1.7 0.4 0.85 " " 
230 C-l-II 2.1 2.05 0.4 0.9 H " 258 C-1-II 2.45 1.55 0.5 1.0 " " 
231 R-7 -1II 1.6 2.3 0.35 O.宮 " " 259 C-1-H 2.8 1.5 0.4 1.69 H " 
232 N→ 7 -JJl 1.7 1.8 0.4 0.6 " " 260 Q-7 -III 2.0 1.4 0.4 0.65 " H 

233 L-6-1II 2.45 1.45 0.35 0.85 " (IVb類) 261 B-1-H 1.2 1.7 0.5 1.35 " H 

234 N-I-JJl 2.2 1.55 0.5 1.5 " " 262 
K-L 

1.9 1.3 5・4II 0.4 0.65 " H 

235 A-2-H 2.3 1.6 0.6 1.4 " " 263 C-1-II 3.05 1.15 0.3 0.6 " " 
236 K-5-II 1.8 1.35 0.3 0.6 H " 264 B-2-II 1.7 1.4 0.4 0.65 " " 
237 P-6-JJl 2.0 1.6 0.3 0.7 " " 265 Q-7 -JJl 1.57 1.18 0.38 0.5 " " 
238 A-12←JJl 2.0 1.55 0.3 0.7 " " 266 表土 1.5 1.15 0.3 0.35 " " 
239 M-5-1II 2.1 1.4 0.3 0.65 " (IVb類) 267 表土 1.7 0.94 0.36 0.3 " (欠損)

240 
K-L 
54-II 2.0 1.6 0.45 0.95 " " 268 R-7-III 2.2 1.4 0.3 1.0 H " 

241 R-D-lII 1.9 1.45 0.4 0.75 " " 269 Q-5-JJl 3.1 1.65 0.4 1.41 " " 
242 M-5-I1I 1.6 1.4 0.3 0.5 H " 270 p-6-I1I 2.8 2.2 0.6 2.91 " " 
243 L-2-][ 1.5 1.35 0.4 0.45 " " 271 p-g -JJl 2.1 1.5 0.35 0.851 " " 
244 L-4 -JJl 2.9 2.5 1.0 5.6 " " 272 B-I-H 1.5 1.5 0.4 0.55 " " 
245 P-6-1II 2.35 2.2 0.5 2.2 " " 273 lv!-5-JJl 1.68 1.65 0.3 0.651 " " 
246 R-7 -][ 2.8 1.95 0.55 2.4 " (V類) 274 C-2-H 1.12 1.15 0.28 0.151 " " 
247 C-l-lII 2.35 1.75 0.3 1.3 " " 275 C-1-II 1.2 1.3 0.4 0.41 " H 

248 0-8-1II 2.1 2.1 0.45 1.0 " " 276 M-3-H 1.8 1.5 0.3 0.451 " " 
249 P-8-JJl 3.1 2.25 0.5 2.05 " (欠損) 277 Q-I-JJl 2.0 1.7 0.4 1.051 " " 
250 M-4-1II 2.4 1.7 0.5 1.1 " " 278 P-5-JJl 1.7 1.35 0.3 0.61 " " 
251 A-2-H 1.85 1.5 0.3 0.5 " " 279 A-2-II 2.0 1.55 0.45 。71" " 
252 R-7 -JJl 2.2 1.7 0.55 1.2 " " 280 Q-7 -1II 1.45 1.3 0.35 0.41 " " 1..________l__ 
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野中墓地・野中遺跡

Tab. 11 第二次調査 出土石器計iJilJ表

遺物 出土地区 最長 最中高 最厚 重量 {桔 考 遺物 出土地区 最長 最幅 最厚 重景 {桁 考

番号 (cm) (cm) (cm) (g) 番号 (cm) (cm) (cm) (g) 

281 B-1-II 1.15 1.8 0.3 0.6 石鉄(欠損) 309 
P-2-M 

2.1 3.1 0.6 2.98 剥片
5 -73 

282 N-4-II 2.05 1.3 0.39 0.4 11 11 310 
P 2-M 

1.8 
5.-54 

3.0 1.0 3.3 11 

283 M-3-H 1.55 1.85 0.45 0.9 11 11 311 
P-2M 

1.25 2.15 0.65 1.11 11 
5 -59 

284 B+H 1.65 1.9 0.5 1.35 11 11 312 
P-2M 

2.7 
5 -62 

3.7 1.3 9.85 11 

285 L-4-III 2.0 1.7 0.4 0.9 11 11 313 
P 2-M 

3.15 2.2 0.6 2.65 使用痕ある石器
5-3 

286 Q-5 -III 3.1 1.65 0.4 1.4 11 11 314 
P 2-M 

4.9 2.1 0.2 5.4 剥片
5 -49 

287 L-4-III 2.7 1.1 0.5 0.65 H 11 315 
P-2M 

2.65 
5 -45 

2.9 0.85 6.68 11 

288 P-7-III 5.8 2.78 1.19 24.2 磨製石斧 316 
P 2-M 

4.25 2.2 1.0 5.53 11 
5-6 

289 C-1-H 2.85 4.35 1.1 12.5 11 317 
P2→M 

1.85 2.0 
5 -55 

0.4 1.1 11 

290 豆一ll-III 5.25 3.9 0.65 15.1 H 318 
P 2-M 

2.25 1.1 
5-5 

0.7 1.12 11 

291 墓地 12.7 6.2 2.8 344.0 11 319 
P 2-M 

2.0 2.8 0.3 1.55 11 
5 -58 

292 0-7-111 7.0 6.4 1.5 83.5 H 320 
P 2-1v! 

3.2 2.55 
5-50 

0.95 5.62 11 

293 0-8-III 4.22 4.91 1.7 41.22 磨石 321 
R 2-1v! 

2.7 2.0 
5 -76 

0.5 1.6 11 

294 
L-8 

4.2 4.5 1. 79 39.13 11 
一11

322 
P 2-M 

1.8 1.25 0.5 0.8 11 
5-71 

295 R-7 -III 8.92 4.89 3.72 159.0 磁石 323 
P 2-M 

2.2 3.15 0.7 3.9 11 
5 9 

296 N-6-III 6.68 2.09 0.8 20.0 11 324 
P 2-M 

2.85 1.7 
5 -64 

0.6 1.45 11 

297 P-2-W 9.65 2.3 2.05 62.4 11 325 
P 2-M 

2.7 1.4 0.6 1.7 11 
5-7 

298 
P-2-M 

6.42 4.83 1.4 43.5 
5 -69 

326 M-5-III 11.2 5.25 1.6 132.0 扇平打製石斧

299 
P 2-M 

2.55 1.65 0.55 1.6 石室挨
5 -56 

327 表土 10.0 5.82 1.8 152.0 11 

300 
P 2-M 

2.55 1.7 0.45 1.1 11 
5 -53 

328 M-6-III 8.4 6.4 1.3 104.0 11 

301 
P 2-M 

3.4 4.42 1.0 15.47 加工痕ある石器
5 -3 ? 

329 M-5-V 12.4 6.5 1.88 194.0 " 

302 
P 2-M 

3.45 
5-1 

2.65 0.8 4.6 11 330 R-8-III 8.15 7.75 1.6 130.0 " 

303 
P-2M 

5.4 7.61 2.1 74.25 斜片
5 -79 

331 K-2-H 8.25 6.7 1.65 110.0 11 

304 
P-2M 

2.0 2.5 0.65 2.13 加工痕ある石器
5 -70 

332 M-2-H 12.49 7.38 1. 77 156.0 11 

305 
P-2M 

3.2 2.35 0.55 2.28 使用痕ある石器
5 -61 

333 R-5-3 8.09 5.3 1.91 80.2 11 

306 
P 2-M 

1.5 1.35 0.3 0.47 加工痕ある石器
'572 

334 P-5-III 10.3 7.82 1.32 130.0 11 

307 
P-2-M 

3.8 2.8 0.6 4.2 使用痕ある石器
15-2 

335 R-5-III 7.0 6.2 2.07 123.0 " 

308 
P-2M 

3.2 3.35 0.8 4.25 おl片
5 -66 

336 L-6-III 5.4 5.4 1.65 77.3 11 
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野中墓地・野中遺跡

Tab. 12 第二次調査 出土石器計.il¥lJ表

遺物 出土地区 最長 最中高 最厚 重景 f荷 才Jき 遺物 出土地区 最長 最幅 最厚 重量 俄 考

番号 (cm) (cm) (cm) (g) 番号 (cm) (cm) (cm) (g) 

337 宜 5-IIl 7.0 7.68 1.51 120.0 扇平打製石斧 348 C-4 -IIl 3.6 2.0 1.8 15.0 石核

338 N-6-]][ 8.7 6.18 1.2 73.9 11 349 L→ 4-IIl 5.2 2.6 2.0 24.15 11 

339 0-8-IIl 6.2 6.7 1.4 79.5 H 350 0-7 -]][ 2.65 2.98 2.25 13.37 11 

340 M-5-]][ 7.51 4.85 l.68 77.2 11 351 R-6-IIl 2.5 2.85 2.2 15.4 11 

341 B-1 5.25 5.65 。7 32.53 11 352 Q-P-]][ 2.45 2.87 2.1 13.1 11 

342 
Q-9. 

7.8 7.9 1.7 120.01 11 
Pl 

353 0-3 -IIl 2.4 3.1 2.0 17.6 11 

343 
D← 8 

5.35 7.5 l.35 54.31 11 
S-l 

354 0-7-1][ 2.1 3.21 1.8 14.7 11 

344 L-5-]][ 7.1 7.7 l.6 82.5 11 355 Q-8-IIl 1.3 2.37 2.25 9.1 11 

345 Q-5-]][ 5.59 3.97 0.87 15.0 11 356 L-6-]][ 2.5 3.4 1. 98 14.45 11 

346 N-6-]][ 5.7 3.61 。.98 15.35 11 357 B-l-II l.85 2.9 l.7 13.25 11 

347 A-2-II 4.89 2.69 2.09 24.9 石核 358 0-7 -]][ 3.2 3.3 2.8 6l.9 11 

IV 京念括
359 Y-Il-II1 4.75 3.78 2.5 40.9 11 

調査の発端は，野中墓地(近世)の改葬によって，縄文時代の遺物が出土したことによる。

その結果，野中遺跡は，第一次調査，第二次調査と実施することとなった。遺構，遺物の依存

状況は，土層堆積状況からかならずしも良好な状態とはいえないが，各時代を通じて成果があ

ったと考えられる。

時期的には， I日石器から近世までの複合した時代があったことを確認できた。それは，遺物

によってナイフ形石器，局部磨製石銑，組識痕土器，扇平打製石斧等，の特色ある出土が見ら

れた。

遺構では，縄文時代の包含層が中世の遺構群によって削平されていたが，わずかに L.M 

5・6区に晩期の包含層が残っていた。この地区より，土壌 1基，他にも周辺には縄文時代の

遺物が混入するpitを検出した。これによって，生活の一端を知る手掛かりを得られた。中世で

は，耕地整理を近年になって，行なったとのことで遺構も破壊されていると予想された。しか

し，削平が地山まで達していなかったことで，土墳墓 1基， pit群lこ伴う焼土塊，建物跡等を検

出した。これにより，往時の一部が明きらかになったものの，その全容を明らかにするまでに

は至らなかった。近世の遺構では， pit 内出土の陶磁器より江戸前期頃の建物跡 (U・v.w.

X-10・11・12) 2棟分，墓墳2基，不明土壌2基等を確認した。また，近世の建物跡から西

側へ約50m離れた地点に，元和 7年 (1621年)銘のキリシタン墓碑 (PL.42)がある。検出した l

遺構がやや新し時期と考えられるものの，何らかの関係が示唆される。その後，江戸中期に入

って野中墓地が営まれている。以上のような調査結果であった。(町田)
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野中墓地・野中遺跡 PL. 2 

土JIRのtH土状況

野中墓地立会調査
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I 調査

1.地理的位置 (Fig.1 ) 

宮田A遺跡は，千綿川の下流に形成された沖積平野の右岸に位置し，標高 4~5m を計る。

遺構の所在地は東彼杵町八反田郷中の坪にある。「宮田」という字は実際には更に北東部に位

置し，今回の調査地点とは直接的な関わりあいはない。従って本遺跡は小字名からすると，本

来は「中の坪遺跡」とでもすべきであるが，混乱を避けるため，敢えて遺跡名はそのまま踏襲

することにする。

遺跡とその周辺は，現在水田として耕地利用されているが，現在でも，たびたび河川の氾置

による被害を被るという。特に遺跡西側の低地(比高 1m程度)では，最近に至るまで腰まで

っかつての田植えを余儀なくされる程の湿地であり，被害の程度も大であったらしい。

2.調査の概要 (Fig.2 ) 

調査区は，丘陵と丘陵に挟まれた低平地に在り，高速道路の高架部分に当たる。

従って，調査は高架橋の橋脚にあたる部分をまず精査し，遺構等がかかった場合その部分を

暫次拡幅する方法をとった。

調査は，横断道路の中心杭を基準として10mX10mのグリッドに区画した。

調査開始が梅雨と重なり， しかも湧水が激しいため，排水には困難を極めたが，まず標高の

高い区域から調査を開始し，暫次低地に移って行くこととした。

調査は，昭和61年 6月16日から同年 9月初日まで実施した。調査面積は1720m'で、ある。

(高野)
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Fig.2 調査[又設定問

3.土層 (Fig.3・4，PL. 5・6) 

調査区の内，ここではD区北壁， G区北壁， J区北壁，そして J. K. L・M区西壁を図示

し，説明を加えておく。

D区北壁・・・調査匿の内，一番南側に当たる。現状水田で，基本的に 4層に分かれる。 1層の

表土は厚き20cm程で，その上而は標高4.1mを計る。 2層も!享き20cm程で、あるが，小さく細分す

ると更に 3つに区分できる。黄褐色で枯性のある土層で，中には中世や弥生時代の遺物を含む。

3層は暗灰色土躍で，シルト質に富み粘性がある。弥生中期の遺物を含む。 4層は黒褐色の土

層で，砂質に富む。縄文晩期の土器を少量含む。標高 3.8m位辺りから湧水が激しく下部は不

明である。

G区北壁…現状水田で，堆積土層は基本的にD区に似ているが， 1層上面の標高は 4.3mで

D区に比して若干高い。 遺物包含状況は，やはり D区と同じで， 2層中には中世や弥生中期の

ものが多く， 3層には若干の縄文晩期の遺物を含む。同じく湧水が激しいためこの下層は確認

できなかった。

J区北壁・ー微高地に当たる区域で，現状水田である。 D区， G区に比して 1層上面で、40cm程

高い。全体的に東側が若干高いが，土層は単純で、5層に分けられる。 1)留は耕地::t.で， 20cmf呈

の厚さを持つ。近世陶器片のほか，中ii上の青磁・白磁片等を含む。 2層は黄色粘質土層で水抜

け防止のため固く締まる。やはり 20cm程の厚みを持つ。 3層は黒灰色の粘質土で中に小!擦を含

む。 15~25cm程の堆積を持つo 4層は賞褐色の粘質土層で，最上面に扇平l擦の堆積を持つ。 20

cm程の厚さであるが，上部には，弥生土器が多く含まれ， 下部には縄文晩期士器が多く含まれ

る。本遺跡の主要遺物包含層である。 5層は黒色砂際層である。河床堆積を思わせる砂1深層で

湧水が多く，あまりしまっていない。人頭大のl擦を多く含む。無遺物層である。

J . K. L.M区西壁…調査区中心部分の南北ラインに当たる。基本的な土層の堆積状況は

先の J区北壁に似ているが， M区北側の段がつく付近では土層が若干乱れる。その比高は30cm

程 である。(高野)
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II 遺構

遺構として確認できるのは，不規則な柱穴状ピットと不定形土墳，そして集石土墳等である。

以上の 3遺構について説明を加えておく。

柱穴状ピット (Fig.5)…柱穴状ピットは36個確認された。何れも 4層上面から掘り込まれ，

J .K区の東西30m ，南北20m の範囲にまたがる。大きさは20~50cm，深さは15~30cm まで様々

であるが，全体的にまとまりがなく，住居跡としての確証に乏しい。

不定形土壌 (Fig.6)…K-2区4層で確認された。略，東西 4m，南北 2.5m，を計り，

いびつな長方形の形を取る。深さは，僅かにlOcm程で，土壌内東側には厚さ 5cmの焼土が堆積

する。 遺物は，土器，石器が余すところ無く充填しているといった感じであり，遺物の時期も

弥生中期と縄文晩期の土器が混在している。土壌の周囲にはところどころには炭が見られる。

々
九例

@ 土器

0 石器

網目 焼土・炭

、よ も炭

ミ炭

一一一A

1; 侮炭
。 1m 

田

A_4旦Lー {一一一一宍ごー←一一一一 一一ー一一一一一←一一一一一一ー一一一一一一一一一ー一一一'一一ーー一一ー一一一一一一ー一一一一一一一一一一一一一ーー一ーー一『ー
~.:.:;.:.:.:.~.:芸品這這迄之が

___!m_A' 

Fig目 6 不定Jf:d:竣実iWJ医J(K-2 4層)
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Fig.7 J. l{-2区・ 4層面集石土験実測図

以上のように，火を炊いた痕跡は認められるが，明確な炉跡等の遺構として断定することは

難しい。小さな構造物の焼跡の可能性も考えられる。

集石土壌 (Fig.7)一.J'K区 2層にまたがる遺構である。 4層上珂より掘り込まれ，一辺

2m程の不定型な四辺形を成す。深さは20cm程で，その中には最下面より少し浮いた状態で大

小の牒が充填する。遺物は，その離の聞に認められるが，弥生土器と縄文土器が混在する。

土壌そのものは人為的な所産と思われ，構築時期も縄文時代と推定されるが，本来の性格は

不明である。 (高野1
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III 出土遺物

1.土器

出土土器としては，縄文土器，弥生土器，須恵器，土師器，瓦器，輸入院磁器，近世陶磁器

などがある。 j煩を追って説明を加えておきたい。

①縄文土器 (Fig.10~16 PL.10~ 15) 

縄文土器は，前期，中期，後期，晩期の資料が見られるが，主体は晩期である。 Fig.10-1 ， 

2は深鉢の底辺部である。器壁薄く，黒褐色を呈し，胎土に滑石を含む。斜位の沈線を施すが，

浅く痕跡的である。曽畑式土器でも末期的なものであろう。 3は深鉢口辺部である。明茶褐色

で飴土に滑石を含む。細片であるが，中期阿高式土器の特長である大きな刺突丈を施す。 4は

深鉢口縁部である。薄手で胎土に滑石を含む。暗褐色で焼成は良好で、ある。 5~ 7は深鉢胴部

である。明茶褐色で胎土に滑石を含む。焼成は良好で、タテ方向にへラによる調整痕が認められ

る。 8も5と間じような特長を持つ。 7は暗褐色で胎土に滑石を含む。器壁外面には斜め方向

に条痕を施し，内面はへラでよく研磨する。 8， 9は深鉢底辺部である。共に外面に荒い条痕

を施す。 4~ 9は後期の資料と思われる。以上の資料はM区， G区を中心として出土する。

門

υnuμ

-308-
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以下は晩期の資料である。これらの資料は，粗製の深鉢，それと精製の浅鉢から成る。この

内，粗製深鉢は， リボン状突起を持つもの，無文のもの，条痕を持つもの，そして突帯文を持

つ土器などがある。

Fig.ll一 1，2はリボン状突起をもっ資料である。 1は，茶褐色で)J台土に雲母を含む。薄い器

壁のわりにはぷ厚い突起を持つ。 2は，黒褐色を呈し， )J台土に砂粒と雲母を含む。突起は器壁

と同じく薄〈小さい。外面にナデが見られる。

3 -6は無文の深鉢口縁部である。器形はほぼ直立した形状を成す。 3.暗褐色で

? 3 

2 

一 ( …一一門
的防:パ 号制九日
常識私:7U 繋主主ハ
ヘ二時 ¥ξi:;Y 6… 『叫~("'~~'; μ 

一一一一円 拘肱ι 一一一一-n

11S訪日
2 日 曜定義fυ

9 与{ 10 

13 

12 

~Oan 

Fig.ll 縄文土器実視l阻1② 
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母を含む。口唇は平坦で、ある。焼成は良好で、ある。 4~ 6も3と同じような特長を持つが， 5， 

Bは口唇部がやや肥厚する。共に胎土に雲母を含み，焼成は良い。 7~10 もほぼ直立した器形

であるが，条痕を持つ。 7・黄褐色で給土に雲母を含む。焼成は良く，外国には平行する条痕

を持つ。 8・薄手の口縁部で口唇は平坦である。明褐色で，胎土に雲母を含む。焼成は良好で、

堅般である。外面は指頭による調整によって凹凸が見られ，その上に斜め方向の浅い条痕を施

す。 gも薄手の深鉢口縁部である。黄灰色を呈し，胎土には砂粒が多くザラザラしている。外

面に浅い条痕を持つ。口唇は細く平坦で、ある。 10は，やはり貰灰色で胎土に少量の雲母を含む。

外面は貝殻条痕，内面は，へラによる研磨を行なう。 11~ 16は，鉢形土器と思われる。

11・口縁部から腕部にかけてゆるやかに湾曲する。黄褐色を呈し，胎土に砂粒，石英粒を含

む。内面には指頭による指圧を行ない，外面は斜め方向に条痕を施す。口唇は丸くおさめられ

る。 12~13は口唇部がやや肥厚する。 12 ・外面に浅い条痕が認められ， 13は指頭による押圧調

整の後，浅い条痕がつけられる。焼成は良好である。 15は黒灰色をなT。口唇は丸く，口縁下

10 ~Ocm 

Fig.12 縄文土器実測図 ③ 
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宮田A遺跡

3 cmのところで内側に屈曲する。 16・明黄褐色を呈し，胎土に少量の雲母を含む。ゆるやかに

湾曲する腕部片で，器壁内外に薄い条痕を持つ。以上の資料は 3を除き，全て J区， K区4層

面からの出土である。

Fig.12 一 1~3 は深鉢の肩屈曲部に当たる。何れも無文で内外面ともへラナデ調整を行なう。

2， 3の)J会土には，砂粒と雲母を含み，ザラザラしている。焼成は何れも良好で、ある。 4.深

鉢胴部である。暗茶褐色を呈し， )J台土に多量の砂粒を含む。外面はへラナデ，内面は，横位の

条痕調整を行なう。 5も胴部片である。茶褐色で胎土に少量の雲母を含む。薄手で焼成は良好。

6・厚手の深鉢胴部片である。暗褐色で胎土に石英粒を含む。外面は条痕の上をへラナデ，内

面は横位の荒い条痕を施す。 7・貰褐色で外面は条痕，内面はナデ。胎土に少量の雲母を含み，

焼成は良好で、ある。 8は 7と同様の特長を持つが，調整は内外面とも条痕で行なう。 9，土茶褐

色で焼成良好，胎土に雲母を含む。調整は外面ナデ，内面条痕である。 10~13 とも上記の土器

と同様の特長を持つが11，13は焼成が甘い。以上の土器も 3を除き，何れも J区， K区4層面

からの出土である。

時iiD

Fig.13 縄文土器実測図 ④ 
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宮凶A遺跡

1 .復元長38cm，深さ lO.5cmの大型の椀形鉢てもる。暗Fig.13-1 -3は組織丈土器である。

口縁下やや湾曲しながらu唇部は丸<，雲母，砂粒を含みザラザラしている。茶褐色を呈し，

後ナデを行なう。平底の底部には編目の圧痕を持底部に至る。調整は内外面とも条痕を施し，

3 .平底の2も組織文土器の底辺部である。やはり，編目痕が残る。つ。焼成は良好である。

部分であろう。自の小きい編目を施す。 JJ台土には少量の雲母を含み，焼成は良好で、ある。 4-7 

そのうえに口唇直下に小さく薄い突帯を張り付け，4・仁l縁部である。は突帯丈土器である。

5 -7は屈曲部に当たる。何れも余り大浅い亥IJ目を施す。茶褐色で器壁はザラザラしている。

6 .精選されたJJ台土を用い，指頭による調整のその上に刻目を施す。きくない突帯を巡らし，

4 

6がG-2区3

これらの資料は何れも晩期後半の資料と思われるが，

は突帯丈でも痕跡的なものであり，終末期のものであろう。以上の土器は 5，

層，他は J区K匹4層からの出土である。

後ナデを行なう。焼成も良好で、ある。

t K!ê~~ぞi菩':~H
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宮田A遺跡

Fig.14は，精製の浅鉢である。 1~3 は r < Jの字形に屈折する口辺部の上に細い粘土を貼り

つけて口縁部に変化を持たせたタイプのもので，頚部は長<，やや外反する。何れも薄手で，

内外を良く研磨する。 4~ 8は頭部が短く，肩部の湾曲がすぐ始まるタイプである。 4.口辺

にやや幅広の粘土を付けたもので，接合痕が良く分かる。 6， 7はぶ厚く，口唇部からいきな

り肩部の屈曲が始まる。 6，土黄灰色， 7は貰褐色を呈し，n台土は何れも精選されており，内外

とも良〈研磨されている。 8は口縁内部も，-< J の字形に屈曲する。外部は，短い頭部から胴

部にかけて大きく球形にはみだすものと思われる。胎土には雲母を含み，焼成は良好である。

内外共にへラによるナデが明瞭で、ある。 9，10は浅鉢の胴部である。 9.黄褐色， 10・灰色を

呈し，共に内外面とも良〈研磨されている。 11，12は1)ボン状突起を持つ浅鉢である。 11・灰

色て1台土に雲母を含む。口辺部で逆，-< J の字形に鋭く屈曲する。内外国ともよく研磨するが，

リボジ状突起との接合部に若干の透き間がある。 12・復元口径が286mを計る。 1炎黄灰色を呈し，

JI台土に若干の石英粒を含む。焼成は甘い，研磨も不十分で、ある。 10;を除き，他は J区， K区4

層面出土。

以上の資料は，所謂I深石涼式土器の範時に含まれるもので，晩期中頃から後半の時期に比定

されよう。

Fig.15， 16は底部の資料である。 1~3 は何れも明茶褐色を呈し，飴土に多量の滑石を含む。

卜復元径9.4cmで、平底，底部からやや外反しながら立ち上がる。焼成は良好で、ある。 2は，復

元形19cm大型の深鉢で、ある。ほほ直線的に立ち上がる。底縁部に指頭による指圧調整痕が明瞭

である。 3.底部直上で，-< J の字形にゆるやかにくびれる。 5.底部両端がやや上がり気味

で安定感に欠ける。暗黄褐色で胎土に雲母を含む。以上の資料は中期から後期に属するもので

あろう。

6 ~23は晩期の資料である。何れも円盤状の形状を為し，胴部との接合部で，-< J の字形に

屈曲する。色調は，黄褐色や暗褐色が殆どで，稀に黄灰色のものが見られる。焼成は14を除く

と良好で、ある。胎土には，砂粒，雲母，長石を含むものが大部分であるが， 12， 14はザラザラ

している。調繋はナデ仕上げをしているのが殆どであるが， 6， 11， 13に底部に条痕調整痕が

残っているほか， 21には内部に条痕，底部にはへラナデ痕が見られる。

底径は， 7 ~8.5cmのものが10個， 8.5~10cmのものが 6 個， 10cm以上のものが2個て"， 8.5cm 

内外のものが中心である。底部器壁の厚きでは， 1 cm以下 8個， 1~2cm7 個， 2 cm以上2個

で，中心はo. 8cm， l. 3cm前後のものである。

24~25は上げ底状を呈する。 24 ・茶褐色で胎土に雲母と多量の砂粒を含みザラザラしている。

中央部の四みは，胴部との接合の際の指頭による指圧痕であろう。 26~32 .上げ底の底部であ

る。 28，31， 32は暗黄褐色，他は茶褐色を呈している。胎土には砂粒が多く含まれておりザラ

ザラしている。 24以降のこれらの土器は，何れも底径が小さし 31を除いて 8cm以下に納まる。
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Fig.16 縄文土器実測図 ⑦ 

以上の土器は S，P， M区にも散見されるが，中心はJ， K区であり， G区がこれに次ぐ。
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②弥生土器 (Fig.17~30 ， PL. 16~22) 

弥生土器としては，聾，壷，高杯があるが，数量的には聾が圧倒的に多く，他は微量である。

以下，器種別に説明を加えたい。

Fig.17は亥IJ目を持つ斐のタイプである。 1.肥厚した逆 'LJ字状の口縁部と口縁下につまみ

あげによる小さい突帯をもち，その上に浅い刻目を施す。 淡灰褐色を呈し，胎土に石英粒，雲

母を含む。焼成は良好で、ある。 2も1と基本的に同様の特長を持つが，口縁下の突帯は粘度紐

貼付けである。口唇部先端を一部欠如しているため，刻自の有無が不明。外面淡灰黒色，内面

黄褐色で，焼成は甘い。 1・2は，所謂亀j甲タイプの窪である。

立ゴコ

c¥ 

I2 
γ tr3 

¥]4 

午 V5 

「
， ， "" "" r 

Fig.l7 弥生土器実視IJ図 ① 
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Fig.l8 弥生土器実iWJ医l ② 

3・逆 'LJ字状になる口縁部を有するタイプのもので，上面がやや四み，仁l唇部外端に浅

い刻日を施す。外面責灰色，内面白灰色で焼成は甘い。 4.口縁音11が肥厚し断面三角形で，外

端にはっきりした刻日を施す。Ll縁の接合部には，ヨコ方向にハケ呂調整を行なう。 5・断面

かまぼこ状の口縁で，先端に浅い主IJ目を施す。暗灰褐色で胎土に多量の石英粒を含む。器壁は

薄<，焼成は良好である。 6・逆 'LJ字状の平坦な口縁を持ち，外端部に浅い刻目をつける。

明赤褐色でJ!台土に石英粒，雲母を含む。ナデによる調整を行ない，焼成は良好で‘ある。以上の

資料はD-2区， G-2区3層よりの出土である。

Fig.18 1， 2， 3は口縁が三角形をなし，外側への張り出しが弱い窒型土器である。 1・外面

-317 
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暗灰色，内面責灰色を

なす。口縁内側に指頭

抑圧痕が残る。 2.黄

灰色を成し，胎土に角

関石を含む。器壁内外

面に指頭押圧痕が残り，

その上にナデ調整を施

す。 3.明茶褐色で胎

土に大粒の石英粒を含

む。焼成は良好で、，口

縁下ナデ調整を行なう。

4 -7は逆 'LJ字

口縁をなすが，上面中

央部がやや凹む例であ

る。 4.暗褐色で胎土

に角関石を含む。口縁

内側への張り出しがあ

る。ナデ調整。 5. If音

褐色で石英粒を多く含

む。器壁は薄く，焼成

は良好で、ある。口縁内

側への張り出しは強い0

6 .茶褐色で胎土に金

雲母を含む。口縁下は，

ハケ日調整の後横ナデ

を行なう。以上の土器

は弥生中期前葉に属す

る。大部分はD -2， 

3， G-2区3層中か

らの出土である。

Fig.19は，イ可れも口1裁

が逆 'LJ字状で上面

が平坦になる資料であ

る。復元日形は 1を徐

ヘ に)(寸
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いて25cm内外で、ある。 1~5 は口縁内面が内側に突きだす。 1 .内外面ともハケ日調整のあと

ナデている。 2・明褐色で胎土に石英粒と雲母を含む。横ナデ調整。 3・暗赤褐色で)J台土には

石英粒と雲母が目立つ。 4・暗褐色で石英粒を多く含む。焼成は良好で、ある。 6・復元径29cm

を計る。胎土に石英粒，雲母，角閃石を含む。焼成は良好である o j炎黄褐色を呈する。 7・暗

褐色で，多量の石英粒を含む。横ナデ調整。 8・明赤褐色で雲母と大粒の石英粒を含む。 9. 

黄灰色で胎土に石英粒が目立つ。焼成はやや甘いo 10. 11共に焼成良好。横ナデ調整を施す。

Fig.20も上国が平坦な逆 'LJ字状口縁をなす。 1・外面黄褐色，内面灰黄色をなし焼成良

好。口縁下に指頭押圧痕が残る o 2 明茶褐色で)J台土に雲母を含む。横ナデ調整を行な-50 3' 

日縁内側がやや下がる。胎土に金雲母を含み，焼成は良好。ナデ調整。 6.)J台二1二に大粒の石英

粒を含む。 7・口縁下に指頭押庄痕を残す。暗黄灰色を呈し，内側はナデ調整。 8・黄灰色で

焼成は甘い。金雲母を含む。ナデ調整。以上の資料は， D-2区， G-2区の 3層中からの出

土が大部分を占める。

Fig.21は，逆 'LJ字状の平担な口縁部を持ち，外端がやや下がるタイプのものである。
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1 .暗褐色で大粒の石英粒を含む。口縁内側への張り出しは弱い。 2.薄手の器壁を持ち，

精選された胎土に多量の金雲母を含む。内面ナデ，外面はハケ目調整の後，口縁下を丁寧な横

ナデによる調整を行なう。 3.灰褐色で胎土に金雲母を含む。口縁内側への張り出しは強い。

内面はハケ目の後ナデ，外面は，荒いノ¥ケ目の上をきめの細かいハケでヨコナデする。器形は

2と殆ど同じで端正な作りである。 4.暗褐色で角閃石を含む。焼成甘く，調整も指頭押圧痕

がそのまま残る。 6.黄灰色で胎土に多量の石英粒を含む。焼成は良好。 7・9・口縁下に指

頭押圧痕が残る雑な作りである。以上の土器の内， 1， 2は口径34cm程の大型の斐になるもの

と思われる。

以上の資料は，中期中葉に属しよう。大部分はG-2区3層中よりの出土である。

Fig.22 一 1~3 は，逆 íLJ字状の口縁を持つが，内側への張り出しが殆ど無く， しかも丸み

を持つ。 1， 2は黄褐色で胎土に多量の石英粒を含む。ナデ調整を行なう。 3・砂質でザラザ

ラしている。ナデ調整。焼成は甘い。以上は中期中葉に属する。 4~ 7は，逆 'LJ字状口縁

であるが，外端が少し垂れ下がる特長を持つ。 4.黄灰色で，少量の雲母を含む。ナデ調整。

5・同じ黄灰色で，口縁下にハケによる横ナデ調整を行なう。 6・茶褐色を呈し， JJ台土に大粒

の石英粒を含む。ナデ調整を行なう。 7灰褐色で， JJ台土に雲母，石英粒を含む。焼成は良好で、

ある。以上の土器は，中期後葉の特長を持つ。 7はK-2区出土，他は何れも G-2区3層か

らの出土である。

Fig.23-1， 2， 3は同じ個体の壷であると思われる。 1の査は，復元口径25.7cmを計る。黄

褐色を呈し， JJ台土に雲母，石英粒，角関石を含む。大きく内湾する口縁を持ち，頭部と層部の

聞に断面台形の粘度を貼付し，その上に，深い刻日を施す。内面はタタキ，外面はナデ調整を

行なうが，突帯接合部分にはハケによる横ナデを施す。 2， 3は壷の突帯部分である。 JJ台土，

色調，調整方法等が 1と同じ特長を持つ。 4は鉢であろっ。復元径24cmで，黄褐色を呈し，胎

土に石英粒を多く含む。口縁内側に張り出しがあり，上面はやや凹む。ナデ調整を行なう。 5

は高杯である。復元径は20cmで，精選された胎土に雲母を含む。了寧なナデ調整を行ない，焼

成は良好で、ある。以上の土器は， 1， 2， 3が後期前半でK-2区出土， 4， 5は中期中葉に

属するものと思われる。 G-2区3層出土である。

Fig.24は，口縁部がゆるやかな，< Jの字を呈し，胴部が倒卵形の台付輩の資料である。 1・

復元径24cmの聾口縁部である。外面明赤褐色，内面暗褐色で胎土に雲母，石英粒を含む。調整

は，内面ナデ，外面はハケ目とナデによる。焼成は良好で、ある。 2.復元径28cmのやや厚めの

蓋口融部である。 1に比して口縁の屈曲が強い。外面暗茶掲色，内面責灰色を呈する。 JJ台土に

は多量の石英粒を含む。調撃は横ナデによる。焼成は良好。 3.茶褐色で胎土に大粒の石英粒

を多量に含む。復元径24cmで、薄手の器壁を持つo 色調茶褐色で焼成は良い。 4・5は3と色調，

胎土が全く同じ資料である。何れもゆるやかな， < J の字口縁を呈するが，胴部の張りがやや

弱い。以上の資料は中期から後期初頭頃に比定されよう。何れも K-2区4層面出土である。
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Fig.23 弥生土若手実測図 ⑦ 

Fig.25も口縁部が，<Jの字を呈するが，屈曲が強<.口縁内部に明瞭な稜線を有する資料で

ある。口縁端部は丸〈厚さも一定である。 1.復元径が26.4cmのき撃で、ある。外面暗赤褐色，内

面桔黄褐色で胎土に雲母，石英粒，角関石を含み焼成は良好である。調整は内面がナテ二外面

は胴部がハケ日で口縁下は横ナデを施す。外面の一部に煤が付着している。 2・復元径が39cm

程あるが，細片であるため確かで、はない。貰褐色を呈し，胎土に雲母，角閃石を含む。焼成は

良好。 3・明赤褐色で，雲母，角閃石を含む。内面はナデ，外屈はハケ目調整。日縁下部に，

接合の際め指頭による押え痕が見られる。 4.精選された胎土で，角関石，雲母を含む。外面
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明赤褐色，内面黄灰色を呈する。調整は，外国は丁寧なナデを行ない内面には指頭押庄痕が認

められる。復元径は30.5cmで、ある。 5.暗茶褐色で雲母，石英粒を含む。内面にはタタキが見

られ，その上をナデる。外商はナデ調整。 6.外函黄褐色，内面暗灰褐色で，雲母，角関石を

含む。外面に薄いハケ目調整痕が残る。口縁部はやや角張る。焼成は良好で、ある。 Fig.25-1も

Fig.24と同種の資料であろう。何れも K-2区4層面ー活資料である。

Fig.26は，.< J の字状口縁部を持つが， Fig.25に比して更に屈曲度が強<.直線的に外反す

る。内部への張り出しも鋭い。台付窒になるものと思われる。 2・暗茶褐色で雲母，角閃石を

含む。口縁は鋭〈屈曲する。外面口縁下に横方向のハケ白調整痕が認められる。 3.黄褐色で
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角関石を含む。口縁は直線的に外反し，端部は丸くおさめる。 4・外面茶褐色，内面暗褐色で、

雲母，角閃石を含む。口縁はやや内湾気味に聞き，端部は細く尖る。 5.復元径30cm。暗茶褐

色で角閃石，雲母を含む。 4と同じく口縁内部の張り出しが強い。ナデ調整を行なうが，口縁

平坦部にハケ目痕が残る。 8・暗掲色。精選された胎土を用い，雲母，角閃石を含む。調整は

丁寧なナデ仕上げである。口縁端部はやや太めで角張る。以上は後期後半頃に比定されるもの

で，何れも K-2区4層面出土のー活資料である。

Fig.27一 1は「く」の字形を呈する，窒口縁部である。直線的に外反するが，日縁外側をやや
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肥厚させ，端部は丸くおさめる。外面明茶褐色で雲母を含む。 2・口縁はゆるやかな r< J の

字状をもつが，内面はやや内湾する。端部はぶ、厚く，丸い。暗褐色で胎土に雲母を含む。ナデ

調整を行なう。以上の資料はFig.26に先行するとの指摘がなされされている。 3.口縁がゆるや

かな「く」の字を呈する聾型土器で，屈曲が弱く，内部の稜線も認められない。茶褐色で角閃

石を含む。 4.口縁が少しくびれる程度に外反する聾口縁部である。口縁部は胴部に比して厚

<.口唇部が尖る。復元径は24cmで，茶褐色。焼成は良好で、ある。 5・r< Jの字状の口縁部を

持つ輩である。灰黄色で、，焼成が甘いのか軟質である。横ナデ謂整を施す。 3以下の資料は古

墳時代に入るものか。

Fig.28， 29， 30は弥生土器底部の資料である。底部は窒，壷の器形に分かれるが，主体をなす

のは窒である。窪は更に，上げ底を呈するものと，平底のもの，そして台付聾の底部に分けら

れる。
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Fig.28はあげ底の資料である。 1はK-2区4層面出土。赤褐色で雲母，角閃石，石英粒を含

む。調整痕は不明瞭。 2.黄灰色で角関石，雲母を含む。外面に荒いハケ日調整を行なう。 D

3区3層出土。 3・茶褐色で，大粒の石英粒を多く含む。底径 7cmo 4・底径6.6cm貰褐色で、大

粒の石英粒を含む。器壁表面がやや剥落しているがハケ目痕が残る。 5・底径5.5cmの小型の聾

底部で，赤褐色，胎土に大粒の石英粒を含む。 4， 5はG-2区3層出土。 8・茶褐色で角閃

石と大粒の石英粒を含む。 G-2区2層出土。以上の土器は中期初頭の城j越土器の特長を持

ーコ。

Fig.29は全て，平底の聾底部である。 1-7はG-2区3層出土。 1・ぷ厚い底で，底径 7cm 

を計る。外国茶褐色，内面灰黒色で、石英粒，雲母を含む。外面は全体に縦方向のハケ白調整を

行なう。 2・外面茶褐色で雲母，石英粒が目立つ。内面に指頭押圧痕，外面全体にハケ白調整

を行なう。 3・外面賞褐色，内面灰白色で，石英粒，金雲母を含む。底径7.6cmで、外面下部に指

頭押圧痕を残す。 4.暗褐色で石英粒と金雲母を含む。外面にハケ日調整を行なう。 5・底径

7 cmで，黄褐色，胎土に若干の雲母を含む。底がぶ厚<，ナデ調整。焼成は良好。 6.暗茶褐

色で，大粒の石英粒を含む。ハケ日調整。 7.暗褐色を呈し，石英粒，雲母を含む。外面はハ

ケ呂とナデによる調整を行なっ。 B・茶褐色で，胎土に雲母と大粒の石英粒を含む。ハケ自調

整。 K-2区3層出土。 9・明茶褐色で，若干の雲母を含む。焼成甘く，器壁に剥落が認めら

れる。 J-2区4層面出土。 10・暗褐色で胎土に石英粒を含む。ハケ目調整。 G-4豆2層出

土。 11・茶褐色で大粒の石英粒と金雲母を含む。調整痕は不明瞭。 K-2区4層出土。 12・外

商赤褐色で雲母，石英粒を含む。底径7.6cm。外面にハケ目とナデ調整を施す。同じく K-2区

4層出土。 13・底径8.4cm。赤掲色で雲母と多量の石英粒を含む。調整痕は不明瞭。 K-2区4

層出土。 14・赤褐色で雲母を含む。底径 9cmで、ナテG調整。焼成は良好。 G-2区3層出土。 16・

整形にあたっては，胴部と底部を別々に作っておいたものを後で接合する手法を取っている。
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Fig.28 弥生土器実視IJ医i⑫ 
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17・灰白色で雲母を多く含む。服部はあまり張らない様である。以上は中期中葉から後葉にか

けての資料である。

Fig.30-1は外面茶褐色，を呈し，石英粒を含む。ナデ調整を行なう。 2，3は薄手の小型空

である。共に黄褐色で雲母を含む。焼成は良好。ナデ仕上げを行な-:)0 4， 5は厚手の棄であ

る。 4.赤褐色で石英粒，金雲母を含む。内面に指頭痕が残る。 5.底部で3cmの厚みを持つ

大型の聾である。茶褐色で石英粒を多く含む。窒棺の可能性もある。 8・外面赤褐色，内面暗

褐色で精選された胎土を用いる。ハケ目調整。 7.外面責褐色，内面暗灰色で，器壁薄く，精

選された胎土に金雲母を含む。底径7.4cmで，ハケ日調整のあと一部ナデ消す。焼成良好で、あ

る。以上は中期中葉から後葉にかけての資料であろう。 8~14は，台付嚢の底部である。 8 ~11 

はK-2区4層面， 12， 13はG-2区3層からで14はJ-2区3層出土。 8・暗茶褐色で砂粒

を多く含む。底径9.5cmで、ハケ日調整を行なう。裾端部は丸く，安定感がある。 9・10共に 8と

同様の特長を持つ。 11・貫褐色で，少量の角閃石を含む。底径6.5cmで、小型の警の部類に入る。

焼成は良好で、ナデ仕上げを行なう。裾端部がやや車!日くなる。 12，13・茶褐色で，雲母と角関石

を含む。ナテ調整。裾端部は細くなりながら「ハ」の字形に聞く。 14・赤褐色で，砂粒を含む。

裾端部は細くなり，直線的に聞く。以上の資料は，全てが腕部との接合から分離しているため，
註 2 註 3

どのような器形になるのか不明の点があるが，大村市・富の原遺跡や北有馬町・今福遺跡など

の類似資料から判断すると，口縁部が，.< J の字状で，倒卵形の胴部をもっ護のタイプになる

ものと思われる。時期的には，中期後半から後期の資料であろう。 15~17は壷である。 15 ・底

径6.5cmで、胴部に向かつて大きく張り出す。茶褐色で石英粒を含む。 J-2区4層面出土。 16・

暗褐色で，石英粒を多く含む。底径は4.5cmと小さい。底内部がやや躍り上がる。 G-2区3層

出土。 17・底径 9cm。黄灰色を呈し，石英粒，金雲母を含む。ナデ調整を行なうが，外面の一

部にハケ自痕が残る。 K-2区4層出土。これらの壷は中期中葉から後葉に属する例であろう。
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③その他の遺物 (Fig.31，PL.23) 

その他の土器をー活して紹介しておく。 1， 2は土製円盤である。弥生土器の胴部片を利用

し全周を打ち欠いて，径4.5cmほどの円盤状に形を整える。何れも G-2区3層からの出土で

ある。 3.滑石製石製品の小破片である。方形で現存長2.4cm，幅1.3cm，厚さO.9cmを計る。 4・

頁岩製石製品である。小破片で、現存長2.3cm，I隔1.8cm，厚さO.9cmてかある。以上の 2点は方形硯

の可能性もあるが，細片のため判然としない。 5， 6は須恵器である。 5・杯蓋で，復元口径

14cmを計る。天井部は丸し口縁部は外方に下り，稜は丸く純い。端部内側は四面をなす。 6・

杯身で，復元口径は15.4cmで、ある。短い立ち上がりは内傾し受部は丸くおさめる。この 2点は

6世紀後半の資料であろう。何れも P-3区3層から出土した。 7-10は土師器である。 7・

杯で口縁端部を欠損する。低〈形ばかりの高台が付く。 8・口径8cmの小皿で、ある。高き1.4cm

で若干上げ底気味である。焼成甘くもろい。 9.復元口径8cm，高さ1.4cmの小皿で、ある。底部

を回転糸切りする。 10・外面灰黒色，内面黄灰色の土師質小皿である。口縁端部を一部欠損す

る。復元底径はllcm前後で、ある。 11は黒色土器である。復元口径12cmで，胴部は強〈屈曲し，

口縁端部は丸くおさめる。内外面共へラによる研磨を施す。黒褐色で焼成は良好で、ある。 12・

復元口径 8cm高さ1.5cmの土師質土器で、ある。平底からほぼ直角に立ち上がり，口縁端部を外側

へ折り曲げる。服部に細い帯状突起を持つ。黄灰色で，焼成は良好で、ある。 13，14は火舎であ

ろう。 13・明赤褐色で軟質，日台土に石英粒を含む。口縁と突帯の関にスタンプを押す。復元口

径は30cm程と思われる。 14・口縁部を欠援する。明赤褐色で軟質の土器である。 2条の突帯が

貼付され，縦の平行沈線と格子目状スタンプが押されている。 15~18は瓦器である。 15 ・哩鉢

であろう。暗灰色で口縁が，-< Jの字状に外反する。日縁下部に菊花紋のスタンプを押す。 16・

握鉢の底部であろう。指頭による押圧痕を残す。 17・復元口径28cm程度の握鉢で、ある。口唇部

と器壁内外面にハケ目痕を残す。 18・鉢口縁部である。口唇部は尖り，断面が低い三角形をな

す。 19・復元口径が32cmの鉢型土器で、ある。口縁部は丸<.へラ削り調整を行なう。 6以下の

資料は，大まかには中世-の資料であるが，詳細は不明である

Fig.32は管状土鍾で、ある。各区より少量ずつ出土するが，何れも 2層からで， P区， s区が中

心である。形態から 3種に分かれる。 1は胴部が膨らみ，両端がすぽむ太鼓型， 2'土長方形型，

3は棒状型である。土師質で重量は2.5gから 8gまであり，平均値は 4gである。

この資料が出土する 2層は中・近世の遺物が多い為，その所属する時期を決めることは閤難

で ある。(高野)

註1.長崎県教育委員会「今福遺跡IIIJ長崎県文代財務査報告書 第84集 1986 

2.大村市・黒丸遺跡調査会「黒丸遺跡」大村市文化財調査報告書 第12集 1987 

3.註 I文献

~332~ 



宮田A遺跡

。102 。- [[/ 
巴 3 白 4

F斗 ••• ~ 5 

に二じ;二二三
て一 一一l--一一一二J

ι二 2 

¥ 仁こJ ヘ と二二グ
8 

〔 戸事

トペ距 日響II

「

日 二二L6
1三 V

匡二斗ーコ;12 
一万

卜二一→ h
l
u
 

Fig.31 そのf也のi宣ヰ均
L .--.---r-I pro 

333 



① 
① ① ① 

@ ① θ 

1
1
1

い一いい

l
u
@

宮間A遺跡

の

日。φ 

θ ① 

一州〉

① 
① 
η 

e 。

① 

5cm 

e 
。

① 
。。@ 

① 

iql 

① θ 

-334 

@ 。



宮田A遺跡:

④ 古代・中世の陶磁器類 (Fig.33，PL.25， 26 Tab. 1 ) 

本遺跡では， 82L点の中世陶磁器類と越州窯系青磁が 1点出土しているが，細片が殆んどで図

化したのは19点にすぎない。

0輸入陶磁器 (Fig.33)

輸入陶磁器として抽出したものは772点である。不明陶器とした23点についても，大半は中国

産の可能性をもっているが，現時点では不明としておく。

a 中国産陶磁器 (1-14・19)

中国産陶磁器は， 756点抽出され，輸入陶磁器772点の内97.9%を占める。

青磁(1 ~ 5) 

青磁は， 372点あるが， 5点を図化した。

1は，越州窯系青磁椀の底部片である。 l幅広の高台とその内慨は無職で，他はオリーブ黄色

のガラス質軸がかかり光沢をもっ。見込には呂跡が 1ヶ所認められる。焼成は良好で、ある。森
(註1)

回勉・横田賢次郎氏分類(以下，森田・横田分類とする)の椀 1-1類に相当しよう。 M3区

I層出土。

2は，河安窯系青磁椀の底部片である。外面から高台内側は無稿。見込には，カ、、ラス質稀が

かかるが生地が灰白色なために，一見稀色が白磁風にみえる。 G2区III層出土。

3・4は，竜泉窯系青磁椀の底部片である。 3は無文椀で，森白・横田分類の椀 1-1類で

ある。高台畳付から高台内側にかけては無利i。他は浅黄色のか、ラス質糊がかかり光沢をもっo

畳付には日跡が1ヶ所認められる。 P2区III層出土。 4は，見込に花文のスタンプが施され，

高台内側までオリーブ灰色のガラス質軸がかかり光沢をもっ。高台内面に砂目跡がつく。森田・

横田分類の 1-5 C類である。 M2区III層出土。

5は，竜泉窯系の青磁皿である。見込にはへラによる片彫りの花文が描かれる。見込から外

面は，オリーブ灰色のガラス質秘がかかり光沢をもっ。底部は焼成前に粧がカキ取られている。

G3区のII層出土。

白磁(6 -8 ) 

白石設は204，点あるカ{， 3，点図イr，した。

6・7は椀底部片である。 6はわりと低い高台で，高台内側から外面は無税。見込には段が

つき，中央部にへラによる弧状のカキ取りがみられる。光沢のあるガラス質殺がかかり，灰白

色を呈する。 M3区III層出土。 7は，長めの高台を削り出し，高台内から外面は無柚。見込に

は灰色気味の濁った和iがかかり，灰白色を呈し光沢をもっ。 K2区III層出土。高台部の形状か

ら，森田・横田分類の， 6はIV類， 7はV類であろう。

8は，皿底部片である。見込には淡い段がつき，高台外面まで白濁した灰白色粕がかかり光

沢をもっ。高台内側は無利1で，赤i床をおび浅黄桂色を呈する。端反りの高台付皿で，森田勉氏
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(詮3)

分類のE-2類，小野正敏氏分類(以-F，小野分類とする)の皿C群に相当しよう。 J4区の

II層出土。

青 花(9・10)

青花は118点出土しているが， 2点を図化した0

9は，椀口縁部片である。薄手のっくりで，外面には虫喰い状の小さな穴が5ヶ所ほどみら

れる。外面は 2条の圏線と巻唐草文，内面には花唐草文らしき文様を描き，地をj農みで塗りつ

ぶしている。小野分類の椀F類に包括されるもので，大橋康二氏分類(以下，大橋分類)の椀

B-2に相当する。 G2区II層出土。

10は，高台付Alの底部片である。外面には唐草丈と圏線，内面見込には圏線と玉取獅子の一

部と考えられる文様を描いている。税は，細かい気胞を多く含む方、ラス質務bで若干青味をおび

る。小野分類の血Bj群で、ある。 G2区のIII層出土。

天白 (11) 

天呂磁は10点出土しており， 1点図化した。

11は，天巨茶椀底部片である。底下面がややあげ底になった低い高台状をなし，高台から外

面にかけてはろくろ左廻りのへラケズりされ無利。内面は，体下半はにぶい赤褐色の不透明利

が薄くかかり，底下面にか、ラス質の黒職が厚くかかる。胎土は浅黄澄色~灰白色を呈するが，

焼成良好で、堅般である。 M3区II層出土。

黒柚陶器(12) 

黒軸の陶器は 7点あり， 1点図化した。

12は，黒税陶器椀底部片である。高台部から体下端はろくろ左廻りのへラケズリきれ，無利10

他はやや緑色おぴるカ、、ラス質の黒粕が厚くかかる。胎土は，灰白色でやや紫色おぴ，ザックり

した感があるが，焼成は良好で、ある。 J3区II層出土。

磁~*I窯系階器 (19) 

19は，白軸鉄絵の壷体部片である。内外面ともにやや黄色味もつ灰白色の利が薄くかかり，

光沢と貫入をもっ。外面には鉄絵による圏線と曲線の文様が描かれる。胎土は浅黄燈色を呈し，

焼成良好堅般である。 G3区II層出土。

b.朝鮮産陶磁器

朝鮮産陶磁器は， 16点抽出され，輸入陶磁器の内2.1%を占めるにすぎない。その内 3点を図

イちした。

粉青沙器 (15) 

15は，粉青沙器瓶の底部片である。内面は無利で赤味をおび，明褐灰色を呈する。外面から

高台内側までオリーフ、、灰色の青磁希IJがかかるが，外面は風化を受け剥落している。高台畳付と

高台内側には砂目跡がつく。胎土は，細かい黒色粒を混在し，ややザックリした感があり，灰
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白色を呈する。 G3区のII層出土。

李朝陶器(13・14)

13・14は，陶器椀底部片である。 13は，高台畳付から高台内面にかけて無和i。他は，浅黄色

の青磁和iがかかる。見込と高台外方に数ヶ所の砂日跡が認められる。胎土は，灰白色を呈し，

焼成良好だがややザング 1)とした感をもっ。 K3区I層出土。 14は，幅広で、低い上げ底:伏の兜

巾高台である。高台畳付を除いて，他は灰白色の白濁糊がかかる。見込には 7ヶ所の砂目跡が

みられる。胎土は，赤|床をおびた浅撞色を呈し，細かい白色粒と黒色粒を含む。 G2区困層出

土。

0国産陶器 (16-18)

国産陶器は27点抽出し，瀬戸・美濃系と考えられるもの25点，東播系 2点があり，その内回

化したのは 3点である。

瀬戸・美濃系 (16) 

天目椀，灰軸皿，壷などがある。 16は，灰希bの折縁皿で内側面に丸彫りが施されたものであ

る。内外面ともにオリーブ色のyゲラス質剥がかかり，貫入がはいる。ザングリとした胎土で浅

黄稜色を呈する。 K2区のII層出土。

東播磨系 (17・18) 

17・18は東播系の担鉢片である。 17は，口縁端部外方が平坦で、上方を上位につまみだしてい

る。灰色を呈し，口縁外方は帯状に黒ずんでいる。細かい石英砂，灰白色砂を胎土に含んでい

る。 K3区II層出土。 18は，口縁端部が丸昧をもち玉縁状の口縁帯を形成するものである。灰

白色を呈し，口縁外方は黒ずんでいる。ザクザクしたセメント状の胎土で焼成はやや甘い。

0古代・中世輸入簡磁器の様相について

本遺跡では， 772点の輸入陶磁器が出土しているが，小破片が大半を占める。居住関係の遺構

も検出されておらず，当地が直接の生活地ではなく，陶磁器類は近隣から流入してきたことが

考えられる。したがって図化できたものも数少なし大多数の小破片を数量処理することによ

Tab. 1 中世陶磁器出土数量表

な型空 D2 D3 G2 G3 G4 J2 J3 J4 K2 K3 K4 L2 L3 lvI2 ]¥II3 N4 P2 P3 S2 S3 
計 % 

中
青 磁 5 7 I 17 14 5137 44 21 41 25 6124 34 17 20 5 120 19 1111 372 45.3 

白 磁 4 6 6 6 5 I 24 18 4 120 16 3 I 11 17 12 19 4 1 12 10 2 4 204 24.8 
国

青白石並 1 1 1 l 2 2 2 3 14 1.7 
産

;火目磁 2 1 1 1 1 l 1 1 1 10 1.2 92.0 
陶

品，*'会E話、 1 l 0.1 字&ユ、
磁 97.9 

青:(1'. 4 13 5 1 8 6 7111 7 4 7 4 8 1 12 14 1 5 118 14.4 
ま+

陶 器 1 1 I 1 3 3 2 2 l 2 2 3 6 5 4 37 4目5

書千産陶磁器 2 1 1 3 1 1 1 1 5 161 1. 9輸入2.1

国産陶器 1 1 2 I 3 1 2 l 1 3 4 2 1 4 27 3. 3 

不可l陶器 1 1 4 2 5 l 1 l 2 3 1 1 23 2. 8 
計手 16 15 42 29 11 74 77 41 80 60 15 47 60 44 50 9 I 55 62 10 25 822 10 0 
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Fig.34 q.世陶磁器組成グラフ

って，その様相についてみていきたい。

a 中国産陶磁器

輸入陶磁器は，中国産陶磁器が756点 (97.9%)，朝鮮産陶磁器が16点 (2.1%)出土してお
(註5)

り，南高来郡北有馬町今福遺跡などの本県土部の中世遺跡では，圧倒的な中国産製品に，少量

の朝鮮産製品が伴うという傾向と同様の様相をもっている。

中国産陶磁器では，青磁372点 (49.2%)，白磁204点 (27%)，青花118点 (15.6%)，陶器37

点 (4.9%)，青白磁14点(1.9%)，天白磁10点(1.3%)，赤絵 1点 (0.1%) という内訳にな

り，青磁が最も多〈半数近くを占める。

青磁

青磁を系統別にみると，越外i窯系 1点 (0.3%)，同安窯系15点 (4%)，‘竜泉窯系356点 (95.

7%)に分けられ，竜泉窯系が圧倒的に多い。
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越州窯系青磁は，森田・横田分類の椀 1-1類に相当し， 9世紀から10世紀代にかけての時

期に位量づけられる。本県では，まだ出土例の少ない貴重品である。初期貿易陶磁である越磁

は，寺院官街関係での出土が殆んどであり，九州、|では郡司以上の官人や富豪層が需要層といわ
(註6)

れている。したがって， 1点とはいえ重要な問題を提起することになるが，それらの評価につ

いては後日検討を行いたいと思う。

同安窯系青磁は，椀13点，皿2点の計15点出土している。椀は，森田・横田分類の 1-1a

類 2点， 1 -1 b類 6点， II類 1点， III類 2点，底部 2点という内訳になる。皿は， 1 -1類

1点， 1 -2類 1点の計2点である。

竜泉窯系青磁は，器種別にみると，椀316点，皿27点，小椀 5点，杯 2点，盤 2点，香炉 2

点，壷?2点に分けられる。椀が88.8%を占め，国ーを加えると963%を占めることになり，両

者が青磁の主体であることは他の中世遺跡と同様の傾向を示す。

椀は，森田・横田分類の， 1 -2類11点， 1 -3類 1点， 1 -4類 8点， 1 -5 b類98点，
(註7)

III-2類 1点， 1 -1類他南宋代無文椀58点，亀井明徳氏分類のB1類 7点，同B2類 6点，

電丈帯口縁のもの 4点，明代の無文椀116点に分類ができる。これをみると， 1-1-4類の古

手の椀は20点と少ないが，鏑蓮弁文椀になると98点と増加し，明代の椀へと続く。

白磁

白磁は，器種別にみると，椀123点，皿76点，杯2点，壷 3点という内訳になり，椀と血で97.5

%を占める。青磁と同様に，椀と皿が一般的器種であったことが分かる。

椀は，森田・横田分類に基づいて区分すると， II類およびIII類が3点， 1V類26点， V類およ

びVIII類33点，北宋後半代型式不明58点， 1X類 1点，不明 2点の123点となる。 1X類と不明の 3点

を除く 120点は，北宋後半代に包括され， 11世紀中頃から12世紀前葉に位置づけられるものであ

る。

皿は，森田・横田分類のII類あるいはIII類の底部3点， 1V類およびV類 3点， V1類および、VIII

類 7点， 1X類52点，小野分類皿C群 7点，同分類皿D群 2点，稜花血 1点，不明 1点に分類で

きる。年代的には， II類-VIII類が11世紀中頃から12世紀前葉， 1X類が13世紀中頃から14世紀中

噴，皿C'D群が15世紀後半から16世紀代に位置づけられるが，口秀げ皿である1X類が圧倒的

多いことになる。

青白磁

器種別にみると，椀 6点，皿2点，香炉 1点，合子 4点，水注注目部 1点の14点しかなく，

数量的には一般的な製品ではなかったと思われる。

青花

器種加にみると，椀75点，血37点，小杯6点の計118点に分けられる。小野分類に基づいて型

式分類ごとの点数をあげると，椀は， B群 5点， C群16点， D群 1点， E群 8点， F群15点，

C-F群不明瞭なもの26点，不明 3点となり，皿はBl群14点， C群15点， F群 5点，大橋分類
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の小皿B-3・4類 2点，不明 1点である。

鞠器

宮出A遺跡

黒軸，褐軸，緑軸，緑褐殺など37点あるが，注目されるのは磁州窯製品である。白私鉄絵の

壷体部破片で，時期的には南宋・元代の所産であろう。なお，今回の九州横断道の発掘調査に
(註8)

{半って近隣の東彼杵町瀬戸郷小菌城跡では，良好な資料が出土している。

b.朝鮮産陶磁器

高麗青磁7点と，李朝の青磁・粉青沙器9点の計16点を抽出した。高麗青磁は，象骸された

もの 5点(椀 2点，瓶3点)と無文のもの 2点(椀 1点，壷 1点)に分けられる。李朝青磁は

椀 2点，粉青沙器は椀5点，皿 1点，壷 1点に分けられる。

o国産中世陶器および石鍋について

国産陶器類で確認したものには，瀬戸・美濃系製品25点，東播系製品 2点の計27点がある。

瀬戸・美濃系

器種別にみると，天目茶椀14点，灰稀壷8点，不明 2点がある。いずれも， 16世紀代の製品

であろうか。

東播磨系

2点とも担鉢口縁部片である。玉縁口縁の形態から， F i g. 33-17は13世紀前半代， 18は

13世紀末~14世紀初頭に位置づけられよう。

石鍋

滑石製石鍋は， P 3区と S3区からそれぞれ 1点ずつ計2点が出土しているが，いずれも細

片であり，形式については明確で、ない。

oまとめ

以上，宮田A遺跡出土の中世陶磁器を中心としてその内容についてみてきた。初期貿易陶磁

の越州窯系青磁に始まり， 11世紀中頃から12世紀前葉を主体とする白磁椀類， 12世紀中頃から

13世紀前半の同安窯系青磁と初期泉窯系青磁の一群， 13世紀後半から14世紀中頃を代表する鏑

蓮弁文青磁椀と口秀白磁皿， 14世紀後半から15世紀中頃の明代青磁椀， 15世紀後半から17世紀

前半の主体となる青花椀・皿類と白磁血という輸入陶磁器の一連の流れが，本遺跡においてと

らえられた。他の中世遺跡との比較研究をすべきであったが，時間的余裕がなかった。越磁出

Tab. 2 近世陶磁器出土数量表(円盤状製品は除く)

よぞ G2 G3 G4 J2 J3 J4 K2 K3 K4 L2 L3 M2 M3 N4 P2 P3 S2 S3 その他

I 層 43 16 167 199 26 274 233 41221 159 67 54 139 86 172 33 98 89 53 68 2，201 

II 層 34 81 180 164 531252 328 130 521 330 89 240 225 266 266 47 251 324 50 93 3，924 

III 層 4 31 32 16 11 54 132 11 131 19 65 21140 90 5 31 57 31 29 679 

IV 層 10 I 6 3 5 1 1 2 2 2 33 

V 層 2 l 1 4 

その他 不明 6 6 

計 81 100 389 379 82 582 699 145 755 511 161 360 367 494 528 85 355 472 106 190 6 6，847 
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土の評価とともに改めて検討したいと思う。 (宮崎)

註 1 森田勉・横田賢次郎「大宰府出土の輸入中国陶磁器についてJf九州歴史資料館研究論集 4J九

州歴史資料館 1978 

2 森田勉 '14~16世紀の白磁の分類と編年J f貿易陶磁研究No.2 J 日本貿易陶磁研究会 1982 

3 小野正敏'15~16世紀の染付碗，llilの分類と年代Jf貿易陶磁研究NO.2J日本貿易陶磁研究会 1982 

4 大橋康二 '16・17世紀における日本出土の中国磁器についてJ f河崎敬先生退官念論集，東アジ

アの考古と歴史下』 向朋舎 1987 

5 宮崎貴夫『長崎県今福遺跡における中世期の様相J 1987 

6 亀井明徳「日本出土の越州窯陶磁器の諸問題J r九州歴史資料館研究論集 1J 九州歴史資料館

1975 他

7 亀井明徳「日本出土の明代青磁碗の変遷J f鏡山猛先生古稀記念 古文化論放J 1985 

8 調査担当者町田利幸氏教示
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⑤ 円盤状陶磁製品 (Fig.35.Tab. 3 ) 

当製品は75点の出土がみられた。中国製の輸入陶磁器片を用いたものが5点，他70点は近世

陶磁器片を利用したものである。

出土分布を地区別にみると， K 3区と N4区で出土しなかった他は， 18の地区で出土がみら

れ，なかでも K2区では13点出土している。層位別には， 1 層 ~V層に出土がみられ， 1層20

点， II層47点， m層2点， IV層5点， V層 1点と， 1層 .II層に89%以上が集中し，近世陶磁

器の層位別出土点数 (Tab.2) と類似した傾向を示している。
(註1)

1は，森田勉・横田賢次郎氏分類の竜泉窯系青磁椀 1-5a類体部片を利用したものである。

左右側縁部は折断面をそのまま利用し，上縁部のみを打欠き丸〈加工している。 長さ3.3cmX

2.5cm，重き 8gを測る。 D3区II層出土。他に 1点，竜泉窯系青磁椀片を利用したものが， G 2 

区II層から出土している。

2は，森田・横田氏分類の白磁椀IV類に相当する玉縁の口縁部片を利用したものである。右

側縁部を打欠いて丸く加工している他は，折断面をそのまま利用している。玉縁部，左側縁部，

下縁部には薄〈ウロコ状に剥落した個所が認められる。長さ2. 9cm X 2 . Ocm，重さ5.1gを測る。

J 3区II層出土。白磁椀IV類を利用したものは他に 2点あり， L 3区 I層， P 3区II層から出

土している。玉縁日縁を利用し，折断面をそのまま利用し，部分的に加工するなど類似した形

態をもっている。

3 ~20は近世陶磁器を利用するもので， 3 ~11 は磁器， 12~20は陶器を用いている。

3は，染付椀口縁部片を利用。上縁は口唇部が残り，下縁部は折断面のまま用い，左右縁辺

を打欠き加工している。長さ1.6cm X 1 . 2cm，重さ0.8gを減る小形品。 K2区II層出土。

4は，白磁椀休部片手iJ用。全縁を打欠き丸く加工している。長さ1.9cm X 1. 7cm，重さ 2gを

測る。 L2区II層出土。

5は，染付瓶(あるいは徳利)体部片利用。わりと丁寧に周縁を打欠き丸く加工している。

長さ2. 2cm X 2 .Ocm，重さ3.4gを測る。 M3区 I層出土。

6は，厚手の青磁椀体部片利用。周縁を十数回打欠き丸〈仕上げている。外国は 2ヶ所ウロ

コ状に薄〈剥落している。長さ2.6cm X 2. 3cm，重さ7.8g測る。 S3区II層出土。

7は，薄手の染付椀体部片手iJ用。外面は，コンニャク判による桐，内面は竹のような文様を

Tab. 3 円猿状陶磁製品出土数量表

~--._地区
D2 D3 G2 G3 G4 J2 J3 J4 K2 K3 K4 L2 L3 M2 M3 N4 P2 P3 S2 S3 計

! 言位'"

1 層 1 1 2 1 2 2 3 1 1 2 1 1 2 20 

II 層 3 1 1 2 5 1 I 11 4 6 4 2 2 1 1 1 2 47 

III 層 I 1 2 

IV 層 I 1 2 1 5 

V 層 1 1 

計 l 3 2 3 1 3 9 1 I 13 4 6 7 5 5 3 3 2 4 75 
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Fig.35 円盤状陶磁製品(1/2)
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描いている。周縁を打欠き丸く加工するが，やや粗いっくりで角をもっている。長さ3.3cmX2.

9cm，重き5.3gを測る。 K3区II層出土。

8は，白磁盃 7底部片利用。内面体下端に鍋状の凹みが認められるので，菊花弁状の型押し

を施すものであろう。高台部を残して丸く打欠いている。径3.8cm，重さ10.2gを測る。 K3区

II層出土。

9は，白磁椀底部片利用。兜巾高台で内外面ともにやや縁色おび、るガラス質剥がかかる。高

台畳付には 3ヶ所の砂目跡がみられる。高台部を丸〈打欠く。長さ4. 2cm X 4 . Ocm，厚さ21.5g 

を測る。 L2区II層出土。

10は，青磁皿底部片利用。体下半~底部にかけての破片を用い楕円状に打欠くが，一部高台

部を残している。内面は蛇ノ目剥ぎを行っている。内外面には線状のキズがはいり，内面には

ウロコ状の剥落が認められる。長さ4.9cm X 3. 8cm，重さ28gを測る。 J2区II層出土。

11は， くらわんか茶椀底部片利用。高台底部を利用するが，かなり粗いっくりて角ばる。下

縁は新しい欠けのようである。内面見込みには，アパタ状の小さなキズが多くはいっている。

長さ5.6cm X 5 . Ocm，重さ37.7gを測る。 M3区III層出土。

12は，緑職陶器椀体部片利用。やや粗いっくりで楕円形を呈する。長さ1.9cm X 1. 4cm，重さ

1.1 gを測る小形品である。 S2区II層出土。

13は，唐津系皿体部片利用。内外面には灰軸がかかる。やや粗いっくりで角ばっている。長

さ1.8cm X 1. 6cm，重さ1.5gを測る。 P2区II層出土。

14は，武雄系童体部片利用。外面は白秘の上に鉄絵が施されている。やや粗い作りで六角形

状をなしている。長き2.7cm X 2. 2cm，重き6.8gを測る。 P2区I層出土。

15は，唐津系油徳利体部片利用。外面は灰白色の刷毛白化粧を施し，光沢をもっヵ、、ラス質軸

がかかる。内面は無利。上縁と左縁部が折断面をそのまま用い，他は丸く打欠いている。長さ

2. 8cm X 2 .5cm，重き5.7gを測る。 K2区II層出土。

16は，唐津系摺鉢休部片利用。粗い打欠きで，六角形状をなす。長き2. 9cm X 2 . 6cm，重き11.7

gを測る。 J3区III層出土。 L3区II層出土の製品に同一個体を利用したものがある。

17は，唐津系窪体部片利用。下縁部は折断面をそのまま用い，他は打欠きを施すが，大雑把

なため 5角形状をなしている。長さ4.Ocm X 3 . 9cm，重さ28.3gを測る。 M3区II層出土。

18は，唐津系童体部片利用。楕円形をなし，長さ6.Ocm X 5 .5cm，重さ58.6gを測り，もっと

も大形の品である。表裏ともに線状のキズがはいり，周縁にはウロコ状の剥落が数ヶ所認めら

れる。 G3区I層出土。

19は，結末由茶椀底部片利用。見込は蛇ノ目状に軸がカキ取られている。高台部を丸く打欠い

ているが，大雑把なっくりで，角ばっている。長さ4.7cmX4.6cm，重さ30.7gを測る。 G3区II

層出土。

20は，唐津系椀底部片利用。見込には暗褐色の不透明和iがかかる。高台部を用いるが，つく
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Fig.36 円繋状陶磁製品法量図

りが粗雑で、方形に近い形状である。長さ4.1cm x 3 . 9cm，重さ17.5gを測る。 J3亙I層出土。

以上，園化した当製品についてとりあげてみてきたが，以下全体的な特徴についてまとめを

行いたい。

時代・時期

出土した75点の内， 5点は中祉の輸入陶磁器，他70点は近世および近世以降の陶磁器を利用

しているが，当製品が破片を再利用するという二次的な製品であるために，かならずしも容器

としての年代と異なる場合も充分に考えられる。遺構出土品であれば時期を限定できょうが，

本遺跡では出土状況から，時代・時期を厳密におさえることはできない。

素材

当製品の素材は，系統的にみると中世輸入陶磁器5点 (6.7%)，近世磁器37点 (49.3%)，近

世陶器33点 (44%) という内訳となり，近世以降の製品が70点 (93.3%) を占める。器種的に

は，警・査 7点 (9.3%)，担鉢6点 (8%)，摺鉢6点 (8%)，不明 1点(l.35%) という内

訳になり，椀類が圧倒的に多い。

使用部位からみると，i本部57点 (76%)，口縁部 6点 (8%)，底部12点 (16%) という内訳

となり ，i本部破片を利用するものが大半を占める。底部は全て高台部を用いている。

大きさ・重量(Fig.36) 

直径(長径と短径の平均値)と重量および、厚さとの関係を示したのがFig.36で、ある。欠損して

いないものおよび一部欠損するがほぼ完形に近い61点についてグラフ化を行った。この法量グ

ラフによって， A-Dの区分ができる。

A類径1.4cm -3. 25cm，厚さo. 3cm -0 . 9cm，重さ0.8g-5.7gを測る小形品。近世磁器21
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点，陶器8点，中世白磁 3点の計32点で，薄手の磁器椀，瓶を利用するものが多い。

B類径2.35cm-3. 8cm，厚さO.6cm -1 .2cm，重さ6.8g-11.7gを測る。近世陶器12点，磁

器 3点，中世青磁 1点の計16点で，陶器体部片を利用するものが多い。

C類径3.35cm-4. 65cm，厚きO.9cm-2 .1cm，重き14.9cm-37. 7cmを測る。大きさにややぱ

らつきがある。 近世陶器 8点，磁器 4点の計12点で，磁器は全て高台部の底部利用である。

D類径5.75cm，厚き1.lcm，重さ58.6gを測る大形品。陶器聾利用。 1点出土。

これらのうち， A類と C類は， A 1類 (10点)， A 2類 (22点)と C1類(7点)， C 2類(3 

点)， C 3類(2点)に小区分できる可能性をもっている。

用途について

当製品については，昭和56年 9月の長崎考古談話会で南高来郡北有馬町の今福遺跡の資料を

基に中間報告を行い，昭和57年には南高来郡西有家町風呂川遺跡の報告書のなかでもとりあげ

簡単に私見を述べたことがある。結論的には，縄文時代から綿々と続く遊戯具の一種と考えて

おり，現時点では宮阪A遺跡の資料は，小型品 (A類)がおはじき，穴一(銭打)に，中・大型

品はお手玉，石ケ 1)として使用されたと想定するが，今福遺跡の資料を中心として総括を行い

た い と 考 え ているので，その機会に詳述してみたいと思う。(宮崎)

註 1 森田勉・横田賢次郎「太宰府出土の輸入中国陶磁器についてJ W九州歴史資料館研究論集 4~ 九

州歴史資料館 1978 

2 宮崎貴夫「円盤状陶磁製品J W風呂)11遺跡、』西有家町教育委員会 1982 
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Tab. 4 円盤状陶磁製品一覧表① (単位 cm、 g)

番号 長径 短径 径平均 l'tさ 重量 素 材 器干垂 部位 欠損 f也区 層位 備考

I 3.3 2.5 2.9 0.9 8.0 中国産 青磁 椀 体 D3 II ① 

2 3.1 0.9 " " " " 官日欠 G2 II 

3 2.9 2.0 2.45 0.9 5.1 " 白磁 " 口 J3 II ② 

4 2.1 1.9 2.0 0.8 4.4 " " " " L3 

5 2.1 1.9 2.0 0.8 5.0 " " " 11 P3 II 

6 1.9 1.7 1.8 0.5 1.9 E並音寺 染付 11 体 D2 I 

7 3.0 1.7 2.35 0.5 3.0 11 11 11 J_J D3 II 

8 2.4 1.9 2.15 0.3 2.1 " 白磁 11 体 D3 II 

9 3.1 0.3 11 染付 11 " 半欠 G2 I 

10 3.6 1.4 11 11 " 高台底 11 G3 I 

11 3.5 2.8 3.15 1.2 7.8 " 11 11 11 J2 

12 4.9 3.8 4.35 1.8 28.0 11 青磁 皿 11 J2 II ⑬ 

13 2.5 0.4 11 染付 椀 体 半欠 J2 II 

14 1.6 1.4 1.5 0.3 1.0 " 11 " 口 J3 
J 

15 2.1 2.0 2.05 0.7 3.6 11 11 11 体 J3 II 

16 1.5 I目5 1.5 0.4 1.2 11 白E輩 持瓦 11 J3 II 

17 2.3 2.0 2.15 0.5 3.2 " 11 11 11 K2 

18 1.6 1.2 1.4 0.3 0.8 " 染付 椀 口 K2 II ③ 

19 2.4 2.3 2.35 0.4 3.9 11 11 11 f本 K2 II 

20 1.6 1.5 1.55 0.4 1.4 H 白石並 " " K2 II 

21 2.6 0.8 11 " 11 11 半欠 K2 II 

22 3.3 2.9 2.7 0.4 5.3 11 染付 H 11 K3 II ⑦ 

23 2.6 2.1 2.35 0.8 5.3 H 白磁 11 11 一部欠? K3 II 

24 3.8 3.8 3.8 0.7 10.2 11 H 盃? 高台底 K3 II ③ 

25 4.1 3.8 3.95 2.1 23.8 11 染付 椀 11 K3 II 

26 1.9 1.7 1.8 0.4 2.0 11 白磁 H 体 L2 II ④ 

27 2.1 1.6 1.85 0.5 2.5 " 11 11 11 一部欠? L2 II 

28 3.9 0.7 11 青磁 11 11 半欠 L2 II 

29 2.1 1.8 l. 95 0.8 3.4 11 白磁 11 11 L2 II 

30 4.2 4.0 4.1 l.3 21.5 11 11 " 高台l氏 L2 II ⑨ 

31 3.1 。.7 11 染付 11 体 半欠 L3 II 

32 l.4 0.4 11 11 11 11 " L3 II 

33 2.6 2.3 2.45 0.5 3.9 11 11 11 11 M2 I 

34 3.3 3.2 3.25 0.6 5.5 11 11 11 11 昔日欠 M2 II 

35 2.7 0.6 11 " 11 11 半欠 M2 III 

36 2‘6 2.3 2.45 0.6 5.1 11 青磁 瓶? 11 M2 IV 

37 2.2 2.0 2.1 0.5 3.4 11 染付 11 11 M3 I ⑤ 
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Tab. 5 円盤状陶磁製品一覧表②

38 3.0 2.3 2.65 0.5 5.2 磁器 白磁 f先 体 M3 IV 

39 5.6 5.0 5.3 l.5 37.7 " 染{す " 高台底 M3 IV 。
40 4.2 1.3 " 白，:!f， 1I1l " 半欠 P3 IV 

41 2.5 2.4 2.45 0.5 4.2 " 染付 椀 f本 S3 

42 2.6 2.3 2.45 l.0 7.8 11 青磁 " 11 S3 II ⑥ 

43 6.0 5.5 5.75 l.1 58.6 陶器 妥 H G3 ⑬ 

44 4.7 4.6 4.65 l.3 30.7 " 椀 高台底 G3 II ⑬ 

45 3.2 3.0 3.1 0.6 7.8 11 ? 

" G4 v 

46 4.1 3目9 4.0 l.0 17.5 " 椀? 11 J3 I ⑫ 

47 3.5 3.0 3.25 0.6 8.8 " 壷? 体 J 3 II 

48 2.5 2.2 2.35 0.5 4.5 " f言鉢 " J3 II 

49 2.9 2.6 2.75 l.1 11.7 " " " J3 III ⑬ 

50 4.9 4.5 4.7 l.7 36.0 " 椀 高台底 J3 IV 

51 2.9 2.5 2.7 0.7 9.2 " 担鉢 {本 J4 II 

52 3.1 1.6 2.35 0.8 8.7 11 百五? " K2 I 

53 2.6 2.5 2.55 0.5 4.8 " 皿 11 一部欠 K2 II 

54 2.8 2.5 2.65 0.8 5.7 11 i由fiE手IJ 11 K2 II ⑬ 

55 2.2 2.0 2.1 0.5 4.7 11 " 11 K2 II 

56 3目4 0.7 " 椀 11 半欠 K2 II 

57 3.0 2.6 2.8 0.7 7.9 11 i'j'，鉢 " K2 II 

58 4.5 3.2 3.85 0.9 17.7 11 主霊 " 一部欠? K2 II 

59 2.7 2目5 2.6 0.7 7.3 11 播鉢 11 K2 II 

60 2.7 0.8 " 椀 " 半欠 L3 I 

61 3.7 3.0 3.35 0.9 14.9 " j!f¥鉢 " 一部欠? L3 

62 l.7 0.3 11 椀 11 半欠 L3 II 

63 2.7 2.4 2.55 1.1 10.5 11 j雷鉢 11 一部欠 L3 II 49と
同一個体

64 3.6 l.4 11 11 11 半欠 L2 II 

65 2.9 2.6 2.75 0.8 7.6 11 J呈鉢 11 M2 II 

66 3.0 2.5 2.8 0.7 7.6 11 11 11 M3 II 

67 4.0 3.9 3.95 l.2 28.3 11 主霊 11 M3 II ⑫ 

68 4.2 3.6 3.9 l.1 22.3 11 t.lf鉢 11 官1¥欠? P2 I 

69 2.7 2.2 2.45 0.8 6.8 11 予~! " P2 I ⑬ 

70 1.8 l.6 1.7 0.5 1.5 " 1IIl 11 P2 II ⑬ 

71 2.6 2.3 2.4 0.5 4.6 11 壷? 11 P3 I 

72 4.1 3.0 3.55 0.7 11.1 11 壷 7 11 S2 i 

73 l.9 1.4 l.65 0.4 1.1 11 kc11:fi曲 椀 " S2 II ⑫ 

74 2.9 2.4 2.65 0.5 5.1 11 京焼系 11 11 S3 I 

75 4.0 3.5 3.75 1.0 19.0 11 J皇全半 11 S3 II 
」ー
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2.石器

① 打製石斧 (Fig.40~ 52) 

打製石斧は総数で259点の出土をみた。その内訳は，完形品47点・基部74点・中間部26点・刃

部112点となる。基本的には，両側辺がほほ、平行し刃部が湾曲する短冊・形と，基部から刃部にか

けて徐々に開いていく按形の 2種類に大別できる。例外として， きわめて大型の鋤的な用途が

推定されるものと，分銅形を呈するもの，刃部を局部磨製した石斧等をあげることができる。

完形・ほほ完形の全様を知りうる47点の資料を分析すると，概ね短冊形とされるものは35点，

接型を取るものは10点，その他の形態のもの 2点となる。

使用された石材は大多数が安山岩で、ある。ごく少数，玄武岩も使用されている。安山岩は，
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Fig.37 打製石斧計調IJグラフ
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宮田A遺跡

遺跡の近傍に普遍的に見られる石材であり，その入手は容易で、あったものと思われる。打製石

斧の主要剥離面の状態から推察すれば，原材としては原聴から打割して剥出したというよりも

むしろ板状の節理に沿って剥落したものを使用したものと思われる。

打製石斧の形態

出土した打製石斧は，少数の例外を除いていわゆる扇平打製石斧といわれてるものの範時に

含まれてしまうものである。打製石斧はその平面形から次の大きく 2形態に分類される。

I型:両側辺がほぼ平行する短冊形を呈するもので量的に最も多いもの。刃部が湾曲し丸みを

帯び、る形状のものと，直線的な刃部を持つものに細分が可能で、ある。

II型:基部から刃部にかけて徐々にその幅を拡大していくいわゆる援型を呈するもので，刃部

が湾曲し丸みを帯びるものと直線的なものに分けられる。概してII型の方が厚い傾向にある。

こうした形態の違いは何に起因するのであろうか。石斧の原材に対しての加工の度合いは按

型の方が短冊型に比べて大きい。しかも援型の方がより部厚〈重い傾向にある。また形態の違

いに臨時するものはほとんどない。このことは，こうした形態の違いが意識的になされたこと

を示していると考えられる。その違いは機能の差を示すものであろうか。

次に石斧の諸元を見てみよう。供給された素材を著しく変革するほどの加工か加えられたも

のは少なしほとんどの場合同面あるいは片面には節理面ないしは主要剥離面をもっている。

その大きさを見ると，長さは 9-13cmに集中し，幅は 5-8cmを取る (Fig.37)長幅比の 2 1 

の線がほぼ分布の中央を通る。刃部のi隔と厚さについてみると，厚さでは 1cm弱から2.5cmの範

囲に集中しておりきわめて斉一性が高い (Fig.39)。扇平打製石斧を特徴づける扇平とはこの厚

きが薄いことを意味するが，宮田遺跡においては節理で剥落した原材を用いており，それが供

給された時点で厚さは決定しており，調整剥離によってそれを減じるということはない。黒丸

遺跡等に比べて厚いものが目立つのはそのためであろう。次に重さは 3点の併外的に重いもの

を除けば， 80gから260gの範囲に入る。重さの分布は， 130 g . 150 -179 g . 230 gの3つが突出

している (Fig.38)。

次に刃部の形状についてみる。 1型 .II型とも，刃部が丸みをもつものと直線的なものとに

分けられる。その違いは使用の状態を示すものではなく，製作の時点で既に意識されているこ

とは折れた刃部の状態から推測される。

使用痕について

宮田遺跡は底湿地帯にあり，幾度となく河川の洪水に襲われたであろうことは想像に難くな

い。その結果，打製石斧をはじめとしてローリングを受けた石器も多く使用痕の認定は困難を

極める。しかし明らかに使用痕と思われるものもあり，それは刃部の周辺に限定されている。

類剖が少ないのでそれが一般的な傾向かどうかは明らかではない。

折れについて

打製石斧はその多くが半分ないしは 3つに折れている。刃部の近い部分ないしは中央部で折
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れている場合がほとんどである。刃部に直交するように折れているものもいくつか見られる。

出土した打製石斧の実に82%は折れており非常に消耗度の高い石器といえる。折れの方向につ

いては規則性は見いだせなかった。

打製石斧は従来縄文時代晩期に通有な石器であるとされている。またその機能については「土

掘り具」という認識はほぼ共通しているものであろう。着柄することが予想されるものである。

緊束痕は看取されないが緊束する部位が想定される部分の調整加工を見ると他の部分よりも大

きくより薄くという傾向がある。折れる場合の部位は中央部が最も多く，刃部に近いものがそ

れに次ぐ。また，直交するような折れ方の例もあり，ある程度の使用状況の復元が可能である。
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Fig.44 打製石斧実ifflJ図 ⑤ 
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~ョ d伽

Fig.52 打製石斧実視IJ図 ⑬ 

② 親j片石器

石錦 (Fig.53~57) 

総数200点あまりの石銑が出土したが，図示したものは105点である。石質はそのほとんどが

黒曜石であり，ほんの数点が安山岩である。概して，安山岩製の石鍛の方が大型で、ある (Fig.53

19，54-2・12・22，55-13・16・18・19)。形態的には大きく分けて次の 3種類に分類できる。

I型・凸基を持つもの。基部の扶りには深浅があるがここでは一括して扱った。

II型:直線的な基部を有するもの。

III型:凹基を持つもの。

1型に属するものが量的には最も多く，主体的な位置を占めるものと思われる (Fig.53，

54)。挟りの深浅・脚部の在り方等で細分も可能で、ある。また，局部磨製石鍛・剥片も検出され

ており，必ずしも単一な時期の所産ではない。 II型は基部が直線的なものである (Fig.55，56-

1 ~6)。その中には平面形が五角形をなす特異なものがあり特筆されよう。 III型は基部が丸みを

帯びるものである。先端部も 1. II型に比べて鈍角である。黒丸遺跡の報丈中で稲富裕和氏は

III型をサイド・プレイド?と認識しているが，ここでは一応石銑の範時に含めることとしたいo

Fig.58-1は尖頭器的な・形状の石織である。黒曜石製で非常に了寧な加工が施されている。

石槍 (Fig.58-2・3，59-2) 

Fig.58-2は黒曜石製の石槍である。粗い調整剥離で未製品かとも思われる。主要剥離面は除去

されているが，白然面を一部残す。 Fig.58-3は安山岩製の石槍である。形態的につぐめの鼻遺跡

で出土した石話に酷似するがここでは弥生時代の石槍と認識する。Fig.59-2は両端を欠くが調整

のあり万から判断して石槍とした。安山岩製である。

サイド・ブレイド (Fig.58-4・5・7)

石銑のIII型との区別が難しいが， ここでで、は長さと l申幅h隔話の比が2対 1J2)，以ゲユ‘上のものをサイド.フブブ、や、

イドとした o F日ig.58-4'寸5.70 4は調整がややラフでで、あるが， 5と7はともに黒曜石の縦長剥片を
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使ったもので調整のあり方が非常によく似ている。

石錐 (Fig.58~ 6 ) 

黒曜石の不定形剥片を素材とする。基部から先端部にかけて 4表裏両方向からの丁寧な二次

加工が施され，断面は菱形を呈する。

石匙 (Fig.58~ 8 ) 

縦長の分厚い石匙である。安山岩製。つまみ部の一部に自然面を残し作り出しも粗い。表面

に主要剥離面を残すが，刃部の形成は割りと丁寧になされている。
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削器

Fig.59-1・35，60-13。すべて安山岩製である。 Fig.59-1は左側辺に細かい調整で刃部が作ら

ている。 Fig.59-3 -5， Fig.60一 1-3はいずれも不定形剥片を素材としている。刃部加工の

態様は一様で、はないが，概して粗雑な感がある。

石核 (Fig.61-1 -6 ) 

出土した石核は，いずれも黒曜石製の石核で，安山岩製のものは検出されなかった。原材に

は，伊万里!腰岳原産と思われる黒曜石を使用している。石核の一部に残されている自然面を観

察すると，おおよその原石の形状は鶏卵を若干大きくした程度の丹際かあるいは角擦と思われ

る。 Fig.61-1は底面及び背面に自然面を残し，原形は角喋状を呈する。打面には調整剥離が施

されているようにみえるが打面調整とするには跨賭するところがある。最後に剥出された剥片

は長さ 2cmあまりの寸づまりのものである。 2は残された自然面から円離を素材とするものと

思われる。打面調整はない。 3は底面の一部に自然面を残している。角喋。細石刃に近い縦長

の剥離痕が看取される。 4は両面加工の石器によく似たものであるが白然面の残り方からここ

では石核と認識した。 5はどちらかといえば分厚い剥片とも言えないことはないが， 2条の剥

離痕が見られることから石核と考えた。 6は背面に自然面を大きく残し原形の推察が容易な石

核である。径4cm余りの円際である。

基本的には打面調整はなされていない。打面には自然面を使うこともあるが，剥片を剥出し

た部を使うことの方が多い。また打面はアトラン夕、、ムに移動しており規則性は見いだすことが

できない。

石核に残された剥離痕から推測すると剥出した剥片の長さはせいぜい 2cmどまりである。剥

片剥離が進行した結果を示しているのであろうか。 4・5を除いてはまだ剥離作業は十分可能

だと思われる。

不定形割j片 (Fig.61-7 -12) 

この種の剥片は相当数出土しているがここでは 6点を図示した。横長の剥片・寸づまりの剥

片など定形化していないことが特徴といえるかもしれない。一見すると打面調整制片かと思わ

れるようなものもある。

縦長剥片 (Fig.62，63， 64) 

ここでいう縦長斜片とは，概ね長さが幅の 2倍以上のものをきす。図示した縦長剥片につい

ては次のような特徴を指摘できる。まず，長さはほぼ 3-5 cmの範囲に幅は 1-2cmのそれに

ほとんど集中し斉一性が強い。自然面を持つものが多い。打萄はほとんど調整されておらず，

自然面を打面とするものも多い。剥片に残された打商の厚さは広狭様々で，一定していない。

打面の厚さの違いは剥片の厚さにも関連している。このような打面の厚きの違いは直接打撃に

よるものと理解される。平面形はバラエティに富んでおり定形的なものはない。

ここで問題となるのはこうした縦長剥片を剥出した石核が存在しないことである。前述した
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石核に残された剥離痕は到底この長さを満足させえないのである。石核を残核と見るならば 3

cmの長さの剥片を取れなくなった段階で放棄するのが妥当であろう。ここではむしろ縦長剥片

を剥 出 し た 石核が出土しなかったという事実を強調しておきたい。(川道)

③ その他の石器

Fig.65-1はスクレイパーで、ある。刃部を除いて欠損する。安山岩の横剥ぎの剥片のー単を加

工し刃部を作る。 2， 3は石ノミ型の偏平片刃石斧である。共に粘板岩製である。 2・現存長

4.3cm，幅2.3cm，厚きO.8cmを計る。両面共に良〈研磨を行なう。 J-3区4層出土。 3.偏平

片刃石斧の未製品である。大まかな形を整えた段階のものであろう。 4・紡錐車である。緑色

片岩製で，断固台形をなす。直径3.8cm，厚み1.5cmてい中央部に径7酬の孔を穿つ。 34gを計る。

全局を良く研磨している。

Fig.66-1は蔽石である。多孔質の安山岩で，一部に使用痕が残る。 2，3は砥石である。共

に砂岩製。 2.方柱状に形を整えるが一部欠損している。使用痕は片面のみに残る。 3.やは

り方柱状の形を取る。片面のみを使用する。 4.滑石製の石錘である。径12.2cm，厚さ 7cm， 

重さ1.62kgを計る。断面かまぼこ形で中央部に径3.5cmの孔を穿つ。 5・緑色片岩製の打製石斧

である。片面の一部を剥落しており，現存長 9cm，幅4.4cm，厚さ 2cmを計る。全周にローリン

グが認められ，剥離痕が不明瞭で、ある。 6.蛇紋岩製の磨製石斧である。半分を欠損する。両

刃を持つが，全周にローリングが認められる。 7.スクレイパーである。安山岩の偏平蝶を加

工し，刃部を作る。両サイドに刃部をつくったかどうかは剥落がある為不明。 1， 2， 3， 7 

はK区4層出土。 4はG-3区4層中出土である。

Fig.67は砥石か。安山岩で両面平坦で、ある。 J-2区4層出土。 (高野)
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Fig.67 砥石実測図 (1/4) 
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Tab， 6 打製石斧法長表 完形

No. 万3 宵，，，-，邑 長き 中首 長き 重き 出土地点 J市図 No.

I 短冊Jf; 11.2 7.3 1.7 187 J 2 -IV 

2 援形 10.6 5.4 2.4 154 J 3 -IV Fig， 43-6 

3 短冊形 11.1 5.1 2.5 177 1vI2-II Fig， 40-3 

4 fI 11.4 4目8 2.1 161 G3-III Fig， 42-2 

5 fI 11.3 5.4 1.8 150 S3-III 

6 " 12.5 5.7 2.5 255 1vI2-III Fig， 40-2 

7 fI 12.3 6.4 2.3 243 1vI3-III Fig. 42-7 

8 " 10.2 5.2 2.1 138 P 2 -IV Fig， 40-7 

9 fI 9.0 5.6 1.3 109 K3 -IV Fig. 40-6 

10 " 9.7 7.0 1.9 151 G2-III Fig， 41-2 

11 fI 10.8 7.3 1.4 153 

12 " 11.2 6.1 2.7 237 J 3 -IV Fig， 40-8 

13 fI 10.5 6.1 l.4 130 K 2 -IV342 

14 H 10.9 5.3 1.6 129 J 2 -IV Fig. 41-1 

15 H 9.6 5.4 1.6 126 

16 fI 9.4 4.5 l.4 95 K2-7 Fig. 40-1 

17 援形 12.4 6.7 2.7 239 K2-III Fig， 41ー 7

18 短冊形 10.7 5.4 2.0 162 S3-III Fig. 41-5 

19 fI 10.7 6.5 1.8 166 P2-II Fig. 40-4 

20 H 9.3 4.5 1.4 91 D3-II 

21 fI 10.4 5.5 1.4 96 G4-II 

22 H 9.5 5.2 1.4 90 G3-III Fig. 42-5 

23 fI 13.1 6.8 2.4 238 G2-III 

24 fI 11.1 6.5 2.3 189 K3 -IV Fig. 41-3 

25 援形 12.0 8.0 2.3 234 N4-III Fig. 42-6 

26 " 11.3 7.7 2.2 207 S 2ー IV Fig， 41-6 

27 短冊形 9.5 6.0 2.3 172 J2-III Fig， 42-4 

28 fI 10.2 6.5 l.8 147 K3 -IV Fig， 42-4 

29 H 9.9 5.7 1目5 134 J 2 -IV 

30 fI 11.9 5.6 l.6 136 J 3ー IV

31 fI 11.0 6.0 1.8 168 K4-V 

32 fI 12.5 6.4 2.4 240 G2-II 

33 援形 10.5 7.4 1.l 103 K 2 -10 

34 短冊形 10.9 5.6 2.0 154 K3 -IV Fig， 40-5 

35 fI 13.0 6.8 l.6 172 J 3ー IV

36 援形 14.6 7.7 1目8 134 S3-III Fig， 43-4 

37 短冊形 10.6 5.7 l.5 134 G4-II 

38 fI 10.3 5.2 1.5 119 lVI 2 -III 

39 fI 23.6 13.0 2.4 873 J 2 -IV FIg. 44-1 

40 fI 16.5 12.5 2.1 632 G2-II Fig， 44-2 

41 擦形 13.2 9.9 2.4 423 G2-III Fig， 41-8 

42 短冊形 13.0 5.8 2.2 175 S3-III Fig， 43-2 

43 J努形 13.2 6.8 1.6 173 G2-II Fig， 43-3 

44 fI 13.4 7.4 2.0 231 lVI2-III Fig. 42-3 

45 匁jll]形 10.4 8.1 l.4 167 M3-III 

46 fI 15.8 6.8 1.5 224 J 3 -IV Fig， 42-1 

47 援形 8.5 4.3 2.1 83 L3-II Fig. 43-5 
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Tab. 7 打製石斧法量表 基部

No. 青3 態 長き 厚き 重さ 出土地点 f甫図 No

l 7.5 6.2 1.4 98 K3-IV Fig. 45-1 

2 8.5 6.5 1.9 139 J 2 -IV Fig. 45-9 

3 9.9 6.8 2.5 192 JS-III Fig. 45-5 

4 8.5 6.3 1.1 85 G2-III Fig. 45-12 

5 8.2 6.4 1.4 75 J 2 -IV Fig. 45-10 

6 11.0 6.2 1.9 179 J 2 -IV Fig. 45-3 

7 6.7 6.4 1.5 96 J 2 -IV Fig. 45-11 

自 7.4 5.8 1.6 70 J 2 -IV 

9 8.6 4.9 1.8 107 G3-II Fig. 46-2 

10 9.7 4.9 1.9 109 S 3 -IV 

11 7.8 5.6 2.1 131 G3-II 

12 12.0 7.0 2.4 217 表採

13 11.2 6.9 1.6 154 J4-III 

14 10.1 5.5 2.2 189 G3-III 

15 9.4 5.8 1.9 93 K4-V 

16 11. 6 5.4 2.5 212 2 -IV Fig. 46-5 

17 7.2 6.7 1.6 119 D3-III Fig. 46-4 

18 6.9 7.8 1.2 68 K 4 -IV 

19 7.8 6.3 1.3 103 G2-III Fig. 45-8 

20 7.5 6.3 1.3 100 G2-III Fig. 46-6 

21 1.0 5.9 1.9 143 J 3 -IV Fig. 45-4 

22 7.2 5.8 1.4 96 D2-III 

23 6.0 6.7 l.0 46 D2-III 

24 7.6 6.4 l.7 124 G3-II Fig. 46-12 

25 10.0 5.0 2.2 154 G2-III Fig. 46-3 

26 5.4 4.8 l.1 37 D2-II 

27 6.1 7.5 l.5 113 K 2 -123 

28 10.2 7.3 1.8 230 J 3 -IV 

29 6.3 8.6 l.1 95 D3-II 

30 8.2 5.3 l.5 102 D3-II 

31 8.1 7.7 l.8 161 D2-II 

32 7.1 5.6 l.3 77 K3-lV 

33 10.1 6.2 1.6 132 M3-III 

34 6.2 6.1 l.4 73 D3-III 

35 7.6 6.3 l.8 124 K2-III 

36 8.7 5.6 2.3 120 J 4 表採 Fig. 46-1 

37 8.8 6.0 l.5 109 D2-III 

38 5.6 5.3 1.3 48 S3-III 

39 5.5 5.5 l.3 54 D3-II 

40 8.3 5.5 l.4 92 D2-II Fig. 47-9 

41 10.9 7.9 1目3 146 G 3-IV Fig. 46-10 

42 l.7 7.5 2.6 219 J 3 -1V Fig. 46-6 

43 7.9 6.7 0.9 73 P 2 -IV 

44 6.3 4.5 l.2 46 J 3 -1V Fig. 46-14 

45 7.6 5.1 l.6 83 D2-III Fig. 45ー 7

46 7.1 5.9 l.3 76 D2-III 

47 7.7 6.2 l.6 102 M2-III 

48 5.4 4.9 l.8 60 J 2 -IV 

49 7.1 5.2 1目5 91 J3-V 

50 8.1 5.8 l.2 92 G3-III 

51 8.6 8.8 l.2 120 J 2 -IV 

52 6目7 4.5 1目2 46 G3-III 

53 10.0 6.6 1.1 117 P3-III 

54 7.6 5.8 l.1 74 J 2 -IV 

55 10.1 7.7 l.5 156 G4-II 

56 8.3 4.5 1.6 」一空 D2-III 
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Tab， 8 打製石斧法量表 基部

No. 耳3 肯!!1、 長き 市高 厚さ 重き 出土地点 挿 131 No. 

57 10.3 5，2 1.8 138 G2-1II 

58 9.2 7.0 1.4 100 D3-1II 

59 7.2 7.3 1.8 141 D3-1II 

60 8.2 5.3 1.3 71 D3-II 

61 4.9 4.7 2.2 72 G2-1II 

62 14.8 10.2 2.1 339 D3-1II 

63 10.1 6.8 1.6 141 K4 -IV 

64 8.7 6.5 2.4 153 G3-II 

65 9.4 7.7 l.5 166 J 2 -IV 

66 7.1 5.0 2.2 99 G2-1II Fig. 46-13 

67 15.0 8.9 2.6 146 M2-1II Fig. 46-6 

68 8.9 5.8 1.5 116 G2-V Fig， 45-2 

69 7.5 6.8 l.6 105 K4-V Fig， 46-8 

70 9.9 7.3 2.0 160 G3-1II Fig. 47-7 

71 7.5 6.2 1.2 89 J 2 -[V Fig， 47-11 

72 7.9 7.3 l.6 133 M2 -IV 

73 8.0 6.3 1.5 82 G 3-[V 

L_'7_4 11.0 5.5 l.3 98 J 2 -IV 

打製石斧法量表 中間形

討。 牙3 態 長き 市話 厚さ 重き 出土地点 挿図 No.

1 5.4 6.3 1.3 68 J 2 -[V 

2 7.6 5.4 l.7 120 K3 -IV Fig， 47-1 

3 6.9 7.4 1.1 64 K3-1II 

4 8.5 6.8 1.5 124 J 3 -[V 

5 11.3 5目6 2.3 172 K 2 -603 Fig， 47-2 

6 10.8 7.8 1.6 164 P 2 -[V 

7 6.8 5.4 1.3 74 G3-11I Fig. 47-8 

8 4.1 7.8 1.2 60 G3-1II Fig， 47-9 

9 6.6 5.3 l目6 82 D2-1II Fig， 47-4 

10 7.3 6.1 2.3 143 M2-1II 

11 6.9 5.6 1.4 99 G3-II Fig， 47-7 

12 6.3 5.8 1.7 104 J 2 -IV Fig. 47-5 

13 7.9 5.7 1.8 112 恥12-1II Fig. 47-10 

14 4.7 5.5 1.2 42 G2-II 

15 5.8 6.0 1.8 104 G2-11I Fig. 47-6 

16 3.8 6.2 1.0 33 K2-1II 

17 6.8 6.0 1.3 74 G2-11I 

18 5.4 9.4 1.7 127 D3-II Fig. 47-3 

19 6.0 6.2 1.0 52 P 2 -[V 

20 6.9 7.5 l.2 90 J4-11I 

21 3.9 5.4 1.4 39 G4-II Fig. 47-11 

22 7.0 7.0 1.0 58 G2-1II 

23 8.8 6目4 l.6 97 G 3 -[V 

24 7.2 5.3 1.7 91 G2-1II 

25 5.6 5.7 1.6 68 G2-II 

26 6.0 6.6 1.3 57 M2-1II 
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Tab. 9 打製石斧の法量表 刃部

No. 牙3 長き 中高 厚き 重き 出土地点 挿図 No.

1 7.9 8.7 1.5 143 J 3 -IV Fig. 51-1 

2 5.4 5.6 0.9 34 J 2 -IV Fig. 48-4 

3 5.8 6.0 1.1 51 J 2 -IV Fig. 51-4 

4 7.3 7.5 1.5 95 J 3 -IV Fig. 51-7 

5 7.5 8.3 1.1 93 K3 -IV Fig. 51-10 

6 7.3 8.1 1目7 142 J 2 -IV Fig. 51-5 

7 3.4 5.2 1.0 25 G3-III 

8 5.8 4.8 0.8 30 J 3 -IV Fig. 51-8 

9 6.9 8.3 1.0 72 J 3 -IV Fig. 51-11 

10 10.2 4.8 1.6 126 S3-III Fig. 51-3 

11 8.0 6.5 1.5 111 G3-II Fig. 51-6 

12 4.0 6.4 1.7 50 J 3 -IV 

13 5.1 6.4 1.1 53 D2-III Fig. 51-9 

14 8.4 5.8 1.8 107 K4 -IV 

15 10.2 6.7 2.6 232 S 2 -IV 

16 7.6 6.1 2.0 160 P 3 -IV Fig. 51-12 

17 8.7 6目9 2.2 142 N4-III Fig. 52-1 

18 7.8 6.9 2.1 148 G2-II 

19 10.5 7.1 2.1 234 K3 -IV 

20 4.5 7.9 1.1 58 G2-III Fig. 48-7 

21 9.6 7.3 1目3 133 J 3 -IV Fig. 49-4 

22 6.2 8.0 1.6 104 J2-III Fig. 48-9 

23 8.2 5.6 1.3 98 P2-III Fig. 48-12 

24 10.0 7.6 1.4 130 D3-III Fig. 48-2 

25 7.4 7.2 2.0 144 D3-II Fig. 48-5 

26 5.0 6.1 1.3 47 G2-III Fig. 48-3 

27 9.7 7.3 1.1 118 D3-III Fig. 48-10 

28 8.8 6.7 1.7 148 G2-III 

29 8.8 7.6 1.7 154 K 2 -120 Fig. 50-13 

30 8.5 10.1 1.3 140 G2-III Fig. 48-13 

31 5.8 7.7 0.8 57 K 2 -54 

32 6.3 5.5 1.7 80 G2-II 

33 9.5 7目4 1.4 120 K4 -IV 

34 5.7 6.6 1.1 70 J 2 -IV Fig. 48-6 

35 4.8 6.5 1.2 44 J 3 -IV 

36 4.5 6.6 0.9 35 D2-II 

37 9.8 8.1 1目4 127 K2-III 

38 7.3 7.4 1.8 116 K3 -IV 

39 7.8 6.0 1.3 93 K4-V Fig. 48-11 

40 7目。 5.4 1.2 63 P2-III 

41 6.6 7.5 1.8 108 D3-III Fig. 48-8 

42 7.5 6.3 1.3 94 G2-III Fig. 48-14 

43 5.0 5.5 1.5 63 S3 

44 8.8 7.9 1.5 140 G3-III Fig. 50-1 

45 5.4 7.8 1.4 74 J 2 -IV 

46 6.7 8.7 2.0 158 G3-II 

47 4.8 8.4 2.2 117 D3-II 

48 9.4 6.7 2.0 147 J4-III Fig. 50-8 

49 8.0 6.7 1.7 152 乱12-III Fig. 50-2 

50 8.6 9.0 1.3 136 G 3 -IV Fig. 50-3 

51 10.5 6.5 1.6 143 K4-V Fig. 50-6 

52 8.0 8.3 1.2 123 P 2 -IV Fig. 50-9 

53 5.9 6.9 1.4 68 D3-II 

54 6.9 10.5 1.8 126 J 3 -IV Fig. 50-1l 

55 7.8 7.7 1.3 116 J 3 -IV Fig. 50-10 

56 4.5 6.1 1.2 52 D2-III Fig. 50-7 
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Tab， 10 打製石斧法量表 刃部

No. 形 肯b巨、 長き 中高 1手さ 重き 出土地点 持f.I] No. 

57 7.3 7.9 1.3 106 D3-III 

58 11.3 8.1 1.4 150 J 3 -IV Fig. 49-6 

59 10.1 7.0 1.5 168 1vI3-III 

60 13.0 10.2 1.9 331 J 3 -IV 

61 5.2 6.9 1.1 55 G3-III Fig， 49-11 

62 9.6 8.9 1.4 132 K3-IV 

63 4.2 5.5 1.3 37 D3-III 

64 4.3 6.8 1.6 57 G4-II 

65 8.5 6.4 1.4 89 J4-III 

66 7.6 6.9 1.3 88 J 2 -IV Fig. 49-10 

67 6.7 7.9 1.5 75 P 3 -IV 

68 11.4 8.6 1.3 184 J 3ー IV Fig， 49-8 

69 5.4 7.0 0.8 49 J 2 -IV Fig. 49-9 

70 6.3 6.5 0.8 44 G2-III Fig， 49-12 

71 6.5 8.3 1.1 85 J 3ー IV

72 6.9 6.3 1.0 73 J 2 -IV 

73 4.5 7.1 1.1 39 G3-III 

74 9.2 7.8 1.5 137 G4ー II Fig， 49-7 

75 7.8 4.2 1.8 80 G2-I1I 

76 5.9 5.8 1.8 69 G2ー III

77 6.5 9.1 1.7 101 G3-III 

78 10.6 6.4 1.7 153 G2-II Fig， 50-5 

79 3.5 5.9 0.7 17 G2-III 

80 5.4 7.3 1.1 46 K4-V 

81 8.6 8.5 1.2 148 G2-III 

82 7.0 7.0 1.0 65 D3-III 

83 8.0 8.0 0.9 76 G2-III 

84 4.7 5.1 1.0 34 K2-III 

85 9.8 9.5 1.7 219 K 2 -IV355 

86 6.7 8.0 1.1 75 P 2 -IV 

87 7.1 5.7 1.3 98 G4-II Fig. 50-4 

88 9.1 7.7 0.9 80 P 2 -IV Fig. 49-5 

89 8.1 8.4 0.9 91 K3-IV 

90 11.2 11.1 2.2 394 K 2 -561 

91 5.3 8.0 1.1 58 K4-IV 

92 5.0 6.7 1.3 54 K3 -IV 

93 6.5 6.5 1.3 82 G2-II 

94 6.9 6.0 2.2 140 G2-II 

95 7.4 6.7 1.2 76 G2-III 

96 9.7 5.6 1.2 94 G2-III Fig， 49-3 

97 8.1 8.9 1.0 106 G2-III Fig， 51-2 

98 7.7 8.4 1.3 96 G3ー IV Fig， 49-2 

99 5.7 7.1 1.8 109 K4-II 

100 5.2 6.3 1.0 48 S3-III 

101 6.7 6.4 1.2 77 J 2 -IV Fig， 49-1 

102 5.8 6.6 。7 41 G3-IV 

103 5.1 7.0 1.0 42 K2-III 

104 4.2 6.1 0.9 33 M3-III 

105 4.0 7.7 1.4 55 G3-II 

106 8.4 10.2 1.1 141 K4-V Fig. 52-2 

107 6.1 7.4 1.1 75 G3-IV Fig， 48-1 

108 12.4 7.7 1.4 147 G3-II 

109 4.5 7.7 0.8 34 G3-III 

110 11.4 5.5 1.8 151 K4 -IV Fig， 50-12 

111 7.8 6.7 1.5 93 表採

112 5.8 9.1 2.1 139 G3-II 
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IV 京念括

官同A遺跡は，現標高3.5m-4.5mの低地に位置する。 遺跡の南側には現在千綿川iが流れて

いるが，幾度となくその流路に変更があったことは容易に想像がつく。事実，土層の堆積状況

をみても，明らかに氾濫原であった時期があり，全てではないが，遺物の出土状態に二次堆積

の様相も認められる。しかし，J， K区を中心とする微高地では，柱穴状ピットや集石土墳，

そして不定型土墳などの遺構に加えて，遺物の出土にまとまりがあり，異なった時期の生活面

が認められる。出土遺物の特徴からすると，縄文晩期，弥生中期，弥生後期，そして中世の一

時期ということになろう。

この内，縄文晩期の一括資料は重要で、ある。すなわち，晩期後半に属するものと思われる扇

平打製石斧が300本以上出土したが，その 8割は妓損しており，極めて消耗度の高い石器である

ことを示している。この種の石斧を農耕に関連付けて考えることが許されるならば，この時期

には，特に好条件とも思われない地域まで可耕地として開拓し始めた可能性が出てくる。大村

市の黒丸遺跡でも同様の趣旨の問題提起がなされている。

弥生土器は中期を中心として，後期後半までの土器が出土している。

このような中で，注目されるのは，台付聾の出土である。本遺跡では，底部高台だけの出土

で，胴部との連続が見られないため器形の全容が不明であるが，口縁部が，<J の字に折れ，

倒卵形の胴部に接続する警である可能性が強い。この種の窪は，肥後地域を中心として分布す

る所謂黒髪式系の土器であり，本県の近年の弥生遺跡の調査では，有明海を挟んで肥後地方と

対峠する島原半島は勿論，諌早地区，大村地区などの県南地域では中期後半以降ごく普通に見

られるようになるなど，かなり斉一性の強い土器であることが分かつてきた。

ただ，この種の土器の分布範囲には地域的な差異が認められる。つまり，宮の本遺跡，里由
討 3 註 4 諸 5

原遺跡，原の辻遺跡，カラカミ遺跡など佐世保以北の県北地域の代表的な弥生遺跡ではいまだ

北九州系の土器が凌駕しており，その分布の境界は現在のところ東彼杵郡から川棚町を結ぶ東

彼杵郡あたりに相当する。なお，五島列島では西南部の一部を除いて，その証拠に乏しいのが

現状である。この問題については，研究の余地がある。(高野)

註 1 大村市蒸丸遺跡調査会 「黒丸遺跡J 1980 

2 佐世保市教育委員会 「宮の本遺跡」 佐世保市埋蔵文化財調査報告書 1980 

3 長崎県教育委員会 「里田原遺跡・図録」 長崎県文化財調査報告書 第14集 1972他

4 長崎県教育委員会 「原、の注遺跡」 長崎県文化財務査報告書第26集 1976他

5 長崎県勝本町教育委員会 「カラカミ遺跡」 勝本町文化財調査報告書 第3集 1985 

6 宮崎貴夫氏教示
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I 調 査

1.地理的位置

名切D遺跡は，東彼杵町彼杵宿郷名切に所在する。大村湾東側の彼杵宿郷と千綿宿郷との間

舌状台地の先端部標高55~70m に位置する。遺跡及び、遺跡周辺は畑地で，特にミカン畑がその

大半を占め，農道を狭んで北側には町民グランドがある。(町田)

2.調査の概要

昭和61年 8 月 25 日 ~10月 9 Bの聞に，遺跡の対象面積1，640m2の内1，100m'を謂査実施した。

調査は、工事路線名切地区の中心杭 (STA121+40)と (STA121十60)とを結んだ線を主軸に

南北を1. 2. 3…，東西をA. B. C…として， 5X5mの調査区を設定した。

遺構では集石 3基を検出し，遺物では縄文時代中期の土器片，石鍛，黒曜石剥， JlI世陶磁器

等の出土があった。(町田)

3.土層

土層の堆積状況は，基盤まで一部分深くなるところもあるが，全体的に非常に浅い。しかも

耕作土直下が基盤である所も多く認められ，良好な堆積とはいえない。また，本遺跡の地形全

体からも予想されることであるが，斜面の上の方が幾分か基盤まで浅く，下の方が比較的にや

や厚い。

土層図は地形に従い，北東から南西に下る斜面を横切るように一つ (a~b~c) とその斜

面に沿って一つ (a~b~c) を調査区のラインにあわせて設定し実測，作成した。土層の状

況は次のとうりである。

-第 1層・・・表 土

・第 2層…耕作土

-第 3層…j昆I深暗褐色土層

.第 4層…暗褐色粘質土層

ミカン焔として利用きれていた時から今日までの表土

ミカン畑以前に畑として利用されていた持の耕作土

風化際が多少混入、粘性しまりともに弱い

大きな喋が多少混入する，ややしまっている。

第 3，第 4層は遺跡範囲の斜面の下った一部分に認められた程度で全体的な堆積はない。な

お， H-6付近の第 3層中からは比較的に遺物が検出されたが，包含層とは考えにくい。

(伴)
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II 遺構

3基の集石遺構が検出された。

-第 1号集石・・・・ C-7区，第 2層直下に基盤を掘り込んだ状況で検出された。ほぽ東西に長

軸を有し，小判状の平面形を呈している。掘り込みの規模は67X55cm，深さ20cm程度で、3基中

では最も大きい。石は拳大程のものが多く 50~60個くらいで、床面までやや厚〈認められた。

覆土は暗褐色土で，一部に若子ではあるが炭化物が検出された。

-第 2号集石....C-6区，第 1号集石と同じく基盤を掘り込んだ状況で検出された。北西~南

東に主軸を有し，楕円状の平面形を呈している。 65X 50cm，深さ 15cmを測る。拳大の石が40~50

個程密集するが，他の 2基と比べてやや浮いたような状態であった。

-第 3号集石・・・・ H-5区，第 2層上面より検出された。先の 2基と比べると小型で、，直径お

よそ30cmの円状の平面形をなす。深さは18cmくらいで、パラス位の石が床面まで厚く認められた。

3基とも，規模や含まれる石の状態，検出された面など多少の違いは見られるものの，全体

的に石の残存状況は非常によいといえよう。しかも，本遺跡全体の遺物量の希薄な面も手伝っ

てか，集石遺構からの遺物の出土は一点もない。従って，時期の判別はもとより，その性格も

判然と確証のつかめる状況ではない。今日，集石遺構は縄文時代早期墳の遺跡を中心に県内を

初め県外からも多く発掘例が見られ，炉土!I:(蒸し焼き炉)としての用途が定着化しつつあるが，

本遺跡のものについてはその可能性があるという程度にとどめたい。(伴)

凹出土遺 物

本遺跡では，先にも述べたように土層の堆積状況が悪い。従って検出された遺物も非常に少

なし中にはかなりのローリングをフかがわせるものもいくらか認られる。また，時代別にみ

ると少ない遺物量ながらも，縄文時代のものから中世の輸入青磁や近世，現代にいたるまで幅

広く出土している。

1.石器

出土した石器は全部で42点と非常に少ない出土で、ある。器種別に見てみると，石鍛が17点，

スクレイノfーが3点，加工痕のある石器 2点，模形石器 1点，で残りはすべて，剥片や砕片で

ある。

-石鍛一 1~17は石織である。 1 は 11佐一基部に扶ぐりがなくはり出しているものである。 2 は側

縁がはり出しており，基部は直線状より若子内湾している程度である。 3は脚部を一部欠損す

る。側縁は部分的で、はあるがわずかに鋸歯状になる。 4は小型のもので，全体にパティナが認
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Fig.6 出七遺物一石器②

められる。 5は函を見てもわかるように先端部が左右対称になっていない。片方の脚部を欠損

する。 8は先端部と両脚を欠損する。 7は石銑としての形はとどめないほどの欠損をなすが，

加工の状況などから石織としてあつかった。 8は表裏に主要剥離詞を残す，二次加工の状況は

側縁に多少手を加えた程度で裏面はほとんど主要剥離面のままである。 9は裏面に大きく主要

剥離面を残す，二次加工はやや籾雑である。 1日は先端部，雨脚部ともに欠損している。やや肉

厚の感じである。 11は先端部，片脚部を欠損する。側縁は多少内湾している。 12は先端の一部
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を欠損する。 13は先端部，片脚部を欠損する。 14は完形品で全体に丁寧な二次加工を施す，間

縁はほぼ直線状となり若干鋸歯状をなす。 15は先端を一部欠領する。丁寧な二次加工を施し，

脚部の扶ぐりはやや深くなる。 16は片脚部を欠損する。比較的に細身の感じのするもので，二

次加工は丁寧。 17は先端の一部と片脚部を欠損する，二次加工は丁寧。いわゆる鍬形鍛である。

1・2・7・10. 11 . 15・17は漆黒色の黒曜色(黒曜石A)製， 3・8・14は灰青色の黒曜石

(黒曜石B)製， 4・5・6・9・12・13・16は灰白色の黒曜石(黒曜石C)製。

・スクレイパー 18は剥片の素材の状況に，若干の刃部加工を施している。一部に自然面を残

す。黒曜石A製。 19は安山岩製で全体にパティナが目立つ，一慨縁に刃部加工を施す。 20は全

体にパティナが認められる。刃部加工は側縁の一部分を直線状に細かく施している。黒曜石A

製。

・加工痕のある石器 21(土表裏全体に二次加工が認められ，かなり薄いものである。スクレイ

パー的な要素の石器と考えられる。 22は安山岩製で側縁におおまかな二次加工が施される。折

れもしくは欠損しているものと考えられる。加工の状況から石斧などの機能が考えられよう 0

・模形石器 23は模形石器で上下に多少つぷ:t'lた痕をもっ。黒曜石B製で，全体にパティナが

認 められる 。 ( 伴 )

2. 土器

土器の出土は全部で30点あるが文様や器形を判別できるものは一点もない。1， 2点ほど土

師器片らしきものがあるほかは縄文時代の土器が大半をなす。なお，縄文時代の土器片の一点

に沼・石を含むものもある。

3. 中世の遺物

中世の遺物は，輸入青磁の高麗青磁片と元代の青磁片がある。いずれも， 14世紀の所産と考

えられる。また，青磁片のほかに石鍋の破片と考えられる，滑石片が5点出土している。

4.近世の遺物

表土層からの出土ではあるが，近世のものと考えられる土錘と円盤状 陶磁製品がある。

a 土錘

出土点数15点中，完形品あるいは完形品に近いものが7点ある。最長では， 1・5・7が 4cm 

を越えるか，あるいは，予想されるものである。他はほぼ同様な長きであろう。ただ， 15.は中

央に講を表裏に持つ幅の広い土錘である。

b.円盤状陶磁製品

これは，陶器片，陶磁片を意図的に周辺加工をしたもので，遊び具として考えられている。

出土点数10点。( 阿 回 )
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Tab.1 土鍾計ì~IJ表

i童物 出土地区 最ー 長 3口反 幅 干し 径 重 量 1詰 考

番号 ( cm ) ( cm ) ( cm ) ( cm ) 

1 九名D B-6H 3.85 1. 70 0.65 8.40 フeロ;)f:ノ4ロ仁2ロ

2 九名D J-6H 3.50 1.60 0.60 7.10 1/3程欠損。

3 九名D E-7H 3.40 1.40 0.40 4.10 ほぼ完形。

4 九名D B-4H 3.90 1.50 0.55 7.10 1/3程欠損。

5 九名D C-4H 3.05 1.25 0.45 3.75 {:1'ぼ完形。

6 九名D D-4H 4.10 1.10 0.40 3.85 1/3程欠損。

7 九名D C-6H 3.90 1.10 0.50 2.95 ほほ完形。

8 九名D C-3H 3.70 1.30 0.50 4.35 ほぽ完形。

9 九名D B-6H 3.10 1.20 0.35 3.45 ほt:!:完形。

10 九名D D-3H 2.45 1.30 0.50 2.55 1/2程欠損。

11 九名D B-3H 2.95 1.20 0.35 2.10 1/2程欠損。

12 九名D F-6H 3.40 1.40 0.55 2.10 1/2程欠損。

13 九名D G-4H 3.10 1.05 0.50 2.00 1/2程欠損。

14 九名D E-7H 2.30 0.95 0.50 1.00 2/31'主欠損。

15 九名D C-4H 4.50 3.05 1.20 31.20 ほぽ完形。

Tab.2 円盤状陶磁製品計ifilJ表

造物 出土地区 最 長 最 中高 干し 径 重 豆目王 {稽 考
番号 ( cm ) ( cm ) ( cm ) ( cm ) 

16 九名D J-6H 4.40 4.10 1.40 29.40 陶 苦号

17 九名D C-7H 3.50 3.70 1.20 14.85 6並 苦手

18 九名D G-3H 3.50 3.40 0.95 15.25 陶 器

19 九名D 0-2H 2.80 2.75 0.70 6.95 陶 器

20 九名D C-3H 3.30 3.40 0.75 9.30 陶 器

21 九名D D-H 2.50 2.00 0.40 2.40 百草 器

22 九名D B-3H 3.55 3.55 0.50 8.40 E強 苦号

23 九名D C-6H 2.56 2.55 0.90 8.75 F毎 器

24 九名D C-4H 2.90 2.95 0.60 5.40 6並 器

25 九名D B-7H 2.45 2.40 0.50 4.20 主長 器

一
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IV 総括

遺跡は当初広範囲に渡って，石鍛，黒曜石剥片等の遺物が散布していることが報告されてお

り文化層の期待が持たれていた。しかし，予想、に反して遺物，遺構等が良好な包蔵状態を留め

ていなかった。それは，昭和30年代にミカン畑造成が行なわれていたことが理由にあげられよ

7。

そのような状況にあって， C-6， C-7， H-5区で1基ずつ 3基の集石遺構を検出した。

また，遺物は，滑石を混入した縄文時代中期の土器片や，石嫉，黒曜石剥片，等の石器が出土

している。

中・近世の遺物として，高麗・元代の青磁片があり，近世では陶磁器片の他に土錘，円盤状

陶磁製品が出土している。

以上が，調査の結果であり，それは本遺跡の時代及び性格の一端を示唆していると考えられ

る 。(町田)

参考文献

1. r九州・沖縄出土の朝鮮産陶磁器に関する予察J l'九州文化史研究紀要』第28号西谷正 九州大
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2. r円盤状陶磁製品J r風呂川遺跡』 西有家町文化財調査報告書第 1集 宮崎貴夫長崎県西有家町

教育委員会 1982 
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I 調査

1.地理的位置

名切A遺跡は，東彼杵H町l口J彼杵宿郷名切に所在する。大村湾東側のf彼皮杵宿郷と千綿宿郷とのは

ぽ中間の標高5臼5-6臼3mの傾斜丘陵に位置しし，現状は茶畑，山林となっている。また遺跡南側に

は，町民グラウンドを挟んで，名切D遺跡がある。

l こ之江与ι~7n
Fig.1 遺跡位置図 (1/2，000) 
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2.調査の概要

昭和61年 4 月 21 日 ~5 月 10 日の間に，遺跡の対象面積640m'の内334.5m' を調査実施した。調

査は，工事路線名切地区の中心杭 (STA124+80)と (STA124十60)を結んだ線を主軸に南北

を1.2. 3.…，東西をA.B. C.…として， 5 x 5mの調査症を設定した。

調査は北側に名切)11があり，発掘調査による排土によって河川を汚さないようにとの要望で

排土捨て場に土嚢積を行なった。

¥叱¥

10m 

Fig.2 調査配置図 ( 1/300) 

3.土層

遺物包蔵状況は表土面に陶磁器，黒曜石剥片等の遺物散布があるものの，表土層(耕作土)

を 15cm~20cm程掘り下げると地山層(岩盤)に到達するのが全調査区での状況であった。

1層:表土(耕作土)

2層:池山(岩盤)

-484 
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C-6東壁

58.00m 

?!汁-im

Fig.3 土層図 ( 1 /80) 

II 出土遺物

表土層から，黒曜石剥片及び近世陶磁器片の出土がある。そのうち図化したものについて説

明を力日える。

1は有国系の碗で内外国ともに渦薬がかかり，滑らかな肌で淡灰色を呈する。胎土は，灰色

にやや赤味をさす色調である。また，外面に鉄絵柄を付す。日台欠損する。

2有国系の小形の碗。内外面，卵黄色かがった色調を呈する。胴部紋様に呉須のうえに鉄軸

を重ねた，山水文を描く。内面縁文様を付す。

3有田系の小形の碗。内外面青l床を帯びた灰色。外面に呉須で幾何学文様を描く。

4武雄系の鉢。見込み底部蛇の目を呈する。外面茶褐色で内面灰縁色の軸薬が掛かる砂呂高

台である。

5唐津系の碗，内外面，黄色味を帯びた白色の色調。貫入がはいる。胎土黄褐色。高台及び

畳付けに一部軸薬掛かる。

B唐津系の皿と思われる。内外国及び、高台にも軸薬が掛かる。貫入見られ，色調はピンクが

かった灰色を呈する。

7青銅製品のキセル

8・9黒曜石剥片

III 京念括

遺跡においては，生活遺構の確認はできなかったものの，出土遺物より縄文時代の遺跡が存

在していた可能性を否定できないものであるし，また近世においても同様なことが考えられる。

以上の調査結果であった。 (町田)
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I 調査

1.地理的位置 (Fig.1) 

松山A遺跡は，大村湾中程の北東岸に位置した東彼杵郡東彼杵町彼杵宿郷に所在する。北は

川棚町，南は大村市，東を佐賀県嬉野町に接している。町の北部は虚空蔵山，高見山，飯盛山

などの山が連なり，東部は大野原高位溶岩台地や赤木の中位溶岩台地と呼ばれる比較的高い台

地を挟みながら続く。町の中央部は彼杵川が大村湾へ注ぎ，河口部はカプス状の三角洲となり，

町内最大の平地が開けている。

長崎市を起点とする国道34号線は，彼杵宿郷で大村湾沿いに北上する佐世保市に至る国道204

号線が分岐するが，さらに進路を東へ曲げ，山間部を抜け嬉野町へと通じている。 IB長崎街道

も，ほぽこの34号線に沿っており，彼杵宿は古くから交通の要衝として栄えた所である。

遺跡はこの彼杵の平野と大村湾を見下ろす標高60~70mの台地荷斜面に広がり，柑橘冒とし

て利用されている。さらに東方には赤木台地や大野原の台地が続いており，遺跡も各所に点在

している。

Fig.l 松山A遺跡周辺地形図
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2.調査の概要

遺跡の所在する松山地区は，国道分岐点とi直結するインターチェンジ部分にあたり，本線や

取付道路を含め広い範囲が工事の対象地とされた。松山A遺跡は，長崎県遺跡地国では72-24

で登録され対象面積は8，100m'である。

調査は，全域に遺物の散布を見ることからグリッド方式で実施した。地形が北から南への傾

斜となっていたため磁北を利用し， 5mX5mのメッシュに区切った。グリッド名は西から東

へA・B・C-.…・南から北へ 1・2・3…・・・とし， A-1.B-2・C-3…・・・と記号を付し

た。調査を開始した時期が梅雨時であったこともあり，初日から 1週間雨にたたられたが，こ

の間，作業区内の不要物の除去や杭打ち作業を行った。地主との用地交渉の過程で，道路より

上の部分はみかんの収穫後に切り倒すという了解もあり，まず町道から下の部分を着手した。

3 

2 

Fig.3 
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上の部分にとりかかったのは11月頃であった。

遺物は全域から表面採取され，特に多いのが黒曜石綿片と石銑である。また近世陶磁片も多

いが，これは生活跡の名残ではなくほとんどが他から 2次的に移入されたものであろう。発掘

調査の遺物は，やはり打製，磨裂の石銑が多く，先土器時代のポイントやナイフ形石器，マイ

クロコア，マイクロプレイド，掻器類， ff<U片類が多く出土した。縄文時代の土器は，無文で粗

い胎土をもつものがわずかに出土しただけである。

遺構は，縄文早期に伴う集石遺構の他，時期不明の配石遺構などが検出された。中世の遺物

は石鍋片が出土しているが，出土地が局所的で実態が把握できない。

調査の日程は，昭和61年 7月7日~昭和62年 5月12日までを畑地の調査として終え，その後

取付道路の完成を待って中央部を貫通していた道路部分の調査を，昭和62年 5月26日~昭和62

年 6月四日まで行い完了した。

発掘調査面積は，削平部分や遺物出土が僅少の部分は除外したため，最終的には4，950m'に及

んだ。

3. 土層 (Fig.4) 

松山A遺跡は，北から南へ傾斜した地点と，西から東へゆっくりと傾斜した地点に大別され

遺物の分布状態は，その密度から 5個所に集中していることが判別できる。

ここに示した土層は，西から東へゆるやかに傾斜する 8列の各Eから Lと，北から南へ傾斜

の急、なN列15・16・17とN-11・12を抽出して層序とした。

C.D.E-8区の表土面は，約6.400mで平坦で、あるが， F-8から徐々に傾斜が始まり，

L-8区の表土面は， 61.600mで，約2.400mの高低差がある。 M層になると，さらに 2m程落

差があり，表土層下は，すぐ地山層が現れ，遺物は極端に少なくなる。

E-8から J-8までの層序

1 層・…・・表土層，近世鞠磁器などの小破片と黒曜石片及び石器が採集きれる。

2 層・・・…赤褐色粘質土層，よく締まり，小指大の風化擦を多〈含み，縄文時代から先土

器時代の遺物包含層。

3 層・…・・赤茶褐色粘質土層， 2層よりやや赤みが強く，小指大の風化I擦をわずかに含む

遺物包含層。

4 層・・・…地出層，岩が風化しやわらかくなっている。

2層， 3層が，主要包含層になっているが，一番多い遺物は黒曜石小剥片類，次いで石鞍，

先土器時代の遺物となる。ここでは，必ずしも先土器時代の遺物が下層からとは限らない。た

だ， D-8では，マイクロプレイドが小剥片を除けは、優位を占める。

K-8，およびL-8の層序

1 a層・・…・表土層
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1 b層・・…・表土層，表土層ではあるが，黒色i床が強い。

2 層…・・・暗黒色土層で，しまりがない。 2層下部には列石が認められ，石鍋片なども出土

することから，中世の遺構を伴う層と考えられるが，柱穴などは検出きれない。

2 a層・・・…土層断面に認められる土拡状の遺構で，暗褐色の土層に小際が混入されている。

K-8区北側と， L-8区東壁に認められる。

3 層・・…・赤褐色粘費土層，よくしまった小際交じりの粘質土層。

4 層……黄褐色粘質土層，水分を含み，よくしまり，粒状の離を含む。

5 層……地山層，岩が風化し，やわらかくなった層，堅い大牒も含まれる。

1・2層は，中世の層であるが，全体の中でこの区域だけに限られ局所時である。

3層は，石搬や小剥片類を含む縄文時代から先土器時代の遺物包含層となっている。

N-15からN-17東壁の層序

1 層一…・表土層

2 層・・…・暗褐色粘質土層，約 1mの厚みがあり，上部わずかに黒色をおび、る。 遺物は，

縄文早期の土器が出土する。下部は，やや褐色がかり，石鍛や先土器時代の遺

物の出土がある。

3 層……明褐色粘質土器，堅くしまっており，聴を多く含む。ナイフなどが出土し，下

部は，先土器時代だけの遺物を含む。

4 層…・・・地山層，岩が風化し，やわらかくなった層。

この地域の東壁は，地形の傾斜面をよく表している。割合急傾斜て， 19区以上は，包含層も

薄くなっているが，下方に従って遺物包含層も厚みを増している。大際が含まれていることか

ら上方から流れ込んで堆積し，厚さを増したものと考えられる。

松lLJA遺跡の層序は，基本的には 2層， 3層が主要包含層と考えられる。また，縄文時代の

層と先土器時代の明確な層区分は，把握できない。

509-



松IIJA遺跡

遺構II 

1号集石を除い比較的少なく，集石遺構6基，帯状の配石遺構 2;1去が検出された。

ては，各15区に集中している。以下各遺構について説明を加える。

1.集石遺構

遺構は，

1号集石遺構 (Fig.5) 

口径;約80cm形状は，2層赤褐色粘質土層からで，J -6区から検出された。掘り込み面は，

20cm x 20cm 中央下部には，玄武岩の拳大からそれ以下の聴を含み，の楕円を呈する。中には，

やや一段低くなってい大のI擦がある。喋上田から底部までは， 25cmと比較的浅く，北西隅が，

縄文早期の無文土器と考えられる土器る。中に堆積した土は，黒褐色を呈している。 遺物は，

片と黒曜石剥片 2個である。

J-6区に隣接する I-5区を中心に遺物出土のまとまりが観察され，集石遺構もこの一角
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2号集石遺構 (Fig.8 ) 

M-14区から 3号集石遺構と隣接

して検出された形状は，口径93_cmX

70cm，楕円形を呈する。拳大から， A-ー

それ以下の玄武岩喋を詰め込み，底

部までは浅く，約25cmを計る。中か

らは，黒曜石剥片 3点が出土した。

3号集石遺構 (Fig.9 ) 

2号集石のすぐ南東に接し，形状

は， 口径83cmX93cm，深さ45cmとほ

ぼ円形状を呈する。拳大前後の玄武

岩離を詰め込んでいるが，遺物の出

土は認められない。

/ 
ー一一-8

A-一一→

Fig.8 2号集石遺構実測図
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A 

-
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E竺空竺B
N 
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Fig.9 3号集石遺構実測図
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4号集石遺構 (Fig.10)

P-14区2層からの検出。形状は， 口径114cmx 130cm，深さ55cmと集石遺構の中では一番大

きい。中に詰め込んである石も20cm前後の玄武岩礁が多く，石と石の聞がよく掘れておらず，

後世の投げ入れの感が強い。ただ，掘り込みは，他の集石遺構と変わるところはなく，遺物は

認められない。

li 
t:J N A-一一

。
ー
ー

A B 

l
l
ロ 旦 笠"'-B

1m 

Fig.lO 4号集石遺構実測図

5号集石遺構 (Fig.ll)

J -14区から検出された。この区は，表土面が65.50mと集石遺構の中では最高所に位置し，

傾斜している。表土直下に礁が現われ，形状は， 1.90m X1. 70mで，角ばったり，丸くなった

り，不整形である。擦の形状，配置にも，統一性を欠き，海面だけに明確な掘り込み部が見ら

れる。遺構周辺からは，石銑と剥片類の出土が少量に留まる。

8号集石遺構 (Fig.12)

1(-14区から検出された。地形的に畑の段差が設けられ，掘り込み面は削平されている。喋

は，大小多く詰め込まれているが，底部は，自然石を割り，窪んだ状態で利用している。この

地山石の上には，際はあまり見られず，西側が離で盛り上がり，東側は喋を積みあげた様にな

っている。ただ，この喋は， しまった感は見られないが，サヌカイト製の石核が1点出土して

いる。

1号から 6号集石遺構を見てきたが，この中で，いわゆる縄文早期に盛行する集石遺構と同

じ性格をもつものは， 1. 2・3号集石遺構でないかと考えられる。その根拠は，主要な遺物
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包含層である 2層から掘り込まれていることと，剥片類や縄文土器の小破片などが供伴してい

4号集石遺構は，醸の詰まり具合からすると，後世の物の様に思われ，また，るからである。

同5号・ 6号は，約 5m離れているものの，集石土墳と考えた方が良いかもしれない。一方，

5号は，浅い所からの出土のため，撹乱を受けている。剥片類の供伴は

あるものの，層位の乱れを考えると，時期不明としておきたい。

時期と考えて良いが，
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III 出土遺物

松山A遺跡における出土遺物は，先土器時代，縄文時代，中世， :ilIi止の各時代のものが出土

している。調査中に得られた資料は，表採も含めて数万点にのぼる。中でも，先土器時代の剥

片石器は，その多くを占め，次に縄文時代の石鍛類が続く。中世の遺物は，わずかであるが，

近世か現代の陶磁器類の破片が多く，有田，武雄，波佐見など近隣のものがほとんどで，表土

層からの出土である。これらは，かなり傾斜のきつい所にも見られることから， 2次堆積によ

るものと考えられ，実i<<iJ図は割愛した。 Fig.13に示した調査亙域遺物分布図では，遺物の出土数

を濃淡で表してみた。その結果，赤線で囲んだ 5個所について集中的な遺物の出土が見られる。

(ただ，この集中個所は先土器時代から縄文時代にかけての傾向である。)一番集中している個

所はゆるやかな傾斜地に位量するK・L-10・11グリッドである。又，標高68mのN-18グリ

ッドを中心とする区域と標高70m~71mの平坦部G-21グリッドに位置する所にも集中してい

る。それと，標高64mを頂点とし，東西に傾斜する D-8とA-9にも集中していることが観

察される。

1.遺物の分布 (Fig.14~26)

先土器時代の遺物ではナイフ形石器・細石刃・尖頭器について垂直遺物分布図を作成した。

同器種3点以上出土した調査区に限ったが，全部で13グリッドである。傾斜がきついため，簡

単に比較は出来ないが，器種別による上下の関係は見られない。
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Fig.13 出土遺物密度分布図

-517 



松IlJA遺跡

.431 

凡例

・ナイフ形石器
.774 

.'日

.484 

.，0・

.592 

59.4m 59.4m 

• 
• • 
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58.4m • 豆8.4

Fig.14 K-2区遺物垂直分布図(1)

調査区の半分は道路によって切り通しされている。土層は北西から南東へ傾斜している。遺

物は全体で808点，先土器時代の遺物はナイフ形石器6点が出土。石鍛は局部磨製も含めて19点

が出土。主要包含層は 2層暗褐色粘質土層および3層黄褐色粘質土層。
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• 
Fig.15 L-2区漬物垂直分布図(2)

この匹はK-2区と同じような状況を示す。ドットによる遺物取りあげ865点。先土器時代の

遺物はナイフ形石器 8点，石鍛は11点出土。土層は，東南の方向に傾斜する。北西隅と，南東

隅の土層の差は130cmを計る。
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凡例
・マイクロプレイド

." 
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-日43

• 375 
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61.9m 

量

• 
61.4m • 

Fig.16 I -5区遺物垂直分布図(3)

• 236 

." 

• • 

圃刊90

• 
62.4m 

61.9m 

61.4m 

第 S密集区の中心をなすグリッドである。ドットによる遺物総点数は1，746点，先土器時代の

遺物は細石刃 7点。石織は61点を数え非常に目立つ。この区の立地は西から東へゆるい傾斜地

で，王子坦面に近い Q
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凡例

ヨマイクロプレイド
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63.6m 一一_Qヨニ6m

• 
組
圃• 

宣呈ニlm_ ←一一 63.1m

Fig.l7 E -7区遺物垂直分布図(4)

ほぽ平士R地に位置し，第 6遺物宮、集地区のー画を形成，ドットの総点数は340とやや希薄。土

層はやや撹乱を受けるが2層， 3層が残存している。石銑の出土は28点。
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Fig.18 D-8区遺物垂直分布図(5)

.，151 

盟主旦

• 
63.3m 

盟

西側の大村湾を見渡せる平坦地の開口部に位置する。層位はあまり深くはないが，ここは第

6遺物密集地の中心をなすグリッドで，ドット取りあげは2，965点を数え，今留の調査区のなか

で最多を記録する。先土器時代の中心はナイフ形石器と細石刃が見られ，特に黒曜石のチップ

が多いのが注目された。

-522-



松山A遺跡
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企 373

企 59'

J.7制

62.6m 62.6m 
J. 

J. 

62.1 m '‘ 62.1m 

Fig.19 K-I0区遺物垂直分布図(6)

第 3遺物密、集地の中心になる区をなし，ドットによる遺物取りあげは1，092点，先土器時代の

遺物は 3点の尖頭器が含まれる。石鍛は46点が出土している。土層は整然としており，北西隅

から南西隅へゆるく傾斜している。

523-



松山AI宣跡

.11 -日目

4‘18 

"'"目

.917 

."・

企 "7

• 1457 

* 900 

• 553 

52.2m 

• 
.・'" • 

• * 51.7m 

. '" '" 

Fig.20 L -10区遺物垂直分布図(7)

凡例

・7 イクロプレイド

・ナイ 7形石器

企ポイント

* "7イクロコア

52.2m 

51.7m 

遺跡のほぼ中央部，一番遺物の集中する第 3遺物密集地に位量し， ドットによる取りあげ数

は1，779点，先土器時代の石器はナイフ形石器，尖頭器が主体である。石銑は29点出土。土層は

ゆるやかに北西から南東隅の方向に傾斜する。層位は整然としており， 2 -4層から遺物は出

土する。
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Fig.21 L-ll区遺物垂直分布図(8)

凡例

.7イクロプレイド

・ナイフ形石器

企ポイント

.，町

松山A遺跡

63.0伊

E 

62.5m 

2.0m 

第 3遺物密集地の中核をなす。 K-10・11，L -10とともに多くの遺物が得られ，ここでも

ドットによる取り上げは2，950点に達する。先土器時代の遺物はナイフ形石器，細石刃，尖頭器

が主体であるが，この周囲も含めてポイントの出土が目立つ。また石鍛も多く 95点出土してい

る。土層は 2層明褐色土層および 3層暗褐色土層がわずかな凹地になっていることが観察され

る。全体の傾斜は北西隅から南西隅である。この地区は表土から約 1m余りで地山層に達する。
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Fig.22 1(-11区遺物垂直分布図(9)

• 
• 

• 
62.5m 

• 

円、

第 3遺物密集地の中心をなす。ドットによる取りあげは2，068点，先土器時代の遺物はナイフ

形石器，細石刃，ポイントが含まれる。石銑は54点が出土。土層は，北西隅から南東隅へ傾斜

しており，その差は80cmに達する。層位は整然としている。
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企ポイント
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4‘ 

62.9m 
.0. 

62.9m 

.0. 

Fig.23 L -12区遺物垂直分布図(1曲

ここは従来からある道路の一部にかかった所である。ドットによる取りあげは203点と少ない

が，先土器時代の遺物はポイント 3点が出土。石織は16点が出土している。土層は北西隅から

南東隅へ傾斜がやや急である。
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Fig.24 M-12区遺物垂直分布図(11)

第 3遺物密集地の東側に位置する。ドットによる取りあげは952点。土層はL-12とほぼ同

じ傾斜は北西隅から南東偶にかけてやや急である。先土器時代の遺物はナイフ形石器が3点

出土。石搬は46点出土。
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Fig.25 N -15区遺物垂直分布図(12)

松山A遺跡

E全旦m

64.3m 

第 2遺物密集地と第 3遺物密集地の中間に位置する。 ドットによる遺物取りあげは65点と少

ないが8点のナイフ形石器が出土している。石銑は28点出土。グリッドは道路より上になり，

傾斜は北から南へ強くなっている。土層は表土の下はII層が厚〈堆積するが，下部の方がわず

かに黒くなり，破線で区別できる程度である。なおここからは尖底土器も出土している。 3層

はl擦を多く含むがナイフ形石器も出土している。
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凡例

.ナイフ形石器

65. 2m 

皇担豆一一一一一

.638 

• 

.838 

.714 

• • 

.813 

• 
Fig.26 N -16区遺物垂直分布図(13)

652m 

一一一一一盟主m

第2密集地と第 3密集地をつなぐ位置にあり， ドットによる遺物取りあげは78点，先土器時

代の遺物は 4点出土。土層はN-15区とほぼ同様で、，出土内容も似ている。 1・2層からは縄

文土器もわず、かに出土。 3層はかたくしまった明褐色の粘質土層であるが，ナイフ形石器や石

斧も含む。石鉱は全体から27点、出土。
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2.先土器時代の遺物

ナイフ形石器 (Fig.28-32・1-77・Tab.1) 

先土器時代の石器の中で，一番多くのまとまりを見せたのがナイフ形石器である。石材はす

べて黒曜石製。 Fig.27の出土分布図で1土， L-ll区の10点を最高に， N-15区.L-2区の 8点-

K-2豆の 6点・ N-16点の 5点と続き，多くの遺物を出土しているグ 1)ッドと対応している。
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Fig.27 ナイフ形石器出土分布図

ここにあげたナイフ形石器の実測図は77点，大形のナイフ形石器以外は類似した器形別に並

べたのであり，厳密、な形態分類ではない事を断っておく。以下，特徴ある石器について説明を

加える。 1-8は比較的大形のナイフ形石器である。 1は良質の縞文様入り黒曜石で下部は欠

失している。右側縁に刃演しを施し，左側縁は使用痕が若干残る。 2はやや厚手の縦長剥片を

利用，石質は灰色に近い黒曜石。右側縁上部は刃潰しを施し，他は剥離面が残り，右側縁は使

用痕が明瞭に残る。 3は，良質の黒曜石で全体に湾曲し，左側縁は丁寧に調整され，右側縁が

刃部になる。パティナは進み，表面には熱を受けた時できるひび割れ状の文様が見られる0・下

部を欠失。 5tま湾曲した縦長剥片を利用。左側縁が直線上に刃潰し加工され，下端部から右斜

め方向にも刃潰しが施されている。刃部は鋭利に付けられ，使用痕が観察される。自はややつ

まった木葉形で，右側面を弧状に整形し，基部を若干扶ってプランテイングしている。 10は左
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Fig.28 ナイフ形石器実iHIJ図(1)
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乙二コ 77 Fig.32 ナイフ形石器実iHIJ図(5)

1QU縁を直線的に調整し右側縁も半分程調整を加え，上部を刃部としている。この場合，刃部

の所で段をつけ，区別している。 11は良質の漆黒曜石の薄い縦長剥片を素材としている。右側

縁を調整し，上下の両端をやや内側に切り込み，榔葉形に近い形態が見られ，刃部の部分が長

くなっている。 12は剥離面にわずかな自然面を残す。左面を大きく調整し全体を三角形状に

仕上げ，刃部には明瞭な使用痕が残る。 14~26は下端部がやや尖り，刃部が右面に共通したも

のである。 18だけは基部が凹んでいる。 19と25は灰色の黒曜石を利用している。 27は縦長剥片

の両端を切断し，台形状に整え，刃部を上部に付けている。 20~40，比較的小形の刃部が左側

縁に付けられたものである。形状は榔葉形をしたものが多いが，特に 28~29はゆるやかに湾曲

部が整えられている。 31・32・38は針尾淀姫系の灰青色黒曜石。 39は灰色を呈する黒曜石を素

材としている。 41~47は素材の一端を断ち切り，刃部は斜め一直線に付き，全体的に寸づまり

である。 42・48は灰色を呈する黒曜石である。 52・55は基部が平坦に調整され，縦長に保たれ
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TAb.1 ナイフ形石器計測値一覧表(1 ) 

Fig番号 石 質
言十 担IJ fl直

残存部位 登録番号 (緒 考
長さ (cm) 幅 (cm) 岸さ (cm) 重き (g)

1 黒曜~iA 4.84 3.11 0.74 9.9 AB 九松D8-2202大形で下部を欠失している。

2 " C 5.45 l.65 l.08 9.1 ABC " D9-169 刃部は長い

3 " " 5.72 2.09 l.10 10.7 AB " M2-799 熱を受けている。

4 " " 4.34 2.50 0.60 6.5 AB " Mll-1 刃こぼれ顕著

5 " " 4.41 2.20 l.82 5.0 ABC " L2-760 

6 " H 3.93 2.06 0.51 3.8 ABC " L10-1598 

7 " " 3.42 2.08 0.54 4.1 BC " 1 7-H 

8 " " 3.24 2.08 0.54 3.2 AB " M11-320 刃こぼれ顕著

9 " H 3.53 l.80 0.51 3.6 BC " K11-2031 

10 " " 4.07 l.72 0.54 2.7 ABC " H 

11 " " 5.32 2.05 0.52 5.3 ABC " L9-H 完形品で良質黒IIt11石使用

12 " H 4.40 l.55 0.77 4.0 ABC " H5-714 

13 " " 3.95 l.37 0.68 2.8 ABC " L2-841 

14 " " 3.32 1.52 0.42 1.3 ABC " L10-918 

15 " " 3.15 1.34 0.54 2.0 ABC " A9-1269 

16 " " 3.14 l.16 0;61 1.7 ABC " L2-585 

17 " " 2.64 1.04 。.32 l.0 ABC " 1<11-2036 

18 " " 3.32 l.10 0.43 1.1 ABC " K2-431 刃こぼれ顕著

19 " C 2.87 1.21 0.29 l.0 ABC " L 11-2809 

20 " A 3.88 1.52 0.74 3.2 ABC " H 刃こぼれ顕著

21 " B 3.43 l.02 0.41 l.0 ABC " P19-H 

22 " A 2.86 l.87 0.65 l.0 ABC " K2-108 

23 " C 2.78 0.99 0.52 1目3 ABC " 14-777 

24 " A 2.75 0.97 0.35 0.8 ABC " M16-819 

25 " B 2.57 0.96 0.34 0.7 ABC " D'9-725 

26 " A 2.36 0.90 0.35 0.6 ABC " M18-3 

27 " " 3.05 1.28 0.65 2.4 ABC " Lll-2370 

28 " " 3.98 1.33 0.69 2.7 ABC " L9-1 

29 " " 3.93 1.14 0.34 l.5 ABC " N16-638 

30 " " 3.83 1.26 0.51 2.3 BC " K9-H 

31 " B 3.57 1.60 0.47 2.5 ABC " K2-484 

32 " " 3.93 1.22 0.57 2.2 ABC " J 8-23 

33 " A 3.30 1. 74 。70 2.4 ABC " L2-772 

34 " " 3.07 1.30 0.69 2.3 AB " M12-729 

35 " " 3.11 1.11 0.53 l.3 ABC " B1-H 

36 " " 2.94 0.92 0.54 1.1 ABC " N15-479 

37 " " 2.20 0.96 0.39 0.7 AB " N15-292 

38 " B 2.33 1.25 0.52 1.8 ABC " K2-774 

39 " C 3.01 l.29 0.42 1.3 ABC " N15-426 
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(2 ) 

Fig番号 石 質
言i一割IJ r直

残存部佼 登録番号 備 考長さ (cm) 中高 (cm) 厚き (cm) 重さ (g)

40 黒日程石A 2.61 l.92 0.65 2.9 A L2-739 

41 " " 2.58 l.28 0.38 1.1 AB N15-421 切り出し状

42 " C 2.95 l.36 0.51 1.7 ABC N15-392 " 
43 " A 3.79 1.77 1.57 3.0 ABC L 10-917 " 
44 " " 2.98 l.22 0.60 1.8 ABC N16-714 

45 " " 2.71 1.27 0.43 1.4 AB 014-227 

46 " " 2.38 1.26 0.41 l.4 AB E8-128 

47 " B 2.21 1.12 0.51 1.1 AB N15-424 

48 " C 2.73 1.16 0.43 1.0 ABC Ll1-1286 

49 " B 2.42 1.17 0.44 1.2 B N16-838 

50 " A 2.24 1.04 0.56 0.8 ABC L 11-469 下部に自然面を残す

51 " B 2.21 0.88 0.51 l.0 AB Lll-1392 

52 " " 3.04 1.38 0.55 2.0 ABC IvIl1-319 

53 " A 3.31 l.01 0.52 1.6 ABC IvI14-1589 刃こぼれ顕著

54 H " 3.32 1.86 1.03 4.8 ABC K2-592 主主部に自然面を残す

55 " " 2.98 l.41 0.35 l.2 AB IvI12-818 

56 " B 2.96 l.52 0.66 2.6 BC D'8-668 

57 " A l. 98 1.39 l.36 0.9 AB L2-164 

58 " B 2.31 l.05 0.57 1.2 ABC L2-629 

59 " A 1.99 1.21 0.49 1.0 AB N15-630 

60 " B 2.28 1.26 0.95 0.9 AB L2-700 

61 " A 2.19 1.42 0.42 0.9 A IvI12-108 

62 " " 2.67 1.68 0.51 2.3 BC L 11-2573 

63 " " 1.43 1.26 0.41 0.9 B N15-429 

64 " " 2.21 1.49 0.72 2.0 AB N13-381 

65 H B 2.21 1. 77 0.44 1.5 BC N13-325 

66 " " 2.37 1.63 0.37 1.6 A K2-753 

67 " A 2.30 0.99 0.47 0.7 ABC Kl1-2046 

68 " C 2.09 1.43 0.33 0.5 AB L3-249 

69 " " 1.65 1.61 0.39 1.2 B L11-H 

70 " A 1. 77 1.69 0.40 1.0 B K3-813 

71 " " 1.63 1.00 0.33 0.5 A N16-813 

72 " " 2.13 1.52 0.39 1.3 B N14-1667 

73 " " 2.35 1.48 0.64 1.6 AB L 11-1743 

74 " C 3.19 1.51 0.71 2.8 AB LlO-553 

75 " B 3.18 0.99 0.82 2.9 BC L 10-1457 

76 " A 2.54 1.42 0.91 2.3 A ]4不明

77 " C 2.96 2.90 0.50 2.3 ABC P13-H 
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ている。 54は厚みのある短い剥片を利用，基部に白然面をもっ。右側縁は粗いタッチで仕上げ，

頂部は細いプランテイングで仕上げ，左側縁は全体を刃部として使用している。 56-77は刃部

が残り下部を欠いたものと刃部を欠き下端部が残ったものである。

台形石器 (Fig.33・78-80)

ナイフ形石器と同じ範時に考えられている台形石器は 3例の出土があった。 78はM-10区か

らの出土。長さ3.5cm・幅2.5cm・厚さ 1cm，横縞文様入り，良質の黒曜石を素材としている。

全体の剥離面のパティナは進んでいる。刃部は主軸に対して右上りに斜行する縦長台形状を呈

し，片面を欠失しているが，鋭〈尖っている。王要剥離面は数回の剥離痕が残っている。両側

面は刃潰し加工が施され，整えられている。 79はM-12区出土で良質の漆黒の黒曜石を素材と

した厚みのある剥小片を利用している。長さ4.2cm，幅 2cm，厚き 1cm，両側縁は荒いタッチで

剥離され，その縁辺部は，さらに丁寧なプランテイングが行われている。刃部はうすく剥がれ，

主要剥離面はかなり多くの剥離が行われ，ゆるく湾曲している。 80はL-1区出土。長さ 3cm， 

幅1.4cm，厚さO.9cm。主要剥離面は 1回で剥がれている。両側縁は丁寧に調整され，刃部は薄

〈剥離されている。

このような刃部が石器の主軸と直交する縦長台形を呈するのは壱岐原の辻遺跡や，県北の日

ノ岳遺跡をはじめ県下の各地の遺跡で出土している。また，佐賀，熊本県においても確認され

ており，西北九州の広い範囲に分布している，いわゆる「原の辻型J ，.日ノ昔型J r枝去木型」

とH乎ばれるものである。

剥片尖頭器 (Fig.33・81・82)

81は表面採集によって得られたものである。長さ3.8cm，幅 2cm，厚き1.1cm，石質は灰青色

を呈する。針尾， もしくは淀姫産系の横剥ぎの黒曜石剥片を利用している。基部は両側から扶

るように調整を加え，中央に稜線をもち断面は三角形を呈している。表面には一部自然面を残

し，頂部は一部欠失している。裏面はー匝で剥離されている。稲原分類(稲原1986)によれば，

IIIb型に属するものである。 82はL-10区の表土層からの出土で，石材は81と同質。横剥ぎ剥

片を利用，全体を丁寧に剥離し，基部を若干扶って木葉形に仕上げているが，縦半分に割れ，

欠失している。長さ4.4cm，厚さO.9cmを計る。

松山A遺跡における制片尖頭器は 2点にとどまり，明確な層からの出土はなかった。また，

他の遺跡からの出土例と比較してみると，小型の部類に属する。
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石核及び細石刃核 (Fig，35・83-88)

83は表面採集の漆黒色。良質の黒曜石を利用，平坦面を作り，上から打撃を加え，縦長の剥

片をとっている。右両だけは下から剥がれている。 84-88は細石刃核， 84はL-10区， 2層出

土の:i1J由形を呈する細石核。上部に数回の平坦剥離が加えられ，斜行している。両側面部を調

整剥離し舟底状に作り出している。細石刃剥離痕は 5条を残す。 85は横剥ぎの剥片を利用。

背面は 4条の剥離痕が見られ，わずかに自然面を残す。左面は側縁部に調整剥離を施され，舟ー

底状を作り出しているが，右面は 1囲の加撃による剥離面だけで扇平である。細石刃剥離痕は

4条の剥離が認められるが，その後に，さらに 2回の加撃があり，不整形な石刃が剥がれてい

る。 86はF-8区表土層出土。剥片の一部を左面に残し，側縁は剥離調整が行われている。上

部平路部は斜行し，細石刃剥離痕は 5条が認められる。 87はM-12区2層出土。側面は交互に

1回で剥離され，角状をなす。紛l石刃剥離痕が3条認められ，再生細石核であることを窺わせ

るo，88は舟底状の一部を残し，大半が欠失しているが，細石刃科離痕は 4条が認められる。こ

の石器はあるいは再生細石核かもしれない。

細石刃 (Fig.36-38・89-201・Tab.2) 

実測図には113点を示したが，全体の出土数は150点をこえる。細石刃の出土をグ 1)ッドで見

てみると， D-8区， I -5区の周辺に特に多ぺ，南側の縁辺部に集中している様子が観察さ

れる。形状は89-106に見ら
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Fig.34 おH石刃分布図
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れるように， I隔が 1cmから，

これに近いものと， 0.5cm前-

後のものが多い。いずれも

稜線を 1本， もしくは 2本

もつものがほとんどで，両

側縁が平行し，尾部か墳に

切断されているものと剥離

された状態のまま尖るもの

とに区別される。

尖頭器 (Fig.40-45・

202-252・Tab.3) 

尖頭器は総数55点の出土

があった。ほとんどがサヌ

カイトを石材としている。

出土区はK'L -10・11に

集中がみられ， N-16区に

も4点の出土がある。ただ，



松山A遺跡

薄習

場。験 V

h
M
V前

繍
糊
V

母
ー
鋼

w

訓b
88 

。
87 

Fig.35 綿li核実測図

542 



松山A遺跡

間
げ
)
目

α回
目

p
b
g
A
 

日
は
り
白
色
U
U
引

間
百
ム
総
盟

問

ぱ

引

向

υ勺部

臨
ω
主

総

U
A

何
日
U
m
E
U
U白

血
旬
。
恥
U
O

α凶
ω
1
4
4

R

一

、

9

臨
M

W

A

M

削ム

引場引告白目 w-~ ~一勧印刷 U

nwtf刊叩叩肌

馴~ -I-~ g判明雪印-?-11-fjl
引日制l-bjlF11明E引Z

引i引
543-



松山A遺跡

A
凶
前

仇
凶
Aauz 

A
川
W
日
刊
リ

品
明
河
口

問
H
M
m

験
日

ω
q

A
U
m
 

向
時
間
噌
凸

八
朗
い
匂
間

A
山
川
山
山
川

ω

治
似
附
制
御
h
U

A
M〕

v
m

臆
附
川
凶
ゐ

局
以
開

制ム
白
凶
附

市山山

4

向

μ〕

間

必
川
川
山

ω

A
川

山

ム

甥
川
山
V

別

府
間

ω白

O
M
m
 

n関
口

所
国
間

心

川

町

ム

同
N
V
仰

阿
国
ふ

ロM
W
U

仰
向

阿
川
w
w
A

Q
3閣

内
げ
川
山
川

W

得山
U

O

門
UNυ
、…m

mm問
問
削
れ

Umvc 

開制
N
マ附

仇
川

M
M
M
M
M
M
V

総
開
閉
w
v
o

。
伊
悦

内
問
判
。

雪叫引t-?ii引。-111115 
-~-~ e -W-~ ~制 3 制。叩-~日-制。引S

町翌日切巴引21-ltjjl-q-13 
。 166

惨-~e -~-~ 8 組-~ ~ -図 ~8 臨-0 ~白 ~g

一白-~昌一倍-u 母国-~o 
と三~ 174 ~ 175 L> 176 

。
5cIT可

Fig.37 細石刃実測図(2)

-544-



松山A遺跡

-F-35引合-p円-Ft雪12JFS

~t~~ 判。 -tjG5-111111 円

-m-~ g一目UB-j iMd 叫 明

口けロ

m

n
w
H
U
 

飢川
W

G

O
M凶
川
同

市
川
川
凶

4

0υ
口
問

A
W
U削
れ
U
可

m刈
川

団

司

口

川

伊

間

m川
川
刈
由

白

u
u
u
m悶

閣官
4

口
国
防

聞
出
。

用
ハ
同
川
け
ν

弘
代
川
u
w
g

&
m川
wwu

。 5cm 

A 201 
Fig.38 細石刃実視IJ図(3)

545-



松山A遺跡

TAb.2 細石刃計測値一覧表(1)

No 石 質
首i 割IJ ([宜

残存部位 登録番号 イ荷 考主是さ (cm) 中高 (cm) 空手き (cm) 聾主さ (g)

89 黒曜石A 1.95 1.05 0.30 0.55 九松A9-1536 刃こぼれあり。

90 11 11 1. 97 0.91 0.76 0.5 11 K3-1081 11 

91 H C 1. 79 0.94 0.32 0.5 11 L3-44 11 

92 11 A 1.80 0.89 。目34 0.5 11 L3-490 11 

93 11 C 1.86 0.80 0.51 。.35 11 K2-14 

94 11 A 2.00 0.80 0.21 0.25 11 MI3-388-2 

95 11 11 2.13 1.00 0.84 0.6 11 15→ 236 

96 11 11 2.45 0.88 0.23 0.35 11 N14-1732 

97 11 11 1.72 0.80 0.20 0.3 11 N15-914 

98 11 " 1.50 0.74 0.25 。目25 11 K4-121 

99 11 11 1. 71 0.85 0.27 0.25 11 Kll-1037 

100 11 11 1目16 0.92 0.24 0.25 11 1 7-29 

101 H 11 1.53 0.60 0.17 0.2 11 14-281 

102 11 11 1.98 0.69 0.19 0.25 11 A9-H 

103 11 11 1. 78 0.76 0.77 0.35 11 E7-155 

104 11 11 1.80 0.74 0.72 0.25 11 K3-241 

105 11 11 1.92 0.71 0.22 0.3 11 G6-H 

106 11 11 1.64 0.71 0.50 0.3 11 LI0-H 

107 11 11 1.87 0.71 0.21 0.15 11 E 7-318 

108 11 11 2.15 0.63 0.18 0.2 11 C8-1172 

109 11 11 2.23 0.52 0.21 0.2 11 G7-1085 

110 H 11 1.91 0.55 0.26 0.3 11 A9-152 

III 11 11 2目03 0.52 0.22 。.25 11 K9-304 

112 11 11 1.93 0.57 0.15 0.25 11 G7-1252 

113 H 11 1.85 0.61 0.16 0.2 11 K9-413 

114 11 11 1.81 0.46 0.17 0.2 11 N15-360 

115 11 11 1.65 0.54 0.20 0.2 11 J 5-H 

116 11 11 1.48 0.65 0.25 0.25 11 M11-H 

117 11 11 1.59 0.53 0.23 0.2 11 D8-48 

118 11 11 1.95 0.54 0.28 0.3 11 Ll1-167 

119 11 " 1. 72 0.45 0.28 0.25 11 G6-7 

120 11 11 1.60 0.50 0.18 0.15 11 F8-95 

121 " 11 1.12 0.53 0.19 0.1 11 15-H 

122 11 11 1目46 。目63 0.22 0.3 11 D8-1157 

123 11 11 1.45 0.63 0.19 0.25 11 A9-H 

124 11 11 1.51 0.64 0.21 0.2 11 M2-H 

125 11 11 1.35 0.65 0.19 0.25 11 L8-890 

126 11 11 1.32 0.66 0.12 0.2 11 L 11-1433 

127 11 11 1.37 0.62 0.21 0.25 11 E 7-282 
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No. 石 質

128 黒際石A

129 " C 

130 " A 

131 H " 
132 " " 
133 " " 
134 " " 
135 " " 
136 " " 
137 H " 
138 " " 
139 " " 
140 " " 
141 " " 
142 " H 

143 " " 
144 H " 
145 " " 
146 " " 
147 " " 
148 " " 
149 " " 
150 " " 
151 " " 
152 " " 
153 " " 
154 " C 

155 " A 

156 " " 
157 " " 
158 " B 

159 " A 

160 H " 
161 " " 
162 " " 
163 " " 
164 H " 
165 " " 
166 " " 

百十 部IJ 古直
残存部位長さ (cm) 幅 (cm) 厚き (cm) 重き (g)

1.52 0.61 0.20 0.2 

1.39 0.62 0.21 0.25 

1.40 0.60 0.24 0.25 

1.62 0.56 0.21 0.15 

1.44 0.51 0.19 0.15 

1.19 0.50 0.14 0.2 

1.13 。.53 0.19 0.15 

1.13 0.57 0.16 0.2 

1.21 0.67 0.20 0.2 

1.14 。.77 0.18 0.1 

1.31 0.55 0.16 0.2 

1.13 0.52 0.19 0.25 

0.87 0.53 0.66 0.1 

0.95 0.55 。.18 0.1 

1.06 0.53 0.16 0.2 

2.15 0.61 0.23 0.25 

1.72 0.59 0.22 0.275 

1.45 0.74 0.24 0.25 

1.47 0.63 0.21 0.25 

1.36 0.66 0.24 0.25 

1.34 0.67 0.22 0.25 

1.39 0.59 0.17 0.25 

1.42 0.52 0.16 0.2 

1.49 0.72 0.17 0.15 

1.51 0.52 0.16 0.2 

1.52 0.51 0.16 0.15 

1.52 0.64 0.24 0.25 

1.51 0.51 0.18 0.15 

1.54 0.47 0.16 0.2 

1.52 0.46 0.14 0.2 

1.42 0.53 0.15 0.2 

1.38 0.54 0.17 0.15 

1.18 0.48 0.14 0.175 

1.37 0.48 0.15 0.15 

1.26 0.57 0.14 0.15 

0.93 0.45 0.13 0.15 

1.03 0.57 0.18 0.2 

0.97 0.93 0.14 0.15 

2.02 。.41 0.10 0.2 
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登録番号

九松 15-H

" L10ーは

" P7-150 

" M19-86 

" M13-1937 

" H 

" E7-290 

" D8-519 

" K13-383 

" 17-H 

" 15-375 

" J 5-93 

" Ll1-2125 

" D8-2891 

" N18-4 

" N17-373 

" D8-53 

" H5-148 

" Ml-143 

" D8-2275 

" Ml-29 

" D9-H 

" 1 5-25 

" M12-366 

" C8-1003 

" D8-2814 

" J 4-4 

" J 5-260 

" C8-H 

" D24-54 

" D24ー70

" 15-H 

" D8-2206 

" N17-456 

" H 

" D8-560 

" C8-608 

" 1 5-1543 

" D8-1151 

f積
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(2 ) 

考
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(3 ) 

No. 石 質
長i今 羽リ fi白:

残存部佼 登録番号 f蔚 考
主主き (cm) 中高 (cm) 11享き (cm) 霊主さ (g)

167 黒限石A l.14 0.56 0.14 0.1 九松 15-1090 

168 " " 1.31 0.54 0.18 0.225 " K3→ 1050 

169 " " l.19 0.54 0.12 0.1 " 15-205 

170 " " 1.12 0.50 0.19 0.15 " D9-H 

171 " " 0.77 0.50 0.18 0.1 " D8-2917 

172 " " 0.89 0.50 0.19 0.125 " D8-2717 

173 " H 0.14 0.59 0.15 0.125 " D9-H 

174 " " 0.84 0.68 0.18 0.25 " M1-107 

175 " " 0.84 0.76 0.24 0.25 " J 6-764 

176 " " 0.88 0.52 0.17 0.2 " D8-216 

177 " " 0.87 0.61 0.21 0.25 " F8-49 

178 " " l.12 0.58 0.19 0.225 " 15-55 

179 " " 1.14 0.64 0.17 0.2 " D8-H 

180 " N l.12 0.65 0.64 0.15 " D8-588 

181 " " 0.92 。.74 0.12 0.1 " L10-11 

182 " " 。.98 0.62 0.19 0.125 " D8-2660 

183 " " 1.86 0.45 0.22 0.15 " L10-H 

184 " H l. 70 0.40 0.10 0.25 " M14-1640 

185 " H l.40 0.43 0.16 0.2 " P20-42 

186 " B l.29 0.41 0.12 0.2 " N17-582 

187 " " l.31 0.49 0.16 0.2 " C8-H 

188 " " l.18 0.46 。.13 0.25 " G7-300 

189 " H l.25 0.48 0.12 0.2 " Kll-1216 

190 " H l.36 0.33 0.11 0.15 " D19-81 

191 " " 1.01 0.42 0.17 0.1 " 16-200 

192 " " l.36 0.45 l.99 0.15 " H 

193 " " l.08 0.46 0.14 0.125 " 14-733 

194 " H 1.21 0.50 0.17 0.2 " D9-H 

195 " H 0..74 0.50 0.64 0.15 " D8-H 

196 " " 1.19 0.35 0.11 0.175 " D8-108 

197 " " l.09 0.44 0.15 0.125 " E-7-H 

198 " " 1.09 0.47 0.14 0.15 " 15-H 

199 " " l.06 0.38 0.12 0.1 " R12-1025 

200 " " 0.97 0.52 0.19 0.15 " H21-250 

201 " " 2.97 0.57 0.51 0.45 " F20-95 
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ここにあげた尖頭器の場合，先土器時代のものと縄文式時代に入るのではないかと思われるも

のがある。本遺跡の場合，層位的に区別するには困難が伴うので，時代による区分は行わなか

った。なお， 202・203を三稜尖頭器とし， 204~252の尖頭器と分けて考えた。

三稜尖頭器 (Fig.40・202・203)

202は1-5表土層からの出土で，長さ7.62cm，幅2.18cm，厚き1.51cm。厚みのある剥片を素

材としているが，下端部を欠失している。形状は尖端部が細<，鋭利に作り出され，幅広の所

で断面は台形，先端では三角形を呈する。三側面全体に剥離が行われ，尖端部は特に入念に二

次加工が施されている。 203は202に較べて尖頭部が丸みを帯び，下端を欠失している。断固は

中央に稜をもち，三角形を呈し，三側面全部が剥離調整を受けている。長さ6.60cm，幅2.34cm，

厚さ1.88cmを計・る。三稜尖頭器として明確なものはこの二点だけである。

尖頭器 (Fig.40~45 ・ 204~252)

204~213 までの尖頭器を厚手の剥片を素材とし，本遺跡の中で先行する尖頭器として捉えた。

204だけがほぼ，完形に近いが，その他はほとんど欠損品である。 204は両面とも比較的組い剥

離が加えられている。 1~U縁部は細かい調整で仕上げられ，尖端部は鋭利になっている。 205は断

面が，平坦に近いレンズ状を呈し，先端部をわずかに欠くものの，木葉形に調整されている。

208は先端部だけであるが，やや丸みをおびた頂部から肩にかけて角度がつき，圭頭形の尖頭器
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Fig.39 尖頭器出土分布図
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に近いものになっている。 209は細身の中間部分であるが，三稜尖頭器に近い器種である。

210~212は中間部，及び下端部だけであるが，残された剥離面は粗〈調整され，断面は菱形

状を呈している。 213は0-12区表土層からの出土。下端部を欠失するが，残存。長さ7.88cm，

幅5.64cm，厚き1.08cmを計り，幅が非常に広く，木の葉状である。全体の剥離は丁寧に行われ

ている。

214以降の尖頭器は後続する器種として捉えた。 214はK-10区， III層出土の完形品。全体は

押圧剥離により調整され，尖頭部はやや，丸みをおび，下端部がわずかにふくらむ木の葉状を

呈する。基部に自然面をわずかに残す。長さ10.42cm，幅3.23cm，厚さ1.1lcmを計る。 215は0-

19， III層からの出土。長き8.60cm，幅2.68cm，厚さ0.74cmを計り， 214よりもひと回り小さい完

形品。全体は押圧剥離でつすく仕上げられ，両端はほほ河じように丸みをおび、て尖る。片側面

のふくらみがやや強<.左右対象をなしていない。断面はレンズ状で，形は柳葉形を呈する。

216~219は欠損品であるが，剥離は丁寧な押圧剥離で，断面もうすく仕上げられ，尖頭器とし

ての機能が高められている。 225は完形品であるが，長さが5.7cmと短い。両面の剥離も粗<.

未製品の感がある。 226・227はともに，針尾，もしくは亀岳産の灰青色の黒曜石を利用してい

る唯一の例である。欠損品であるが，小形のものであろう。 228~252は長さに対して幅が細く

なる柳葉形を呈するものである。 228は細身に仕上げられ，先端は尖り，下端部は両側からわず

かに扶られ，基部が作り出されている。 229は片側面に自然面をもっ完形品であるが， 230以降

は破損品である。 237だけは厚きが非常に薄<.石鉱に近いものである。

黒曜布製掻器 (Fig.46~50 ・ 253~292)

出土遺物の中で，使用痕，あるいは刃部を有するもので，掻器と考えられるものは多くを数

え，図示したものは一部にすぎない。ここでは，黒曜布製を素材とするものをあげた。 253は横

剥ぎの大型剥片を素材としている。一辺の長い三角形を，縦lこ置いた形で，左面は自然面を残

し，稜線を縦と横につけている。頂部は左面からのみ二次加工があり，刃部状になる。下端は

両側から尖るが，一側面には締かい使用痕と思われるものがある。また，先端部は斜めに加撃

され，グレイパーの機能も持っている。 254は黒曜石C製。幅広の縦長剥片を素材としている。

左面は右側面に入念な二次加工を，右商には右側縁の半分から上部に，両面を交互に入念な二

次加工を行っている。 225は黒曜石B製。縦長の剥片を素材とし，左面の右側面だけ二次加工に

よる剥離を行い，下端部は斜めに欠失している。 256は，漆黒の黒曜石の自然面に近い方を剥い

でおり，上部の打撃面と左右に自然面を多く残すが，側面を剥離し，側縁を交互に，入念な二

次加工を行い，尖頭状に作り出している。 257は2本の稜線を持つ縦長剥片の左側縁だけ二次加

工があり，さらに，中央部が小さく挟られたようになっている。 258は断面三角形の剥離を利

用，薄い剥離面を片面だけ二次加工し，刃部として利用している。 259・260はともに良質の角

磯の黒曜石を素材とし，自然面を長軸の片側面と，下端部に残す。薄〈剥がれた刃部には二次

加工面というより，刃潰れ状の剥離痕が認められる。 261は全体が剥離調整され，下端部には刃
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TAb.3 尖頭総計 iWHi員一覧表(1)

No. 正i 質
計担1) f直

残存部位 主ま録番号 i品 才J色
長き (cm) 隔 (cm) l'字き (cm) 噴き(g) 

202 サヌカイト 7.62 2.18 1.51 20.30 AB 九松 15-H 二稜尖]ift器

203 " 6.60 2.34 l.88 27.00 AB " L2-494 " 
204 " 7.98 3.11 1.55 3l.20 AB " Kl1-933 

205 " 6.81 3.46 0.95 27.30 AB " H5-H 

206 " 4.57 3.03 l.27 15.00 AB " L9-H 

207 " 4.08 3.48 0.96 12.7 A " L10-H 

208 " 3.03 3.43 0.99 8.65 A " K1H271 

209 " 4.74 2.02 l. 77 12.80 B " N16-H 三稜尖頭~fP

210 " 3.71 2.88 l.25 17.55 B " L10-447 

211 " 6.46 3.52 l.62 35.60 AB " P 8-659 

212 " 4.07 2.87 l.08 12.70 A " H 

213 " 7.88 5.64 1.28 54.50 AB " 012-H 

214 " 10.42 3.23 1.11 33.20 ABC " K10-594 編の大きな木業形

215 " 8.60 2.68 。74 16.10 ABC " 019-225 完形の木葉形

216 " 6.58 3.04 0.91 15.60 AB " K9-263 完形に薄手の木葉形

217 " 6.36 2.98 1.08 18.90 AB " I 5-739 

218 " 4.49 3.47 0.76 10.25 A " L 12-637 

219 " 2.86 2.85 0.81 5.55 A " G5-172 

220 " 4.82 2.81 l.08 13.05 AB " L10-1123 

221 11 3.90 2.09 0.62 4.65 AB " J 7-H 

222 " 4.18 2.64 0.97 13.60 B " D9-H 

223 " 3.52 3.19 0.91 13.20 B " P 16-5 

224 " 3.89 2.79 0.96 11.65 8 " J 5-H 

225 黒1I1l1石B 5.81 2.74 1.00 15.75 ABC " F8-51 

226 " " 2.18 2.16 0.52 2.15 A " N15-413 主!尾iiET臣系黒IIlnj

227 サヌカイト 2.88 2.51 。70 5.35 B " L10-18 " 
228 " 7.51 l.52 0.71 10.55 ABC " H 調11形完形基音11に扶りをもっ

229 " 6.70 1.80 0.99 6.85 ABC " D'9-445 細形完形品

230 " 5.72 2.32 0.89 10.30 BC " Kll-743 

231 " 5.27 l.86 0.73 8.85 AB " D'9-545 

232 " 4.25 2.17 0.84 8.20 BC " G21← 177 

233 " 4.58 l.98 0.69 7.15 AB " L 12-1302 

234 " 4.29 1.89 l.00 8.35 AB " 19-H 

235 " 4.28 l.19 0.76 4.95 AB " I 5-628 

236 " 3.76 1. 79 0.72 4.25 AB " K10-373 

237 " 4.85 l.69 0.90 2.00 A " N193 断面非1;~' にうすい

238 " 2.91 1.59 0.50 l.65 A " Ll1-661 

239 H 2.83 l. 98 0.72 2.50 A " Lll-1629 

240 11 2.61 1.49 0.42 l.45 A " H15→ M 
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( 2 ) 

No. 石 質
五t 羽リ (，色

残合一部I{立 主主録番号 1詣 /一J 
長さ (cm) 幅 (cm) 厚さ (cm) 重さ(g) 

241 サヌカイト 2.09 l. 70 0.51 l.50 A 九松016-475

242 " l.80 l.35 0.46 1.05 A " Kl1-1489 

243 " 2.12 l.48 0.84 0.95 A "肘nz-H

244 " 2.89 2.03 0.77 6.05 B " N15-H 

245 " 2.61 l.58 。70 3.80 B " Kl1-1465 

246 " 2.51 1.59 0.70 3.55 B " P13-H 

247 " 2.64 l.52 0.71 3.95 B " A19H 

248 " 5.61 2.59 l.07 16.10 BC " L12-29 

249 " 3.74 2.04 0.93 8.60 BC " Ll1-1677 

250 " 4.98 2.16 0.68 6.15 BC " K10-764 

251 " 2.82 2.40 0.82 5.60 C " E8-H 

252 " 2.20 1. 75 0.51 4.20 A " M12-H 

注 残存部位は完形品・ ABC 尖端部A，中間部B，下端部C.

潰し;伏の剥離があり，上部に斜行する薄い刃部をもっ。この上記3点は掻器というより，ナイ

フ形石器と同様の機能をもつものと考えられる。 262は黒曜石C製。角錐状に剥離された剥片を

利用。 4側面の 1面だけ入念な交互剥離を伴い，尖頭状に仕上げている。 263もほぼ同じ形状で

あるが，剥離がやや粗い。 264~225は縦長剥片を素材としているが，ほとんど欠損品であり，

二次加工による剥離を片側縁に持つ。 268だけは，基部に切断面をもっ小形の縦一長剥片を素材と

し，稜線の側縁を丁寧に剥離している。主要剥離而は両側縁に細かくノッチを加え尖頭状に整

えている。 277・278は幅広の剥片を素材とした挟入の掻器である。前者は片側縁だけに二次加

工を加えているのに対し後者は周縁全体近くに剥離を加え，扶りの部分を更に調整している。

279~284は不定形な剥片を利用し，側縁に二次加工を施す。いわゆるエンドスクレイパー，あ

るいはサイドスクレイパーの範時に入るものである。 286~292は不定形な剥片を利用し，片側

面全体に二次加工が集中し，一方は周縁部だけ施される両面調整の円形撞器である。 285・291・

292はサヌカイト製。他は黒曜石製。

黒曜石製剥片石器 (Fig.51~56 ・ 293~336)

剥片石器は大形の縦長剥片と小形の縦長剥，それに縦と横の比率の小さい幅広の制片 (319~336)

に大別される。ここにあげた剥片のほとんどには使用痕が認められる。

293は黒曜石B製だが，表面は風化のため灰緑色。上部平坦面から 1回の打撃で剥がれ，湾曲

~558 



松IlJA遺跡

253 

く二〉

仁二ご〉
255 

254 

ζ 二二〉

257 。 256 ど二三斗

〆~ Fig.46 黒曜石製掻器実測図(1)

-559-



松山A遺跡

u 

ζ ここミ

ム

〈ご〉

260 

263 

258 

くご〉

仁〉

261 

て二フ

266 ど 竺 〉

。

259 

262 

264 

267 

Fig.47 黒曜石製掻器実測図(2)

-560 

どと〉
265 

A
阻
切

除
恥
N
M回

織的
ζL 。

268 

5c円、



松11JA遺跡

制
〆
凸

品

m川
駅

〈

的

M
M
N
G

Z
m
周
回

総間的
ρ

門
M
m

和
唱
ρ

hm船
加

銅
剣
勝
。

ζ二~ 273 亡二:::::> 274 ζご〉
275 

同日

o 5cm 

ここコ 277 

過重野 m 
Fig.48 黒曜石製磁器実測図(3)

-561-



松山A遺跡

279 

位ミふ 4議参

一鴎岨
ζ二二三コ 281 

~ 

昭島2U
ζ 二二コ

品I~~
ζ二~ 285 

く二二〉

283 

ζ二7

ζ3 
286 。

ト

Fig.49 黒曜石製掻器実泌図(4)

562-

280 

282 

284 

287 

5cm 



松luA遺跡

-Q~ 旬。惨
289 

ζユ
288 

ζ二〉

290 

く二〉

291 

く二コ-q-j 
5cm 

。292 くこ二二〉
黒H霊布製掻器実iHIJ図(5)Fig.50 

している。左面には一本の稜線が走り，下端部に自然面を残す。使用痕は上部側縁にわずかに

残る。 294・295はともに良質の黒曜石A製。上部に平担面を作り出し，その後に 1回の打撃で

断面l土台形。両側縁は使用痕が顕著で‘ある。自然面は下端2本の稜線をもち，剥がれている。

この 2者は典型的な刃器状の縦長剥片である。部に残す。

両もしくは 2本もち，303-318は細い縦長の厚さの薄い剥片である。稜線は中央に I本，

に使用痕が認められる。 305だけが黒曜石C製。 306-307は黒曜石B製で，他は黒曜石A製。

319-323はやや幅広の剥片で，側縁部には使用痕を持つ。 323は横剥状。

327-335は幅広型の剥片。 331と332を除いては表面が灰緑色に風化している黒躍石B製。 327

が片側面に使用痕が顕著な他は，他にはあまり見られない。

サヌカイト製掻器 (Fig.57-60・337-351)

サヌカイトを素材とした剥片利用の掻器である。 337は薄手の縦長剥片の折を利用したもの

で，長軸側縁に両面剥離を施し，折断部にも片面から二次加工を行っている。 338は細い縦長剥

二次加工を加え尖頭状に作り出している。 341・342は横剥ぎの剥片を利用。

周辺に二次加工を加えている。 341は一部に白然面を残す。 343は横斜ぎの剥
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Fig.53 黒曜石製剥片石器実測図(3)

片で半月形で折れている。半円の頂点から左右に粗い交互剥離を行っている。 345は不定形な厚

手の剥片を使い，片側面からのみ 2次加工を行い，刃部に仕上げている。 346は不成形な大形の

剥片を利用している。両面とも組い剥離を行い，下部に自然面を残す。半分に折断されている

が，尖頭状に類似する。 347は厚手の横剥ぎの剥片で，左荷は中央に 1本の稜線をもっ断面三角

形。両側縁を片面だけから粗い二次加工を施している。 348は不定形な剥片を利用。背面は 2回

による剥醍で， i < J字形を呈している。二次加工は長軸の側縁に直線的に加えられ，刃部を形

成している。 349は不定形な大形の剥片を利用している。粗い剥離は全側縁に及んでいるが，風

化が著しく進み，剥離痕の色別が難かしい。 35日は大形の横剥ぎの剥片を利用。頂部の剥離部に

は白然面を全体に残す。形状は隅丸の方形に近い。短側縁を組い剥離で整え，長側縁は両面か

ら，わずかに剥離痕を認めるが，中央部は扶られたように剥離が目立つ。

サヌカイト製剥片を利用した播器は小形のものも比較的見られるが，概して大形のものが目

立つ。形状は定形化されていないが，手に握った時の感触で，有効な刃部を形成していったと

考えられる。
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Fig.54 黒曜石製剥片石器実測i翠(4)
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サヌカイト製縦長剥片 (Fig.60・352・353)

大形の角喋を素材とした半円錐形石核から剥ぎ出されたと思われるもの 2併を示した。しか

し本遺跡から半円錐の石核の出土例はない。

352は自然面を側縁に残す，長さ9.5cm，最大厚1.5cmの尖頭状の剥片で，頂部に平坦打面を持

たないが，打面は単剥離面である。薄く剥離された面には，使用痕が残る。 353頂部に数回の剥

離を受け，剥片の中央に，ほぽ平行した稜線が走る。両側縁には使用痕が著しい。打面は単剥

離面である。長さ9.8cm，最大厚 2cmを計る。

石核 (Fig.61~62 ・ 354~358)

サヌカイト製の大形石核の一群である。剥離方向は規則性がなく不定形なものが多い。 354は

一番大型の石核で，角聴を素材としている。左面にはほとんど，自然面を残し，右面には大き

な剥離痕を残す。重量は1.15kgを計る。 355は角聴を 4函から不定形に剥出している。厚みがあ

り，重さO.7kgo 356は片面頂点に自然面をもち， 4囲の剥出し面が残る。両面は不定形に剥が

れ，下端は牒器状の剥離面が見られる。
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磯器 (Fig.63・359)

J -3区表土層出土の大形の角喋状サヌカイトを素材とした際器である。右面頂部には自然

面を多く残し，下端は両面から粗く剥ぎ，刃部を作り出している。左面は全体を剥いでいるが，

中央部から下端にかけては，更に段をつけて薄く剥き¥刃部としている。重量O.9kg。時期的に

は先土器時代に属するか，縄文時代に属するか不明。

354 

355 

~Ocm 

Fig.61 石核実測図(1)
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3. 出土遺物の利用石材について

出土遺物の中で石器の占める割合は90%以上を越え，石材は大きく黒曜石とサヌカイトに分

けられる。なかでも黒曜石は原産地による区別が行われ，遺跡出土の石器も色調により次のよ

うに分けた。

黒曜石A..…・漆黒色を呈し良質で、カ、、ラス質に富む。涼産地は腰岳(佐賀県伊万里市)大崎半

島(川棚町)針尾(佐世保市)産が該当する。大崎半島は遺跡から北側の至近の距離にあり，

針尾は大村湾の湾口に位置する。石材の依存度は50%を越える。

黒曜石B…・・・灰青色または灰緑色を呈し，剥離面は風化が著しく灰褐色を呈することが多い。

割っても不透明。原産地は亀昔(西彼町)，針尾， ~.定姫(東浜)産(佐世保市)が該当する。石

材依存度25%

黒曜石c-.…・灰白色を呈する。カヴス質に富む。原産地は針尾産。石材依存度は 4%

黒曜石D..…・灰色を呈する。カ、、ラス質に富むがやや不透明。松尾)11(佐賀県嬉野町)が該当す

る。石材依存度は20%

石材分類は， A~Dについては長崎県で出土する石器について通常基準としているものであ

る。また原石の細部については「針尾人崎遺跡」を基準としている。

設 l 長崎県教育委員会・電源開発株式会社『針尾人崎遺跡』長崎県文化財調査報告書第60集 1982 
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4.先土器時代のまとめ

本遺跡における先土器時代の文化層は明確には 3層ということになるが，土質が長崎県特有

の黄褐色，あるいはまた赤褐色粘質のローム層であることや，傾斜地に位置していることなど

から，単純層として把握することは出来なかった。縄文時代の石銑がかなり混在して出土した

ことも流れ込みによる堆積が進行していたことを示している。しかし基本的には先土器時代

の石器群は下層部からのものが多い。

調査によって得られた遺物はナイフ形石器，台形石器，細石器，細石刃，三稜尖頭器，尖頭

器， :t蚤器，削器，使用痕ある剥片，石核，不定形な石器などの組成となっている。その中で，

一番多く認められる石器は使用痕ある剥片と細石刃，ナイフ形石器へと続く。

石質は大別すると，黒曜石とサヌカイトである。他の石質は玄武岩質のものが若干あるが，

圧倒的な量を誇るのは黒曜石である。なお，黒曜石の種類については石材の項目を参照された

し、。

遺物の分布については，先にも述べたように，約8，OOOm'の広きの中で， 6個所の集中地点が

観察できる。地形は北から南へ傾斜し，谷状になり，水流のある渓谷へと合流している。遺物

分布N.Mの南北のラインを軸とする地点に第 2・第 3の分布圏が位置するが，この地点は浅

い谷状になっており，遺物が集中する。この第 3の分布圏が一番大きい。

器種別分布では

ナイフ形石器が第 2・第 3分布圏に集中し，一番低い第 4分布圏にも集中している。

細石刃では，全ての分布圏に出土しているが，特に第 6分布圏のD-8区に集中している。

更に，特徴的なことは，南西側のグリッドに集中している。

尖頭器は，第 3分布圏に集中し，他の分布圏にも認められるが，数の上では片寄りが見られる。

以上のように分布図で見る限り，器種によって，若干のまとまりの変化が観察される。

ナイフ形石器を見てみると，石質はすべて，黒曜石を使用。サヌカイト製は 1点も含まれて

いない。全長は 5cmを越えるものが復原長も入れると， 7点を数える。ほとんどは縦長剥片を

素材としたもので，二側縁加工を施し，切り出しナイフ状に斜行する刃部をつけたものが多い。

又，柳葉形に細身の剥片を選ぴ，二側縁加工を行い，刃部を長くもつものがある。南高来郡国

見町百花台遺跡はこれまで数回の調査が実施され，遺物の出土量の多さから，標式的な遺跡と

して知られている。ここでは，ナイフ形石器は I類からV類に分け，更に細分されている。本

遺跡の石器も大枠において，この分類に準じても良いと思われる。又，同様のナイフ形石器の

組成は諌阜市周辺の西輪久道遺跡，長牟田遺跡，鷹野遺跡も同様で、ある。近隣の主要な遺跡と

しては，佐世保市上原遺跡，東彼杵町大野原遺跡，カブラ堤遺跡，外国遺跡などがあげられる。

台形遺跡はわずか 3点の出土である。基部は切断面をもち，刃部が開く原の;土型や枝去木型

になるものである。台形石器出土の遺跡もナイフ形石器出土の遺跡と同一に伴出する。剥片尖

578 



松山A遺跡

頭器は小形のものが2点得られているが，ナイフ形石器との供伴を示すと考えられる。

石器群の中で，一番特徴的なことは尖頭器の出土例の多きである。明らかに，先土器時代の

尖頭器と考えられるのは三稜尖頭器と全体が粗〈剥離調整されたFig.40・41の石器群である。尖

頭器は佐賀県多久市を中心に，三年山遺跡や茶園原遺跡で良好な資料が得られている。又，最

近では，長尾開拓遺跡や山王遺跡からも，尖頭器文化の報告が示されている。唯，これらの遺

跡の場合は圭頭型の尖頭器を伴っている。地理的にも近い本遺跡にも大きな影響を与えている

と思われるが，圭頭型については，類似品が 1点あるのみで皆無と言ってよい。しかし，幅広

型のFig.41・213などはその影響下にあると見てよい。県内では調査による出土例は知られてい
註 3

ないが，北松浦郡吉井町の福井)11上流の金城遺跡から類似資料が採集されている。

尖頭器の中で，一番問題になるのが， Fig.42・214以降の石器群である。尖端部が丸みをも

ち，最大幅の重心が下部に置かれるか，扇平に仕上げられているもので，百花台遺跡第四層の
註 5

押形文土器(楕円文)と供伴する尖頭器と類似している。同様の石器l土佐世保市岩下洞穴の押

形文と間層や泉福寺洞穴，大分県の二日市洞穴にも求められる。以上のことから考えると，本

遺跡の資料も縄文時代と考えなければならないが，その場合は，打製石鋲や局部磨製石鍛，尖

底を呈する無文土器などと供伴する石器ということになる。だが，出土層が不安定な状況では

断定することは出来ない。多久周辺の遺跡にしても，細形の尖頭器出土19Uは多いからである。

おそらく，過渡期に出現する石器と考えられる。

註 1 西村経司 『茶園涼遺跡』 多久市教育委員会 1979 

西村隆可 r茶園原遺跡II~ 多久市教育委員会 1980 

2 西村隆p]・ i有島敏浩 W:JU+I横断自動車道関係埋蔵文化財発掘調査概報8集』佐賀県教育委員会

1985 

3 福田一志 『長崎燥の考古学 I~長崎県考古学会 1979 

4 副島和明 「百花台広域公同建設にf'l'う埋蔵文化財緊急、発J属認査報告書j長崎県文化財調査報告

書第92集 1988

5 麻生 優 『岩下洞穴の発掘記録』佐世保市教育委員会 1968

6 麻生 優 『泉福寺j同穴発掘調査の記録』 佐世保市教育委員会 1984 
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5，縄文時代の遺物

縄文時代の遺物は， 2層，及び3層からの出土である。土器は小破片まで入れても， 100点余

り，全て無文土器である。石器は石鋲・石斧・石皿・磨石・異形石器など，一応の組成は見ら

れる。この中で圧倒的量の多さを誇るのが石銑である。打製および、局部磨製石鍛に分けられる。

剥片石器・尖頭器も縄文的なものが多いが，先土器時代の中で取り上げたものもある。

以下，各遺物について，説明を加える。

6，縄文土器 (Fig.64・1~11) 

小破片を含めても， 100点余り，ここでは無文土器11点を図示した。 1~3 は口縁部である。

1はやや薄い器壁で， )J台土には角閃石や長石・白い砂粒を含み，粗い。口縁は，わずかに外反

する。 2・3は外面が茶褐色内面は黒褐色を呈している。給土には，角閃石や長石・石英粒が

入る。器壁厚く，焼成は甘い。 4~ 7は前者にほぼ準じた胎土焼成で，胴部である。 8は尖底

状に丸みをおびた部分で，外面は風化が進んで、いる。 9' 10は器壁薄<，胎土は堅くしまって

おり，黄褐色を呈する。底部に近い部分である。 11は尖底部であるが，端部の磨耗著しく，飴

土も脆い。色調は貫褐色を呈する。

以上の土器は胎土や形態から，縄文早期に比定されると思われる。長崎県における押型文土

器は島原半島と，県北の洞穴遺跡を中心に良好な資料が得られている。しかし，県央地豆であ

る大村湾沿岸では，押型文土器よりも，それに伴なう無文土器の出土が多いが，量的には，少

量である。又，本遺跡と同様の石器組成をもっ諌早市西輪久道遺跡，大村市議ノ下遺跡，佐世

保市岩下洞穴では押型文土器と塞ノ神式土器の供伴が見られるが，ここでは確認されていない。

7，縄文時代の石器

トロトロ石器 (Fig.65・01~05) 

縄文早期の遺跡から，主として出土する異形局部磨製石鍛，あるいは，異形石鍛と呼ばれた

トロトロ石器は，本遺跡でも若干の資料が得られた。

ここにあげた資料は，岡本束三氏「トロトロ石器考」の概念を参考とした。

01は表面採集の完形品である。石材はチャートを使用し，周縁加工は両面から丁寧に行われ，

基部外側が扶られ，胴部が張り出す。基部内側は半円状に調整を受けているが，脚部は外に反

り出してい手。先端部は丸くおさめられ，中央のふくらんだ部分は磨耗している。長さ2.7cm'

幅0.7cmo 02はR-12区からの出土の脚部先端をわずかに欠失するほぽ完形品。石材はチャート

を使用。形状はほぼ前者と変らないが，先端がやや丸くなり，基部の扶りがやや尖る部分に変

化が見られる。中央部は両面とも磨耗を受けている。長さ2.7cm，幅0.9cmを計る。 03は先端部

をわずかに欠き，形態的にはトロトロ石器に類似するが，安山岩を素材としているところに難

点がある。ただ，中央部と脚部稜線に磨耗が見られる。一応参考資料としておく。 04は先端部

を欠失する。珪質岩で，乳白色に近い。基部に近い両側縁に，わずかな突起があり，左脚部は，
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外に反るように開くが，右は内側に反るように丸みをもっ。中央部は磨耗を受けている。

05は脚部先端をわずかに欠失するチャートを使用。先端部は丸くなり，腕l部は短かく，外に

開く。長軸に対して厚みがある。長さ1.9cm，厚き0.6cmを計り，一番小形。

以上の観察をもとに，これまでの出土例との比較をしてみたい。岡本氏分類によると，先端

部の形態によって， 4型式に，形態の大きさから 3種類に，合計12種に区分されている。それ

によれば， 01・02は第 I類Cに， 04・05は第II類Cに近い部類に入る。 トロトロ石器は全国的

に出土例は少ないが，量的には，非常に限られてくる。九州、|においては，出土遺跡は30例に達
註2 註3 詑4

していないと思われる。長崎県下では，平戸市志々枝・佐世保市泉福寺洞穴・北有馬町今福遺

跡、大村市上水計遺跡に各 1例だけで，本遺跡が4例目，確実なものでは， 8本目ということ

になる。

伴出土器は早期の押型文土器の場合がほとんどであるが，本例も早期の無文尖底土器に供伴

するものであろう。

識0A ぬw邸内~A
く〉 01 く〉 02 く二〉 03 

AOA 一議団 。
に Jcm 

く〉 04 
〈二〉 05 

Fig.65 トロトロ石器実視IJ図

石銑 (Fig.69-78 1 -252・Tab.4) 

調査区の全域から石嫉は万Jlilなく出土した。反面表面採集による量も相当数にのぼる。調査

期間中に得られた総数は2，56L点，石器の中では群を抜いている。 Fig.67の打製石鍛密度分布図

を見てみると， L-ll区に89点， L-10区， 67点が出土し隣接区を合せて140点が集中してい

る。この傾向は， ドットでとりあげた遺物の密度と同じである。

石材の利用は，黒色の黒曜石が全体の43.1%，灰青色の黒曜石22.4%，灰白色の黒曜石22.7

%，乳灰色の黒曜石4.5%，サヌカイト 6.9%，チャート 0.2%，その他0.2%となり，黒曜石が

最も多い。この利用率は局部磨製石鍛にも見られる。

石鍛は打製石鉱と局部磨製石鍛に大別きれるが，これらの分類は白石浩之氏の分類に準じた。

なお実測図は全てを載せていないが，その他にも， 5冊以下の石嫉や 1cm以下のものもかなり

含まれ，分類もまだ考慮の余地がある。

I類 乎基無茎式・・….Aとして基部である底辺が直線的になるもの。形は 1-6に細分し

た。
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II類 凹基無茎式・・…・基部に扶り込みをもつもの。 Bから Fに分け，更に，形で 1~ 6に

細分した。

III類 凸基無茎式……基部は丸みをもち，やや尖った形になるもの。形は 1~ 2に分類し

fこ。

IV類 凹基無茎式の中でやや細分出来なかったものを含めた。

上記に従って，出土石銑を概観する。説明は「かたち」を優先的に考え，更にその形式の変化

をたどる。そのため説明の最初には平基無茎式が来ることを断っておく。

区
平基 間基無茎式

凸基
無茎式 無茎式

A B C D E F G 

1 ムムムムL¥IA。
2 ムC ムA 山山。
3 ムムム人ム人
4 ι ι ρ 
5 日Q 山。ムムA ム6 

Fig.66 石鍛分類模式i'J<1

4.5 0.2 0.2 

図 ;i信 田EEEの図E併の図臨2 園サヌカイト図チャート 口その他

Fig.67 イi鍛における行材の利用?十三
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区到 21~30 Fig.68 打製石鍛密度分布図

I類 lA 1 ~11 二等辺三角形に近く，底王子が直線的なもの。

II類 1B 12~29 二側縁は直線的に頂点で、交わり，底平はゆるく内湾する。わずかに脚部を

作り出す。

II類 1C 30~47 二側縁は直線的に頂点に交わり，基部は内側に尖るように扶られ，両脚先

端は尖る。

II類 1D 48~53 二側縁は直線的に頂点に交わり，基部の扶りは大きい。脚部先端部は尖る。

II類 1E 54~63 二側縁は直交するが，先端部はやや丸みをもつものが多い。基部の扶りも

丸くなり，脚部は隅丸におさめられる U ‘

II類 1F 64~67 二側縁は頂点で鋭く交わり，全体が細身である。基部の扶りも深い。脚部

先端は平坦なものと，丸みをもつものがある。

II類 2A 68~79 二側縁はゆるく内湾し，頂部は丸みをおびるものが多い。底辺は直線で，

たち上り部は隅丸になる。

II類 2B 80~104 両側縁はゆるく内j脅し基部の扶りは浅い。

II類 2C 105~118 両側縁はゆるく内湾し，基部の扶りはやや深<.脚部先端はやや尖り気

味である。

II類 2E 131~148 両側縁はゆるく内湾し，先端は尖る。基部に特徴があり，大きく扶られ，

)肉iは内j脅し先端は丸くなる。いわゆる鍬型銑と称されるものがこの部類

584 



II実頁 2F 149-152 

I類 3A 153-155 

II類 3B 156-160 

II類 3D 161-164 

II主頁 3E 165-171 

I類 4A 172-179 

松山A遺跡

である。

両側縁はゆるく内湾するが，基部がやや尖り気味に扶られている。

両側縁は外湾し，底辺は直線的になる。

両側縁は外湾し，基部も浅く扶られている。

両側縁は外湾し，基部の扶りは丸<.やや深い。先端部は細く尖る。

両側縁は外湾し，基部は大きく扶られ，脚部が長<，先端部は尖る。

いびつな三角形を呈し，台形状になるものもある。片側縁が内湾し，底

辺は直線的になる。横幅の割合が大きくなる。

II類 4B 180-186 片側縁が内湾，一方は外j脅し基部は浅く扶られる。横i隔の割合が大き

くなる。

II類 4C 187-191 片側縁が内湾し，一方は直線的に斜行する。基部はやや深く挟られ，腕l

部先端は尖る。

I類 5A 192-193 両側縁中央が内側に祈れ，五角形状を呈する。頂部は丸くなり，底辺は

直線的。

II類 5B 194-197 両側縁がわずかに張り出し底辺が浅く扶られている。

II類 5C 197-198 両側縁中央から上下両端が折れ，頂部は尖り，基部はやや深く扶られて

いる。

II類 5D 200 両側縁の肩がわずかに張り，基部も大きく扶られ，深い。鍬型織に近い。

I類 6A 201-205 先端部は尖り，両側縁は中央部から下で，肩が張る。基部は直線になる。

II類 6B 206-209 両側縁の下部に肩が張るものが多く，基部は浅く扶られている。

II類 6C 210-213 両側縁は直線的に頂部で、交わるが，脚部外側は角がつけられ，扶りは深

し、。

II類 6D 214-217 尖端部から直線的な両側縁は基部で内湾し，丸みをもっ，扶りは深く，

脚部は尖るものが多い。

II類 6E 218-232 両側縁が長いものと短いものがあり，内湾しながらも脚部で張り出す。

挟りは深く，鍬型鍛とされるもの。

皿類 1G 233-241 両側縁は概して内湾している。基部は丸く，ややっき出している。小形

のものが多い。

III類 2G 242-243 両側縁は直線的に頂点で、交わるが，基部は丸く調節され，わずかに平坦

部が残る。

IV類 凹基無茎式に属するが，形態を若干異にするもの 9点をあげた。すべてに共通している

のは両側縁に意識的に鋸歯状の剥離を行っていることである。247は両側中央部に少し

大きな突起状の剥離があり，有刺鍛に近い。 248-252は両側縁中央部から長い脚部が

外に開くように付けられ，扶りも鋭くなっている。
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〈二~ 12 

34 UA再d4舎崎

Fig.69 打製石鍛実測図(1)
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Fig.74 打製石鍛実測図(6)
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Fig，75 打製石鍛実測図(7)
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Fig.76 打製石鍛実羽IJ図(8)

-593 



松山A遺跡

ALAÂ~Å~-~品各-i m 

副ぬ利時ぬ~A 伊今

A~A Â~A 
〈二:> 219 く:=:> 220 

くこ二::::::> 218 

A~A^-~^A-~ A-A-~ ̂  
225 ぐ~ 226 くこ:::> 227 くこ二> 228 くこ〉 μ 〈こ〉

-Â-~A A~~i轟轟j鞠-舎時

Fig.77 打製石鍛実isU図(9)
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局部磨製石鍛 (Fig.80~82 ・ 253~340)

出土数は393点，石銀全体に対する割合は15%余りである。両側縁には押圧剥離が加えられ，

両面とも丹念に研磨が施され，先端は鋭利に尖るのを特徴としている。当然ながら，断面を薄

〈精巧に仕上げられている。形態分類は，打製石器の分類に準じるが，すべて凹基無茎式で，

次のように細分化される。

I類 1B 1~7 1 C 8 ~17 1D 18~27 1E 28~30 

2B 31 ~37 2C 38~52 2D 53~67 2E 69~71 

4B 72~73 4C 74~75 4D 76~80 7B 81 ~86 

7E 87 7F 88 

以上のように区分されるが，打製石銑の形と比較すると， 3， 4・5の各タイプが全く含ま

れず，鍬型鍛に類するものもない。一番多いタイプは 1Cや 2Dてコこの現象は打製石銑にも

見られる。石鍛はその製作技術から打製，局部磨製に分けて分類した。縄文時代早期の中で，

これまで報告されてきたものと比較して，その分類の範酉を越えるものはない。その点では，

規格品揃いといえる。打製の場合には四基無茎式 1-C'Dや 2-C'Dが多くを占める。早

期の典型的な鍬型鍛は62点，わずか0.24%にすぎない。

ここでは，地域的に限られて出土する局部磨製石織について見てみよう。

局部磨製石鍛は半磨製石鍛とも呼ばれてきたが，前者名称を固定させたのが，下川達輔氏の
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Fig.79 局部磨製石鉄密度分布図
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Fig.80 局部磨製石鍛実測図(1)
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Fig.81 局部磨製石鍛実iHlJ図(2)

-598-



松山Ai室効、

11AiA《1AlA
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〈二二〉 340 Fig.82 局音s磨製石鍛実iHlJ図(3)
339 

論考である。氏は，佐世保市岩下洞穴の出土資料を恥心に，分布から，特徴，機能，用途につ

いて，基本的な考えを示され，現在でもその指針は変っていない。現在は出土数も，押型文土

器を出土する遺跡は必ずと言ってよい程に見られるが，量的には多くない。県下では佐世保市

を中心に出土が知られているが，今回の本遺跡の出土量が集中して出土したことは新たな問題

を投げかけたことになる。一般的傾向として局部磨製石鍛は，縄文早期押型丈土器に供伴する

と言われているが，打製石畿との割合を見ると，極めて少量となっている。押型文土器の単純

遺跡として知られている。島原半島北部の瑞穂町弘法原遺跡は130点の石嫉の出土の報告がある

が，局部磨製石銑は 1点もない。これと同じ状況は百花台遺跡にも見られる。しかし，最近の

九州横断自動車道に係る調査や，中核工業団地造成に係る調査において，数個所の遺跡の出土

報告がされているが， 1遺跡から 2~ 3点にとどまっている。島原半島から見られず，少量な

がら，諌早，大村地域に見られることは，県北地域に連続するものとして捉えることができる。

更に，松山A遺跡における石鍛の出土量の多きは群を抜いており，供給基地としての'性格を持

っていたかも知れない。
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TAb.4 干i鍬言hlllJfl直一覧表(1)

番号 出土i玄 f-i 'f( 
(g) ュPくきさ (em) 1.たり うも企詣

分類 f荷 考E主主1 長き 中高 l享き E采さ 市品 角度

1 K-3 黒sfi1石A 1.5 2.8 1.7 0.4 45 1A 

2 B-14 /1 C 0.8 2.2 1.2 0.4 45 /1 

3 K-11 11 D 0.5 1.8 l.3 0.3 60 /1 

4 L-9 /1 11 l.4 2.3 1.4 0.6 46 H 

5 M-11 サヌカイト 0.9 2.8 l.8 0.2 70 11 

6 表採 黒s/Ji石B 3.5 2.5 2.5 0.7 0.15 0.5 55 11 

7 表to[， 11 11 l.9 2.1 0.9 0.6 0.1 0.9 42 11 

8 0-17 11 11 l.6 2.2 l.8 0.5 57 /1 

9 1 -6 11 A 0.9 2.1 1.6 0.4 61 11 

10 H-21 11 D l.4 1.9 l.6 0.7 61 H 

11 0-18 11 A 0.5 1.1 1.4 0.2 60 /1 

12 A-9 11 B 3.1 3.5 1.8 0.7 0.1 1.0 44 1B 

13 C-8 サヌカイト 1.1 2.3 1.8 0.3 0.2 l.2 60 11 

14 1 -7 黒曜石B 1.2 2.5 l.8 0.4 0.1 1.0 52 /1 

15 R -12 11 D 0.5 l.9 1.4 0.3 60 11 

16 N-19 11 C l.5 2.3 1.8 0.5 0.2 l.5 41 11 

17 0-16 11 A 2.2 2.1 1.9 0.6 0.1 58 11 破損

18 M-19 11 D l.5 2.0 1.9 0.7 57 /1 11 

19 L-I0 11 11 0.5 l.6 1.5 0.3 0.1 1.0 55 11 

20 1 -4 11 11 0.6 1.8 1.4 0.4 0.1 49 11 破損

21 0-20 11 A 0.8 2.0 l.4 0.4 0.2 0.8 51 11 

22 G-8 11 B 0.6 1.7 1.4 0.2 58 11 

23 J -6 11 C 0.3 1.3 1.3 0.2 0.1 0.9 57 11 

24 N-17 11 A 2.6 2.5 1.7 0.7 0.2 1.1 50 11 

25 G-19 11 11 1.0 2.1 1.3 0.4 0.3 l.1 68 11 

26 H-5 11 B 1.5 1.9 1.4 1.6 0.3 1.2 64 11 

27 N-18 11 D 1.1 1.9 1.4 0.5 0.3 1.5 45 11 

28 L-11 11 A 0.5 1.7 l.0 0.4 0.1 0.8 42 11 

29 E-7 サヌカイト 0.7 2.0 1.7 0.3 60 11 破損

30 G-7 11 1.6 3.0 l.5 0.4 0.3 1.4 40 1C 

31 L-10 黒s/Ji石A 1.1 2.6 1.2 0.4 0.3 0.9 47 11 

32 F-13 11 B 1.0 2.0 1.1 0.6 0.2 0.7 45 11 

33 A-9 サヌカイト 0.3 1.8 0.9 0.2 0.3 0.8 40 11 

34 K-11 黒賎石A 0.5 1.6 1.1 0.3 0.4 0.9 40 " 
35 M-12 11 D 0.9 2.1 1.1 0.4 41 11 破t員

36 D-18 珪活 0.6 2.2 1.2 0.3 41 11 11 

37 K-3 サヌカイト 1.3 1.9 l.3 0.5 0.4 1.3 51 11 

38 G-10 黒曜石B 1.1 2.3 1.3 0.4 0.4 1.0 42 11 

39 N-15 11 D l.1 2.8 1.5 0.4 55 11 破損
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番号 出土l玄 石質
(g) 

豆市 長さ

40 L-10 黒AI<1石D 0.7 2.0 

41 P-19 " " 0.6 l.9 

42 K-7 黒曜石B 0.4 1.8 

43 M-19 " " l.2 2.1 

44 D-8 " " 0.6 1.8 

45 1 -9 " D 0.9 2.0 

46 IvI -11 " B 1.4 2.0 

47 L-12 " D 0.6 l.8 

48 L-3 " A l.7 3.3 

49 K-11 " B l.4 2.9 

50 1 -22 " A l.4 2.6 

51 E-19 " " 0.6 2.3 

52 K-11 " " 0.9 2.4 

53 0-16 " " 0.7 2.3 

54 N-18 " " l.7 2.9 

55 L-16 " " l.4 2.9 

56 G-6 チャート l.2 2.6 

57 M-11 黒111<1石B 。7 2.3 

58 N-17 " A 1.4 2.6 

59 C-8 " " 0.7 l.9 

60 C-8 " " l.3 2.7 

61 N-19 " B 0.9 2.6 

62 M-ll " A l.1 2.3 

63 K→ 11 " " l.6 2.2 

64 F-17 " " 2.3 3.8 

65 J→ 14 " " I目2 3.2 

66 1 -5 " " 0.7 3.0 

67 L-10 " " 0.55 2.3 

68 M-ll " D 0.8 2.2 

69 D-8 " B 2.1 2.8 

70 L-10 " " 1.2 2.2 

71 L-ll " D 1.0 2.0 

72 1 -4 " A 1.1 2.2 

73 日一5 H B 6.5 3.2 

74 M-12 " A l.9 2.5 

75 K-8 " " 0.8 1.9 

76 M-12 " D 3.0 2.2 

77 表採 " C 0.9 l.9 

78 C-10 " A l.3 l.7 

}cきき (cm) りとり

巾抗 1手き 詰畏き 中高

1.8 0.4 0.4 1.1 

l.7 0.3 0.3 l.1 

1.8 0.3 

l.8 0.6 

l.4 0.3 0.3 I目2

l.4 0.4 0.3 1.1 

1.7 0.6 0.2 0.9 

l.1 0.4 0.3 0.9 

l.7 0.4 0.6 

1.5 0.4 0.5 l.4 

l.5 0.5 

l.2 0.3 0.3 0.9 

l.4 0.4 0.7 

2.1 0.4 0.7 

2.0 0.4 0.6 0.8 

l.5 0.4 0.5 

l.8 0.4 。7 0.8 

l.5 0.3 0.3 

l.3 0.5 0.5 l.1 

l.3 0.3 0.4 l.2 

l.7 0.5 0.5 

l.3 0.3 

2.0 0.5 日2 0.6 

l.4 0.6 0.2 0.6 

l.9 0.6 1.1 

1.7 0.4 1.1 

l.2 0.3 1.2 

1.3 0.3 0.6 0.7 

l.1 0.3 

1.8 0.4 

l.6 0.5 

1.4 0.5 

l.8 0.4 

3.0 0.7 

l.8 0.5 

1.5 0.3 

2.0 0.8 

1.3 0.4 

l.4 0.6 
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先端
分類角度

58 1 C 

55 " 
61 " 
68 " 
55 " 
52 " 
44 " 
67 " 
41 1D 

44 " 
39 " 
61 " 
53 " 
53 " 
43 1E 

32 " 
41 " 
56 " 
41 " 
44 " 
51 " 
47 " 
46 " 
56 " 
56 " 
42 1F 

41 " 
48 " 
54 " 
42 2A 

59 " 
62 H 

61 " 
52 " 
66 " 
67 " 
52 " 
48 " 
65 " 

松山A遺跡

(2) 

備 考

破損

" 
" 
" 

破J員

破損

H 

破損

破損

破損

" 

破損?

" 
" 



松山A遺跡

(3) 

番号 出土区 石質
(g) 大きさ (cm) ，)，り デ己ll;品

分類 1蔚 考
豆主 呈 長さ 中面 1亨さ 苦1!さ 中島 角度

79 L-8 黒曜石C 0.7 1.1 1.3 0.4 52 2A 

80 D'-8 11 A 1.6 3.0 1.8 0.3 0.1 0.9 54 2B 

81 1 -7 サヌカイト 0.7 2.4 1.4 0.3 0.3 52 11 破損

82 C-15 黒11M石A 1.4 2.5 1.5 0.4 0.2 0.9 54 " 
83 1 -6 11 C 0.5 2.0 1.2 0.3 56 11 

84 N-12 11 A 0.9 1.9 1.2 0.4 0.1 0.5 36 11 

85 0-17 11 11 0.9 1.8 1.3 0.6 0.1 0.5 64 H 

86 1 -6 サヌカイト 0.7 1.7 1.6 。.3 0.1 0.8 52 11 

87 J -5 黒11M石D 0.5 1.2 1.3 0.3 60 11 

88 1 -6 11 C 0.4 1.6 1.2 0.3 46 2B 

89 K-9 11 D 0.7 1.8 1.8 0.4 0.1 0.9 35 11 

90 H-9 11 B 1.0 1.8 1.2 0.5 0.1 0.7 55 11 

91 1 -21 11 A 1.0 1.7 1.9 0.3 0.1 64 11 破損

92 P-13 11 B 4.3 4.1 2.6 0.6 61 11 11 

93 N-19 11 11 3.3 2.8 2.3 0.7 。.2 1.4 62 11 

94 11 A 2.2 2.2 2.4 0.5 0.1 0.9 57 11 

95 1 -5 11 B 1.5 1.9 2.1 0.4 0.1 0.8 57 11 

96 K-9 11 D 1.0 1.9 1.6 0.4 0.2 1.2 63 11 

97 K-12 11 A 1.6 1.9 1.7 0.6 0.2 0.6 66 11 

98 G-9 11 D 0.8 2.0 1.5 0.4 0.3 0.8 64 11 

99 N-19 11 A 1.5 2.4 1.7 0.4 0.1 1.0 67 11 

100 A-9 H C 1.3 2.0 1.8 0.4 0.2 1.0 53 11 

101 J -14 11 A 0.8 1.8 1.3 0.4 0.1 0.6 62 11 

102 H-15 11 D 1.0 1.9 1.7 0.5 0.1 0.5 67 11 

103 B-8 11 A 0.8 1.7 1.4 0.3 0.1 0.7 54 11 

104 表採 11 D 1.3 2.1 1.6 0.6 0.1 0.9 54 11 

105 J -5 サヌカイト 0.4 1.3 1.6 0.2 0.1 0.6 64 11 

106 L→ 11 黒曜石A 1.0 1.9 1.5 0.5 0.1 0.9 61 2C 

107 豆一10 11 巳 0.6 1.1 1.3 0.4 0.1 0.7 62 11 

108 H-5 11 C 1.2 3.0 1.2 0.4 31 11 

109 1 -5 11 D 1.1 2.1 1.2 0.5 0.1 0.6 40 11 

110 沢一12 11 11 0.9 2.3 1.3 0.4 0.2 0.8 4百 11 

111 D-16 11 A 0.8 2.1 1.3 0.4 0.3 1.0 32 11 

112 D-9 11 D 0.8 2.1 1.3 0.4 0.3 0.9 44 11 

113 M-16 11 C 0.5 1.8 1.2 0.3 0.1 0.7 48 H 

114 K-9 11 B 0.9 1.9 1.0 0.4 0.2 0.7 46 " 
115 表採 11 D 1.3 2.3 2.0 0.5 0.2 1.0 51 " 
116 M-11 11 C 0.5 1.6 1.1 。.2 0.2 0.9 51 11 

117 N-17 11 11 0.3 1.6 1.1 0.2 0.2 1.0 52 11 
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番号 lH土区 石質
(g) 

重量 長さ

118 H-14 黒耀石A 0.6 1.7 

119 J -6 1/ 1/ 1.4 2.6 

120 M-11 1/ 1/ 1.2 2.2 

121 L-11 H B 0.6 2.1 

122 1 -5 1/ A 0.6 1.8 

123 L-10 1/ B 0.4 2.2 

124 N-17 1/ 1/ 1.0 2.1 

125 0-16 1/ A 0.5 2.0 

126 D-19 1/ 1/ 。7 2.0 

127 K-11 H 1/ 0.5 1.9 

128 E-9 1/ 1/ 0.8 1.9 

129 J -9 1/ D 0.4 1.7 

130 P-20 1/ A 1.0 1.9 

131 J -5 1/ 1/ 1.9 3.6 

132 R-12 1/ B 2.2 3目4

133 J -6 1/ A 2.7 3.5 

134 S-20 1/ B 1.5 2.7 

135 J -22 1/ H 1.5 2.8 

136 D'-8 1/ " 0.8 2.7 

137 M-11 1/ A 0.9 2目6

138 0-17 1/ D 1.5 2.7 

139 F-8 1/ A 1.2 2.5 

140 K-3 1/ H 1.0 2.4 

141 表採 1/ 1/ 1.2 2.3 

142 E-7 1/ B 1.05 2.1 

143 P-16 1/ 1/ 1.0 2目1

144 K-10 1/ A 0.5 1.9 

145 J -8 1/ B 0.5 1.7 

146 1(-7 1/ A 0.6 1.7 

147 ロ10 H B 0.8 1.7 

148 J -14 1/ A 0.55 1.6 

149 P-13 1/ B 1.3 2.2 

150 1 -7 1/ 1/ 1.0 2.3 

151 D-7 1/ A 2.0 3.0 

152 D-9 1/ D 1.0 2.3 

153 1v1-11 1/ 1/ 0.5 1.9 

154 C→ 7 1/ 1/ 0.5 1.9 

155 F-3 1/ 1/ 。.5 1.9 

156 D-9 サヌカイト 1.6 2.5 

二たきさ (cm) ，)とり

中高 1亨さ 深さ

1.2 0.4 0.2 

1.9 0.4 。.6
1.5 0.4 0.5 

1.4 0.3 0.3 

1.1 0.3 0.3 

1.0 0.2 

1.8 0.3 0.5 

1.3 0.3 

1.2 0.4 0.4 

1.2 0.3 0.4 

1.2 0.4 0.2 

1.0 0.3 

1.3 0.5 0.4 

1.6 0.4 0.5 

2.0 0.5 0.8 

2.1 0.5 0.5 

1.8 0.4 0.6 

1.8 0.5 0.6 

1.5 0.3 0.4 

1.3 0.4 

2.1 0.4 0.7 

1.6 0.4 0.6 

2.1 0.4 

2.1 0.4 

1.7 0.4 0.7 

1.4 0.4 0.4 

1.4 0.4 0.5 

1.7 0.3 0.6 

1.9 0.3 0.5 

1.6 0.5 0.3 

1.8 0.3 

2.0 0.3 0.5 

1.5 0.5 

1.6 0.5 

1.2 0.5 

1.4 0.3 

1.3 0.3 

1.4 0.3 

2.1 0.4 0.1 
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亨己!t:品
中高 角度

0.9 61 

1.3 51 

1.0 51 

0.9 49 

1.0 44 

38 

0.9 63 

47 

0.8 44 

0.8 51 

1.0 43 

37 

0.7 44 

32 

0.6 34 

34 

0.8 44 

0.8 36 

0.6 32 

26 

1.0 51 

0.6 34 

52 

57 

0.9 45 

0.6 41 

0.7 40 

0.8 51 

0.6 71 

0.6 57 

72 

0.8 70 

60 

55 

48 

45 

46 

40 

1.0 48 

分類

2C 

2D 

H 

1/ 

1/ 

1/ 

1/ 

1/ 

H 

1/ 

1/ 

1/ 

" 
2E 

H 

1/ 

1/ 

1/ 

" 
1/ 

1/ 

1/ 

1/ 

1/ 

1/ 

1/ 

1/ 

1/ 

1/ 

1/ 

1/ 

2F 

1/ 

1/ 

1/ 

3A 

1/ 

1/ 

3B 

松山A遺跡

(4) 

f詰 考

I政f員

破f員

破損

破損

破f員

破損

破損

破損

1/ 

1/ 



松山A遺跡

(5) 

干寺 号 :11土[式: 正i 質
(宮) 二大きさ (em) 1}とり 空己揖品 分類 1荷 考|呈主 主士 長き lt品 厚さ 2栗 さ 巾函 角 1支

157 G-6 サヌカイト 0.5 2.0 l.6 0.2 0.1 1.0 51 3B 

158 N-15 黒slt]石C 。.5 l.9 1.3 0.3 0.1 l.0 47 11 

159 0-16 11 D 。7 l.9 l.2 0.5 0.1 0.8 38 11 

160 D-16 11 A 0.9 2.2 l.1 0.4 0.1 0.7 32 11 

161 N-17 11 C l.0 2.8 l.6 0.3 0.5 l.2 41 3D 

162 L-10 11 B 0.55 2.2 l.3 0.4 35 11 破ttl
‘ 

163 L-ll 11 11 0.7 2.2 l.0 0.4 0.2 0.7 31 3E 

164 D-9 11 A l.0 2.3 l.2 0.4 0.3 0.7 38 11 

165 1( -15 11 B 0.8 2.4 l.5 0.4 0.6 。7 42 11 

166 N-16 11 D 0.8 2.0 l.3 0.4 0.3 0.5 39 H 

167 11 B 0.6 2.1 1.1 0.3 0.3 0.8 35 11 

168 11 A 0.4 1.8 0.9 0.3 0.3 0.6 37 11 

169 N-16 11 11 l.2 2.2 2.1 0.5 0.3 。7 52 H 

170 L-ll 11 B 。目8 2.8 l.6 0.3 28 3F 破J員?

171 1(-11 11 C 0.6 2.1 l.6 0.3 31 11 11 

172 1 -14 11 A 2.5 2.9 1.8 0.6 38 4A 

173 E-8 11 D 2.0 2.7 l.8 0.7 42 11 

174 D-10 11 8 2.4 2.7 2.7 0.4 44 11 

175 AD-7 11 A l.2 2.0 l.2 0.7 50 H 

176 L-10 11 11 2.2 2.4 1.9 0.5 62 11 

177 0-17 11 C l.6 2.0 1.7 0.5 44 11 

178 1(-19 11 A 2.5 2.1 2.0 0.8 61 11 

179 L-11 " " l.1 2.1 l.7 0.4 44 11 

180 L-9 11 11 1.0 2.4 l.9 0.4 0.1 l.0 42 4B 

181 J -14 11 D l.2 l.9 l.4 0.5 l.0 0.8 48 11 

182 K L-12 11 11 l.2 2.0 1.5 0.4 0.1 0.8 47 11 

183 Iζ11 11 C 0.9 2.0 l.4 0.4 0.1 0.8 46 11 

184 B-14 11 A 2.6 2.4 2.2 0.6 57 11 

185 1 -5 11 C 2.6 2.7 2.3 0.6 0.1 0.9 75 11 

186 H-20 11 B 2.1 2.1 2.1 0.6 0.1 1.1 57 11 

187 1(-10 11 A 0.6 l.8 l.6 0.3 0.3 l.0 57 4C 

188 L-9 11 11 l.1 2.1 1.4 0.4 0.2 0.9 52 11 

189 L-9 11 C 1.2 l.7 l.3 0.3 0.1 0.8 69 11 

190 L-9 11 D 0.6 1.7 1.5 0.6 0.1 0.7 60 11 

191 1 -5 11 A 0.9 1.8 l.7 0.5 0.6 。7 51 4E 

192 N-18 サヌカイト 2.7 2.3 1.8 0.6 52 6A 

193 N-18 11 0.9 2.1 l.5 0.5 45 11 

194 N-12 11 l.1 2.1 1.3 0.5 0.1 0.7 45 6B 

195 1(-10 11 1.4 2.3 1.6 0.4 0.1 l.0 44 11 
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主宰 号 出土民 ;行質
( g) ュたきさ (cm) 

主主 主土 長き rt高

196 J -5 サヌカイト 0.7 2.0 1.4 

197 L-9 黒曜石A 0.6 1.9 1.2 

198 0-15 11 B 1.2 3.1 2.0 

199 L-10 11 " 2.2 2.5 2.1 

200 J -14 11 A 1.3 1.8 1.8 

201 I -22 11 B 3.7 2.6 2.4 

202 J -5 11 D 1.4 1.9 2.3 

203 M-19 11 11 1.6 2.2 1.8 

204 K-16 11 B 2.9 2.4 2.0 

205 11 A 1.0 1.9 1.7 

206 E-7 11 D 1.6 2.2 1.6 

207 J -6 11 B 1.9 2.3 1.8 

208 M-17 11 A 0.8 2.6 1.5 

209 H-6 11 11 1.5 2.6 1.1 

210 M-18 11 B 1.2 2.6 1.2 

211 J -5 11 11 。7 1.8 1.8 

212 J -7 11 11 0.8 2.3 1.6 

213 N-18 11 A 0.85 2.2 1.6 

214 L-11 11 B 1.1 2.5 1.1 

215 L-11 11 11 0.6 1.6 1.6 

216 M→ 11 11 D 2.3 3.5 2.6 

21'1 D-8 11 B 1.1 2.7 1.7 

218 L-11 11 A 1.2 2.6 1.7 

219 F-20 11 D 1.55 3.0 1.7 

220 I -22 サヌカイト 1.2 2.7 1.5 

221 黒自主石A 1.0 2.4 1.7 

222 G-8 11 D 1.1 2.3 1.8 

223 D-20 11 A 1.3 2.3 2.0 

224 N -18 11 11 1.0 2.2 1.8 

225 I -7 11 11 0.9 2.2 1.7 

226 C-7 11 11 1.1 2.1 1.9 

227 G-7 11 11 0.7 2.1 1.4 

228 L-16 11 11 1.0 2.0 2.0 

229 M-ll 11 D 0.8 1.8 2.0 

230 0-17 11 A 0.3 1.3 1.4 

231 I -14 11 H 1.0 2.5 1.7 

232 L-24 11 D 0.4 1.8 1.0 

233 L-18 11 A 3.1 3.0 2.2 

234 L-10 11 D 3.7 2.4 2.1 
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-t}とり 先端

I手き i?i'さ 中雨 角度

0.3 0.1 0.6 54 

0.3 0.1 0.7 52 

0.3 0.5 0.9 53 

0.5 0.2 0.4 72 

1.6 68 

0.9 0.1 1.0 65 

0.4 84 

0.6 50 

0.7 0.2 0.7 71 

0.4 0.1 1.1 53 

0.6 。.1 0.6 53 

0.7 0.1 1.1 49 

0.3 0.3 1.2 41 

0.6 0.2 0.8 39 

0.5 34 

0.3 0.3 1.0 44 

0.3 0.6 0.9 40 

0.3 39 

0.4 0.4 0.6 34 

0.4 0.5 0.9 61 

0.5 1.0 0.9 46 

0.4 0.7 0.6 39 

0.4 0.7 0.8 43 

0.5 39 

0.5 41 

0.4 31 

0.4 0.7 0.5 56 

0.5 0.6 0.8 65 

0.4 0.8 1.0 61 

0.4 0.6 0.6 51 

0.4 。7 0.8 67 

0.3 0.4 0.6 50 

0.4 0.4 0.8 71 

0.4 0.8 0.7 79 

0.3 0.4 0.6 76 

0.3 0.2 0.4 47 

0.3 

0.8 

1.0 

分頬

6B 

11 

6C 

7A 

11 

11 

11 

11 

7B 

11 

11 

11 

7C 

11 

11 

11 

7D 

11 

11 

11 

7E 

11 

11 

11 

11 

" 
11 

11 

11 

11 

11 

11 

11 

11 

11 

6C 

6E 

lG 

11 

松IIIA遺跡

(6) 

f前! 考

破損

破J員

11 

破損

11 

11 

破損



松LLJA遺跡

(7) 

番号 出土区 石質
(g) チミきさ (cm) 主主とり ヲ己貫詣

分類 1桔 考重量 長さ 中面 i手さ 4架 さ 中高 角度

235 L-11 黒JI/i(，行D 3.3 2.5 l.9 0.7 53 1G 

236 K-7 " 11 2.1 2.1 l.8 0.6 70 " 
237 L-lO 11 A l.6 2.4 l.9 0.4 67 11 

238 L-11 H 11 2.6 2.2 l.9 。7 11 . 
239 0-16 11 B 0.9 2.3 0.9 0.3 45 11 

240 C-8 11 A l.4 2.1 l.6 0.5 58 11 

241 K-11 11 11 0.6 l.9 l.2 0.3 11 

242 N-12 11 B l.6 2.9 l.6 0.4 63 2G 

243 0-16 11 11 l.6 2.9 l.6 0.5 11 

244 N-15 サヌカイト 2.3 4.1 l.9 0.4 51 rn瓦

245 L-10 黒曜石B l.2 3.2 l.3 0.4 75 11 

246 L-11 11 11 1.1 3.0 l.4 0.4 0.4 0.8 11 

247 N-12 11 A l.3 3.1 l.6 0.3 0.7 l.4 41 11 

248 l(-9 11 11 0.5 2.7 l.2 0.3 50 " 
249 L-11 11 B 0.5 2.7 l.5 0.3 69 11 

250 K-10 11 11 0.55 l.9 l.3 0.3 50 H 

251 K-9 11 11 0.45 2.5 l.0 0.3 51 H 

252 N-17 11 11 0.4 2.4 l.2 0.3 59 11 

253 M-20 11 11 0.6 l.7 l.4 0.2 0.1 0.9 66 1B 

254 L-24 11 C 0.8 l.9 l.3 0.3 0.1 l.0 52 11 

255 r -22 11 A 0.4 l.7 l.0 0.3 0.1 0.6 45 " 
256 M-20 11 11 0.5 1.8 1.2 0.2 0.1 0.8 40 11 

257 G-13 11 B 。ー7 l.8 l.6 0.3 0.1 0.6 60 11 

258 J -22 11 A 0.8 2.0 l.5 0.3 46 11 

259 N-19 11 11 0.4 l.3 1.4 0.2 0.1 。7 63 H 

260 G-8 11 C 0.6 2.2 l.2 0.2 0.2 0.6 41 1C 

261 0-17 11 A 0.6 2.1 1.1 0.2 0.2 0.7 39 11 

262 D'-10 11 D 0.8 2.0 l.3 0.3 0.2 l.0 48 " 
263 r -4 " 11 0.8 2.1 1.2 0.3 0.2 1.1 46 " 
264 J -22 11 B 0.9 2.3 l.4 0.3 0.2 0.9 42 11 

265 N-19 11 A 0.5 1.7 1.3 0.3 0.1 0.5 46 11 

266 N-17 11 C 0.4 1.6 l.1 0.2 0.2 0.8 50 11 

267 L-9 11 8 0.3 l.5 1.0 0.2 0.2 0.9 56 11 

268 0-18 11 A 0.4 l.6 l.0 0.2 0.1 。7 50 11 

269 K-10 11 11 0.2 l.6 0.9 0.2 0.2 0.7 47 11 

270 l( -19 " 11 0.6 2.5 l.1 0.2 0.2 。7 42 1D 

271 J 11 11 0.5 2.1 1.1 0.2 0.4 0.8 40 H 

272 P-19 11 D 0.3 2.2 l.1 0.2 46 H 破損

273 J -5 11 A 0.5 2.0 1.0 0.2 0.3 0.9 45 11 
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番 号 出土区 石質
(g) 

君主 量量 長き

274 L-14 黒曜石A 0.5 1.9 

275 0-16 1/ 1/ 1.0 2.9 

276 1(-9 1/ D 1.1 2.9 

277 P-13 1/ 1/ 0.5 2.2 

278 1(-11 1/ C 0.4 1.9 

279 N-19 1/ A 0.4 1.7 

280 E-17 1/ B 0.9 2.4 

281 C-8 1/ 1/ 0.5 1.9 

282 1¥1-12 1/ C 0.3 1.6 

283 1(-8 1/ A 1.9 2.1 

284 0-15 1/ D 0.5 1.6 

285 I(-10 1/ C 0.4 1.5 

286 N-19 1/ B 0.3 1.4 

287 1(-2 1/ C 0.2 1.4 

288 J -10 1/ B 0.3 1.4 

289 1(-16 1/ A 0.3 1.1 

290 1 -6 1/ B 1.0 2.3 

291 N-19 H 1/ 0.6 2.0 

292 1¥1-20 1/ D 0.7 2.1 

293 N -19 サヌカイト 0.4 2.0 

294 1(-9 黒uit石B 0.4 2.0 

295 1¥1-19 1/ D 0.7 1.9 

296 N-20 1/ B 0.4 1.8 

297 L-10 1/ 1/ 0.3 1.8 

298 L-18 1/ A 0.5 1.8 

299 N-16 1/ C 0.3 1.7 

300 N-12 H B 0.4 1.6 

301 G-8 H C 1.2 1.2 

302 1 -6 1/ A 0.1 1.2 

303 1 -5 1/ C 0.4 1.2 

304 0-16 1/ " 。7 2.5 

305 A-9 1/ A 0.7 2.5 

306 L-9 1/ 1/ 。7 2.2 

307 L-24 H 1/ 0.8 1.9 

308 N-17 1/ D 0.5 2.2 

309 1/ A 0.8 1.9 

310 1(-2 1/ 1/ 0.5 1.9 

311 H-7 1/ 1/ 0.4 1.7 

312 J -11 1/ B 0.2 1.6 

二たきさ (cm) #とり

中高 )!j[き 深 さ

1.1 。.2 0.4 

1.6 0.3 。5

1.2 0.3 0.4 

1.2 0.2 0.4 

1.1 0.2 0.4 

1.1 0.2 0.3 

1.3 0.3 0.3 

1.2 0.2 0.3 

0.8 。.2
1.6 0.6 0.1 

1.2 0.2 0.2 

1.0 0.3 0.2 

1.0 0.2 。.1
0.9 0.1 0.1 

1.2 0.2 0.2 

1.2 0.2 0.1 

1.4 0.3 0.3 

1.2 0.2 0.3 

1.3 0.2 0.2 

1.3 0.2 0.2 

1.1 0.2 0.2 

1.4 0.2 0.2 

1.3 0.2 0.2 

1.2 0.2 0.1 

1.4 0.2 0.3 

1.2 0.2 0.2 

1.1 0.2 0.1 

0.2 0.2 0.2 

0.8 0.2 0.2 

1.2 0.3 0.2 

1.2 0.2 0.5 

1.2 0.2 0.4 

1.3 0.2 0.3 

1.3 0.3 0.4 

1.1 0.2 0.3 

1.0 。.3 0.3 

1.2 0.3 0.4 

1.2 。.3 0.4 

1.0 0.2 0.4 
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先端

中高 角度

0.8 51 

1.0 43 

0.9 37 

0.9 42 

0.9 43 

0.8 46 

1.0 40 

0.8 45 

41 

0.9 64 

1.0 46 

0.8 50 

0.6 51 

0.7 56 

1.0 86 

。7 68 

1.0 49 

1.0 52 

0.9 50 

0.8 47 

0.7 46 

0.9 56 

0.9 58 

0.9 65 

1.2 64 

1.0 53 

0.7 58 

0.6 60 

0.5 51 

0.5 78 

0.8 39 

0.9 46 

0.7 47 

0.9 46 

0.6 30 

。7 44 

0.9 53 

0.7 53 

0.6 57 

分類

1D 

2E 

1/ 

1/ 

H 

H 

1/ 

H 

1/ 

2B 

1/ 

1/ 

1/ 

1/ 

H 

" 
2C 

1/ 

1/ 

1/ 

1/ 

H 

" 
1/ 

1/ 

" 
H 

1/ 

1/ 

1/ 

2D 

H 

1/ 

H 

1/ 

H 

1/ 

1/ 

1/ 

松山A遺跡

(8) 

イ諸 考

破損
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松山A遺跡

(9) 

番号 出土区 石質
(g) 二たきき (cm) ナ}とり %首誼

分類 f楕 考重量 長き 中亘 1手き 哲畏き 中高 角度

313 K-4 黒曜石C 0.4 1.7 1.2 0.2 0.3 1.0 58 2D 

314 M-14 " A 0.2 1.6 1.1 0.2 0.2 0.5 56 " 
315 K-10 H C 。.2 1.6 1.0 0.2 0.2 。7 61 " 
316 N-ll H " 0.3 1.4 1.0 0.2 0.3 0.6 64 " 
317 1 -5 " A 0.1 1.1 0.9 0.2 0.4 0.8 77 " 
318 M-ll サヌ力イト 0.8 2.6 l.3 0.2 0.5 0.7 45 " 
319 G-14 黒曜石D 2.3 l.1 0.2 0.4 0.6 0.7 43 " 
320 1¥'-10 H " 0.4 l.8 1.2 0.2 0.5 1.0 51 " 
321 J -5 " A 0.2 1.9 1.2 0.2 0.2 0.8 53 2E 破J員

322 1 -8 " " 0.1 l.1 0.9 0.2 0.1 0.5 56 " 
323 D'-8 H C 0.3 l.5 0.9 0.2 0.2 0.7 51 " 
324 D-20 " A 1.7 1.3 0.3 0.6 0.2 l.0 63 4B 

325 M-17 " B 0.5 l.3 l.l 0.2 0.1 0.9 50 " 
326 0-20 H C 0.4 2.0 1.2 0.2 0.2 0.9 55 4C 

327 H-13 H " 0.2 l.3 0.9 0.2 0.2 0.7 56 " 
328 N-15 " A 0.2 l.7 l.2 0.2 0.3 。.7 60 4D 

329 0-16 " " 0.4 l.7 1.1 0.2 0.2 0.9 46 " 
330 N-17 " C 0.4 1.7 l.l 0.2 0.2 0.8 47 " 
331 L-10 " " 0.3 1.5 1.0 0.2 0.2 0.8 56 " 
332 0-16 " A 0.3 l.7 0.9 0.3 0.5 0.8 54 6D 

333 N-18 " D 0.7 2.0 1.3 0.2 0.1 0.8 49 7B 

334 J -10 " " 0.7 2.2 2.4 0.2 0.2 。.9 49 7C 

335 D-17 " C 0.5 1.8 1.2 0.3 0.3 0.9 61 7D 

336 D-9 " A 0.5 l.8 1.1 0.3 0.2 0.6 60 " 
337 D-9 " " 0.3 l.5 l.0 0.2 0.2 0.6 60 " 
338 K-2 " " 0.1 1.3 0.9 0.2 0.2 0.8 48 " 
339 1 -14 " B 0.7 2.2 l.1 0.2 0.5 0.8 44 7E 

340 J -5 " C 0.2 1.9 1.0 0.1 51 7F 破損
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尖頭状石器 (Fig.83・341~344) 

3点とも欠損品であるが，おそらく，先端部が尖頭状を呈すると思われる。 341は，玄武岩製

で，幅 2cm，厚さO.6cm，両側縁は丁寧な二次加工が施され，両面は研磨によると涛えられる磨

耗痕が残る。 342はサヌカイト製で，幅1.8cm，厚さO.4cm，両側縁は細かい剥離が行われ，その

後に，両面全体が研磨され、基部は薄〈斜行している。両側縁も薄〈仕上げられているところ

から，刃部として使用された可能性もある。 343はサヌカイト製，両面全体に，細かい剥離が加

えられている。基部に近い片側縁だけがふくらみを持つ。細身の小形の尖頭器と考えられる。

344はサヌカイト製，幅l.lcm，厚さO.2cmと全体を薄〈仕上げている。両側から押圧剥離されて

おり，小形の尖頭器と考えられる。

異形石器 (Fig.83 ・ 345~346)

345は黒曜石製Bの縦長剥片を素材として用い，両端を切断して，中央の両側から挟りを施

し，チョウネクタイ状に押圧剥離で整えている。二次加工は片面だけに行われている。この種

の石器は 1点だけの出土で，性格，機能については不明である。同種の石器は大村市水計遺跡

からも出土している。又，近畿，及びその周辺の縄文前期から晩期にかけて，よく見られると

いう。 346は黒曜石A製，最大幅1.6cm，淳きO.3cm，異形石鍛とも称される石器である。全体は

押圧剥離で薄く調整され， X字状に近い形に仕上げられている。機能性格については不明な点
註5 註6

が多いが，類似資料は，九州横断自動車道路線内にある諌早市牛込B遺跡から 3例，水計遺跡

から 1例の出土がある。又，熊本県山口遺跡や舞の涼遺跡出土の資料も近似している。後者 2

遺跡では， トロトロ石器も出土している。土器は押型丈から，塞ノ神武土器を伴っており，縄

文時代早期の所産と考えられ，本遺跡の出土傾向とも大筋において，一致するものである。

錐 (Fig.83 ・ 347~349)

347・348はサヌカイト製。横耕ぎ剥片を素材とした，ほぽ同形態の石器。楕円状に二次加工

した頂部に突起部を付けている。 347は片面のみ周縁加工。 348は両面を周縁加工している。 349

は黒11寵石C製。横剥ぎ剥片を素材とし，中央の稜線を突起まで利用している。突起部は先端部

が欠失しているが， 347・348に較べると長い。二次加工は片側縁だけに施され，自然面を一次

剥離面に残す。

石匙 (Fig.83・350)

サヌカイト製で，両側から扶られたつまみを中央にもち，刃部が左右にのびる横剥ぎ型。二

次加工は全面に丁寧に行われ，中央部にふくらみをもっ。この種の石器は 1点のみ出土。
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掻器 (Fig.84・351~353) 

いずれもサヌカイト製。横剥ぎ剥片を素材としている。 351は上部に平坦面を持ち，周縁を二

次加工，片側縁は両側から剥離している。 352・353はいずれも，両側 1回で、剥離した素材を用

い，側縁部に二次加工を施し，刃部機能は発達している。

<二〉 341 

〈二二〉
342 

343 

344 制8襲撃;~調

てここ二三
347 

ζ二フ
348 

350 

どこ〉 349 

くこ二二:> 9 5cm 

Fig.83 その他の石器実i自IJ図
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垂飾品 (Fig.84・354)

砂岩製。やや尖った楕円形を呈し，長さ2.9cm，幅1.3cm，厚きO.9cm，重き 6gを計る。中央

部からやや上には，縦O.8cm，横O.5cmの楕円の穴が両面から穿たれている。全体的に丸みをお

びているが，研磨痕は観察できない。 N-16からの出土で，縄文早期の所産と考えられる。

石斧 (Fig.85~86 ・ 355~358)

355は安山岩製の完形品。長さ16.8cm，最大幅5.5cm，最大厚3.2cm，重さ308gを計る。刃部

だけが磨かれた両刃の局部磨製石斧である。両側縁は大きく二次加工されている。柄ずれ痕な

のか，両面ともくぼんだ頭が見られる。全体に風化が著しい。出土区は調査区の南限にはあた

るH-3から。 356は蛇絞岩製で，片側面を刃部面が一部残る。刃部は鋭利に研磨されている

が，やや片面が厚みを増して仕上げられ，縞がわずかに作り出されている。 356は蛇絞岩製の大

形石斧。下端部を欠失しているが，残部は長さ15cm，幅 7cm，最大厚3.3cm。刃部は両刃になる

と思われる。 357は粘板岩質で磨耗著しい。側縁を打ち欠き，調整を行っているが，タテ半分に

割れている。石斧の時期について， 355は早期の所産と考えられるが，蛇絞岩裂の 2点について

は縄文後・晩期に多くの類例が見られる。早期における出土例は少なし現在は百花台遺跡で

知られている。

磨耗痕ある石器 (Fig.87 ・ 359~364)

磨耗痕ある石としたのは，従来のすり石，あるいは，砥石と一応、区別するためである。すべ

て材質は砂岩を使用し，扇平である。 359は周縁部が欠失しており，原形は窺い知り得ない。左

面はスベスベした感じに研磨されているが，右面は剥離面が残り，ザラついている。 360は片側

面は 2cmと厚いが，割れ面のほうはO.7cmとうすく傾斜している。左面は全体に研磨を受け，き

め細かい面になるが，右面は研磨され，わずかに 2列のくぼんだ商が観察される。この面は風

化が著しい。 361は厚さ 1cmの扇平な喋で，両面が磨かれている。左面は一段くほ、んで研磨され

ている。右面も同じ側縁が研磨され，薄くなっている。この石器は砥石に利用されたのかもし

れない。 362は厚さl.lcmの扇平な面を全部研磨している。側縁も面取りされている。欠損品で

あるため，原形は不明。 363は厚さ 1cm，左面だけ研磨され，右面は剥離面である。側縁は頂部

がわずかに王子坦になり，わずかに研磨痕が残るが，二次加工で，やや調整されている。 364は長

さ9.3cm，最大長3.3cm，厚きO.7cm，隅丸の長方形を呈し，肩平な自然喋を利用，全面を研磨し

ている。両端部に蔽いた痕は見られない。

以上の石器は扇平な砂岩を素材とし，形状もあまり大きくならないという共通点がある。物

を研磨する道具には開違いないと思われるが，今後の類例の増加を期待したい。

凹石 (Fig.88・365・366)

365はやや扇平な安山岩の円喋を素材としている。両面に大きな凹をつけている。最大長 9

cm，厚さ 3cm，重量297gを計る。 366は淳手の安山岩を素材としている。両面にわずかな四があ

り，側縁は研磨され，面取りが行われている。最大長1l.3cm，厚き4.6cm，重量750gを計る。
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ど一一、 351 

352 

ど一一一一一>

5三玉豆云み
353 

。 5cm 

354 

Fig.84 掻器及び垂飾品実測図
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358 

。 5 10cm 

Fig.86 石斧実測函(2)

すり石 (Fig.88・367)

風化が著しく，自然面に近い喋は数個あるが，明確なものはこの 1点だけである。安山岩円

離を利用している。最大長10.6cm，厚さ5.2cm，重量850gを計る。

右皿 (Fig.89・368)

大形の安山岩角礁を素材としている。欠損品であるが，片面だけ使用しており，使用面はゆ

るく湾曲している。現存長は縦25cm，幅17.5cm，厚き4.2cm計る。

註 1 岡本束三 「トロトロ石器考」 麻生優編 『人間・遺跡・遺物ーわが考古学論集 1J 文献出

版社

2 京都学術乎戸調査団 「平戸の先史文化J r平戸学術講査報告J 1950 

3 麻生優編 『泉福寺潟穴の発掘記録』 佐世保市教育委員会 1984 

4 長崎県教育委員会 『今福遺跡III.l 長崎県文化財務査報告書 第84集 1986 

5 長崎県教育委員会 「上水計遺跡」 九州、備断自動車道建設に伴う埋蔵文化財緊急発揚調査報告

書III 1983 

6 長崎県教育委員会 「牛込A.B遺跡J 1982 

7 小畑弘己 「矢部町名連川の縄文時代の遺物J r赤れんが』創刊号 赤れんが出版会 1981 

8 白石浩之 「縄文時代草創期の石鉄についてJ r考古学研究』第28巻 第4号 1982
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「一~
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ζコ 362 

く二二〉

364 

L一一一一J
363 

。 5 100m 

Fig.87 磨耗痕ある石器実測図
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Fig，88 凹石及びすり石実i即j図
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368 

。 15口η

Fig.89 ;行皿実mlJ図
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8. 中世の遺物

中世の包含層は， L-4区に限定され局所的である。遺構も性格不明のものが検出された。

遺物は，少量の土器，石鍋片などが出土した。

1号配石遺構

L-14・M-15区を中心に，北東から南西にかけて約llmの長さで斜行する。残存部がこれ

だけで，実際にはまだ続いていたと思われる。 遺構は先ず浅いV字状の溝を掘り，その上に人

頭大の喋を載せさらにノj、聴で、覆っている。性格，時期とも不明で、あるが，排水施設で、はないだ

ろうお¥

2号配石遺構

Q-15区を中心東西に約 5m残存している。大聴を南側に配置し，北側に裏込め石と，思われ

る小聴を多くつめ込んで、いる。石垣とも考えられるが，確証はない。中世の建物遺構の一部か

も知れない。

石鍋 (Fig.90・1~ 4 ) 

1~4 は 2 個体と考えられる石鍋片で， 1は平坦口縁で孔をもっ。 2は縦長につく耳部であ

る。 3は口縁下に鍔が巡りススが付着している。 4は底部，いずれも削り痕が明僚に残る。

悶
四

円
国

3 

3 

10 4 15_cm 

Fig.90石鍋実iKiJ図
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松山A遺跡

IV 手念括

松山A遺跡の調査は，約 1年間にわたり続けられた。調査に入ったのが1987年の暑い盛り，

一面のみかん畑も現在は高速道路のインターチェンジが完成目前にせまり，大きく変貌してい

る。

調査方法は，表土層や撹乱を受けていない層であれば，最大限ドットマップによる記録に努

めた。その結果，遺物の取りあげ記録は54，710点を数えた。その他にも表土層や表面採集のも

のまで含めると，その量は膨大なものになる。

一般的に赤い粘土質の層がむき出しになっているこの地方では，表面採集によっても先土器

時代の遺物が多く発見されるが，逆に縄文土器などは風化を受け，保存状態は極めて悪〈量的

にも非常に少ない。本遺跡の立地する東南の方向には，標高200mを越す高原状の地形や，溜池

が点在するが，この周辺部から各種の遺物が採集されている。本町在住の井手寿謙氏は昭和初

期頃から丹念に付近の踏査を行われ，多くの遺物を蒐集されている。その中には大野原遺跡や

カブラ堤・大村市野岳遺跡の細石核や尖頭器などが含まれ，我が国における先土器研究の発展

に大きな役割を果たし，本遺跡出土の遺物と比較資料にもなっている。

今回検出された遺構は，集お遺構と配石遺構に分けられる。前者は縄文時代早期，前期を中

心に各地に出土例が見られるものであるが，調理用の施設であるか，埋葬用の土壌であるのか

性格の判断は出来なかった。配石遺構は，議を作 1)，そのうえに大きな際を並べ，さらに小磯

で、全体を覆ったものである。水利施設に関係あるものと考えられるが，その他の関連遺構は発

見されていない。時期的には中世以降のものと思われる。

遺物は先土器時代から縄文時代早期までが中心となっているが，中世の遺物が局所的に若干

出土している。 遺物の分布は 6個所に濃密に認められ，生活の核的部分があったことを窺わせ

ている。ただ遺跡の範囲は，標高71mから59mまで及んでおり，わずかな谷状の地形に集中し

ている傾向が見られる。このような池形状況の中で，土層は基本的には 1層から 4層まで観察

されるが，関層は存在しない。石銑などは混同した形で出土する。

先土器時代の石器の出土には見るべきものがある。剥片石器や掻器などを別にすれば，ナイ

フ形石器，細石刃，尖頭器で、若二子違った傾向が見られる。ナイフ形石器は調査区の全域に見ら

れ，従来「九州型」ナイフと呼ばれる縦長剥片を素材として両側縁に 2次加工を施し，斜行し

た刃部を付けたものや，切出し形ナイフと呼ばれるものなどバラエティーに富んでいる。台形

石器は，わずか 3点の出土であったが，両側縁にプランテイング加工を施し両面にも平坦加

工を行っており，「枝去木型」や「原の;土型」と呼ばれる形態のものである。

高!日石刃の出土区域には特徴が見られ傾斜のゆるやかな平盤面に集中している。細石核は舟底

型を呈するものの出土があるが，細石刃はこれらの石核から剥離されたものと，思われる。野岳

遺跡や県北の各遺跡から類似資料は多く得られている。
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尖頭器の出土は予想、を上回るものであるが，三稜尖頭器や幅広の尖頭器などはナイフ形石器

に平行すると考えてよいと思われるが，木の葉形をした扇平になる一群や，全体が細身で基部

がふくらむ形の一群は，縄文草創期あるいは早期の所産とする見解も多い。本遺跡の場合には，

土層による明確な区分が困難であり今後の検討課題である。

縄文時代の遺物は，若干の土器と石銑を主体とする各種石器である。土器は無文厚手の早期

のものであるが，土器の出土は極端に少ない。褐色ローム層がむき出しになり，風化による作

用との見方もあり，特に県中央部から県北部にかけて見られる。

石銑は2，500点以上の出土があった。単独の遺跡からこれだけ集中したのは特異な現象であ

る。形態的に細かく分類したが，特に局部磨製石鍛の出土の割合が多いのが目立つ。局部磨製

石織は西北九州を中心に分布が見られるが，これ程の集中は見られない。ただ岩下洞穴では多

いことが報告されている。

松山A遺跡がこれだけの遺物を出土した背景は，石材供給地に恵まれていたことが大きな要

因と思われる。周辺の主な産地は，漆黒色の黒曜石を産出する大崎半島は至近の距離にあり，

灰緑色又は灰青色の黒曜石産地は大村湾を挟んだ，西彼町亀岳，佐世保市針尾島などがある。

東隣りの嬉野町松尾川周辺からのものもかなり含まれ，サヌカイトは多久周辺から搬入された

と思われ，石材の多様性が見られる。これまで九州横断自動車道関係で調査された遺跡からは，

遺跡の規模や遺物の多少の差はあれ，先土器から縄文時代まで確認され，本遺跡と類似資料も

見られることから，点の繁りが見られる。石鍛などはこの地への供給基地的な役割を果たして

いたのかも知れない。ともあれ，遺跡の消長は先土器時代後半から縄文時代早期にかけて中心

があったと考えられる。
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第4集福井洞穴調査報告(l:>iJ録編) 所在の弥生遺跡一一

第5集深耳il遺跡 第32集呈出原遺跡

第6集 男女詳島特別調査報告 第33集 金石城跡緊急、発J語調査報告書

第7集宮下遺跡調査報告(図録編) 第34集長崎県の民俗芸能・民謡(I)採諮

第8集対馬 笠玉村佐世保シゲノダン・ 篇.j}IHIサ

唐崎の青銅器を出土した遺跡;の調査 第35集長崎県埋蔵文化財調査集報

報告 柿の本古墳

第9集 宗下遺跡調査報告(解説編) 小野古墳

第10集堂崎遺跡調査報告 久i章石棺群

(長崎県長与町所在) 遠目塚遺跡

第11集有明海沿岸地区の民俗 第36集世知原町潟作免の民{谷

第12集長崎県の民家(前編・後編) 第37集原の辻遺跡 (III)

第13集対馬西岸阿逮・志多留の民俗 第38集皇図!京遺跡

第14集室凶原遺跡(図録) 第39集 Bi策関係資料

第15集下五島貝i幸・大串の民{谷 第40集平戸・上五島地区の文化財

(本文編・図録編) 第40集の 2 平戸・上五島地区の文化財(美

第16集対馬の文化財 術工芸品の部)

第17集対罵 浅茅i脊とその周辺の考古学 第41集長崎県の民俗芸能・民謡 (II)採譜

調査一一 篇

第四集黒田原遺跡(略報II) 第42集長崎県の海女(海士)

第19集壱岐の文化財 第43集長崎県の民俗芸能・民謡 (III)

第20集対馬の遺跡 第44集 松減市とその周辺地区の文化財+

第21集室凹原遺跡 第45集 長崎県土豆蔵文化財調査集報 II 

第22集下五島の文化財 i原貞遺跡

第23集長崎県民俗地図 妙法塚遺跡

第24集諌早北バイパス関係埋蔵文化財務査 浜治遺跡

報 告 第 I集(図録編) 大堂遺跡

第25集 皇罰!反i量一跡 憩場遺跡

第26集原の;土遺跡 第46集大村i湾の漁労習{谷

第27集西彼杵半島綴垣分布調査該報 第47集長崎県の民族芸能・民謡(IV)

第28集 平戸市野子地域の民{谷・福島町土谷 第48集 キリシタン関係資料
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第49集 佐世保市とその周辺地区の文化財

第50集長崎県埋蔵文化財調査集報 III

殿寺遺跡

ひきご塚遺跡・鬼の穴古墳

野田古墳

唐北塔ノ本遺跡

第51集 串島i萱跡

第52集 a ケイマンゴー遺跡

第52集b 長崎県の民族芸能・民謡 (V)

第53集 諌早・大村・北高来郡の文化財

第54集 九州横断自動車道建設に伴う埋蔵文

化財緊急発掘調査報告書 I 

第55集長崎県埋蔵文化財調査集報 IV

田i婿遺跡

五反問遺跡

山角遺跡

第56集 九州横断自動車道建設に{辛う埋蔵文

化財緊急、発掘調査報告書 II 

第57集 長崎県埋蔵文化財務査集者t V 

鰐川貝塚

長戸古墳・丸尾古墳

関遺跡

第58集 堂崎遺跡一一長崎県有家町所在の海

中干潟遺跡一一

第59集 島原・南高の文化財

第60集 室十尾人崎遺跡一一佐世保市針尾中町J

所在一一

第61集長崎唐寺関係所蔵品目録

第62集長崎・西彼の文化財

第63集橘湾の漁労習俗

第64集 九州、i横断自動車道建設に伴う埋蔵文

化財緊急発掘調査報告書 III 

第句集 諌早中核工業団地造成に伴う埋蔵文

化財緊急発掘調査報告書 I 

第66集長崎県埋蔵文化財調査集報 VI

宇久松原遺跡

第67集長崎県埋蔵文化財調査集報 VII

小野下遺跡

第68集 今福遺跡 I 県道矢次・南有馬線改

良工事に伴う埋蔵文化財調査報告書:

第一冊

第69集 九州横断自動車道建設に伴う埋蔵文

化財緊急、発揚調査報告書 IV 

第70集長崎県の農具調査(前編)

第71集名切遺跡

第72集 九州横断自動車道建設に伴う理蔵文

化財緊急、発掘調査報告書 V 

第73集西ノ角遺跡

第74集 諌早中核工業団地造成に伴う埋蔵文

化財緊急発掘調査報告書 II 

第75集 長崎県埋蔵文化財調査集報 VIII

小栗B遺跡

帆崎遺跡

第76集楼構図遺跡松浦火力発電所建設に

{半う埋蔵文化財調査報告書

第77集今福遺跡II 県道矢次・南有馬線改

良工事に伴う捜蔵文化財調査報告書

第二11甘

第78集百花台遺跡

第79集 長崎県の近世ー社寺建築

第80集長崎県の農具調査(後編)

第81集上原遺跡

第82集長崎県埋蔵文化財調査集報 IX

つぐめのはな遺跡

第83集殿崎遺跡

第84集今福遺跡 II

第85集 諌早中核工業団地造成にi半う埋蔵文

化財緊急、発掘調査報告書こ III 

第86集長崎県埋蔵文化財調査集報 X 

前日遺跡

白岳遺跡

一野遺跡

第87集長崎県遺跡地図

第88集長崎県の民謡
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第89集 特別名勝温泉岳保存管理計画策定書

第90集中道槙遺跡

第91集 長崎県埋蔵文化財調査集報 XI 

松尾遺跡

大久保遺跡

第92集 百花台広域公園建設に伴う埋蔵文化

財緊急、発掘調査報告書

第93集 九州横断自動車道建設に伴う埋蔵文

化財緊急発掘調査報告書 VI

第94集長崎県理蔵文化財調査集報 xn 

三代遺跡

大屋敷遺跡

第95集魚 洗}lIB遺跡
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長崎県文化財調査報告書第93集

九州横断自動車道建設に伴う

埋蔵文化財緊急発掘調査報告書

VI 
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